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有限母朱団よリの柏理論

I 的ﾡ本理ﾡの歴央的ﾡ礎

ﾡ報位と分の単位が一致してい必4ﾡ田から 要紊5薬、作

冷に袖す々輸は ス22キ上昔 8c2u4ピざ'そよっく及岡 

た. そよリーせ紀く サンプリングに倉化そ考入すろ 

ここIよってえらク 利糸*橋 すろ飛ﾡが Poiss。 zよって系

*れた. ﾡてLexis次そまてろ研さ体系づけ、 ﾡ糸ろ条

%く «&wと- c合uそz / eAcwtcn ) に対す々論的な系 

ﾡづけな行っ び" と◆w&&uおよ びPoisson ②有めﾡ団からら

ﾡ本柏ﾡに対す ク修工は Poisson の研かや/せ紀たく

/タス44/ 学ow-イみがヒ ') まどめた。

Pcawot. ん およど化の人々の新号23統く ﾡ本四益理嶋 

の 念な迷歩は、 べ /ワラ4年にその命ス <〜cutな-

そxcwuetんc のこっのﾡろ側和についく太し〔パ〕*に 

利救、たもので»み. そ②執文み中で次は、 ﾡ本内の全格羊 

位求は一文てあろていう糸件のるYにおいく &.々番に対すろ 

整位ろ最通ﾡ当の柳会z 参むﾡ査源の 系通用②ﾡ々

入しそみくろク.

るしﾡ次**くめ 資問べﾡ本に含まる受ホ2糸に全

< 共 配 *わのてらは、 届内ろ妥系②独立な条作為祐% 取扱

受示ろ糸みみでとは、 /っ次上の入そ会む登位2お*さ 

ホすと, 米ﾡﾡ払ろ例てしくは ﾡ々2人またはﾡ々2せ予から 

ﾡさと分糸田持性な知»こYそ目的YすクW永で c 4な% 

: /は ccn.な さ平仏とすと場令そろみ. こら◇ 例 < c* 
/次 または cwな はﾡ糸○条ふヒ方えめ. 個へえは以布は 

受系とガえらろ
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ったユuowと&げ'およPoisson の古共的理ﾡ上ろ、 月4祭団 

理始の扱系、另 るい は抽ー単 位勺田邇副 当に对すう板張など大補 
正 やれた 理输を 用いろ晟要性は夕 ない のでみ ろ. しかし院的ハ 

究く母条回委系○ﾡ立な魚冷柚女々行4う こては、 不可能る 

いまでる非ﾡに承々 夕承の資 問そ我す2らくろ々. 実係の場合そ 

のよクな標ネ鋼査では4条田今全系糸る»認する こて9 くまみ 

スト次以表くろろべ、 こ然で在しないこと公多いか また 

は入チ非布に刑がかかろ. そらよ う4みﾡ公用 てミ て り. 

承本公非命になﾡﾡにゆたってい力Y ﾡ系をﾡえっためのﾡ刑 

抗 極カてハヒョ カ. 同旅に孫本面く <owとe ルlを ) そ他化。 a
5公あろことも少む。 例え ば計 右○作系をらた人女ろ 路者 

ﾡの旅1復理下Iにおくとム 岡夕、/行改中べ地 そ F卜妹

そ行なけばズらない場今などくろろ. 条%k〔ス 3.
② , 4.7& 0〕. 副 次 抽 よ く <よマaxとケg )、 二地

く &ow44. 4&ム)〔9〕つム な神法は、 M 刑で、2 材 

釆お 有 幼な 供 用ヌ 目的 と し て、 一あでは8け らたﾡ"ゆ創R。 

ﾡ画内く止まりな公ら他力 ては こら。 材 お よ が MI限R 内 く可 ﾡ 

ﾡ大/○ﾡ釈な入すすろために欠して またしの くろみ. こ。

えそつい くは /24amtad (2〕. みzなe およ 22crtc〔/2 )
なの〔2〕 イuん2224.〔7〕 お上び他②人々べﾡ炎な今号 

っくい々

ﾡ々は上引用 したタく ○ﾡ歩を的ではろろケﾡﾡに 

aM次柚k計舌として就"すろこヒがでさめ. 2 ○計ﾡはﾡ化点 

糸田の表ﾡの条る祐払立よど払さ /ふ系る委糸の訓次神 L 、、 

今む も o そろろ. こ○場令ﾡ内の次ﾡ並位 く /2イmaa da 
ム &xX う ②そそにおけみ表ﾡ②衣はﾡそんろ。

萩々は4糸団そLヶのに分ち i番目○倉はそ*N う 

②菱糸を有すろM ヶの一次神撃仏そ令むめのY依欠すろ.

すろ. そ>してﾡえすべさ性ﾡ は.

_ LMN ,L・ (1) X=.夏こ X;*/MNi4 」 R '
そ»»Y係ﾡす». 例!えはヌは与えらたﾡくcな) の-せ番当 

りの平均収入て力ろ. X4 はオiこく ww4 )のオえ通り くcな 

ぐ&o%). *をせﾡのW入でカタ. ここ で 世前 は副次抽出 単位 工 

» ) a りは 一 次ﾡ 女¥位. かつﾡ化はこによとめろでろ2. ヌ 

に表々はす"ﾡから 為,• ヶ②一次単位柚*し こゥー次神女※ 

他○ふ々へら ヌ丿 ヶ②¥位な剥次袖女すクもとす2.
ﾡ本から o X o "系食係型不術宏ﾡ く t 合caz wn&tx4 

ととらto。)"〔ぷ］Iは

(2 ヌ-を受チるX・/テバN

くカりま/ ヌ'o分泳は

。 ～ そ..jM_つ. (X一X.) N.n x-子"1 アーバ 4 M, w,- 十 ヘケ

? 2くxッe-ヌッ1
ノノー^^ ン% m'M)
_M MN,

こで X,=»Xx/Nr. X,=2ン X;/M:N k ナk

て や ク,

.らの公式はﾡにﾡ用ら&別そ方に入なけ ば次 除○抽 

* 計 画 

&y( 
a 合

り し

二六力q 
dゆL
4 き 々

○岡係* 勿, およどr ◇強 

ろか. こKは夕く○場令 計 

面睨または理渝を超Iく妥当 

あもりであろ,

は、 えwらたに対し 

あめ とtおいて 笈 な 系小 

めろ こ 七た で た カ. この理ﾡ

二次袖ﾡ位の k 比 o 系

にはね 立た な い. 時 には女用 

て正/にふいしうみこYべみ 

1 よ み 神々 の 可 耗 性 の 中 か、ら 

*$くつに1分な近 4 そうえ

々に 君 問 a み久レかって い 

え られみハる しない他2 期 
めン?・およ必 久/ ゆ他名 分 

ﾡらア内の一 次 ガ よ

ﾡ分そ決す みための基戚Yな々も のくろク.



しかレ このよ うス発展はﾡ本乱のﾡ / 段ﾡ としくクみ方えら

クべミくろろ. 我々 は系通計乱が母永Y 共用因子のろっﾡの 

女くろろことなったけ ては前 忆進む こYはくきない. そ

Y同ﾡにﾡ々のサンリ ングまたは 椎え に附成すみ貴用の知みY 
方※ し て いろ特えの』条団内のろろ』ﾡら対的大ま っい

くの知ﾡ次以要ぐろン ・
このよ クにﾡ泣の多系のﾡえ今駅& っ ていろ も②は々なタイ 

プ○女報仏の半位同よど半位内の分ﾡおよど共分枚の相対的

入まさ、 ならびにそIZ作用すみ用るなのクイつてら

研ﾡぐろっ, このう面②研はﾡ※的な対系に つ やては ・Se/uzそ-

ペオ"2rcu2tww が行なっており、 また wzcax ダ そん

Cenuux ろろは他のfにおいて8研え、てろ

I 系巡の所元えﾡ向

上に指裕したﾡ本袖女法は. オノ投ﾡYして。 例スば柚法 

は米神女法、 二1柚汝法または剥次ﾡ払法な今むなYうかとい 

ラような 保 本 柚払う式 く 4gイt ダ 42ク&ク子 ) の 文 毁 &4 
は ことY tてA化および氷靴位のえ救そ令むめ ②てあ々.」 * 

2○段ﾡは土単位○配分とﾡ女法な 決タ ナ々ことﾡろ».

え / ﾡ商の神女力式のﾡ救は寄"上つ安行▽能性と効○否へ 

ら行なPク. しかし 非 実照 的な リスト、め 作成, またはすへてo 
ﾡな万法をえ そ○中からみ準くﾡアのt②な一つ送 

とい>ょう こてそすクメ外にはいっく 8月じみ式を送ムせ 。 

ﾡ撃な方法はﾡ在しない. しかし推花え、ろべも骨条団ﾡ性り4 
ら文糸対し 々へ系段ﾡ型不ﾡ推えﾡのよ>4 ・系B ' 
そついく今力とﾡの感ﾡな受け入ろな ら ば、 任亀②*用ろ方

は 双文 *なW内るオスつ終階I2対すクポ- ②Wを与えクドで 

な 方 法.次 み方. こ◇ような方法は. 推法よど交数*Y祐は 

万式内おけ々サンプリ ングの配分法○みうを表々 今えク。 

でみろ.
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・承食。②*方式なネすYﾡ四 "系食。○ポ父法*よ 神 

女配分を示す ため②天原点用でミ み給は こまで及岡 て 

い4いが、 みﾡさ/*女力式Y 植えみ式のx次に ついてはﾡ千 

○逢歩がろ っ f. 表々は次②二っ2が向○地歩べ将に 当心得た も 

の○ように恐P力.

1 あるタイプの探本抽出方貳を. より確央な台煮を与えろた

o. 会く-般に受けいら 儿ら 良好 な ﾡ文値 ヒうもつ 

て○ﾡ単の修Eく こらのくつかは Scc.I ぐ述べみ )

2 水ﾡ位、ﾡおよど始よ力式の他うﾡ。 決% 改場 しうろろ 

みﾡのﾡ則べ現P力 く このような ﾡ則 そﾡﾡしようてすクず 

み にっ い ては Scc.m ,Vお上 W で法べ々 ).

表々はまと してセンサスにおけみ系並み所えなとクことIz 
しがっ てﾡ験な内係な もっ被 の朝兄 について もﾡスす方 

くろ»う 秒々べﾡ的しようてす»所究②大は、 峯位が 

受系○条なで、 *②大ミ か々く化すクていう円X岡すろめ 

のくムろ.

I 段椎交値 ②基対 と修正

5.c.I ( お v /叔来 し a次 火の-般門ﾡる号え らた椎宏 

dは" 系引 ﾡ型え 偏格催くイct-2tcaz wよ.xoX cxと.なゞ 

の 人 理 を 滿 た 寸 もり で ルメ. 救々の②除には、 こ1はﾡ同2 
る並 位中の妥派う救久等し み朱田 くは、 愛々系る有ﾡく

#Pc.u*)X%つくみ. ししﾡ単 位 円○惑赤牧公澄っく

•.、 と 令 て/ ﾡって はド ろク大体 に お い て 求負ﾡﾡ不命述父倫 

トリ め平均平力系ﾡ "く mcQ 子au. > の 小 とぐ一 致 堆 灾,
w******業業帯 ・ゲ平マギ 季業***--* ' "ペペギ幸ペで **・・* ・"'•••• デ* *ずでマーマ番* ﾡ帝季事ず . ..... , - •——»»». - • •■,•”一..“.“ ,••■■■
2 F* 父なっYさらE(*一父ダ指すたこ◇ぬ文くは"千平力 

スな"Y"ﾡ" そ月 ビ s 4 rに' 用いろ. EXは花定:みべ、で条田約 

仕くんみ. しか、し w X キ第 ②と:はE<*-ンアは//・千均平方災 

※ だけそ花すクい○Yン. 役者○場合は E(*-父= E(*-E*ゞ 

+E(X-父) こなっ て千均平万妖&は*の 分ﾡ十 ﾡリりよ と及ﾡ Yなっ.



ﾡ く ccndイオオ と衣ゃな )が骨件 ク こ とがタ。

例えば礫臥次抽を単位のと き. ろみﾡ性の登茶当りの平均ﾡ

ヌ = ダx/ M,そ世文したいとすろ. ここぐMは母泉田2袖 

位の糸ぐ、Xはi番日の条送2 ・表糸に 対 す ク構父み性ﾡみ合

計ﾡく an2eシオe vcCw ) でろっ. N;は こ②衆%の表景み択

*・ 2 N. ○日時分布は未知てあろ欠. ZN=Nはゆかって\ ろ. 

このムクム糸件のしとての クの朱を令む旅本ク ら ② " 系良ﾡ 

不 受ﾡ"はﾡ 2x:/N なクこてかPへろ, しかし 係か ら 

二ん/2M. なら 比権先を作 遮はをく 今令鶏に小さ い平均手 ,

送かたら々. 乙のﾡﾡ値のﾡりはﾡゆ塚祝てミろ1のくカリ 

-ﾡ性そめ行すろが、ﾡりのあみこ てY非係型にう列て" 系 

ﾡ不術ﾡﾡ値" ○域ﾡに はあ て はまらない. ヌの取良保型不偏 

え伯にはNベりハっ ていなけ Kな ら x いへら こ ②保不比は、 

Nベ木②易令るひ伏えみ z いう &ぐ似 くいと.

系の ccc&xon 〔3〕 ②えは、 X のN へ○保型ﾡmみ系 

小二糸えで用いて. 一致性は»べ. ﾡりの力ろヌの夕くっ加 

ヌ値 z与えて ろ

こらの椎足値の平均平力ﾡ炎は-依に上Iろげた系ﾡ際"入 

ﾡﾡえ値ろろいは絶比ﾡ文値②そよ り &小*い. しかL こハ 

らて対しくは承及際型述欠値Yﾡじくの知ﾡ矢めﾡく力り : 

の上推定乃手続り一部 z L て相当 な計算を受すみ.

上に※べたﾡりのろ推えﾡはいずY t-政え逆 で力? く 

者品袖位の大ささ公系ろよクな払力式くは ﾡ及ﾡ型え 

ﾡ文位より&平均平力妖差べ小*い. し/にがって、 "派役ﾡな 

不術椎央値"○※年に 非際型、一ﾡ椎欠型 ぐ ばあ み 次平 均*： 

差が系食係型不ﾡ椎え僧 よりる小さいムうな欠値 z令むこ 

zすば、改もさたﾡ本ﾡﾡ他なえらみ.

W ﾡ女方式の北友にﾡす»改る

の集田ﾡ成に岡すろ知教次少なく その特ﾡ○公条ﾡ4*I
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い くの知織欠き急ら場令でさえ、 ﾡカ式②ﾡの改ﾡそ通にて」 

油女計乱を次ミく改ﾡすろ こてケでさっく Scc.W なみ」).

ﾡﾡ4②大さ さ

浪並○研兄②多くは. ・易四ﾡつﾡ¥位にま未の失球そ用 

いみてさ. うえらくいろ女用のもとで共ふの入もさ々そミろ 

にけ小さくすろこYがﾡましいこてそネしてやク〔ス. 先 4. 
フ aJ し 久し この 原則 は 制 火抽 出力 式： では必らず しも あて 

はらない こてに注念し なけKばならな い. 訓次ﾡ汝さ合 むﾡ 

汝力式くは、 -次ﾡ報位に大まや共る%用いろと剥次る

いいで小*や朱送な用い/場合よりる っと 別 o 刈 Aべ ろ ろ. 

その上大加授綱基にかいてほ々生ずろ閉恐の /つは. ﾡと行 

αうル府※に営理上のﾡ堂ムW的べ力って. そのようス系件っ 

りY ぐ 益計動なたてなけハばならないことで力と. このょう

制限 次 みみ明 台 によ く 用いらろガ法は. 限 ら kた敌 0 〃- 

ルイ aどの行改報位な一次袖ム位Y レ 納次ﾡ k W位には 

4Qc%ぱ介*力的地城»みいはせﾡゃ とろめのでろう. こ 

っ」 クな部膚らもとでﾡ本内に今まと-次ﾡ *平位の救な-

に 係つセす 、 大際ﾡを す ク吹的靴ぬ t"大ミー次 

尚は平αな刑い»こY 上 って袖分秋«攻少*せろことベで 

ナ お

納次 袖 k ぐ 大さﾡ位な問や»こ と2 利 * 例え は‘. 

る日次のﾡ 未み◆な & と②¥位く ezct&& 2otイ そ そで

? こる2常○人、: % gっ 幺 ♦ノ二一火釉小単位•に 「 密っけ 

カトう埼な合を方えば明らへくろ», ス対た-次 

・向分はの=メの/く/+P)Yなみ. ここくのは

Yゥー次地¥ /.向 ○ %枚て. Pは対にした"他向のﾡW 係 
p みそ こ②ねW 原救 は * パ 席.単 的に 作 ら n て" ク合には 

名/: Yorfい<IAには-クイH-卜にしい). ここでは& 

・ み - * 、¥位ん«くあん. しがっペ ceux 間②分 ﾡ、は

ヒいK々キ分にα». 才にす々ﾡ 位はり力っくいなけ化
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ばならないとい う糸件べろ 、 普通「今値は。 よ リ六となク

> しかしなろべくいの大 もﾡ塚ﾡ位々送んぐこよう ・
¥位の能合なつくば、 Pはﾡな限り小*くなり ろ々場合 

cはこの核小値な負になみこYまえろク. 何場令でも、 P 
の 欠小さ い払大¥位々 ﾡい て 生ずみ女峯位問○袖分秋 

( d&タハ火ク ve2.zncク )減少は大そくなろ. 一う・ -沢柏 

¥位向の柏払分ﾡは このょ うな 偽合な行 なう こてによって増大 

す»べ. その増は優少た久ら. 全祐分秋はﾡIにﾡ少す2 
く&rncxdz &c.1). ースﾡよﾡ位の階令%大まくすク場令 

②制やは、 地め、が すにつくﾡ次ﾡ払のﾡ刑がﾡ大す ク こY
ょっ て生 ずろ. とoム う なﾡ用の増初は分ﾡらみク て送っ0 

らまそすろ. bしメmの限伏そ そびレく なけば、 特今は 

- K 池 女を会ﾡ用いずに割次ﾡ女ﾡ位な分ﾡからﾡ立れﾡ 

みカ向に進めら2 くろろ う.

2 -次柏女位②大ミ*が系なろ合ろM次格振. 副次油出: 

大ささに比すク 確率 z用いとこY.
- 次油 位②大さ はがﾡ化すらとるとIにかから ず及々用 

い ら クﾡ次約ﾡﾡ、では. そざのﾡからﾡ内2 一次ﾡ 二、 

¥位の神女され々幸べﾡじになろようてして、 /つもたはそ 

れ上②-次半位そ北女 L. その中からえっら/例令の次 

袖女¥独を袖女しなけばならない. - 次 北平依の大も*次 

不ﾡ○場令は、 ﾡ、ん一次ﾡ位内のﾡ糸数に? く 

保本中令ろべも 刷次ﾡ ¥仏②救が表化 すクから こ○描 

kう式にはﾡ千の宣やな不 会か 生ずろ く こ○堀えに力いく 

いろ"柚女ﾡ位の大ま* く ルタル )"ては、 袖*位内に 令 i 
み受木つ氷を福すtつくろ»). 上の払力式。不益は 

たとえ一 次袖 払 位べ冬ﾡ率 て他女さても、 副 沢油 ス 久-ダ 

・ギてやうム りはむ し ろ一交ﾡでろクよ クにえさ オ2
M次柏ムカ式の場令に生じてひのくろ?. 上◇ニっ 

万式上り求に推災てろ氷3のよ式は _ 次 k f

-9-
○大*まにたす»袖よﾡﾡな与え. したかって -欠秋クM次 

ﾡ単位*副次ﾡ女すわるのてろろ. 表々は3っの女力式の 

何れについてせ、 も宿 か と (唯一つりー火伯 幺単俶X柚 Eす ぐ 

tつY4文する. こゥﾡでﾡ化そ符な?ヒ. ﾡ化べ不ﾡ会

場合よりは»かにﾡ女分ﾡべ小くな2. 比ﾡった22半氏 

化とL<. 表々は系に割次神女位べ分ﾡ平位くろリ 用vら 

乂ら探本推気値尔 デ m 2心 元/2临 なろ秒2りのこすろ. 

7. こ ぐ ヌ※ はﾡえし ていろ性のんﾡに対す 2 浜本 平均でろ り. 

M はそ○アのスもさ くろろ. 受々用いらみ欠値は、 系初 

○つつの袖力ではﾡりべ力»べ. 推奨また袖女力式 ては 

不ﾡでろろ. しヘしスﾡ交ﾡす りち系初の二つ2は夫 

にする"系食"ﾡ型不ﾡえ値の系均平力ﾡ送は、 級にこ

ら今比牧で用いらみﾡり2力»推大価 の1◇よりずっと犬 

・いから ※み比くは方系しなへったくJc.I ﾡ法?な 

よ )

前ろ げ/ 浪初 2二っ2 a! 次袖 女ク式は、 ﾡる乱当及入さ 

の一次ﾡ※位へら al 次地そ行4え ド、 そ2"ホは犬体ﾡ 

らでろ2. しかしどちら1沢した地女ク式上り者通千拘手力 

ﾡ※次スさ い 双初の二つ②袖*ﾡべYﾡ奨した針愛とろ平均 

平力ﾡ②送は流似的2何 &

(o) おそく,ふ［ろん局-ろん］

・表わさみ ここ で Nなは«番目のﾡ内の/番目の-次柚士 

・位内の妥系なくろリ、 凡* は-次神平位の子ク大き、ぐ 

»ク. aえ は一沢抽衣単位•の数. はノ意目つ¥内そ入男 

の版内相 同 練数 くイ；Vル - C4ン cezuと合2ズoう、 伝 はこ の 通 

内②個々②妥素円② 分散で、 Lはﾡっ枚くク く

-ec 2 そろ この※◇及向そみよ ).

もし Mん)Yんの内べAなら、 2や X/ル’ 問②平均◇共分 

救 < coxんox.。,くろ方セころ今この炎は工に方. そうし
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-は永々 か社会統お よどﾡ済統井で愛々道ﾡす ろ入ﾡ分ろ 

ﾡ係的同ﾡに おてみらろめのでろろく &cc.W そみょ.

推英と動においく平子ガﾡ※べ減少す»クはその大 

お女¥優ヒ小柚払¥位問の柚迫位のﾡ分な、 化のニっ② t 力 

上 り 系負に近\い こYに」クtそろろ. &ち力ん他②0のY月 

に、 大ミ*で一次袖女単位なﾡ化し 浜ﾡ記分方えて名々 

なﾡにﾡ虫そふりPけ»とYめそそみ。 しヘしこハムって行 

か他の. しかめかそらく系に虹そなﾡ化の力 法水 脈. 牲 ド な り、 

mえて 大那 分 9 条係 同選ぐ大¥イ ヒ,)、柚 火 印 佐. 河 の 敬直 座 

分はﾡ刈によろ他はないてろろう, ネの上 省通沼内み増位っ 

*ミ さ か司 ・場合 は大 ・* K よ ら層化はス ﾡで 力 .

淮 奥 てイ を 拍出 カギカ らえら2椎え倍は他の二つの基え個 

ベ 電例ﾡ りなめろ »ク易令には非ﾡム締ﾡな示すもかハ 

e ずスﾡ く々ろくころこYの羽は のwxz &c,さ 

値例ついて は cc.m そみよ).

大さ *にヒ例したﾡﾡそ用いて s →次ﾡ永ﾡ催問◇袖求針 

かﾡ少すとべけるろ々から. 叙内の袖 ※効を減少 *せろ上 、 

はめ系べ少ない. し/ベって- 次 k半位向ら平均平力ﾡメ→ 

会平地平カ保送に対す々ﾡ今べ大きい場令にはﾡ契、ハん式 

は他のニク②るクよ り非ﾡに有くろろ.

重例一次袖準位の矢ﾡの大ささは不明でろみべ、 こハxさ 

ﾡな剛係をめつ平位のﾡはわか»るのでろろ. たこえ ばﾡa 
cock . cな ろ々は coto存 み好糸岡 I. ﾡ本かと ゝ、
れともには表々にはりからない b。 ろみ. しかしヘM。 • 

ヴスにカけク こら。 の集 団ついてはね»こv べくまろ.

らの米のもと そ. 一次ﾡ位はす ぐに知ら <» 

»みい は米え *な)大ささに 比例L た雇年 ﾡ汝ろ. 

かレ こ◇上うな と と公なPば、 二っの網査時人問9 ﾡ 
¥位っ大さ*のﾡ化そ方慮すとたっ、 こっ 則次抽出； は 修正 : 

xゅならない

-11- 
%しﾡ係の大ささな廃知なら ん-ﾡで袖女さた一次ﾡ払 

単仙みヤら x ろ副次抽止単位の我は.

* - な Na
くあっ. そこて t%はこのﾡに対しくえめらたﾡよくろり、 

M%は届内の全要糸の救でろろ. したべっくﾡ女、た-次

# 位"9 M 次神 ﾡは teヘ/Nな でろ». ヘは袖 * 

た単位内の要余教でおる. ーカいしﾡ位の条ﾡの大さ*ん4Y
4接4W係にろあ大:* ○スほ P たけ しか利用く なく て 

一次ﾡk部位の柏ﾡﾡそ PiIに比例うよ クにて った場令に 

は ﾡよさ/一 次 も 単位 内 の 副次柚 の準は tA R/P,; 
<しく々ろ. ここくRA は層会体に対す み この 氏我 くみ り. 

P,はﾡ**/一次ﾡ学位の大さ のス次くろ2. 大さ: 

の天及を所い * uもの ﾡネ椎 条値 の 分は この輸太○カと や迷 

～クくEp(?)そみよ).

ヨ 動1次ガ② 分台 - で 内く地 城的 動次ス化そ用\ろ こと 

ク ・ﾡ、た々は央団から比ﾡ的小*ゞ ﾡ木 そとり、 そっ

,, マ2卜次みヤべ地てﾡりAはならなような場令には、 - 

入や内( パ 4なt。) て地城、的«1沢ﾡ化 ( Q22a イ&- 

な*とてとな > c ょ ばr みの 修f %行4うこ と公ﾡに有用て 

クム,地城、や® 次ﾡ 化とについて就明すク前に少しﾡな以表 < 

P2. -
ルサ 的計スﾡとZは

o) ﾡ系ﾡ益に行な?全 4排 回シー 次神 水 粧 位 となろ 城 城 に 分 

そlすみ.

イ> こら○単位な永短分してﾡつかの次みﾡ く4-auc 
α) z分すみ. そうして

c) ﾡ太% ﾡよす。ﾡる制ス区め、に っ、.てみろ秋乃&、 まっ 

計的救^ みm でミカ,

_てそくろ»。 こみ剥次内な地めについく知らばら z 
、ﾡスはてれらのささ く タ分会な糸田、 全ビ荷 く dwce&
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オ > ろるいよ会ﾡ条ゝ に対する受当かっ食な入及および

こみ地ﾡみﾡ性そ示すたとえ ば浪糸地域 くアルルルル朮を 

ゲeamt ) ぐ力み公、 非枚条地城く/ルeイ*クt&れ w-子o&m> 

でろろ久. ろ力いは白へろ多い地ﾡく /cイowtxッt4 f& > 
か有人ﾡ◇夕い地めく cしoautaxそ4x "ムM ) そ力»久 

どの他の知ﾡも令まれ». 酒-なクラスﾡ』けした場合 ・ 

次 g 城は 次JZ ネべ ろ 次 く<αタ-才uなa ) «%決えすろん»ん 

けIに用いらクの て. 者通そY社立にタめら K»ﾡ次ﾡ

※任冬号えっひろくはな。 ﾡ述へた上 クﾡ内の一次迫 

¥位化かてさんんけﾡ一てムクよ クIス またにﾡ向"ﾡﾡ4用リF 
喚的2なクょクに一次士ﾡ仰のえ珍よグ*のﾡへのら 

*行なう. この場合み層 ク らは-イな一つけし 

ﾡのネメー次手ﾡの送 はクA率 は PI2 比例 *#々ヒ、 ら 

と ケ タ*ク. ここぐPは一次i仰今大さ:の& < 

火 は * ② ほ今まっ 次 ②城み大 : ② スス o n I キ［、 

*/ ん層内て 問やろ会ﾡ投 率 te は 会 第 ○層 & 対 し <承ﾡ取へ 

のえながヒヒして失 で 久 てい おと い う： とも 仮足 く れろ.

そうすクと芝城的W次層化は次のよク2して一次«内導入 

そ:ろ.

(2) そ < ◇一次忍 内のM次こ域** ら9桁社な pte、, 

て 次ﾡ2ﾡPけす2<えと え は浪地数Y 共 京家毋•け,、 

クニっ②制次&城にわけし 、次にこら◇枚場の平や力 

大さ またはせ番 く 4wt2とy wt ) ○平均地代によっくメ 

そ余帆すろ. *○ようなてま 私糸地ﾡにちり か っ ル • J 
平均久花火*/ﾡの中にろ ろ よ うス-次ﾡ内②訓 こm 
- つの側火画を構. 或ず る )。

(4) - 次ﾡ②る々 ハら送ばん一次"のM次区城はﾡ tt 
次ﾡ 内ﾡやけすろ.

cc) 納次地よ半役 は送ばた- 次ゆ内◇る *名 内<火 ッs . 
ろ. オー 次袖 *平像内に令ま ク: 番日ク訓次スの中 ・ 

めら2次ﾡ女位の個称は Maii て私わミっ(ﾡ々の 

M次神\位. /Yえば個ん、 意場、 帯またはそ2株は又、 

カみは非ﾡ小さい地城などY しく欠系すちこYなでまろ. 

訓次袖 払単位 は当は た 一次抽 出 単他 の* でのみ文数 ・ なサ 

ばならない). ・

(d) 送 ば たくえ番目の)- 次池 半位内ら げ番日つM 次ﾡ か 

ら c ったﾡ本に ・ ちW 次地女単位の救は、

?t/= Mg 6 RA/F,
力ろ. こ こ そ PMはノ番日の一犬学位内にろク。番目○副 

次沼の大もさを本りす. R=ZP% はん番目2 次ﾡ く 

Puowaw 才な ) のt番目9M次ﾡに令ろ訓次区域 

の大ま さ ②iqてろろ

このような配分法によって副次地払な行なえば、 送 ば た 

-次平から とったﾡ本は、 そのﾡから係本内たまんま送 

ど k*た村天の一次ﾡ位そべ糸す2 t ・う よ り はむしみ庵 

会体び可ﾡなり代表すろこYな». 心明た». /z2 
のセンサスへらえらた割次& 城内 e 人* そら○対 

さる表』すス及にヒり、 こらの制次&映を/ア4。422cc- 
enwuae Ccuuu。 # P/u.とaなn 示* た / e 気 に み け 

とそらの村性に% すいて前次層に分ﾡす2ら2Y ・ ・う. 

そ クすクY 上述 の 創 火 抽 北 の 配分 か、ら、 族. 築 地域. 内 の 創 火 区 

ゆにﾡ住す ろヘロﾡなう。4 a ら 旅太内て 予ﾡ ろ 

/ク。 ﾡ◇くロの32*が ﾡ糸地域内 ②副次& 城、か らo42 
となろょう Iにが本 X抽 出すみ. こゥと: はな - 次 t ※ 

位 内では / クの 年のヘコヤそ よ クな地光成にんてい②は 

おそ らく /ダ*にしかす ざないめない久そは同外 

てあら.

cと) 権えべミな共田裕はは

L Sx ox M4
(6) メーそろろ2 Xなグe
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くろろ. ここくメん*はえ系目っ一次¥位. ・番目のM次ﾡ 

そ番百の次袖女¥位含まあ会表糸ついて 力ろﾡﾡ。 

値な加え上げたもあくろる。 またS* は 創 次酒 の個㈱、 Q% 
はそ添目の〜次ﾡ内の次報似今教るめり Lは一次ﾡ○kで 

ろとくXは糸回つ会ﾡゆを級くめよし ま会ﾡ糸ガ的右 

救ぐいよい). ﾡ木久らの堪欠値は、

L Se Mu
(7) ズ=を%引 Xwe

・ "
そと, グス対すとねは不そくろろ. 何改ならん番目○沼か

ら ろ一次位はノっパけだから てろら こ H は - X 
の段他けで1みそつけ和そ今む非ﾡ ﾡえ伯く

力と, tしそなすべてt等し. ナなゆち 株本 の 柚 K 比 
%-天Y ば. 祉え絶はﾡ本内のカクﾡ性有 み会私未 

②救に柚女比の逆坂% セんけた だけ〃 tov aろ.

上にべた訓次袖払らﾡ分と述った力法なと ろこ て & マ ま»か、 

そ ゥ あ令 ぐ 0 株太央ﾡcほしい 修 f%mえは光 ﾡ的 al 次 酒 化 

。 将 来次 書 力。 こみときには- 次ﾡ ばか り そな < 割l 次ﾡo 
ﾡ商6列の企みな*入しな けはX ら ない.

系ﾡふ一次袖半のたらxそらx正しく化すろこY、 ら 

クいは-次仰そ 送ぶ 保に 大さ ( に 比例 した 施 準/用いろ こ z a 
どは 地め的副次沼化2利用 すろヒま には村に望 まし\ tし 

らそ考入しないとさは、 地 城、的 訓次ﾡ化と行なっ < &央喚 

益のえら ろ 可 ﾡ仕は 少なくなみくろろう. - 次ﾡ o 文 教、はま 

次ﾡの父呉とWﾡさせく行なうべさてろり たふ-次*仰が 

次内ぐ失らクそ ぞのw次ﾡ そ 十分 代表 すろものくなけ

ばならない. ここﾡらM的のkに、 大ゥクカはっ! 

したﾡの女は一次平依○ﾡ貨性によっ て叫z クけみく力ろ 

しんべっ て我米地城 と 非校業地 て 割 次層 化す ろ場合には枚 米 

城Y 非ﾡ糸地城の 商わべる平位内る代表さろ よ クに一 次樹 :スミ 

位 々 定り とけれ ばな ら ない. こ○ろ法はM 次ﾡ 化セ- 幼系的 

タ ク ばか リなく、4泉団 9そのようなアラス②えそ別々 に行 

なう場令状木ら幼ﾡ*欧もすろい◇でろろ. 天係○場念にこら手 

ﾡな正ﾡにろてはつらなけ ば、 ろろ次るそべ表 しないよ 

ﾡ 払¥仙が状本内に入? てくろこヒベ子い. このような場合に 

Yみべき力法の一つヒ しては村条の 訓次層 % 今併 すクことでろり、 

ムラー つ は株本か らそっよ うな一次学*取除く こ そ力ろ.

- 次ﾡ○救はﾡ払すペミー次導仰ら\ 上 って制的*スけクか 

ら、 地 城、的制 次ス倉 化 < + 分抑 M そ ・み茨ﾡ因について 一次②投ﾡ 

く priwory /eve/ ) そそ作ろこYは不ﾡ済でと, 例え ば訓次忍 

く救米地城Y 非殺示地めな& すべさる○とす れば、 一次半位な 

意な比ﾡ く/ezcentfwx, 会8糸団の枚糸上 ? く生計そた 

イ てい クー次仙○比冷 > く多数ら層に分ﾡし くしまってはなら

い. *はﾡ条比ﾡ2求ﾡなコントロールすろのは 次ﾡ化た 

»らくろ». 一次伏熱くﾡ糸比のクァス2かなﾡ限す»こY 
よって. 浪条②型非枚ﾡ母糸団の生た的神性 ろ力いは他化ら

M 係なメ#*コ ン トゥール ヤミ う 別 厶 形 9 層化 を 利用 す 2 ことヘ

地め的制次ﾡ化は、 裂系◇こ々なクラへのる々から、 源、本内に 

・ せ み愛糸救々交み◇にごく ﾡaにﾡいらていカカ決 — 

-次忍の全部式 たは量は た 一次ﾡ単のの裕えのﾡ性と 標本 x 
z-せみた»に. そのような納当次ﾡえて\てめいなく 

tg別 Lなけばムらなゝ.

与えられた救②、 ﾡ*色々な狩はそもつ未くへ、馬住 

枚場力ろいは有水有ﾡゝ%うろ"に、 列当々*文たり、 

a メ 土なは綱書右に過令な与えたり す ろ ク法には的なス太 

ヘ » ノ く. 一次沼 内 ○地城的新次ﾡ 化 そは 型 け なけ h ばならな\ 

普m そク上うな初当は 呪ﾡ o 情ﾡご大書 な 催文 そるとて しなけ 

nはならない ことへら 4共団の※化した村性な正ﾡに示すこx 
tてきない. ーカ 地ﾡ、的ラ 次ﾡ 化 は ﾡ柱 今情糸を利用しく、 色々 

なクイみ地 ﾡ、次株 本内にIしく代表*れと とY冬係証すろ%。
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てろろ. 指太れたﾡ々今特性につ\くとらろ受系の教は2去 

②西Aそなく現在の場糸団から決文さ ろ. 衣化な急氷な時ﾡに 

通ま ◇情報にるっ い て 一え。 当な用いクとますます着しいﾡり 

*生ず»ことになあ. 地故なﾡ化す»際、 用そもク過去○情ﾡ 

な用やろとYIによってえらク裕は、 光城9 時ﾡ分②ﾡ性問に 

系年 わたってﾡいﾡなろろとい う事笑から 生すろるあく力».

らちﾡおおいて 意糸比全の あかった地数く ﾡ糸地城) は氷夕検 

そる枚系比準はﾡいつ欠者ﾡくあ々。 ﾡしように、 番集団に次 

上非ﾡに大まいﾡ化公生じて る、 力»ﾡ々におけろ一ﾡ○地ﾡ内 

○ヘロは営通 冬 検○人▽Y非ﾡにﾡい相岡そ%っ てろ. しか 

し 地 ﾡ的 次酒化は英化が生じないというポ央に損ろ & ○そxく. 

安化公生じたならそ%価すろるので»ろ. ﾡ化次 大ﾡ分の小 

地坂つ*性な会く茨えて しまう程大さい場令てt、 こ○ス法は番 

ﾡ国ﾡ性のま化そﾡらかにすク椎欠値そ与えちでろろうが. しA 
レ そのょうな著格っ めヒ <は こ力法らﾡﾡはﾡ少すろ.

V 上 注○原則<系体化 す み M 次柚払力 式の期裕て分枚

一次ﾡ単位2払大、 大さ○ス及に比例した確ﾡなもって行 

なラー次他女#位○. »よび地城的刷次ﾡ化◇原則<呉体 e 
すみﾡ*力式なく下ICア\く一ﾡﾡ細に冷ずクこYにすみ. こn 
そﾡ宜上ﾡえさた割次ﾡ 女力式Yよぶことにすク.

1 過宏 た剥次ﾡ女ガ式に対す わﾡ計○ﾡ欠値②期裕ﾡ 

以下の公べヤの和はﾡにﾡらない限り すベく場条回全件IにP 
れクひのYすろ.

(フ)共でえ炎さん * ○ﾡﾡﾡは

EX'一】E ここく%く R/ PX ゝくつスル/Mな,) X..
*よ ・と

そろ2. くよ)から tx-m&,Pッ/卜kッRk, 久め 

Ex一ﾡチろをく R/R) く R/ Pe>*w%

=えP えくR/R)くR/FP、)くXw/R)= ZR R4o) 

なし、

P. = ZR.= ZPル : Rxx=Z(Rい/R)Rバ, :

Rな(A=Eく P./ P ) R ムス :

R4 = Z xa./ Fw, - X・ッ/Pw

こ o R4r%) はオノー次報位K対すと補正た比ヒ方えら 

力, こはナえ仏内おけるR4 の1みづき平ﾡるろろ. 

えこ くはﾡ内のス←の-次仰2 R そ対しﾡﾡの1 
みな亀用 . R*,はﾡﾡ*Yた比の た一眼内の平均であ 

ク. よって

(8) EX'= *+】P(R as)- 匕)

こで Rペ=Xく/Rん. X*=テテメe/

は ォメﾡ内妥糸○追安、ﾡ性のﾡと8の大 w とo
*>でﾡえ してい みな糸団神性は X=Xs=ZP*R4

しい. (sゝAらり久力ように、 通そはﾡ京には催かた 

べ メは*のﾡり②ろと推突催くろ»、 この衛リ 乙RくRww- 
2 ) は 色々な一火暦 I&メオすクﾡりのねく力. 天にはタくo 
受令こら ○ろみt ○は優へにYり ろろどのは任へにA 
とムにろうから 全体ら術りは比萩的小とをクで力»う. こ 

のﾡり は地城的新次届化そ問いないか、 ばﾡ椎太値○式 

a fしく修証すば生じなかったぐろカク^、 この場合いまた

ec I でへん不ﾡべ位②代りにﾡり ◇んクﾡ夕値そ依入 

/令とアいく 桜かのﾡりな場入すっことによ? て 分介Kz 
央 ヒ ﾡ少 せうみつる».

地 タス的訓次ﾡ化 ななったYま今ﾡ本花え信 (7ゝ 公不物てろ 

ろたの+分条件く淡登糸件ではない) は. 比 Rッ/ Pべる a



沢ﾡ門みR とﾡ相岡でろっととるろっ. こら今糸件み8 
と では.

だから

R.-7チ登登ん-引引登号ん- R.
例そろ ゲ ば /?42年 今人ロ*犬 ポ ◇凡及と す»Y. 標林椎 

天値 は: ﾡ々のﾡ次層内の- 次柚汝¥位に対 う ろ /z2 年のヘ 

□ 比率火 対応 す ろ 也/ と魚相岡ならスﾡくろ。 前2活急山

ように. こら今系件は少くの実除戸ﾡに力いく ﾡに*一 

次層化く Priwary stratf/cation ) 次ﾡ系的に行 Pﾡ合には 

i似的2 尚又*あ。 系2と◇ 糸件べ&似的 2考たなくく 

%、 ¥ か之ﾡり は非#に小 さいめ今でろろ く救値例は.. 

Wなみよ >.

2 倉えさた割次ﾡ女ク式I対すクﾡのﾡえ値○平均平カ採 

※

れえ*/剥 次ﾡ 力式に対すろ * ②平平ﾡ髪の及 円 

は附然&c.2 なみょ. そよば メ ○平均平ク妖※は

_ 、、、 らュP M4i _のi 
ダ-タケケ* ア Mイゲー/ " 种 P 

(9>
+そ同チ 登く Rww- RxoA +〔ZR <Rx.®,-Rィ】

たたし のi=xく Xんパ ー ヌプ/卜w は剥次祐 ゆ 対 合 

指 灾 ミ 朮 な 将 性 値 総 お•の 創 次届 内&おけ»そ次神ﾡ依問2 、 

来そろリ Pグ=Rヘッ/卜w はオメーバー»番目○地城内 

け ろ 割 次格 *単ﾡの平均○大き ミ そろ2.
(2オ/はM 次ﾡ 単似問○分の著今を表わすり ? 

こはW次ﾡよ羊αをrし く冬よ っこY"ょり. ま勿論・ 

次ﾡ 女比なﾡすこYKよって小ぐくてさろ. <P)②ォ2項 、ﾡ
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内の-次油単位岡の分欺の各与示す 才3はﾡりら各与 

ろろべ、 前に指欄 したね よ うに通例ﾡ祝る ミ ろえミ 、 そろみか 

り. こつ平子カ係ﾡと介秋は近火的に今しくなろ.

タく 割 火抽 よそ会分赦に系も大さく与す2のは-次 

単位向り分次 で みる. そうしてこつ玲スで ﾡ栄 した修E公効系 

なあ ける の は 主 と し < こ○新与対しててろ». 地城的制次ﾡ 

化の効飛、 上I2え一次撃位向の分称X、 ※め的創次ﾡ化 

z用"ず、 ま計画の他○ﾡるなﾡ系しなか?たとまえら 

っ分旅な 比秋すばりハカ . こ ○場合- 次単位向の分ﾡはﾡ 

E*た比 えん(A ○分枚くなく 比 R4= こ Xwッ/Rw = xッ/やv 
。 か枚か 今まれみ.

R ○分隊と*メー酒円。 R4c® ○分旅○同の図係は.

"o) ダ+«一R+ 2月wa @f a)
<夕えらみ。 ここぐ の Ro, は神工L 比ご神ﾡ し "い比 

ゝ※○分枚く»り Pはﾡ止た比とﾡﾡﾡY2相ﾡでろ ろ. 

し/か っ く %し こ②消岡 か 0z並いか あみい は 正 なら ・ 次 沼 

化名ざ入す»ことによって み会な生 ろべ. しかしこ○内が 

貝○大さいﾡそY々t さには損失がす»て»»う. 本良的、 

パ ヘ ○しみまたは2並ﾡしな»えめ2余件は 状本 

A 催か不術 uなろた め 余件 とﾡレくろ力。 うなPち 

ル/Fへるﾡ門ゐRな と規相ﾡくろろか んは任か。相

剛しかめないこY くろ る:

* つ 分取 り 中 た 第 カ 兄 方 り！* 日ザ っ89 よりはとしろ R4vA) 
。 分アくカん. なせな。 納次ﾡ位の女は*たま 株ネ内 

リビ。 一次抽水 気位 久里J ねI た か、たは网 除 なく、 Rw, に比イし

3 条係&パのに者しい\めろす分み件 くマ ネ件 でばな>

4 PAヶ/FがすベくのスクメI2対して、 比 Rw か よ い ozcux-rz.udt 
ア TMッ ○ﾡ力«対ﾡムこY くろみ.
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て配分*ていろからくろろ. R今( Y同に く比Rヶは Rwo 
ﾡみっもぞ均伯て方えらみか. このセみはR, くなくRt

しい しなって一次ﾡ位ごとﾡ化す方 え/2上I2与え 

た分ﾡゐﾡ係から. tし制次ﾡなﾡ飛的に教けら またP 
な酬次A o 条係み大 * Yﾡいﾡﾡなるつなら は、 す て- 

次ﾡ 位K力いて一欠の1みを問いた1みづゃ平均値はﾡな刻 

化、せた易令②ひうより分 ﾡ次 当小さくなろ場く力», こ 

は夕 く 今 矢係的な渋えみ bヒi みやてﾡらかY な2ものく力々 

べ. そ o 明 はあヒ く J&uc.W*みよ )与えろこYIすみ. 

3 過ﾡさた袖女力式対す る比ﾡﾡ○平均平力択ﾡ

ﾡ本か らをﾡすろ以ﾡが生ずろつは二つの場合く力2. 
そ②-?は この比べ欠しい4糸団料性 てあろ場合くろリ 

その二は布生す る総計2 ついて。 改 ま たﾡﾡ他々ボソカ た

K . 問 そさ み造欠情ﾡ% 用いてﾡ知 ②総計にﾡ本から 来ッ 

た比そﾡ用 すろ 場合 マろっ.

比 o 推 火催 はたてえば、 附糸問②特性○次化*方えくい» 

クなと は系然台系Y し て受木*ろ, した次っ て も し力ろ日 

時におけみ及糸分務為 ○総得の椎失値な Yxし、 *2の日 こ 

Kおけと対たすみ述欠伯なXとすろY。 r=*/Y はこっ対 

向内のﾡ糸務有の°符ついての相対的表化の - っの 

値でろろ. 口じようI2 央※着 ﾡ○よう なパ -セン テイ ジゥ州 

他 は ﾡ から木☆二つゐﾡ業次救ら比からなっ ていク. 堺太 

からえた比のﾡえ位は、 そ な分 3または分4○ﾡのﾡえ営 

上 ツ 俺ﾡ性次 高いYさ く こoよクなこYは及々力み)将行 

こxろ ・
比 o ﾡ文 ﾡは、 *Yﾡい相岡な6 クォ2②ﾡ代の代Yか* 

ュな女からﾡﾡにりかっていて *YY ②えﾡ XY Y橋 

本かめえらろヒ:、 火*た特性催然計ら述ﾡ他伯*ボ。 

手段こして用で:ろ. なりち

<11) x"= (x/Y') Y=rY
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は過えミ 巩 tﾡせ総う椎べ色 ぐク. もし注しくとらた 

本る、 ズYYの相岡矢十ﾡけば、 こり比の粮左迫は前に 

() て号え総今ポﾡ述父ﾡ*上 リー沼有効なメろ植欠を今 

えろくあ»う. しかし岡交核いあ合にはXの力よりﾡﾡくま 

ろﾡ欠値ぐろろ こY次明*Yプ 次2*'xY'ヒつ向○相岡が 

十分高い場今は、 X'% 進え すろ」ッ めXなボゅろこンよっ 

< *の粒文に用でさみﾡ釈マーﾡﾡ切に問しう»て力ろ 

ク. • 「 ■ ■

及*/W次ﾡう式に対す»比ろ欠値つ負用«以下/ 

おいて方ﾡしよ。

'a)比の推父ﾡYそ9平 均平力ﾡ差

研条 函ゥ比^= メ/ ◇ﾡ史値 は

12

.
X
T一

- パ

%
Z
*
 

/
Z
,
 

/_XM 

N
Z
A

*v 
ẑ* 

£
,
 $*24 

,

て 
ムz
メ

戸 ん

くろろ. ここく※は上の()で与えらまたYはオス◇ﾡ性 

値ﾡ計②アがなﾡ欠ﾡで方ろ。rゐ平均平力ﾡ※は 的に

デデー名イス死ろﾡグ Y,*(Yッk% - Yw)
なv トイ4 Pげ

十泊”:普*老 (Yz 一 )こ
x P

+テ岡号 Ro.ャく7ゅ- Twa

+ テ「くみoo, ードゞテ ﾡくRoc.Y- Rxay.v ゞ}

/ r-*/Y' なる形ゥM辛灰女"比とっか布は «的="てV 
+V- 2 Pxx Vw) でﾡり*み, ここくVはﾡて示たる 

のスﾡ係女で、 及v は 相 网 保 釵 て•あみ. しんがってどL v
が +分大けば Vは V* よ リ小 ミ い. r ◇大き は*'YY' 
○攻効保教○相対的な大 さ さに体合せなら 高い.
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ここぐぐろク.

Xx* = オメ-バー 地 城内 の 天金制入抽出 単位内妥 糸 の 烈 

々そのﾡな椎% しようと し ていあ過*れ符性 

健の総計

Ye = ア□訓次地女羊位内の受系に対すク*2の指え、n 
た特ﾡ値の総で、 こ骨央団総べりか っていみ。

Yw = こ Y. . Yス=EZ Yo,

の - 迎”そ万"'3 は オ次-/-/ 地城内 のカ 2っ##に 

対す2始は復間◇枚で. また マ峪 = 3/1外a e
. ろろ.

Rッwッ.v-】ﾡ ﾡ はYay の州正*ハんﾡ均 <

".= ロ,-ー キは糸すで入*ハ/地場に

対す々*②Y(Iに対すっ比. また

ﾡ • 7..- っ ・ ※ 字で乐 く パ»

Y ◇箱E*比との比く力 ろ.

やとのラはズの期裕僧力 み分散な与えﾡの論町く夕 ¥ 
したもりと同じる乃ろ.

()の系初とう番目の系はﾡ通には主表ス4与な今え»A 
く力ろ. オ2翼Y*ク 項は株本が ・次ﾡ 力よびォー次ﾡに 

いてﾡ化*ていク場令てめ」 こらつる々/ろ平4 
同の女物にもヒつく者今%今んくい今. »ろ易合はZn 
②ぷの事与べて入Yなろ こ X 次 お ろ. ﾡ同み新与 は一次催 

およど剥次地女学位○村性Yの大ミ さへﾡ納す ろ *» 生ず

のギ均子力 み※ ②公式はﾡ注(の) く5えたより一糸的に 

用いらていみ b○と並似ゆしい. 省面にはﾡﾡく:。 

将文の ポケ <ラ)式で 糸祝 し< もよけハば、 何るfKく»ス 

このニっの公式はしくなみ. この力Yら力の公は比。 、

・ -23-
氷にすみ源木ﾡ計の を々 な 面9 効未*示す X い う利点、认あ 

. 分来のこの並似公式の考びまカは、 &久の工ﾡさの試防 

Ytに附祭の&。 3 そさべろ.

(4) 総のﾡ交値とその平均平ヵ妖※

協に武しf上うて、 すへてつそ糸にメす2与えらﾡ 

は血のﾡ*ら二つの欠値は*く) »よが *"くハ) であ る. 

Xの平均平力 係途 は(?) で与えめ、 *。 そは ¥に Y 
くカク。 こ②のは 似的 I c) て今えら2.
*の北欠他Y し < *な用やろかXそ刑いろかと うこ ては 

ひち々んォ/のくはYPかっていろかどうへ、 またォス 

。 例くは(?) x ・) く今えらクそてれの平内平力ﾡ送の 

相的な大ささにかへってろ. 2らは調ﾡしてふみな糸 

田 o W 係 そついて ○11の招救 < f似 くもとへ. 力っいは予 

ﾡ ﾡ盗から 述条 くまみ. しかし剥 次沼 内 o X*e Y Yな x 
○同にKの相Wがろろヒさ 比み矢に災裂な択ベ用で 

モ さえすば比を用 いクこYよろﾡ央は催久く おそらく 

そ上 って相4の会なろヴうクと方えくよい.

() の Y K一次仙 虫 単価 の 穴 味 の 久ミ まのゐYべそo 
M 安値ぐ力ろx ・ は.. ・) o りに c/) %用いろこY 公及 々 

火受ヒなろ. こは1し依刑した大まさ2 ベAベ 矢際 ○次 

4○+分Lﾡな尺戻てなく a/こYて&c、 ﾡ係の大さ 

:久世欠*ていクﾡ性Yﾡ及の相岡なるっていく 比の 

兄は«用いろこYIょリー 次地 ¥ゆ向9考与て - *神 山 

f 仰内分称のススカから 利 私かえらクよ うなと き忆 は ﾡ そ 

クく力んくﾡ値例についくのJ&cW«みよ)。 しかし大きさ 

②ベ及へ気係ら入 *てキしいくすなりカ F4% =( 4 > x 
() o 系般 o ス は *'。 ﾡく)I対す々一 次※ 位向つ考与 

・戸になって、 比ﾡ条○彩W% 受け2つは-次判位内分水 

RけYなろ.

条係○場合 イ研知て*②安値Yとしくズの代りxマ
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用ク々係ぐめ. *メ* ホクなくとめ YA% ど平河ﾡにかな 

り高い相口々係をもつ2てをﾡかろの矢祭ﾡでろろ. ここ 

で今えて いク岡は一次ﾡ女学位内の酬次ﾡ内。 りoくhろ. 

この 相関 木 修 く、 またM次地*単位ら 次ミ さな当入ミくス 

ﾡすみなら 比椎ﾡの効ﾡはﾡﾡ計の椎欠ﾡよりもかなり 

ﾡ下すみくろ々う. ーカめしﾡ々今副次ﾡ ○大さ さ の 沢 及 お

よど- 次柚 女ﾡ位②大も さ 欠実係の大さ さ今沢及に並い こY 
べ四らかく力り た次きさべあま り大く化しないよう 

c W 次椎 kﾡ仰を注ﾡ深く反験してあば2つ二つの准失ﾡ 

は大体同じﾡ津そ与え2 りつと恐り2.

W この論スで権ﾡし た柚払系理の速ﾡて なみ場条団に及々みら n 
か自然的性.性

ﾡ央の共団の多くは次のような自終的な性ﾡく杵微づけら 

ク.
ci) 染※内の我糸か治えさたﾡ性Y工の岡なぬつ

ci) チ数の我余を念む条ふは小救の妥系な 令むﾡよ リ内部刁我 

ﾡ性べ大もい

<ii) 糸※の大も さが増す Y相ﾡ名 t っﾡ糸べ考みかろくん ゝ 

えばんロまたは枚ﾡﾡ表2おいて. 大まい紫るは隣機光城っ エ 

希またはﾡ場な急めろことよって作らろ >

こ o 系の 性ﾡは、 他女単仰に大*\ﾡな問いた効ポ 

損人を生じた こ とを例談し ていみ多く◇ス 献中 でﾡﾡのクち 4 
めらそいス,救々2段映くは、 *ス *3②性ﾡは現央の台K 
団で全く普ﾡﾡのらろもで、 こ はﾡ例 ォ /○性ﾡっ 内 

す クの紫 団Yﾡじも◇でちろ.

ﾡ内 こら○自政的な性 ﾡな 組令 わせ<現り力Y、 こoh 
スく2まで伏って さた次の よ > な救学的な同係が*びか»,

ca) -次袖単半仏②大まはﾡ位内の叙内相ﾡPゅYA^

() N と Nゅ パ は今岡そ8つ

(c) N Y ダ はほの相ﾡさるつ

(d) ハ令 X プ/NヶはA○岡%るつ

こ 0論えでは こらのW係を用いていままで色々な万法同◇営

*行な ってさた. とらの内係はもちろんﾡ なュ すろる◇で 

はないべ. そら②(よ〕に永さていろ. こらの性ﾡによって 

特欲グけらみ場ﾡ団べ及々汝ﾡすろヒいうことは、 ﾡなすろY 
ﾡり力 こら ○性喚で他の性喚%-ﾡ効米的に用すろ央に進 

んな研 究を正当化 する 必 ので あ ろ.

この論ス2お\て述したﾡ理②現央の同ﾡそ対すろ過用

そつ\て

A下I大ﾡさ系すかは、 チ物力およど他り村性対すろ国系

月 例 株本く ?レズん a在22 イ&みゾン の 政老 IC お いて

な袖手統から送行なうためにﾡ行さえもく あろ.

色々

千 算

ど各理と今制ﾡから、 卜ﾡは国内称在 ろRら た状今政ヤ 

1 光で行4うぬ 裂公 »った。 ネうしくこらから合糸回へ。2
o。 以下ら標木な柚払すべミ こて公受ボミr.

く 改す すべまゝ%Y② 株本は -次柏女半位ビ /スカクンティな 

用 い. 訓 次 *¥仏Y して地番ま/はせ番の小米ﾡを用い»番通 

・/次袖 動で方っ/. 以圻 た ﾡ本 &おなくは、 そべﾡ 

上能なﾡり、 個々のカクンティより双ﾡな- 次挙位* 作ろた 

函ﾡすクカウンティ % 令 した. 合糸回◇ 202 ◇カクンティ 

刀 ゅ大体 2.e2o 個 9一 次 単べ作られた。 カクンティの 銀令

-次ﾡ化. 地坂的訓次層化、 ルよび入ミのス及は/P"ク 

。 8cccnwuな2 Cenuuz ○デークY用す»こYろくきた 系並っ デ 

-アマじとiして 決 キ H /"

用い営化基ﾡ◇ﾡ災 % 令む td さ た改が本のえ全る

相肉*るつ
につい て は、く//) そみよ こ ②論タはえ*洲次方

ﾡなく就り月ヒ し て る市用 でろ々.



-26-
との論永でネ示 した稚々今孫則み通用は、 /タ42 年どヌ系 

のデータゼとういて 屑化 へ 巩 たﾡ本か ら / 年セ ンサススお 

けク労物力② ﾡﾡ く 族3必。シル )そ欠すろことIよって研 

ﾡさた. zは/ Pラ。 年久ら/ Pe 手2いたろ /。 ダ商向K起っ

大ﾡなﾡ化のたダっかの 法将I2係ﾡな検計I2 なっくいろ. 

この協そ大受止べ»分は主としく三つの袖原則、 すなわ 

ち、

c1) ネ大*ん-次ﾡﾡくAc.W- / そみよ )

( 2) 大まさ。 スAに 比例 したﾡﾡな用\カー次学位の袖く&。.

W-スそみよ>

c3) 光城、的酬次ﾡ化く&。W一3マみよ)

の考入好通な状込の %と< しうろ 利ﾡを京 うものでろ 

こYY %、 他○標本ﾡ火公式をﾡいた とさ ○効系示すた 

っか9比ﾡzお こなった. 計ﾡはﾡ並光ぬ月釈含れてい 

ろ4つの主表目ついて行なりた。 すなりち刃子力よいな 

劳的若 9能叔、残栄労 仇 看の羽多 Y 女子 の 総数. P よが非ﾡ条 

物者のみて女子②ﾡ炊ぐ»ろ. 他②色々な柏力犬Yの比\は 

-次ﾡ化のﾡﾡYﾡ本内ﾡ女 »人京の期符救の円ガ%一 

してお\てなった

下2今え利将のパー セ ントは平均平力ﾡ送I対すろ一次4 
円②苫今く これはﾡりの考与な念むゝの 減少 ※示したりのてろ 

み" 将にﾡらない限り依用 したﾡ本え値 は(7)/2よろ toA 

2.
1 扱大 した一次単位そ導入すクことによっ マえめ 力利神 

松大された一次学位②失用よ夕利符は、 個くのカウンティ

マー 火単位 X す ち袖女計通つ平均平力妖Y、 カクンラィ oAl

<6) - 次半役 内か終今全平均ネカ 会 そ対すみマ号はすべく今6 
て比枚的小てろり たマ炎上&々 な駅則*入し て

或化しない.

-27- 
令せ %一次位 t ナク計ﾡの平平力ﾡ遂そ比教し て計ﾡ: 

ろ. ﾡ②計画おいて8- 次単位 は号斑奪 て絶女し、 地的 

副 沢層化 は 用い な な った. こ○比救では、 限られた救○ﾡホよ

上に今えた秀物力の2つのポ目、 すなりち刃3みよど女チ分 

の右。 総42 っいく今みそﾡ年な3 した. 松大した- 次単 

位•を雪入すろこと によ って えらたﾡ※○減少はﾡなが0
さ総次に対しては c&x. 女3労ゆ有総氷についてはス44Y 
ﾡﾡ*た

2 入ささの下ほに比例しﾡﾡな入すろことによってえら 

み 利 円

八年 z大き:。 天及に 比例くせと袖女 派 ○係刑 によってえ 

らク益は、 位な キ融率 <ﾡす»ﾡぐえらWクﾡ均そ 

カ択※Y マ◇大もさ に 比例 した 理型 で 単位タ抽 火 す る 計画 そ 

の%のY*比ﾡすろ こvに上 って算ミみ. どちら◇ま計乱る 

-次位はカウンライみﾡ今わゼく、 いダが地ﾡ的訓次 

はハんハった. 昨定*行の*は次の通り く力ろ.

全カ イカ カ 枚ﾡ物為 非ポ求ﾡ化想

ヲ女 女 女

o み 7 4 /? ス/

このォ益はﾡ基分糸つ減少Y、 ﾡ 単 位 か 考燈 ﾡ ぐ 柚 出々 n 
とﾡ 合 I7 生 ナ 今 ﾡ リなみ ま <••' クこYの両7*及彩し て\ ろ？

3 w あ 的 刷次 ﾡ化 考入す々こYIに』 っくえられ々会

讥 ﾡ的 w次 ﾡ tつ 点、段 2 刑 々ここによって え ら々 利 会 は、
*〜〜 ・マ"* ■― . ・.... ・*wャ® *....**..*一.. •■•••ハ■ ・** ﾡ ** ― 〜や**w --- - **** - ** * .. - - ** .. ・ ・ • ・ I ～

7) /2tべ卜よ>Lで tり 行4 っ/た2っの計ﾡくは花失ﾡ 

フカな用" / : o 北 生 よ べイuそのへさ *て比と#し 

/で太 す々 才 当 吋 ス ﾡく ろ。久矛処#でﾡ1す々計動 

ではﾡり名いっ. Lかム者ら t ・ d4 系 ﾡ 際* ネﾡﾡ 定 

M ・ッ るﾡりろ»と花え 催 み力公上リ科効くろ. 4っのイ 

カ○日○場令、 系役型不仰椎宏値はﾡりらあ々粒値の平

均平うﾡの軟ﾡ◇入も を っ分そるつ
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遊 城的副 次ﾡ化な用いない針動でえらろ平均平力祭ﾡX、 地 

城的制次ﾡ化名奪入 し動②そな秋す ば計ﾡてさる. 

こらのい ず ○計通おいて %-次撃はカウンチィ e 
せく力り、 こらはその大さろ天及比例したﾡくﾡ: 

た. 才え*/利益つ4は次ら通りぐろろ.

会物者 &糸オの右 非承条労の名

yな y* ガ*

4/ 44$/ ラ2 22
4 上この原ﾡそ一つ番次ﾡ方式く指ﾡ*た制次神力式) 

に す ベ く 御入 た場令にえらろ利塗

三っ今原型そすべて用いろ こてによってえらク会は、 J-: 
戻ぺ K た w ﾡ 女力式く こには?②尿理欠すべて問いられ 

ていク)に対す々 平平力ﾡ送 ヒ. こら○尿型%全くﾡいな 

いﾡ士力べの千均平力教※な比ﾡす々 こurょ っ てォ* れら 

指文さ たW次ﾡ方式にPては、 - 次ﾡ 女半位はカウ ンラ 

ィのﾡ令せでろり. こはそ◇大さまっスほに比例したﾡ率。 

%ってﾡ女*. また地ﾡ的器次ﾡ化べ用やらた. ©う-っ 

の他☆方式では、 一次ﾡ仏はﾡ々のハウンチィで、 柚は 

ﾡでろり またﾡめ的パ次倉化は用やていない. この比ﾡのた» 

○そﾡ的な計ﾡは4つの命力の目中ら二っ. すなち 

ガゆ者のﾡ救、 女子%物有総炊のについて行なうこYなでさ 

た. 天 れた益は、 刃子物右つ\ては ク4% 女3ヵ 

内有クいてはダ3ス くろっ.

系役の二つ今係理、 すな々ち大ミミ*比例したﾡて。 神 出 

Y. 地抜的酬次層化を月附用やてえらク会なれ»たっ 、 

計は4汎目②すべてついて 画用 でミる。こら②会つ大: 

*そねクカ法は、 商分の計ﾡの-次*位次カクンラィでろ» 

とz除いては上※のものとﾡじでろろ. 推定でれた 利赛。 4 
次通り そ»み.
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全方仲有

刃 *

$ 37

枚米ﾡ有

ァ 衣

s8 4

ヨ施衆力効看

9 *
4 39

指をミMた創欢抽必カギム \比ﾡな行な っな一の柏女

力式はヒ &にイリな 8つ乱でろ々べ. し久し過えミたカ式 

そのﾡりは明らか伏有の術りより小まい. たYえ ば会 秀子分 

ゆ看女らﾡえさ た柚方そ用\☆ヒ さら術りは、 真

の全刃子竹右求ら ク グよリ小ミハっに対しく、 同じ4 
条団分性ゐﾡに も >一つの重そ用いたと さの偽はノタィ

メ上ぐめった

5 過さﾡ汝力式で問いク進な他の択

油火さ M たﾡみ 式に対して今えら た代進欠僧<7) は. 

百ﾡの手法によっく改せすろこて欠でさ2く ucI. 参ぷ). し 

ハしそのような手法を用いあには多くの計ﾡべ受から 楽 

係えは!用でまないこYな少\. しかし&c.V の系検述べ

よう tし会場糸団の減クよラムカ»ﾡ立水情報洲用 

くさ / ば、 (/x) ◇形○ﾡ#X比の世え値そﾡいクことによっ < 

<ク>以く上ろ益の送めの々 こ Yバ多い. -次柚女ﾡ位の大 

さのべ&と係の大まて②相内ベそう高く4く. こヒYめ 

ス際今大も : へ植火 し て やろﾡ性み値とﾡ戻②相剛な & っY 
シ7 は 比 ○はえ②ォ刑公ﾡ望 ましい めのと 力 う. /クo
の全引3分ゆ着糸%花えすク系*ん分の力の項目に 

っいて行な った小、炭校②地状ﾡ <は. との催大偽 c) K 対 す 

力 次単位岡の介ﾡ. -次平徴内の分は行も¥ﾡ雄値く? 

②ものw% くろった. 为伪 カり 残、リり,つの将性 り推先 で 

は. 比述久そﾡいて%ほかのめ沢し久え。なかった,ヌ子の 

会えﾡ人ロの分w久み少したのは、 /夕。年除の活ケo 
i x /ァ2 の大も* く uac»つ向○相岡なﾡめ、 契に刃子o 
力 ゆ 有 次が 会な共団とﾡべ ○お岡*もっ ていた とYから生い R 
以り である. ②今A目○分ﾡでは、 化っぷ目対すと天際
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入さX の.相ﾡ そﾡ高 くなかったから、 このよう なクは 

みらなかった

6 系及に ろたって ○注る

いまえらた会は. 上に拳したﾡ尿型をﾡ用すみこと

よってえらたもので力ろ. こらろ尿理をﾡ用でま2よう 

な氷は好ましいるのでろろ公、 しかしこはﾡ際に及々ﾡ現 

すろものでろ々. このぷ型の効系は、 研していみ場米ﾡのめ 

つお天9爲性よ ってをる*み. な大、ハた-"位小い 

¥仰よりヌに内部ゆヌﾡな v は、 ﾡKﾡ大単位を刑い2 こ 

> 次愛ましい c.Wでにべ一ﾡ的なな糸団く位の対 

べ相当入さくﾡﾡしていカヒまは、 一次位のﾡ*%大き*て 

と納 ・たﾡそ相« うことケまし. 地城«M次ﾡ化の別 用 

は大さい一次ﾡ氷業位の用いらみﾡの場令に限らろ。 納 

■抽出マ 用い. -次平仏は大ミいが、 大さ*変物しくり 

またﾡ太内に今ま ろ-次学仰②糸久共用"音理上の系件で a 
ﾡ*と場令は、 上つ三つの型々R時に適刑すろことIよ 

っく系る犬ミいな次えらろ. AucIでも調したメイ プのね 

え値は. この論くで指ﾡした外の多女○ぷ体的み件のりと< 

有効でろろう

w #
多く2有名な注念を与えら またあ。WIくﾡPし/分ﾡ◇い 

動と格4に当られた ルハシ ク.c2uou Bにxく 商谢 す と っ 

く力ろ. た表々は原ﾡをﾡ統ま. 多くの有るな受ﾡな5 キ •

た "* Cocんuox. , w Exwoxda 2cnuッタ . エ. * チuk e 
224とc2x. & cew. ャよび 3uc&x.cた 3. ・tんの.. βに月 < 

お北そ い k けろ. こ ○m兄は β c Ct. &p..t. a.4 
アんP ク. . uxtnオ &tzecズ の一 般的な梅 ホ』)e 
Yに. 粒々今ﾡ本胡会っ及ﾡIに門して8wcau 4 xu Qx.u く 国 

サ網在る )ておてﾡ行*た6 oでろろ

付 然

一次単位の令併べよ分水に与えろ彩番様太平均そ

X= ンメ%/み.n
ノ だピ

xおく. ただし- 次¥位は tヒ②単仏 ぐ Xな はォー 次拳位○ォ

%要糸の箇、 またﾡはﾡ本内の-次米位の糸、 ～はみﾡゥ-次¥ 

位○ふ々久らﾡ女さ我糸つ次くカ».

ヌの分は. ・

w。 ダ - マ5; : ・ ー

くろゃ, ここでQは母ﾡ団におけ々めとの一次単位ら*、 Nはめ

Yo一次半仏内ゐる茶の殺で. の:=ここくXパ-X,/QN は

ヌ ミx%/w なあもと②一次戦仰内の介ﾡで»ろ. またのど=

2 (ヌーヌQは ヌー 2ヌ/a な ろル と②-次¥化問の分ﾡくろ 

ろ.
(15) の= ここくxe-ヌQN=の + の

くんろから

(16) のど= の(/+Pくペー// )

こでP=〔の:-発〕お はあ とり理位内の要系间の级内相ガ

く»ろ.

</ダ) と cのゝ 久 ら

(17) の =ゲく/- P >
ゆ え 2 .. \ ,
"e3 の=ペギィ/-P)+る分,〔/+パくんーハ)〕

同ﾡ&ヌ: ○分旅は

ゆ - oco.)
*..................................一 a I I I II I •♦»««»•**«»* ««»～ • 〜*^〜 ・ 〜w.. ・〜 -• •- ■ **マ * ・ 一 *
8) 級内］相岡 の p ょ 1 げ は 次々. 3u/ot の研右 のためっ院

的ラ法. およど〔〕なみよ
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2こくヌ: は巡大*ホー次*位Iに対す»平均ﾡで、 児はﾡ大さ 

た一次4位内②受糸同の領内相岡て、 c はみﾡ大撃位々作ろ z
て6合さたもYの位数でろ。 そうすろY、

<20) (一 気
の f (&-/(C-ノ)」。, e)

1 7a-n)くa-cう パ&,-の・J
ただレ

。 <Q-8)(N-/) N-
°,- -a-7---- ス

力よ
。9 <-C&)(cペ-バ) _ CN-

C,-2 = (C ニク)C&-/(Q/-ク) 
くQ-7くQ-c) »0

かつ

<2-ク(C-/ン
<Q-/)(Q-c) » 0

ばからP> なっﾡリ大れ一沢単位そ用や々ことによっ

て 会べ えらろ.

たたし月およ及はい ず gくろろ.

2 一次¥役の大まな令しくないめ合つ他の制次払力式の分 

○比ﾡ

uc W-ス で然そ行なった ﾡ本椎 欠値の分散向 ◇メの公式" 

○ぁ*% 速べろ.

表々 は内ﾡをえ し て、ﾡ本にるﾡから たノつ ○柚女ﾡ仙べ 

送は ていろという筒#な場令な方えろ こYにすろ.

c21 ヌ=Zヘ、ヌ。/N
は 比救 すべミニつの計乱②る々つくﾡいらと樣本ﾡ条ﾡ 

すク. 22て

ヌ - ヌッ = る xッな/ ク

そ»り、 Xャ% はメﾡクォノー次地御のォた妥来の省で力ろ. L
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はﾡのﾡ、ルはオメﾡのオノー次半仰からﾡ本内にﾡよ2 
受未*で は こて対たす ち全委系ﾡく力2.

Qx L
M=2N でQ% はえﾡ内次ﾡ位み※、 また=N 

+ メ

そろ 届内のw 次 女灰ﾡをべた 系初 ②ﾡ次ﾡ払力のよう ・
に一火◇列合Cなら 上ﾡ文値ら4はC^4そ考し. めレ 

植奨*袖女力式ァ よび前にべた才2②ﾡ式の5合のよ 

ク、国内 の曲1次抽出次一足熟 ぐ％れ ば'、 %は

え4=Cチ ヘ4 /&x = Cア

に守しい.

表々 は才/ ②計通対す 々ﾡ本えﾡそ スで、 また*スo 
通なヌて、 また椎ﾡ、た計ﾡの6の々ヌと者くととすろ.

系初の二つ②計面ろ 株木 え 値○期ﾡ値 ヌ Y 又はキしく、 

es-Eえ-ラ-#る鈴引効る学

I 一そる巻うえ。 匸

そ»み. ここそ = *o・/N したがっく一默忆 X は 

引 x/五ん=ヌ べから ヌ; よがえ はスみ術りのカク創

文ﾡでろ方

-次位欠その大さ に 比例しﾡ全で袖ミ化、 またﾡ内久 

ら 文ﾡぶの位なこクﾡさた計こくは、 ﾡ本北値のﾡ格 

催は ー.

(22) E又一*るすヘ・分な令-*»ろ*。ス

だから 推久*KんaI 対す る 根 は 不 俑 で あろ, 

ヌ の平均平力条ﾡは、

a, の-*後(引総六のチ(えーラァ】

+ < ヌースジ-/ テM(ヌ。- え・
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くカク. ここでの=ろくXゅなーメィン/Nゥはオメﾡっ. オノー次 

ﾡ女半仏内の受糸向分永でろ が. ・

(y ②大おﾡ内 ◇ォ/負は- 火単 征 み 枚谷与くろり ォ2 
及は立似的-次単4 向の平平力ﾡ送そなりし みりうぷのこ 

○並はの試炎る与えろ. ヌ の 平均平 力 浜差 し こと同じ式で表 

あゼろが、 Rだなそのときには一そク4 ぐおきかメAばならない.

或/% ○送は ,

(a。 の-:-る笠引ダマター(を-) 

くあ々

こは炎係の場合には始んビいつ% そ ク く力ろようL 2ン 佻 

なNッ とAの相岡をひっYまには正とな々く ..c. W%みよ), し 

た次っく皆通のはの より大もいから、 椎長くれたﾡ力 式公 

上注の沢初の二っの画のやず上 り有効 く cfficient > くカろこ 

とそふすは z の を比教すば十分そろろ.
ﾡﾡさ 計乱。 分敵は

a) の:-おるん(ラ金党ーラギ+ラ%くx-ヌ) 

でろ ろ. え 平均平力誤ﾡ ヌ ○分嵌と比と軟すろなめ オバ
一次単位内の受糸向のﾡ内ﾡ4

ル-を(ペス-ス・ーママーー)

z 兄数 す. ここての はオメﾡ内のすべての妥糸問の分散くろ 

2. (ユ)2大おﾡり外○項は平均平力ﾡへの与低か 

は太加 でさろ位の大さ: なのでこつ比救では方ルIにAかっ 

このとま.

・,d:ダ-#るぎ( 7 登。/-党) 

+のチん(/-般ゝ｝)
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この※◇ォ2 呉は&c.W-2 で. オ/ﾡをﾡ祝したとさ ox#的な 

そYして与えたるのぐろろ, この項の相対的X大ミ*る消べろた

an 證一時 = のマー％)

とお く.このとき. ^

o ーダ-#る%ぶ1そく党-ハ 

ーチル(先-/)

va. 7 で承し一傘的な 級朱 団②クラスではのり と x○向 

。 我分 次お よ YY ○共分旅も Aにな2. 鶏にこ○クラ 

スにﾡすク研衆団でのタくの共際的岡ﾡでは この二つの关分散 

の大き、はﾡ似的キしくなろ, そ○ような場令. (2の)の/ 

はォスハり他ヒな»久ら、 兄>/ な力ともはﾡにオス得4 
り 小 Yなリ また十分大さ い 烈。 ○他ついて は系小 となん.

YXは 一炎○大*の妹るくお父の性ﾡそがつそ系の余件付 

ﾡキ次べて②大さ 心 の 架 或/てつ いて等しい 場合、 この上うな確 

々 の大 ささ。 糸意久 らろな糸団くはこの二っ ○共分枚の入 ・ ミ 

t非 布に 近い 個 Y a ろ. 残係ﾡは血似的Iそ このょ ク 状力 

んこY公チい. 契にz ヶ ②共分ﾡケパ YんYのみo9 
炎倍た とえば今ﾡになっ ていろ場令くめ、 オスは レ>C 42 
ﾡくはﾡオペ 上リ大ま< な っ .

推災*んﾡ女式の 僕 /によっくえらみ会な ・ecW で 授 

っ久んげておいた. そたて総米«示しる千○目についくは、 

こo利lるは久な り大もいめ○くろっ.

3 分 枚公 式 く) お上 べ(?) ○努考

Mﾡ役教②比②子子妖ﾡは-般に ■ム ン ﾡWでf体* 

ク.
*'と Y'べ確幸攻数で Y'>の. ま z */Y' r'&よって ﾡ さ れ
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み番ﾡ団ﾡ性な rとすみ

こ②とさ

(29) E｛ネーrドーEで行ァ(ネーY+E(/-でァくギ-バゾ

公名 すと. <ス)○お辺今ォ/沢は スん2 ﾡ間でえらク平 

平力ﾡ送②ォ/ 近似てオスは この近なら妖※nそろ方

式く)およが村別な場令としく (?>は、次つようし < 

あ.

考ク

(30)

とす之

(31>

Eor-*-E!キーバゲ r 

そもそチぞYwe

% = Yws くY%-r) およど
, L,4 4

Y-なもうチぞん

このvさ.

し ,Sx/ ス4, , L-,Sx, x.・
0=をもシチぞ ゆ/EくキをチちぞYw.)

- ( - r»

とおく と

E6-= EY"cr'-r イEY
は平均子訳ﾡみォー近イてんっ. EY'はEX'csゝ と同L

できっから Eeo分3 EY"く r-Yそ*» い

: Erar-r=E［テる子チンw.y
てみた ここて

=Eを☆い+Eﾡサ

-チ ダ .=.

う法「

. い マ
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Eこをゲ=Eﾡ W/ゲ +Eふふ1,/ど

*キr 
で力々から.

必 Eror- w+ Exも死ﾡ*+Eろﾡサ 

・キ 彳福
くカろ。

(タ2)の右辺②メ/ 項は.

(33, Eテw/_テ - P _m4 卜-?_ テ ル・
幺 " プ G が 高 パ P1・ー / % YA

」x/ ユ_ _?と 24z= / />ル ヾ
「おが ア 「イバ 「.-/ % ね4K )

(2)のオスﾡは.

o E令乏.-こち(え税*ゲ •

"r
一 -るを令 :

く々ク, ただし ん-えッ。 くろ々. まn(2)②ォ3は

) %光ﾡ-「活#号 ﾡん

こも「;号そ ゅ '.,•••

「h2. し/久って

E YMく - r 一 () +(そ) !()

0 力 ら んゅ のり に Yw%c w%- r) 幺代入づ 々 と.

ャFrar-r-こお!ラ号るさ"。" N獭翻

: ・5号誌そクキw.e.-r

+テ号［子Yくん-～】一おﾡ
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一cゐ,-rデーろ号諾くん,-rかド) 

+tちをﾡ誌一w...-r「 

こなろ

(4) ◇ォ/及のく f%-にく fwa- ヴ+ %代入 

し. ォノ ォ2 *4預○%そR卜w/Pgペ・,そナさかえク 

Yこ ら二っのnは.

m,あﾡ党長 F～.co.-ウw" , 

十 ス ゐ. 党 ﾡ Fに.cん.一w? 

・ 初晉親■当^%<切-メジンー能】 

ここぐ Fwッ = ( 卜w-アヘ)/くra-/) くr=xe/そYwe < 

カ ろ ?
()②オ オペ オ4項のに過当な管%代入すろと、 こ 

らo項oは.

cs) ;号テた"c%-rボーテ(ろ財ﾡw....p 

・あ長w..."】

と2. 

いa.

a る聋•丫水加-「)= 3A<誉一驚r)

= R( R*w, - r Rん®:Y ゝ

一 F%R4w:rくなo-Y)

ただし. w- Rャw/Rゅc%,:v

また
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(40) ふ号ﾡ Ywc r-r)=チ Pく Row - r Row.x>

=Rく Ra.4 - r RAco:Y )
= R Ra.o,.x く テ.wa- r )

し アaw= Raa/Rx.owx ろみ.

(P) に (3) z (4o) 入すろン

(41) くR/P) PRふcwsvくアw一『一 PRior

+〔ﾡR RAwo.y(アwwo

c2ハ ◇ォ/項◇く ラww-rゞ2 ベ りにくv一 7wo, 
z 入 しくﾡ開すろン (α/)は

くア,-)

-「)〕

+ .a、- r )

(42) テ 骨 R応wwrく w - テwa;

十

十

十

スをF ﾡ Riwowyく アoo- w%く 7ww-r 
ﾡ ダく7w-Yが(チ 号 Rおww.r- Rww) 

〔ﾡR RMw%yく ア。 -)〕ス
となク ・
ゆえ2くEY)Ee2一くフ+(〜) かめ.

、 ( こ、- R M-2.ル 本 Y・( 4 コ ッ)
©, ア アな-- -ィなアヘッP-

こ.P M。 を。(r4-Y)(ウ - r) 
t で“ ア% バん,一 --ィスト可------

」、マら「M*一?イ* • 一 (Y-Y)
「々 P P1aッー/ "" スッッP

う ろ Fくラ/R ) Rwovく テw。 - 7ww

+ 2えFR/n ) Rrvくテoか、一7..4,yくマo-r)

+ア岡く アo-rがく Rん/ ほ )くRん(x:y一 t
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tそR Rco:yくテaw,-下)〕

, パイA - ,,
2 こ そ のiャ = 本 くYat- Yw/Ma か、つ

イw = Z. Ya4/Ma = Yw/M

E<Y-卜) i2対すろUL似山<e)%くEYゲ く#ってえら 

ろ.メ2 ォ4 ネク項は冷んど○必糸国で対視くきク対**。 

久ら、こ2 魚視 ろと. ()次えらク.

②分秋は (ラ) そ 学 Ya% ov ころ F/P z ベ入すば 

えめれク. こは下 Iにお べ々々系から球めか2 6のくろろ.

パ=メ/Yて、 ズはパの分子かめ、 分4Y'が. 係及し地出

く z2オ4 ム&タ ) でﾡキ的/し場令、 は デ 

そ与えら2.
く失) か ら

Z Meッ Fu _ Pu. 
te 7なv P - ?1xッ; Pxッ

大かめ をﾡちぽYa4 "考しr◇分4は. Yaッa ベ 

ラ/P zしくYグていク場令、 繰返.R し 柚 もく&“ ね” 

x&か&み ゝzお\て恒寺的スノZ等しい. たし P= Z Fe 
て力ろ.
Xの平均平力教※ 対tすち公式く)は&ち ろんﾡﾡ項次 

E{Y/(Er"}( r- ry - e
ぼか め な もり であ ろ. *はﾡ季ﾡ次②比久ら火*2今 

"ムら. のは () なﾡりず 直楼 t っY商な力法く来め2 
こY公くさろ.

(2の)から Eくr一T)*対す々血4く式の差及(クソEY は 

E(/- ﾡ)*{r+Ty で与えら方. こは個々のﾡ測ﾡ。ハ 

ﾡなゐ救としては表りせないな、 しかしボめうる系大およ飛 、 

他を与え2 tov して有問で力ろ.

ドの 分取。 上限. 下限zボめろ方法は、 xYY'9月町分布く

-4-

メwt &かれんななt ) ヒかムPり く 或立 す々次の不寺式からふ 

ラにえら».

<44) 号(_rが<E(y-r<号くr-r)
Y ?4z 】 n

ここでY... は商単にふ沼○系大のYス«型小か、 あクやは進天 

すろかし くえらろ. Y く Y。 系小偽 )について8 同様 で ろ 

cw) % 耳 すみY.
“5)・Eど。Exr_r)。Sgど I *のく ・ ?<r
tな2, ここぐくEYEe は (み) そ与え ら2. (分) はﾡ内o 
Yの系ﾡ性なiら ていク4 うな他力式ては.Ee o K電 のァ 

そずさﾡ係Yな»く»»う. しかしﾡ化そ問いず、 Yの条ﾡ世 

な M間 ていなよクな他の計番では、 () ②今え2 限良系では 

なすさて R ないでカろう.

ク 片oクtut and 屹 ク 屈“ 4W多
く A. M. S.びc./ /3&3 Pp 3 〜 342 )

%25e3%2581%2586%25e3%2581%25aa%25e4%25bb%2596%25e5%258a%259b%25e5%25bc%258f%25e3%2581%25a6%25e3%2581%25af.Ee
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2 系統的払の理命ついて く I ) 
&n 花んと そん2 / なべなと awt4

1 ・ 言

ﾡ本教型ﾡのﾡ性はﾡ四す ろま で % ない. 欧府なら じにね 

公ﾡっいづおい て %、 吹案 ないし行ﾡく uaメタ ) o 決 

はﾡ本のに机 っていろ. 改ﾡ* 企条にカ ては益々 株本W会 

②理ﾡな用すみ叔向べろ 瓦',

ネ卒なこと にﾡ本ﾡ査 論 x ﾡ際Yの円にはま にか なりの岡り 

ケク. こら②原日は、 一万そはﾡ本調な理論の与えうろﾡ際 

的7者与にﾡ係のん少行改官 くﾡ理有 ) ○魚知べ»り また-力 < 

は有用みサンプリング枚の働値そ紹め*せろょ う公ﾡか 

次けて ろから そるろら ・
今性えもまた現在でぬ. 理鈴と央ﾡとの-なク少くつザ 

な込 Pていみ)号右Y柏右く aay.と う は 及いcうョ 

訓欲し令ってい2, しかし経«よっくそつ理べ欠すは夕

ぐに浮めのﾡ立くられてい力どのデザイ ンよリ め段ていらこ 

と証四*ハクと忍ゆhるにぬみかりらず、 理論② 甲明:て い 

なデヴイン次依がとして4ﾡすクのでろろ. 力そらく今日I ア 

けク花女混論の主受なスﾡは. N個の妥ﾡの書紫団ハら 刑 

久らなろ会にﾡ作 冷なﾡ本 そとったろな及いか、 ろいは, / 

受糸へぬ始て. c. "+そ. ....  . ・+く-/)た な2安余。

む 柔統 的探 本 く 払発点びはﾡ作冷に送必ルは 大休ﾡにな方 よう

<1) 標本柚 水ﾡみ知ﾡそ行 す 2ﾡ計糸のそﾡは現在ゆ つ かヘ 

大学にお\て与えらくろサンプリンの程そ生み ; こ 

こっ/ ・

(2 た通○分呼でっ研だけでなく. 状本柚状ﾡついくw: 
そ今えとと"う こYさ c 今め共任2. 4におけろユう系

化そ みえろ だけ く十分てろ方
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zす»> を と クうケよいかなき々計的際つないこヒ くろろ" 

受ﾡ○ない系院的法と系的袖よより 玉い尚系の女ですいベ 

作為抽 を 法 こつ二右一そ負らていろこヒIよって 統 みっ た 

らいっ < いク ジレンマは系統的 株本 そ と クか糸作»ﾡネ* ヒ クか 

tいう こり冃思に 用係すろもの でろろ.

この輸大の日的は系悦的柚払②ﾡえな理論冷そ与えみ こと によっ 

てこのスー致*解次し上うとすろる②てろ», 次iにないて系統 

的柚ム理命の永々の研究の承材今ﾡ分な*すっ. この研兄えべ、 

¥-ﾡ示らﾡ女命Y. 妥糸の条ゐ(c&uなut) の 柚 夏理獨り 火 

//て わたろ カ り ぐみろとして 幺、 このﾡスくつ位はﾡ系の衆る 

くなく単一の妥くなけばならない. 検有の同ﾡはろとの総※ 

<ﾡう。 々は沼化しない母ﾡ団Yﾡ化した母団のX力久ら 

スらた系領的地女の理命そ与え»こてIすろ. 植え値っ平均崎 

Pよび & 対する公式なﾡい. ﾡ作為ﾡ動Yﾡ化環作冷 

他計通Y今比ﾡを行な っf. ヌ分欺み椎父他Yﾡ本の "系動"

大 心 か よび 配分 く a2coco本kat ) そ考いん. の 基属的 x a 
4条団分ホぐ、 系 相例 »力 いは 42a2 vav2o o a 

ラノ、ら 系伝的オネ/ %とづく 雅友値の 分旅、が椎父て ろという こ

(3) こ今糸ぐはN=fnと依太すろ. こ今えさはずしくる一ﾡ 

性Yやうなではろまりﾡろ ヒ ころはなゝべ. そっあ令はかな 

)ﾡかいﾡみ安x "ち くろとう, NがT及 た て\ﾡ合 

*○究メハへ < /子で芝はんと上 ク なﾡ的袖山2キﾡ 

さはﾡりな & っ くゝろ. しかし 乙ろ命り は若血岡聡すと委 

○xい小:い、 %しNベﾡなら 系 伏的 株本 ○可ﾡ広犬もさ 

2比と例*せ他女そ行なうとてIによっ て こ今術リそ除去るさ 

ろこYか如らていろ. ・

(4) 々公系帆的手そ左ゆすっとさ、 と糸(的神す( 

はん個②中から個なヒろ c% 個の送ど力◇ヤ②多状な除外す 

ろ上 >なﾡ作冷干統く»み.
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どみ税明 ろ遠本的なﾡ系は」

2 系相ﾡべ正のねくなん。xゝ なら系6的ﾡ本はﾡ 

作冷状本よ りﾡい.

4 系別相岡2和 欠ん的 c2なら 系ﾡ的状本は大体魚作 泻 ^ 

本Yﾡで

c. 系列相岡ベ員ねくチない。-&w.) のともにば系然的保 

本は急作ﾡ株本よ り食(

2 有用母祭団の利用

こ スくはﾡ谷ﾡの原. ﾡ分布べﾡえ々ﾡ4景団な
へさ場令 くも有 限分 条団久ら抽よな行な っ/Y 係走 すろ. こ 

は的てはみ々送び分の同ﾡでろ々. 同株4結 系は 工L く / r
た多系ﾡ丘祝分行な仮えし 糸件付確季そ用いく%うろこと 

なでさ、う. しハレﾡ※的な ﾡス からは、 有服な祭団の利用%辛 

くﾡっかの因みべ得在すっ, 表々べ沢も者通Cﾡて村る? o は 

來ﾡゥ法則 く イa / そuaafezwtaなcon ) ロと11 て いないか 

ろろい は表学的表示 *れない上 うな 失在 っく cxとな ) 母県 

団くろろﾡる表々次袖よそ行なうE規Yか その化の神○分 

ﾡ ○あ念 よ どA件付燈羊 ◇用 とい こヒは ﾡ際円ﾡに内 ; 

之萩々②恐方ク対ふ外っ ・の で»ろ.

-力救々べ8条団は有ﾡる4けばならないと々えて. 行限4 
素田から うし次表さ 用いて 係本*袖 すちなら、 我 々 は 現夫 的ス； w 
ﾡにおやてﾡべとした形◇教学を問いていろに うざいとYにm 
っ. 系に坂そ援ぶこYIによっる係返しﾡス突験々行なうミ と 

茶できろが次 こy は統計的ﾡ理 ○求ﾡ に.ある セ、、ラ ーレ「我々 人

<5> 対 に 限 定し ない ぐ" 毋 糸 田め 分取, ヒうビミは. "7糸田 、 

/ﾡ余から なる無 作為 株本 ◇分旅"なホす ク0っ <す ろ.

<6) s検*ば、 々2母日はﾡﾡの上て帆的な コン トコ 

ール*ヌけて いな\状ﾡろろ
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知 って\ス

普通.勺 無作 為抽 よ の 理算 でば 色々 "棣木平均値 そ木力ため 

のマ7能なﾡ本ク救は十分大いから、 + 今友 e い 野果団 か 

よびﾡ本でのﾡ本平値は. 近依的I工ﾡ分布すろY係文くさ 

ク, しかし系ﾡ的材よて»いては、 ﾡスﾡ本平均値つ救は音通 

・ﾡに小* く. 冬糸田でﾡ本べ大ま\場令で$ そべ工ﾡ分す 

とと及えすっことは確へしい. 能写系統的女の平均催Pよび分 

ジ 対す2表々っ ﾡ釈に お いては. 分条団 委糸はA季 ﾡ殺 o- 
ﾡ列僧 ○能系で»リ. その み布 は 受人分に ※物すろヒう方える 

とらくろそ符ない. した久って表々次次に行なう解釈は系件付確 

ずについてつものヒx2べ. もしな糸団Y 標本次 十分次さいなら 

ﾡ々は可能 4 念状ネ 平均値○符平均は丘ﾡ分布に炎うとい >ﾡ

を設け クこY次でさみ.

当当な工規み交受好泉団 依及 o tYに力けク系的袖今 

輸 は 彼に述べあでろ方>.

丿 え 会

"ﾡの 妥系る.....7* らな ク有限な団へら標本神女z行 

7ど次交すク. 禄本改とは. こら◇んﾡつ受示るく1な。 

り/ルり セ ならない こ と &ろらべゝ 走 個 0 フラスに分むすろス

るクラス公父Yらたﾡ卒 そ他* 凡 ようて し て %個 

ら/っのクラス*込ます方まなﾡ令せた千統ま*ﾡ味す

2 夕えゥた株本訳くawyとと dラY領合せて手統
4•1、世 計 て お いて 穴. め ら /力法ﾡっ、て、 たﾡのアラスか 

%送必す作くら々. 京求 は 神予院 によってそ ら n た 
ア/4クフスく»々.

賞 作冷地 出 工 院 と ﾡ* 2 +で*ﾡろク ラスべぐき/ ら. こ 
儿 り刁ビ り/っな .油ベ ブル 跳 冷 Z / となクムに+ン柚力ﾡ 

/カク.

ﾡ作為地手院ンﾡ令: 任意う ポ、数、+は ﾡ作為ﾡ設
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オ く 42イイク子 deu ) っク. ﾡいらて いろ無め

でな い 抽出 手 筑 の/っば. その中っクラスに大もく イaと ) と 数

そﾡびっけ. 今えらたれクラス ②ﾡ本 ¥ な々ﾡ季が そ今入ミ

等しく するよう4手ﾡでろ ろ 勿ﾡそ②他っ無作為くな柚千 

ﾡも用いらく\ク.

Nﾡの委系みら 久委系な送ぶ ¥ﾡく爆制限>ﾡ 作為柚 t は、 N 
かられ※ぶﾡ C" 通りら フラス欠ろって、 そ○る々② ﾡ本 

となろ ﾡ が /c そなっ て やクような池殺計てっと. こと 

総令くと祐女手統は、 るクラスそ意し. ・-/.......,c% ¥
ローあし L枚系そ用やて系引。そ送ぶめのでろろ. ﾡﾡ搭作 

冷ﾡ払千ﾡはパ個つﾡ素*/一/ ..... . N の番ずと月じて方え 

て. し女表から 番マだる 送ど次礼救表から 別 の 親チノ’ そ 送が.

②ょ うr し <:/〜Nク中から n個のﾡが 係込 えし な しにLﾡ表 

久ら袖めクまぐこのキ統そﾡけろことでるろ. これら今益会 

と他令*た現景は魚作冷ﾡ本でろろ. こ②ニっ②チﾡ公月キて 

ろろ こv は忍あかろ. 笈 制 限 でない 無作為 抽 依 子 配 は 制 代：、： 

( xcutuct4 ゝ 袖払乱Yよばろ. 制 ﾡ付急作冷柏女計型 そは 

色 々 ﾡﾡかろ ろが、 その 中 で我々 か 系ﾡ的 女とよぶも。 ば• 

一? しかない.

系ﾡ的袖払乱ヒはNﾡの委余そた個のクラス、 S. S-
S% 2分いし. So-っそ送ぶのに魚作為袖千ﾡそ用いろ計理 

そろと. ここでSlはズ,,スバ4. .... 乙,5 血, でク. したか?

く糸ﾡ的祐汝は一ﾡ○泉ﾡ柏通 く c&wx才z ユw&c子dn 
でろろことがふあわかろ. すぐかクよう. 系帆的ﾡ - 

おてﾡ入さた条袖女②新ら しい側司は、ﾡ内相内係坂 

値および、 承本の大さ さ次及ろと き。 この値の変化そボとy
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2祖泉田Zおけろ要求の ﾡ存 のﾡが用いら力こいう ことで» 

ク.

兵作為袖Y無作ﾡでない柚手統の場合立同じように. 柏女 

ま計通には急作為と系ﾡ的ﾡ女計通。 他令 せたもつが◆まれろ 2Y 
る ろク.

こららﾡ本なﾡよ した母紫団はﾡ化さ ん ていろ こY も り層 

七 くれて いない こと もある. またﾡ女平位じﾡ-つ受系のヒま$ 

ろみしﾡ糸今ﾡなく c&.xtz > で力»こヒろ2.

ﾡ計遥*選ぶﾡの 基ﾡ

しを他る うみためにﾡ攻ぐまみ多く袖女計動の中な 

っ ヘはセ理上つく行政的)うぬ. 共用すよび袖次迷等そめ 

X ・ I くビ*いろムそまめろでろろう。 ﾡﾡ光のX戻とし 

ては 校ﾡ分布 o 理命ゃ沢良際型 不崎え催 o 理め とxして、 

火*お性に 対サ々ﾡ本文ﾡ○杯半ﾡﾡそ用いろ②な者通 

/ "ってと. こ今ﾡ文ては以後こみ"リカな用い»のくろろべ 

こてﾡすへまこYは多く②女ﾡそﾡ立て場合 そう 

ラ 2 ッ っかついては 極限 分布 り 理論 久域、口 しない ので、 裸洋浜 

メ々問い»こて自体久 分ﾡのや系く上ら向ﾡくな»お々がろ 

クヒ シこくでんろ. この 危險 は、 系ﾡ的袖 計動で生すろるっ 

• PクなたCついては役/ス研究すろととKす ク.

術り (4rx ) 一致性く cクuxな ) およど効余く と一 

)なt は ・ られた 柚 を計 風 お よび根 灾 国 吹の 性典 天•あっ く.

チ2 えら たのﾡ本の性ﾡでないとい う ことそ※急しなけ 

ら な い. ﾡ本 そゼ と くいかなろ基欠催め、 そらく椎ﾡ 

・/たﾡ社とは違って くとてろ力う, このょうな食い道いの大ミ 

・ か、ど位久と い うこ と2 示す の が 統計 解 析 の 後目 そろっ.

(9> この内ﾡの命なっいて は "0ntんt 才んe / 4&7ピ? fuert
fれu メレロュズ2ァ 々ﾡるの くイ.Aa?.t 2t4 ? イ.エムイ .

c.ウ.. ぴイ./4. "“J )そみよ. 0 PIにﾡ当なﾡ字*つけ <母団およ び 曷なビ 0 別双期無 団
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そなりすことにすク.

脅の女zLとキき ま。ﾡ内のﾡﾡの救*ん% く表す. ﾡ 

本の入ミ で は2適ヨな添子なつけ く表りす。

袖女画よっ く大炎:Y ま 8糸 団のあ»ギ別なクラ 

スはSIそ恐子なつけ て示す

6 化しな系紙的ﾡ払く抽女半位は一つのﾡ糸久らな々)

このﾡで問いたﾡ4。て ク値のﾡﾡつい て は妹Aに示し て 

ろろ ◆ ・ .
条aPはパﾡ今委系 z,. ……. ズ, からなっ てやクとする。

Pゐ月 ﾡ年 均 のﾡほ値なボめい

N=そnとし"クラスS・次九ﾡ2受素z,. z+4.・ ,ズスa 
らなっめのヒすろ, し たべって、 大さ*スの ﾡ本か ら えそえ 

すっ2系税的ﾡごけはた個っクラス s,.S.. . Se な 

力 また 5r かとの手ﾡく送ばあ/爆べ% とな ら & ' • 

ばならないヒい >委木べろろ .

え。は5,のみ永ら術平*僧. すなりちえ,ー スバ+ x, *%+
+ xバ+(xハ4 とし.. 父は ﾡ本 平均値 サなりちししS,か ね 

出手 沈 ミ <ﾡ女*力なら

2 - z
く力ろ.

系ﾡ的よそ取ﾡク令、 表々はﾡ々系ね岡およど附品す . 

4cc2合 みス-aみuと ◇え救と し て ccucu2a九 および非- ca cuCa 
な父表②両方そ問い力 こてIにす っ.

々は:メ>たスなら ズ%= ス*-% Y 仮え すろ. こは 

cocu2ax な友点用い っ. 

その^= ふくスーヌゾ 

および

; そCペノー ふくズy一え>くズvォルーZ 
こす»

こ今とミ系岡保数パccw2az な女は 

の" - Ce
てカク. この式はのの公式々商単すった %ッ %

2 の A - C*4
ス救したY *は7が奇数のて さ べけ用やみ. 円様 -.ヘzL 
どozca?uce /s %

を % = マくズvー ズv+ん)

くえ表す K ば、 de2e pazc.ontcc o cxzcu&av なえ殺そﾡ\た 

こヒK 4ろ

、/ オ C セレルJ tazィatce ② 比 ル 今 ccueaz な泉は 

の 〃り -

(々2. こは /% %

ス ダイ% = <e4
(手 しん場令はか今救らヒ きけに問いみこYIに すち.

系み 相 内お上 び eンzC ～oxauce 9 共ー cucu2o～ を、え 教は

(7) f(x一の) Cな= ろ( ー え くズ+ん5 - え ) 

の“ ル』= cw
た(-の) ir = テ ( る- x+ム4)

ャノグ ノ

のo= <
・ 今えら々.

W内相岡係系 所 は チ

の*月 - 8くx-ラ(xv-ヌ>

(際#*ク.

二ノ 合女作為化 ◇予ﾡく xaxのクn /zoccu>は. 更 ず S, z ﾡ
冷送ゲ、 次この送はた S 久※作やに2つのスて並ぶ

:. xによって 資行 *ン. そうすクと、 

ん の = テくヌ,一 え
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ぐ、 *た

(2) //β = く 一)のダ-く-/)の

(3) ザ = 4 く/+c-ハ 所 )

な及立 5 ろ .

から像内相岡係女は

及 = そ チ(～-の)

で、結写、 7次行歌のヒき アe は fw り衆術子均と t ろが、 1か 

ﾡ名、2 ヒもはア は。 o 総の3外術子均他とな々こヒ^ 

わか方
冬理": 系ﾡ的抽士通よ 々え値 交はえ○ネﾡ述え我で、 そ 

②分枚のは ,

c4) の-の｛/一おふ(ス-)み!

- ゲく/-キチwい

-く2チ 駐)

- ダ｛/+(-テ)

夫あろ.

証明. 期得値、 え. え 力よび系ﾡ的ﾡﾡゐﾡ救へら え 

はそのヒりうろ伯べえ..... . えで =え てなと催卒は 

そvなっていろよう なス通 て»あ. ゆえ.

く8) そﾡ/ 今ﾡ分わかリす \る門は.(ス).(3) そ用\く/ %入 : 

ろこYIによ っくえらろべ. 泊ら方えでは こは人下Iは 、 

»じﾡ行ﾡなtっでない. m然B。 Cnwnz は*日ﾡf場 

条田上 り ○柏ﾡ*に いて ﾡ表てろろ こと はあﾡでろみ

(5) 名6え=え+ ..... + えゃ

で、 えのﾡ*(よ)/代入すろY. 6ヌ=え すhちえがえっ 

不術量文ﾡ てろろ こ ヒ欢わか、み.

6zべ計ﾡ *ハばの z好ﾡ す»たy 62 * 計* しなけ 

ばならない. ﾡﾡ今欠ﾡから.

/6) 4 s2ゴ- え+..... + ヌ

え, の 値 そ">K代入 すると

(7) n%8=ン x,+.&-ム ズ+y-ハ

ゆえ条BのCoれ44○「(の)そαYおくヒ. 分称のえ求か 

ら

o一く)をくスーえ一くーネー)ろ(る-ス

= ペ- -- すくx一小)4

ま を こowwta e o fco) でおへえ々Y.

9-く スタ )るくx,-マ+ ( う死くx-えゝくxハな-ヌゝ

-(キ>の+う 子(ス-小>cな

・叶B②人wxの/ で fくズ・スんr)そ(ン-ズ.x)
° お ま かえろと

デ= か、 (そ)ろ 〜e.

チくろ. て+4。> %(ズーヌ く ズ4』-え> くおきかえ ば

頃'= 糸くの"+2ろcw)

よっるﾡ易

o-のく/一*ろめ)

< ま /

oデ= ゲく/ ろ >
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そク.

7 んく,んPょがのヒリうろ値

ここて衣々 はるﾡら型が &々出っ場令. ﾡ*よo 
繊がビのようにな»かをﾡ学にﾡヘてみよう。

いま.

厂垢 - ネ方 テくる-えx...一 え )

そ力ろ. ズ・= ズ・x ﾡ = /. ……・ -/ ; ・=/ ... ・そ とす 

ろ
ふくスv一Zゾ= ステくスーヌ

くィーえx み-4 -え)- くxーハゝﾡくズーヌゾ

て力っ. とそ入す み と.

-/ = ・

次えられ2.
6 く対すクこのﾡ系は直祝的えmらかでろろ. なせなら及ﾡ 

はすくとり うろﾡ本円②%のでろみから 任意の符え○系帆的 

承本 は¥-ﾡ測値とア»から そろ.

- 7 ズ*J+α - Xe+e ・ ,P= . .. そ; =/ ... .k, 
とおやてみよう. こoヒ:任べ". (-/ .....  %て対して

るくx-え> = そこく ズ+ーハ% -え>

およど

テ(み一えゝくズ+な -え>-名 がホ 6“一わくえ o.* - え>

次*立す 力. 系に.
0 -〔 そくズ...ハ4-ヌ)〕= く xr.a-4-ヌ

十 スム< ス+.、4- えくズどox.,2 ーヌ)

ぐろ力 よって

2 P--(. ダ= 2

そみ

任急のﾡ欠の月な=一/ でろクよクな例そ作みこと次でさろべ 

2②ような場令Cは残り②%はすべてのYなろ. よく知らて 

クょうにアe o 系小徹 は ークイx-ハ) てっク.

波彼忆 ズ今派ﾡケ ﾡ作為夕 めらていクときっ月%カよび

の o ﾡﾡ値 %※えよう. こらのﾡは.

ﾡ = 一そ4-/)
お よ び

ュ の,そ-1
のx - (-7ィー

Yなろ.

系ﾡ的柚女*ﾡﾡえ用いと孫は. ﾡ子が米作為ミめらく 

力YいX»ょ うな分布したベうズそ 京 クととはまずないとい 

ってよい.一ﾡ. ズはろクら 基本的 なトレンドく般向)が 

»tいうことな 期神 で ク論理的な理 次各在 す ろので»々.

たなって、 そ今情択さ入すでも»こYﾡ少いし、 またそうでな 

ハは小ﾡ本 らそなボめて. こら 基ﾡ2 るとにスっﾡ字 

矢大作冷なっていろY 係ズ した場令ヒはをった灯らかっリカ 

z係用す»ことがくさろのてろる.

9 パラメーター ○推文 ・

54 くえん系就的標本ら平値の分献の公式はのﾡ固に対す2 
な六で»ろ. こら②他値は公糸団のすべての委来の値え岡係す み

しﾡ汝手ﾡのテストな守ﾡな場令でひ、 分な米団そ研究すク 

んの②料*利ﾡでさろことはﾡんYない. 総る、 间圈は株本か

a国分ﾡY系相岡冬ﾡ 2 こxべ町ﾡかビクかそ調べク 

こx/なってくろ. ¥-今 sr かめなか/分ﾡおよど相岡保 

永2はﾡりなろ り. 一 ﾡ性 く cnなty >のないことベハミカ
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が. ーカ Sr ゆ一っ上の標太から不ﾡろは一ﾡ性のろクポ 

欠ﾡなﾡす みこと次可能くろろ. こら②え値のﾡ女分承は 

料未の研にまた ばな らな».

々はS4/おいてしれように Sc «/つけ神女す»。くな 

く. みﾡ②Sx最作冷に袖女すろて公えすみ. このとミﾡネは 

Se 内②すべてク 委ﾡへ らなろ. ﾡ本平父は、 本々 ◇様本ク ラ 

入 の 源 冬 加 . …… ・* てろろと ミ.

子 -をス
で火教さク, そうす»と父べ不ﾡでろ»ことケふマにPか2.
契ﾡ々は この柚女手航欠を翌糸み2ﾡ*作為にﾡ払す»もら

Y方え»こY%でまろから

ダ-キの

次場びヘ方. 々は5 4") おいて のそﾡして おいん.

光のダ= テくスーデ

でろ»からの*が て 北え ナろことそ考えよう.

&4 = テくえ。一 え

でろろ

い ま Eダ- + え

かつ Eテる一そテて=く+え>

<9> 々かなぜこらoSr%系的くなxくﾡ作為袖 し ヘ 

ついては不ﾡ液ふうかめ しない. b L Srz糸的に袖山 

す、 こはﾡ本多糸向◇向岡がよ り小いポー2京代的線 

本るこクことYﾡYなろ. そ○上 ここでえんよ クな袖分献 

○不ﾡﾡ火値さﾡどく えYはでさな\.

でろろか め

84=の

で、総易 4 は o ②不ﾡ椎ﾡ値で ろみこYケPかみ. 系.

&
2<全二/> 

を-子

と こ で状々 は力 何 を かえて ん およびの ○米え*方えよう,

子ダ = あくズ+αーハ々 - え )

yよび

2nC%yy =»くてo+cは-% -ズ)く をタ2レイ)e ース>Aペ

tおく。 こらYま

6今=の-6
Pよび

& = Cex - の

・示す2Yへでき々. よって

eゲ・が(念テ)-

お上ど

6&w,<(ァ)= Cx- •

よって ^

w ' <( ) h . 右「* (デァ) )

: ゅルろ P. ◇ 推えﾡ ro. にイ りがろ2, しかし夕く2ﾡ 
今とのﾡ ) は小てカカう. 勿めn /他 ﾡでノ=一 なら前え炎 

し 4 ク に 塩以 2 基え 3 み は rx セス 的忆す ろ.

6ラ- うう ま は

ア. 劣 ～あく ズetcx-ハ4 -そ。>
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Cw =みく ズetc〜-% - えeく ズe+ルーハ - Ze )
そ方え»じ②そろろ. 2のvま

&.ダ = の-の

6. Cwチ = Ce - の

*よど

&く・今+4テ)= の

8くw Cォw + 4ダ) = C*x
な考びヘろ. よって fotク-つ ②椎ﾡ催は

の &wy +イ=の〔w』+4〕

なる穴 で 先技ミ れ ろ. 2=/つとさは メダ= ○なら ﾡ本か e 
の Cャ および 却 ○不ﾡﾡえ催を与* クこと は不ﾡでろ 方 

し久し.

/-ア2 マ- Ce;
モ 8($- 6)- ・- CS
た"、ら &4的に

/-fw P /-
次洋どかク,

向樣 4 力雇大は ル をルリ対し て t広立すち.

, な条すみと "フラス内" ○x救は商単に そも» ・

たく一» cなn = 々 <モ*入-ハ化-" N•义 し+6+.ハ ー ■エ ゝ

とおく.

ことで

く4ーグ)ハる- え*+の。

くxーダ)がズ・= ろ ス+の+ぶーハ&
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また

子くx一5 &o, = ふくスo、.ハ4 - ﾡ。ンくス+oxs-% ー2ス,>

とiと. ﾡに

名4 cx.x = 纟 ( えーヌゝXasえ-え >

カょび

& &., = くsえ。-え X スズ え・ーえゝ

ヒおく

cな = w C&x + e cな
カよび ^

s(. &.., +。&., - C
でろみ.

よっく。② ﾡ値 ヒしてY/そうろ. ここぐ 

の + 6 Cur = "a(w4+メ>
え が ﾡ知 ox さては

6あく ズク+x-e 一そX ズe+c&t一々 ーズ> -子7 Ce

6ふく ズ～o、→4-えX ズeo;ハ4-え) =み<n-ど) Cな

力 よ ど6 く ズA+α-o4-ズゞ-子久の

から R, P; おょび ～* ②ﾡそな推文値べ糸みに木まろ。

ゆえに千ﾡ網査でえなﾡ知なら単-の杯本へらでめ の ②パラ 

* メ をえ すろこと次可ﾡでろみ。

• 標本の入ささが次ったとき今分ら次化

系帆的計ﾡの分散を条作冷ﾡ本の分ナよどポ列相岡係

ぐ表Pすヒ\ う とY◇主な型由は.

i ﾡ作為祐kY他の柚計勘の比秋*おとなうた

2 系ﾡ的Yﾡ作ﾡ計動の効率の※がイにﾡ因すろか 分 し
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¥すくす»ため

3 色々 な大 ささ◇ﾡ本に対 ろ分ﾡ椎え値 なﾡ2ボ»ろた 

か

でろろ. この師2おいてはこらの理由の三番目な 取扱 う. , 

化 よ ろ分析はなみだ久 ら. 表々はのみそ論ずわととにす»:

同ﾡは2のる数アe % 進え すっととそろ»。 たゥーつ今値つ 

いてベ計奔さて»とま、 どのょクにすばたのすべて2 
値対すみ ﾡ o 権え が るミ ろ 水 を 示 すた め. まずの*がをY焦 

図係な こYから. 秋々 ◇汚泉% Ceicって よいこてに注量すろ 

S4おて. C4そ

% Cu= ふくスー えx ズvんル - え )

でえ数し .

したがっくた*た で を''= =N なろ継ついて Cwyx評 

価しけば Cez= Co. くろみ. したべって イ=企 なら 

任意ら継およﾡっい <

そうク. こ今ﾡ令火な を“ おまかえく\力.

と○方法は <そならろ2ﾡ○内そおとなう ことに なる 水 

めし月ルて対tしくロット*ば、 とは図上 で 行 な え Z； 
とYが夕. し久し普通だ○値かた>た となクようたなY方 

のがよい.

ろろ場合は相ﾡ々セ作力こと次ろみ. 例えばス» z 
多烈べで表ﾡで*ば、 P;はよ2多浜式で»りなめ. こo: 
から6レスルな消らかな 向 本って及»なら P%』も ま / 、； 

かなA向て株っく次化すろ. したがって内神がﾡでが»。 ニ 、 

PXIついて は系検斜次ﾡ裂で ろ ろ.

I。 ﾡ化人ﾡ柚

サ4ブリ ング«央行すろ場合はﾡ化四米団を 取扱 うこと次メ

--つラ-

. 君化骨米田 tYナく 述え値○分散は 普通月向ら 次ﾡ性を念 

ま 4 い. 総ﾡ、 分茶田な うiくﾡ化*てい ドば、 大もさ ○係 

ネから木った椎え催り友物は、 番る秀え ずK とらた大ま:o 
ﾡ作冷ﾡ本○権え値よ ) 非ﾡに友効べ小さ い◇な者m そろろ. こ 

こくス々はﾡ化さた母糸団からつ系ﾡ的ﾡよの刑ﾡをなえクこ

・
母糸 団PべL個○ﾡ P. …… .Rから4?ていて その以 番 目

:は ﾡの委糸 ..... , ズaM。 べ◆まじらヒナ. 要

ﾡ*ていクのはPつ平値えらﾡ条てろろ. Pa •算南平 

ル マルヒ 書 く. ん%。=た«a とすろ.

々は可能な二つ②場令な方えみ..そ2-つは、 系なみ場がで 

係*ﾡ 汝にﾡじ手収な用いてよいヒいう色ﾡ上のﾡ平さつため

:愛々用いらろるのス»ろ. この前の台系へら、 こうカま*刑 

'.、 く よい場合べ示 力でろろ う.

対力式I - eー る.- ......=名と=たで、 抽 ノ 方 式は

, た ○中ムら/ つ②接次をﾡ作て基ぶる②でろクY 
々. ら② かﾡ次のﾡ *確率は火にな?てい2. こっとま※

%ﾡ次なたとえば。ならF« ○ﾡ太は ズa.スade, . , 
/aic。-ハ% からなと. し久って こ今油力式そヒクこYによリ、

例 o ﾡ木 てなク確卒な夕8_/% くちろようなて人をﾡ○ﾡ 

妖本 すスゆち s.... , Se & 荐. 在 す々こYに42.
納 よ方式I - この力式はそいぞ4つて ノ. .... ,

○を歌のノっz る投救ク送ばみ凝や.次ん%ヒなクよう

<点作冷に納kす々8○て»». 教/ほこ。 袖 出力式*適刑 した 

穴瞅に株本/な ろ砲 率おそ 巩マ K ん. -... . %. くろろ

.； ク マ ﾡなﾡネム T及、 %. . &. 個ろクことなみ.

▼化ﾡには勿の神女み大もん々。 しかし上あけたニク

4 ﾡ女◆ろ%のそ味け突係的門ﾡ②ﾡんど全#な 

aャ してい夕. 役右についてはがの商スで取扱う こてrす力. 費

こらのガ式zっ\ て か zﾡﾡムめ A 化袖 よ 力 式
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に対す2 的論 そ述洲すろこYる能でろろ.

Sa そ委系 ズa.. ズa+*, ... , nw十くグ。-ハキ の クラ入 とす み.

主 ずﾡ女力知1 そ方ﾡする. Faから大さ*4o 系然的株本*

• ﾡよしなけ ばX らない.

-ﾡなﾡ本は s.……. Se てろみ. ここて Srは S... ....
Su, 内のすべての妥系からな» Sar内 ○殺系の術平他2 ・ • ◆
おイ書く。 Rからとらﾡ本今ﾡ術子均値そ2。. ﾡ本平 

値そﾡと杏く。 ここて

N夕= M父,+..... 十 M え
てろろ.そうすろY、 ^

N62=こN.6父。=Zんそ工。= N

ﾡ祭Cかめ

今-火,・.る.

がえらン. ここで

の.夕。= 6く父。-え。)く 父.- 乏。)
= をすく2。.-そ。 ,- え )

-61-
X なあ. ここての。は*4師で考 ど久 てい々.

系ﾡ的ﾡY無作為払万式の効率比執

ビんな地女み法◇研く 6他○T能4納ようY比執* しなけ 

ればﾡしたYはいえい. よってこの命では、 系ﾡ的神女力式 

Y 無制限類作為 お よ 居化冬作冷ﾡムカ式Y 比執冬行な > こv 
12す»

魚作常お よ び酒化魚作冷ﾡ力 式に対すみ 平均催値Y 分枚は そ 

そ く) Hよどく") く&別すクこYIてすろ.

そうすろン

のヌ/の = く/+ス死(そ
な々ことがか々から、 結 苟

Z月 < -く〜-ハ)/スく*x一/)

な のくの Yなク. 久*に比して大ミゅ- <t-/ ソ%c*x-ハ 
の 近 似 Yして-チた々伏ってもよ\.

めっ立ﾡかい比平な行なう2は、 8糸団要素 ズv がy めち力る

数く与えらろもらと仮L そろ名 ※次

ズッ= A。+ A,V+・ ...+ A% y成

クンいは

.名。 ○式はこ上商ﾡにはならないが、 1妥なこては、 X

とﾡ②対府すろ じ 商I2正②相W公れば、抽出 家 愛—>人外.,

ろ常か1大でない服り、 みずIは刑いな\カヘよい. しか、

対たすみ グなmt 向2系の相岡べ方ば、 よ力 式I o 分は I 
分政よ り小*く な ろ

次に増女カボI*方えょ う. IYI②ﾡいは Iてはる層内2
ﾡ本袖k客列々 2谷 な っ 'て い る 次 ら. もし クキ . な ら の.z,=2
となっことてんろ. 教I2 万式I ○場令 ② 分ﾡは、6=ふべの

B。+ A, u ビ +B,〜 スリ 
Nズ

十 ・・

+A4ユタ スチ」 + B%c～プ /v /Y
②よクなど今で々としく、 々のﾡ々方式の効飛*、 そ 

。 よ>I 夕 た ん ◇分 和 J? 基い < えヌすっろべﾡ用くろみ. 

y 帆的水そ 用い々際て は、 ◆女 団う受々理的なでり ク モ 煦 

/ っけ、 まこ ②n剤 %用いてﾡ本そ系晩的にﾡ女てさ って な文 

し くいみとやう こと K 注念しな けばなめない.

表々は ここ で•装 つ か、の 可能性を 港 之 み. ます一つらから/つ
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の表系しか柏 しなけ ば届標本平均値②軟は袖払べボ作ﾡ : 

&系ﾡ的る めﾡじだということそ汝念してこう. -万 ォ/○前 

なら ・ 4条 田をL個○ﾡわけて、 ふﾡかめ香目○受糸そとろ 

ことによリ大も*L。 系ﾡ的ﾡ本* 作っ/Yすろと 層化 然作為 

株本平 均度 の 分 次は、 系院的が本内らﾡﾡ太平均催問の 平均的 

円次Aでろ2久でろ2か2よっ て 景的樣本のそ均ﾡ2 分水上 

り大さくなったリ小* く なっ たり すクこと久りか々.

ここて同ﾡ性さめ場糸日つい ては系師 的ﾡネ xﾡいては4ら 

gいヒいク等告がどうして女てさたかな考えてみょう. ﾡ期べ名 

ス ら系所的様々の智平均僧 何 9相 用 は 十/ くちちから祭作冷源太 

のァケていろ. し久し問期ホ工えなら 系ﾡ的ﾡ本のカムお 

そら< 分ﾡ公 小*くなろという こと を ﾡ調月 しょう。

岡押か2たく 大もさ たの隣授すクニっ今ﾡ内てはﾡに

る,= N 光 • る - て田./.... : ズ。= ズな., <
ズ・ーえ=-く ズな., 一元)

てカろ とﾡ犬すろ. こっ c ・るﾡから /っのそを地すち立万 

的禄ネ子 均値く こ今 ﾡ合Cは個々②委示問ろ向はﾡ番 っ 

差へ考女α ら-/ <、 ﾡ救な ら+/ でゐ ろ,

ﾡ○酒らそ そ クナ 纟 分救 はのであろ. ここて

%の= (ス-ヌ

あ る。福 平均値 间 の 分 訳は" であ ろ, よ っ ェクス = の2 ゅ え一 

ス=L なみてまら大さ:nのﾡ限ﾡ作冷ﾡ本平均の分 散

の ルーム の
ペ-7 乙

ぐ、 ﾡ化ﾡ作冷太平均値の分ﾡは の: て方 ろ. ー カ系の的 

平ﾡ○分敵は

- ﾡちく(2-夕)

であ う. たたし ・-バ なら よ=バ "キノ ならよ=2 くカ方

よってLがﾡ数なら の=2 てろろがるし Lべ行状なら の= 

くご) ・ でろみ.

結 苟 必一条 団 の 分布 が為 期性* 有 し、 酒の大ミ*がﾡﾡら半分な 

ら系究的標本平催の効条はﾡ化条作冷状本の効ﾡよ リ大さY 
いうこ とI2な%. たべﾡﾡにﾡしかたは月ﾡの半分等しい 

ﾡ令に攻立すろらYﾡﾡなこと公、 た公ﾡ期の半分 今奇女倍 M た 

はﾡ救修にキしいと まに8なりュっ ことI注意しなけばならな

しかし W豕 団ら委系べ直ﾡ分布I糸うとﾡ欠すば事情は会く 

衣ってくみ. 一ﾡ性*失なりずそ. て解上の分布はズッ=ソ でう 

えらあY み してょい. *クすクと大ミ*ス今魚W 限無 為旅 

本については、 ﾡ本平ﾡ名 2'Y音くY
6z'= え・= (た+/)

およ ど

の Cた-/)(父+/)

そクク.
ﾡ化条作冷袖ﾡ <は ペ=.. - M= 一 と 仅足す ろ こ 

こでcは 愁数 し ュ.- ……,タ o ビ とﾡじでるよい。 すなわち 

/ - を, -......=m-cとすと. こ 9 とさ

o.-c4-パこ a< 2どくCた一/) ②

ここて " は雨化 無 作為株本 9 株本 平均 値 ぐ力ろ。 ひし*αﾡに 

,て4ベ令4くい ば - 夕 步 +

"o:- 今春チー尊/ くろク.

dx ・
の - ペ-テくをー ス+ん) .
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/ス

- 々

こなまとめろと.

入 2 (そ-ク(た+/) (そーノ)(N+/)
- 7ス

ニニ -------------------------------- 
/ス

ス ー c(4-バ(cf+/) く %-/)く一+/)
"え" - イス ス こ

の = 4-/ /2

のようなク。

o およどののどちらる のx より小さこヒはﾡめらかでろみ. 

しかし

の/ダ- -

てろろ

た -N, cL=% 次から そ- と. よって

N>LくL一/) かっ c- Xら

- ペ
ダ < :

でろと.いかなと場令6 名>c. よって cが上記の値と: 

クんは名 >ァ鈴テ すなちは 2ど一L 以上 でなけ 

ばならないことなわかろ。 よって ペ>スピーL および c 
7ち なら のくの で力ろ. ネ以外の場令はの>品

そろろ ・

2の台采は二っの ﾡ条z よって わホ る

(1) る意から/?のそ糸な柚kしていば、ﾡ平均値向の平均ド 

な相内な高いろで. 内。 分*べキ しいI2も久かりら ず層 化# 

作馬维本 平均値の 効率木、 系ﾡげ神kの平はク効卒より大 

くなってくろ.
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(2) るﾡからスつ以上ク裂来公汝さていク、 系ﾡ的平 

均○ﾡ 内ﾡは酒化無作冷油 平均っ酒内分承より小でろ って、 

ﾡおよ どﾡか らとら ﾡ本ろ大 さまな十 大 な ら 系的株太 

○酒内分歌の減少はﾡ平均値向今岡に よろちりより犬に 木と 

なみ。 るちろん. 直ﾡ的分(ル&タんズ & tんな2 ゝ 

うヒまスは. 表々な用いなものよりヌに有効なﾡ化魚作冷株木

o 浜 つ仕うなろ»。 そろ上ﾡ手たもここrﾡじなるのより 

一ﾡ有効なる② 才 用てそろ. し か、しこり 例 は、 索係I2生ずろ 

一糸的ﾡﾡうみらず そら②ﾡ利用でまステ 法*

すと上て有用てろ夕.

系ﾡ的とﾡ化魚やﾡ②他っ比は、 v ベニつろ番糸. 

す4りち幌向ゐく。4とuntcそcあ*) およびﾡ期ゐ次く/ヘ 

子wctc夕n ) ハなってやろと方えくらク. しなべって 候向 く 

tc )久め②岡をは周ﾡみ救Y なっていク.

ズv =9,(v)+(V)Yす々. ここ で (は(］ &救く くv) は 

アﾡ2ん. ペ=ス*Q ○円あ女で力ろ.

くv)-み とすろ. こときあ=みん= ・-=子e.ッ, 

ノ=パ 2 .. •乂灵 わよ みov-子=-く 子*a+4+-子 ゝ. / =/.

.九 2=o. ... . o-/ こつ比と牧ぐ表々次方えみ本ろ

大 *はすべくんの網枚くろクから ど受な情ﾡ次全新一及でえ 

タクようI. 分ポ 共分枚な計メす々.

,(v) ◇子均他名す. cy)の平均そ子て者く.

そクすっY ヌ=列+子 ぐ

Nの= こく一え)

- る〔く)- 死〕+ るくみ一子ゞ+スる〔ゆw一あ］くみ-テ)

=あく ow)a.,- 。+4をく列。-列)

+あく み。...-,-子。)ゴ+ ^をくみ-チ)
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+»〔 xa-%;-。〕く みo-%+,- み。)

+ 决 1く表一タ)くえーチ)

ここるa=/ ....2Q; -/ .. . ん. % は ,uce-ハ%+).....

9ax, 0 算/平均値 て 。は チルーハ",,.....   ろ。 ◇ﾡ子値 

ぐろろ

弟 /ついての係え久ら 子。=テ おど ﾡく4-子。) は2○そ

k ぞの他 っいて司一で、 み-子 zしやこと公わか々, 

み= 子..... - ...  = 子4ca- お よ ど /え+, = 新て+,• =・

- 子.a...;でそろっかぬ

る〔のく0-み〕くか,ーテ)= ろく,-テ)シ,〔....k.,-列u...)
十 あ(着-チ)こ〔.....,..,,- み。..)

そうク。

はた み,-ア =<乳••イーチ) だか、ら

ふ〔9c)-列Jc,- 子=くみ一子)｛こ〔ゅくc24-)ん+バ)

-9くc2&-ハんtバ)一列...+分...,〕｝

べえらみ. こは 9(y) が商際くろろかまたは ,くv) ベそ 

巩& ミス九 の 直孫9 系列 のと きは2な2.
ここでくV-A+BY とすク. そうすっと

死.= A+B｛ca-ハメ+ 〕,

くく2-/)ん+")-列。. -バ-ダ.

ラ〔タ(s-C4+,)ー ラ.デ- 登4ダー , 

ﾡcえ.-ラ*-やダ-2パ9 ；

ら_ 』+5 24L , : 

こ((y)-列ゲ=2今9ピ レガゼーハ

よっ< ゲ= 6*+ﾡ(2が"ペ-/〕. ただし美ダ匸,善一力： 

まん大ささ %2単総最作冷係本つ平均ﾡら分秋は

. N- の 
=六 ぐカタ・

いま沼の大ミぐ次mイで、 は24②召状すなゆちス8ん= 

LxヒLよう. そうすろYLxﾡらるﾡ内の分は-火値すな 

た の く»ろ. なしみべ門秋なら o= の+ﾡ〔イ～一/〕. " 

... 新扱の とまは Lx べ伊象て. ﾡ○半分てはﾡ 内分散は の+ 幺 

とy-ヌく,-) く»ろ. ーカ他○ﾡほけ々ﾡ向分称は

たたちくァーラン,-)

マラす々と Lパ 沼○ﾡっる々久らC個ろ受糸そ条作冷にﾡす 

ろ 2
岑 - く"ター)ダ

クとべわへ々。

系航的神 つ平ﾡ値○分ﾡをﾡめクたy テ(みー スァ4s) =
*( )4 *計してみょ。 いま ズvそ入す力て

メ( x «<お-お.尴T-2E 日と Zくお-另+数)+ %(X"J) 
ら・*2 なっこYベルか々.

よ くメ公くろ将救なら 二 くみ- み+んお)= ○とな2. 系にたべ 

ん05炎"らみ』=子i4 んら すくお-+%デ=2. ﾡ功そ伏た 

。 专決佬 なら ど は用ムと なって みー み54 ～ スく券ーアン ークダ 

, 円eなら み- み+ょ =。 てな々から たかんの «x俗 ぐダ べ新 

ッ、or 4
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テくみ- みieデ= 4みくみ-子

-2全(キク 专<先-新)N

となろ

そべんの 救倍 なら がﾡ永でろっことそ注意しておく.

= ペ'-女 テくxーナ)ズん

なか らろ(スれ-8)イな。 *しなけばならない。 いまそ次メっ 

ﾡ女ﾡなら く-よ)4るょ=(-み)Bだダ およど

. す(n一5)4 = B""{テダー ﾡダ'}

- 8% エー

なﾡ立す ろ. よって%したべイ のﾡ象ﾡ x め

= の+ 方 くが一/ >

ぐ、 をがんのマ数俗なめ

○-ダ Bく4*- / 
となみ.

このととみら

/」 2の L<L-/) Bてイwtくメ～一/う N
のヒまIは 系ﾡ的汝次像た 総系を与え み .

ﾡ>c でろみからc解欠存社す々たっには

w ュビ-L-(だ)

てな けはな ら\

なとことが わかク。

ー力 も しそべんのﾡ 救偽 でべ合軟な ら

<-八) 4, = <ーダ> Bダ ダ+ そくx一よ> の

ぐ. べﾡﾡなら

<-)4 =<ス-よ>B"だパ

となろ.

よって
テ(〜-小)ん = 上ビがダゲと+の

ゆえにそ欠ん ○奇状修なら

_。._ 上(ゲ-ム) _ ガ

ス /ス

な々 ことなわかっ.

まんそケた ○得*倍の さ は

一 + 長くだ一/)- ﾡゃ(ペー/>

2ﾡ 翌

この論又 では、 分枚のな式、ﾡな場女の値ら検討、4っ椎 

夕 株本の大さ*み表え/Yま今形署、 および系院的抽出、単純 

系作冷柚、 層化繁作冷法向の比救そる念めて、 酒化土なは非 

沼化4米団に対す々系ﾡ的ﾡ* 法の論的波ﾡ2 ﾡ示した。 こo
文には、 柏平似べ#-②受系から な っ てい»よ う な令にお 

て凶受と*クﾡ輸のみならず、 契に糸ﾡ的地女そをﾡ刑すべミ 

糸ついて る※千②分を行ないま/ 分なる 計 すろん22公 

デ が◆まている

とのろY②スおいては ﾡ女¥依次表茶み紫ﾡでろろ場令 

○系ﾡ的ﾡ女らﾡ輸%叔kす 々べ、 この理ﾡは有ﾡ4条団みめ 

袖よ <なく そ◇ふ受求な正規分ﾡ すろと さ の熬 限妥 臬団久らの 

納そﾡ文すろ %。 でろみ. そ ク し く契系究的ﾡ汝理為の &々

なざ分ならびそ際そ与え 力くみう
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約録A

消支の玄救の示す値
変救ら 限系の ﾡ返 え しなﾡけ々ため こらゐﾡ団z こ②附係I25

え之。

※1表 添字のとス値

ネ 学 この対字は/からFI示す値まぐのすへくろ姿次なとろめのとすろ

ど た

入 -

/ そく"一)

九-/

ッv な れ ・

o 九

r 九

声/ えがﾡ数なら , %が新牧なら -一

Q. 4 L

ス P は c7.c, .... .・c な々値ぞ ―夾 す ク, fzにし c.
シ はそ個の ﾡ求 バ …… -. そのうから送んだ2個②ぶくろ方

附条B
ﾡ千◇有 限和 の抱囲ついて

有 限和 そ ﾡ すみヒ さ生ずみ困催は1ﾡ分外み次 ﾡ型 Iて おいく 
生すと もの、 ナなりち衣ﾡす»ﾡﾡク彩客まんは来のﾡ回につ\て 
*2和。 ﾡ府 に非ﾡKによく似くろ. こ○ﾡ永て有用なこY4 i 
ﾡ*たっかの <mwnα そ洲々ヌ-ﾡ的X形で 今ス 々 : 
う2.

くu). fくu.い> は"セヶのすべくのﾡな値っ\て 河f «
ヶ o ゐ表Y 央す る.
イematる 1

+(e-4. ズr+cr-ハ)= ② チくズ+(入ーん. ズど+く入+オーハ)ん フ乎々
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紙明 : ○メ〜入. X=入+ふとすろ. /*くY ガよどくス 

なから②能な他は / .... , (-/) ぐろろ。 入=Y- 
だからよっ &ﾡK ついて入のとりうク値は一よくろと. また 

な-火Y しヒ さ 入ク双大値は r=n なあヒ ミ 共文 *力. 

2ら②戦田K対して をユ ◇式◇f ○ふは方辺に おいて4- 
aけ しかPない. 契rたKおやてはこ以外っ項はk 
現しない

じmta 2
»之( ズバ+(-/ん, ズ+(入+ふ-ハメ =» (ス. ズ+そよ )
4 入 ノ

= "+く入-/) *とがく. このとさ/は/力よど入°年 

ペ消知る求 くちみ./の沢小値はバ=/ のとき生ずみ. その 

ヒさノ=/ ぐ»ろ. のR大dはバ=*,入=スーﾡ なろYもに 

りク. そのvミノー(-よ>% でろク. こ力のﾡ画に対 

し くを辺のの f ○ふはる込I力\ く雀回 しか況ゆ ない. 

央 iz た辺に一 く は こ外Aはﾡ L ない.

プ-t-2 3
乙( ズ...-,,, , x.cxx)= f(x, x+ょc)4 ダ
<<

明 : 4 ず / % あfくx〜.4 ズ,o4) に昭用し次

2 tめたま 忆 乙oxxa ス そ 8用 ず ク .

mwmt ◇4 -
〔 f(ブ+ (ズ+xr)〕= <4+/) る(x)
w -ノ+た とxく. このどま-一ﾡヒすクてw今系小 

個 は=/ スカYtに生チン. *のと: =をよ+/ でろク. 

小の任ﾡの -ﾡに し ての 表小ﾡは ダ =Acーイ 忘る とき 

に使する。 そつ5合=みた でろる・ 文のド た5+/ か ら た〜 

までのナべての婆 さﾡ名 とるざのとする. って

(x>+ こ f <スァルょ)=Zf (ろ)十 Z f<xm >
チ ノ S J 次

え (zm> そ/から一/ くなく一/から/まぐてつい
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てがえろげろと

<イ)+ 乙f(ズm)= 乙 f(ス)+乙 f(ズm)み . ノ=バ =メ(〜ート/I 十 ・・"・- ・ ----
十»チくス 十 之 fくズm>ノリ xーイ+/

なろこ Y次かろ. ここ で ス のqはﾡくx) o項ぐ ズx oiaルは乙fくズァ ②ぐろろ. しかっIてる.x *ん(コ-よ) そン fくス)+ Z fくX) = ンくてッ)/w/ 1→&くペーメト/ ソ
そめみ»から Cmnuz 4べﾡ明 .

<Cemれmta 5
乙チく ズ,な,ル)( xit(y_ル)=A(

とすクY
A-スる(スッア-ろ( fくx -くズ+4r) J

そ力ろ.
教四 :

A=こ〔fくス(&_2 )+2 Z チ <7/+ム -ハキ>チ < x+r4) ・ ・4イ. ペ<X
Cwwaスよって
スン チくズ+(-ハムゝくズ.cr,2) 千 2ンfくx)くズ+s%)は ・ "また
スfくみ)チくスけん) = fcxゾ+くマ+*プー〔fCx)一f(スォt)〕

次攻立すんからイxw。2 s用いば明次ﾡすみ.
<wma 6 たαチ= ふf(ス) とす2. こ②vき

A (本)ー デ=(一 )る〔(x-チ〕一くズ)ろ〔(スーで】
ぐろろ。

ﾡ明 : このとma は、Caよの直○ﾡ采で力,
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A=る [fくxいーチ〕+スふ(チくスーテ〕バくx+s)-チ〕+*ゲデ 
ベ汝立 す ろ .

紙 Cowwwa 4から
A- こfcx- こ{{cx -ヌ+〔!cる-;)-アが Y

+スろ〔み)-ア〕〔ナ(マ4r-〕 
べ奪びかカクら、
A-nる〔cxい- Fが+ "* アー(xーハる ( くx,- テ〕 

+ス刃〔cズーア〔チCズ.バ)-チ ) 
なっこYわ久ろ. こ今Ytムow。 次近明*ク. 

ノumm1 a 8
A(お)-ア-()る( cx, - チ+«話) 汚〔cw-7バ fa4n - チ〕 

: o つw〜a は <wxwwra フの直核2ﾡ系くろ夕.

9 メ>**ならス4は ズ4-4,に考しいるつとす2. 
u.い)- cv.u) すなりち は対かと す ク .

このYま
<e = テくィ ・ スt® ) 

てガけ は.、 .
dw+dtx-= をチくズッ ズv+パ) 

次政立 ろ.
加 四 • 明ら ふ忆
• テx, x....) -do;+B 

そこぐ
B=ン f(ズ ス+xs >

い *-8-<-よゝた *くと
B=ぽfcx...5,。 ズルん ) 

メ=/
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ズ4～=ズ. fくZょo-.ズ～)=くズ4.ズ4+-ハ%) た カ、,

B= d%-, c リ ん。 べ"さろ. くu.v) の対京世は 

十分糸件でろみYと bて表余件そいろろこY 2注るせよ. 何 

Yな ば (ズ,, ズws) = ズv一 xッ+な ならこ ○文浮はﾡ し な 

い

附条C •
層と柏

冬来 団/ ム個の% P.……ﾡ から女っているとする。 Pのﾡ術

. 千均 さえと と, のﾡ平均名えヒナる - えのﾡ本在ﾡﾡを 2てこと、

27ちグ とおくこ 5 の と き Eo4a=4 ・ さ a cez-
6はど=a(2-そ) で支表さしるごのとする。 ぞうナると、

6=ec2-イー+(4-支 とさって、ふ易に6=』QCsxxtj
なるととがめかる. ただし

6x =ダ(e一/n) くそーん)

(-支=[ﾡくQ4- ﾡえ>〕

で.し VCa=Y な ら

かフ

<4-そ>)=Qce CAa-22)CA4-そs>
d スCc。dxx 

であろ。 とこ そ

○x →ざcュ-こoくそ一えc)
こらの 公共はオじﾡの油営 が ﾡなるう法でなさ ると さ マ 

成立する。 そしンがこの不術推えﾡでえがえ。と校立なら番通 a 
求 ○=ﾡc○ が成セする。納ﾡdる の名式は、ﾡ介為、ﾡ 

悠、系統的およ び花の手統の をﾡったかによっ て姿っz く 

る。
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ゞ ある極の近集司対す る系ﾡ的視本に頬ぷ本 

の対的精及 .

o8aなe cc4tac f -シa2mnaなc 2n

4れuaそイ2Ce Romdcmt. -fom/&.. Aaそ ② 

Cex/2イn2 C6a22パc/co6oそくe?

ﾡ ( Swmmの )

色マロッムプリ>グおいて影々現する母ﾡ司の夕17は, と 

の中のキ京2ﾡわけL ヒさ . 群が人Sくαるドつれてぷ内公ﾡが 

ゐべﾡmしてくるよっなものてある- この係○母熟回の ムス从 

、 そのぽ条べ系列的3ﾡ係がやる, ﾡらニっの受示同のﾡは正 

’ それらの距離が増mするﾡって半加返少するﾡ衣・ ﾡ型ベ 

5って表わすこYがてこる- 二の型の母ﾡKっいて, &ﾡ未番の 

• 統 的株人 ( Syoamaxc aawy&。)ﾡ当リノ 手業 と袖出す る倉 

にヌ糸係ネ (2な&t&4 xondom 2em7u&s ) &び単ﾡﾡ治が 

*(&nemvddnu&e ) 0 相対的な 初 军 ( $eccie7ug )と比戦、ん。 

子向的は. 層化※A燥ホはヶく ヒもﾡﾡヌR熱太なよ り ﾡ内ﾡ 

&がaく. *0対 的効率 はポネッ1 ズの 省加 K年って 増加 する単 

引加ﾡで表わす Cこがてさる- 示ﾡ的景本の相対的α加キに

ては行一つに I て 遍桂 のあるﾡ果を号える斗は比«い。 ﾡﾡ、 

み ○#出ﾡ ては . 系税的がネ o 力 が彫にﾡﾡ塚本よ ッ 祐と の 良い 

4しのるが. 他の抽出率ではへ尾くる」っ母央団の C8a%o 
/#伝するのてめる。 Lかしも! コレログラム( cavuo8aPc cmt ) 
r上uての れば.仕 忍nぷホッ1 ズ対Lて,そ 知 的は・ 化 

g、F 冷 ﾡネよ ソ も系統 的ぷ木 の納&が良い。 コ・ログラム が(i株型 

•ド,紋型 c.ex/udnczat) り場念にっ いてっ かの女送 か 科 外れ だ..

ク為 き
ﾡマはﾡ条 x..xっ. …… からなる相 殿母集団 と老える。 二で
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n&はﾡ数である ・ 系ﾡ的燥本を袖出する は . x,...,x名 かう

-手素そ 受が. そ ハ う 次々 rﾡ巻日 -の ﾡ素そヒってウビ 

い。印ら, もL 投初 内ﾡばれ矢ﾡ素がX ゥば, 求める糸森的 

ﾡ本Kは多素xt, 4,ふ,…- X1T(々一り您 が合れる。 のタ? プ

(i) ﾡﾡﾡ弟戻本ある S は層 化繋冷係本よ ソ も袖及が取扱 

いがﾡ単てある2ヒ。

(ii) ﾡ本が母東団全体にわ っ て 一株記ﾡさ るヒいう零がﾡ 

ﾡ的示さること秀のﾡﾡから, 支ﾡﾡ可みり後多、ﾡい 

っる・ ゲ, ニ の 糸部的標本 八 も ・ﾡ L押る ※ﾡﾡ作会 

・しくは層化ﾡ熱県本 ヒ の相対的ﾡ長? い てﾡ死す べ さ こ 

ヒが数多く残:れていみ。 おそらくﾡも当をﾡん比ﾡは系ﾡ的 

ﾡ本と踏当りノﾡの影素そ柚出ナるるど無命禄本と名ﾡるとヒであろう。様をの影合の条国はみﾡ o 酒

tx...-- *8 t, なるナノ…-,;〇笈 キーー 分引2。 この各層 かうえ 

作 熱 ( xandema ) か っ 独立 K-っ0零系と袖する。 2の 型 

の ﾡ本は多 くの点 で系税的ﾡ本 ヒ似込っている・ = っ.ヒ も 田 集 

即そたﾡ先のﾡ素からユる回の倉分引L, &是かシノフn 
手未と祐する。 その上ビゥク の標本 ヒ, グαくともその推足 

ﾡが予余Y: のビの様は集配K対してし不ﾡ( w&daAea ) 
てめるといろ海味おいては、 千内 血の まわりの柚分散 

( 2&0Yれ8 12〜イ272 ce) の不ﾡた会 ( Wれ4-て2A。 " 

◇axa私 ) 0データと号える =ヒはでさ a い ・ 系ﾡ的係木 n 
性資因する最初0え全2研えはw.今及がMzくed一(I)Kょ , 

て行われベ・ 熱べ二れりのﾡﾡは, 登3型の有ﾡ品朱団 

対して・ と逆のﾡ系ﾡﾡ標本ビ居化受作冷標本のﾡ友の比敦 

そ行5なっ r。母東田のﾡ条がﾡ線xi=だ のとべめる場合厩当 

/ 宇系の骨化ﾡ 為が本n ス が 飛航 ﾡ状本 よりﾡ及のあい争 パ 

Aさ体。 もL母泉即がﾡﾡかﾡそすれば, ペがﾡ期のﾡ牧 店 

oヒs はル化ﾡ冷叔ネ の力がずっヒﾡれて いるが, ヘが風 

ﾡの2分のノ のﾡ数ﾡのヒ a Kは系ﾡﾡ 標本 のnカゲ 俊 て いる
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私倉得な, 母集団 汶儉同(办wえ)&びﾡﾡ函校(/va火と 

Awnctcon ) が司時合:れてい る様な 5 ソ 複な 場合い 

てもあ衆し・ 2 鈴文 0目的は. ②夕αムプッ ングて非常 

K夕く見られる0タ ウ アの母集ﾡついて、同様な止較こ 

うこxでめる。 二の母条回はﾡﾡする手景とﾡまヒのでヒ

2, 功«大きこが増すれてﾡ内のを赤商分灰がﾡﾡ増

すわょうなものてめな。 二れまで長いﾡ2の型の母ﾡ回はワ

ックのプロ.ット分ﾡバ, プにックの大会ニヒ もﾡ大す 

る5っαﾡﾡﾡの研に逸ﾡで るも 0 ヒたえうれでさ 矢 .

0 回0有-性試験 ( WTレm tt:22) グラ件ベデータ とギ約 

L FoクwoAaC SwitA [2〕 は=のあえなとﾡ照し, 増の不と推 

ﾡす る - ヒ のてさ るﾡ験ﾡﾡ係2導いた ・ ﾡ丸の広 ﾡ3標ネ 

因を0いくか対する論文rし、同魂口野族団が方衆これて 

いゐ。 二のようべ\て Jco48m は及場の母失田 ( Faim nen- 
2aなa～u)0ワムリングの研売てイ 内のﾡﾡの分枚は

アイ% プ ク ズの人さこの ﾡ加ﾡﾡヒ なるヒいラ 法月 そ又E
と,袖平 置 (o2mれ&一 wt) ヤK各きるべさ ﾡユの ﾡ場数 

とﾡ足するﾡめ内用いド。M aAa2an8&2o [4) は次 現求ﾡネ 飛

昼 &o? ・〜cぐ名. oペw& a ) のなﾡは研売の 中て Fai-
と 因 じ 去パ こ独立 K及院 I x ・ H&nA& に 

多くn 現ﾡ的母条 团 の央型的α b の ては ,H wt wイ9「5〕 ,

泉さ (cA.z) お " か数が央汚サ ズの X ミ ごとともに増入す る

z い クニヒ と追ﾡ L 
るくヒがび:る。

ﾡ 集司の四 確化 

ﾡ沢かﾡが肝 nxささ

ていんo ニ他も多 くの 珍方 大献そめず

が大 さくほな Kれて ﾡ加 3 る状ﾡと表わ

■ は 色々 なﾡ洋的状型を 設 8つ そがでさる ﾡえば イ 対 し て

チ糸xが規費 的決化と て いる株色 々な母妹団がう柚さ れ休受

メをもえる二そがてきな。 どは同-母田ふす ②ズ, と



— 78 —
Kは系列的図がるる ( 422 cau2aac ) ともえる々もﾡ太る。 

ﾡﾡn為K, 二れからはメヒxituのH の系究相関は のォ件 

するみつ量てめるヒたする。 ミクするヒがLて, の平ﾡ求 

夕愛教てめれば過ﾡ的 (険で証明守 る)手索Xる, x<+,- ,武伏 

かシ2る昨内ﾡﾡ急の 単調地mﾡ徴に みる考が千得ゝる。 0 
長型 は袋々の日ﾡよくめてはる様思わる。 ヒい?のは. 多 

く の希倉が分枚増人ﾡ験及なヒ してめウて いス o は、 X の間の相 

図が希KEヒる - ヒ てめるのう てめ る。 上記の ﾡ散づウはめる え 

べ図、てﾡ約そ愛ける。 そ通の大ささのﾡ際的2旬 限か 集町で, P 
グ&近べ¥契であるヒいっ仮たは現ﾡ的で"いﾡべﾡわれる。- 

コレログラ ムYは? SりTﾡの般岡 ( オunC) が 現れれて い る場合 

ても, <0ﾡ司のうり の個々 oばククミよっ <コ レログラムが 

ﾡ新 Kはﾡﾡといえない尋がめる。受 通 てのるYﾡれろのは. 

月 ﾡ母永回 ﾡはそ単ﾡそもっる るﾡ、母東 団ラ の県本にも え 

②2とてめ2。

払は2Os うにﾡﾡはとK引甲L ﾡ君ﾡのﾡえに一数 ている 

Cとそずるものでるる。ﾡ文を 理解U ヒニタ ば, 彼等は 

か意去則 (Vaonc8 &a) が理ﾡ化:れ母集回おいてﾡ立す 

るものともえている。ミのよっ, 系ﾡ約ﾡネビﾡ化最角 株A ・ 
。 比ﾡは、一つの有 ﾡ恐泉回 のついて5っのて8く、 平ﾡ会 

少のアそ角する 呉号央 国かシ協>れ体ﾡﾡ母歩団のそ均. 

て行なわれるのでめる。岡て の為 ﾡ母 集団沢対す れ箱果な, t: 
の中のrが,期ﾡ施ア0ヌわれりで長勧するのう, 千均的"ﾡ果Yは 

かゅ 隆れ レo^ひる. 有 限番ﾡ面が大 ヒ8る 従い、 結果はそ向尚 

なﾡ果次オ ﾡ近す ろようつる。 Cの-ヒoらﾡ糸xL ・ 
イ = /・フ・-..  7 , さ

E(Xえ)= E(X2ーメ)コ=の2
E (xイな>(Xイ+-) =の2
2 てくvはわヒさはﾡ wフ, o 8る番朱団が 

希す るもヒ 仮ﾡす る。
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4 有用な幾つかの子隐公式

特た。 旬 W&母東団 の千均をてヒすると, かﾡ分桁 で原マ 自渴で 

み2次のﾡ式そふﾡK証明する° ヒがてきろ。

() (&n)ダ,しメ2一又)3=ダ。(メ<一xぷ)

x, x:)べは (ん)(An-7)ろ間の対そと るこヒがでさるグう上 

式のら

e) 殳 g - X )2=(合2ニクE (x.- x )= (&-L)=((xイー4)-08 -

こ、てEは旬 限母集 団の全体わん?てくるものとすろ。 いま 

二次式 を展開 u てすべての目 ﾡ分条風K? いて干する。 (&ハ) 

- &n-,)/っ 個の料合 せ ( cem&tnなton)中は、»がイよリ/ 

ドけ多いものが (メー) 旭, »ゲイよ12 ベm夕 いものが(ペnれ-2) 
品 等々ヒなって2ハク

I Eﾡ (xx-丈)コ= (An-/の2 /-ーー 尋 '(n-u)Pu7 
イソ 、 (*7くペー/)レ=/ 丿

ベ対応して, 々図のﾡ載し体手未かウαる/つ層ﾡそス 

ゅ。 ﾡ ﾡにるKは.()の( ﾡn) の代り(ゐ) そヘ* ばよ 

い: nﾡ系は"個の通 の日わい り ﾡじてめ2かク

x) E(%内の9.S)=(ゐ-/)の2(,---I 々 (や-

冷一/ 
口 
コ/

と2。

式()て ( &n )の代リr n, 先 の り r (An> と甲いれば同及 2 
所ﾡハカ, 特えの系ﾡﾡ株よ内のネカ和の ﾡ特倉が件ウ 2。

戸と ③れば, ﾡ本内K は回 nﾡ条がめ り、 ルﾡL 体暴未間の

図は見.--てαく, パA.PA ---- べゲ う。このﾡ果はたﾡの 

f 統的標本 の戸れバついても同じでめる。 数ベ

5) E(系ﾡ的標ネ内のS. s )=ぐ(ーハ»。(/ーェえ_,,5れ-ムゾ8)
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5 ﾡ冷ﾡ本対する千白的分散 ・ ・

角限母東団の子均K対す る洋ﾡ尽弟、ﾡ化ﾡ冷、系統約株太 
のネ的分ﾡそうわす0べの o,0み3る妃るとﾡいる・
二の子均は二れ てのﾡでL R呉ﾡ量央ロがらヒ ッす

べての角ﾡ母央司わんっ てヒゥれヘレ のでめる ・
類弟塚本ヒ の 比較は,= 、 ての主目的てはないが興め々問ﾡ 

てめるので一冷するてい、 する・
/ っドけの月 ﾡ母集ﾡのﾡﾡ標太K対す る子均協の分ﾡはタ く 

の為為んS ?て
/ (&m-n) , た(く) ・- ・ ------------- ・   >
れ 优九～/) &イ

(X一又>2
てめ② こ ¥ が示ニ れて いる。

G)から

C でヌは石限泉団の子ﾡﾡでめる。

. (やn>(8n-/)=/
(絵n一) &}

6 . 6超然脩為線なの平均項外龍
聡化ﾡ冷ﾡ木の子 均ﾡそヌstヒす れば足殺かち又t の抽出か散

( ◇&のv&w Y2w<270と ) さ
(8) E(又t-又) 
てめる。

みす / 7の有阪ﾡ団のみK対する二 nﾡの千均そゃえ②。 7ﾡ
の星の平均値支え, 又,---ヌ ヒ L、 3矢各層かりﾡれ体手余 2
X』> X ).  X? ヒす2。 2 c ヒ3

ご オり”叉“ で ﾡェ:=ヌ

L二/ d L=/
ドかク(8)た
(9) 倉ぺ(スク-ル)十(Xソ メコン十…一十 (xスオ-アハ>

2の為段母ﾡ団がう神うみな 個のすべて 0標本ドv 1の千 
aそて2。Cxaa。 /educt twmn はすべてぺえる。ﾡ 故な シ ・ ﾡ 
くは, x、はXコ/,X22--.,X3る ヒRじE炎け現れるのら, 従? 
て単-0負限号集田K対す るか枚は
0o) - 合 (xt»ーア:)2だ?マ/才=/ "

とaる。 <の子力ﾡは初ﾡ撃力るﾡﾡのそ方和であ2, 
よって (")か
(") の.・ダ。ーズf,ースえ一万F(ペ-ムソい1

7. 系ﾡ的標不の千均的分版
えyな代ﾡ的つ系ﾡ約環本の干ﾡヒするにさ, ¥-の月ﾡ母央 

品の分枚は
) E(ヌッ-ヌーる(n工(エッーヌプh

マカメ、ミ てわ は A 個 0系ﾡ的標ネの すべてわべる。株ネ固子
が和は、(好集団 の金千才和-禊本内平大加)Kそしいゲゥ, (2)

. ^ ・
(パ)/ ダ,(xi-ヌース(卜ﾡ尚泉ASS)

/ 寄に い。
すべての角及母ﾡ回ついて千均そヒ2次の, ォ/項及びオ2次

cz ごれ()と(5)そパ入 I て
"丿 っ_(&=)の3!)_う - 汇 (m-w)パAu7$# &n く (R7>(ペイー/)レ=/ ノ ・

-<み-い»の3「,--3——,二 (-ム)P&u7L ( 72(一/)=/ /-

ヒかりる。
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凌矛 I て

()分-パーか(x。こ/バa～-.yいぷーッ分 ヽ 

上iの 式 ヒ 記5 と Ma/ew- が用 Rもの«盗? て いる< r注起。 

nz/ex- は月 vdそ章-の有 の集 Eついてもネ、単-の相 限母 

東ﾡの柏ﾡ 分散 (oawれ&2 vauionce ) そ論じへ。

8. 尽弟限ネY倉化作冷株本 り相対的なﾡ友

さすﾡっかの一的2- ヒそ述べみ.

(7),«/), 及がくS)のそノ類の保本の相対的な効手はの, o K現れる 

Pの-次函枚のみ関係すわ-ヒがわグっん・ ビの 場合 K?いて も 

Pの係牧のﾡがノべﾡ[い=とはき易 内証明でさる。

ﾡ為株への現合で o - 次る数は . 2d がﾡm するKっれて追 

ﾡ的ﾡケ t, ﾡネの大さ で ヒ は魚図候て矢ﾡ限ﾡ団の審余ﾡ 

N N(您の) のみ旅母 する々o( An-/) てのすべて 0系み相劇保 

欲 ( Jevc22 C&V12Aoイcot CoPici2イ )が名3 る。

恩 化駄弟がネでは 統 a一)3ての系列相関 ( 2exia2 cax- 
w2cなon ) が現る。 cこてﾡはﾡﾡの零糸枚てあろ。(5) 内示

・ 体株系ﾡ的標本対す る公式は=つ の-次函数(-2hanAwncz 
・n) 分麻:る。

弟/のものば, すべて。 係牧ゲ( An ーハ/a -/ )危はっ てい力 

・ そ 除け ば尽作冷堺木 Kてくるものに同じてめみ。っ着目は E。 

ﾡ多そもら、ログ が&の危枚てめるろ8相(くWグホシなんゆん ] 

ふれ2。従っマ2の公式PKついて。 MﾡはAべ不 雰 て あ», 

Pが工てﾡ頃ﾡケの場合そあえれば次の ムomm&が骨 問でめﾡ ・

A2mm4 (i=I.. ,m) が工で,単調波ヶﾡら

>/ビ+/>○で ( ルナ…•十 メm)= 0 なう

(と) ムニス、Pす2。f3 t--.- t スm/w フ,。 (ﾡPのすべて 

のﾡっいて) る冷のり平かっ十分な茶件は

シ 7) ス, +, +----- +。ど>。 ズニ ムフ,-… ( m_/ )

-83-
。8こピ でのる ・

(座西 ) 可我 バ ラ パ=Pズ+I+S; (< て仮足ゲ >Sン○) と 

くヒ d,,..--, m-/ の代リバ次f 戶 •••、 JPm-, そ代 

入てくヒ

8) L=ふ+(2,ュ>小: t (, t2っ+ds )ざ 十 ・-

+ (メ/十ココ 十ー…'十 金 加ーノ) 3 が-/

28って, (d.1.. t2m) =○ドが う瀛货の 項Pwtが ﾡえな。

ラベ マカ『xK つて>/◇ドグク (ハ7 が十 か余 件外てめるこヒはﾡ 

クか。土矢もし仕の父対す るよの係数バ費 ら ら , と王 と

同リを 0 匕 投く ニヒふってしと異とするニYがでさる。 これで 

性0条件外が相ら体。

ネ(coxadag)・x が尚い兔味で 単 溜印 ら/“ ル” で スズ の少く 

も-っか0でれば(/7) Lが0上でめるのの十分糸件

(証照) ばぜ (/8) のさすべて 0よ人でみるがら (7) K 
s っ て よの係枚 はすべて正でるる ^小のケくヒも/っの 係*は 

9s り大、て少ければらないが他のスは 全部 ○ヒ②ってもょい。

改L> 0
ニ てバ ﾡの ヒ 会

ュ &-バ

Mム(危)5セmこ)去/ルール)ん

/々のポ契ダケ魂ﾡである こ ヒそ示さう。

はA化R冷塚本n分減 K現る一次密ﾡてかろ ・

っ 婚一/ っ 合
の) L(&)と (ペす7»=gる-ブこ(ん-)&一(sるこ,(冷す/一)・

2 ん(&ナl)
て Aemo
べて正で,

っ & .
卜------- -  f (A+/-2)Pu

絶 (や一/ )一/ 、 /

の の係数 の和 は / べか ク (2/>の和のでめろ。

バ用 でさる。 tかL 係数は uS(ん+7 ろ っいて

><ん+ //っ っいて はすべて系 ベか ク、 〔ユ)
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o 示«の 殺初 の4個 の加 が0を り シ人さいニヒはﾡシかでめ?。

gK
(2) L(e) -L (&+ />o

2クド, 系のら , も L がﾡい ﾡ味で平契ロシ, ム (8) B強いﾡ味 

て平ﾡでみ る. 人はﾡドから こ 0ﾡほよ って

・>β-/ っ n8-/
(2ジ) ノーーズー左 (R-u)uく/--。。-、<冷-)w 

炎(邑ールニ/ 6女)(久昆-ハルニ/

そ証明でさ る。

ﾡ馬性ﾡの人さ ミ 0保ネ内つ いて, 恩化ﾡ冷係本0キ ぬ協α分 

まは作冷禄ネ nそSリシ人さくはなら8い。* なノ屋 化よネ n 
条ルA坂才対う 2効年 (今icdoney) は登の大さ 2がハさ くなる 

K?て, ら標本大さ2が大てなるべつれて単ﾡK城増大する。 

勿論これ らは予知 三 m なかつ 火 しのてはない・

(22) の名式はさら, 界ﾡて差ﾡし次ﾡﾡ救ケa月Kついて0 
結果耶ら必内 o 平ﾡ的分ﾡは, 登の大さ二がﾡす ベっれて 融ﾡ 地 

入するヒい ク性覧 こもﾡ明すわものてかる・ ﾡ数なら, ﾡﾡのテス 

和のﾡ由長が(や一/ )シ, 上の共く) は私ﾡの子均的分故が. 

a。 パ(-xえ一定バペなル»-"(,-c(e)

てめる: ヒそ示す。

. 飛ﾡ的株本"ﾡﾡﾡ本。の比較 .

毋源 田n形ついて立入っ 取足 そ 段け な い 限 り. ﾡ作 ﾡ杯本 . 

比数L矢と全 の系統的株卜 0効字フい て一級的α結采が得ク れは 

い=ヒは上ﾡの研からﾡ シか でゆ、 4wme こたﾡするべの, 

公*(?),(/»(よ)KﾡるPの -次ﾡ本のﾡ初 の < 周の係微 n 
和と求のてみみ。簡単な方技でごれりの知が ^

ど(2n&-で-) ・
r = 7&でみる一7)
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ズ (2R-ズー/)

" & 二 合c&-う->
I ・

0 _ (2冷-ズー)

/そイく(R一/)

インA

r C フ ーY- グ )

y 7ん(-/> ス(4ーハ) .

てゆz こヒがれかる。 で、て Yは (r+ ・)Aス»rA る 整救 ・ 

人wwnかっ, G3そ ヒクはニr>工tが各くベっいて2 
リ立っニヒと示せ ざよ い。いうもしイく&3らYは2体かクィ=/ 

nビ会 以外 は

(め) 博 > こt >二r イ= /.2,.. ノ ( A-/)
n=/のヒこはミの三っはすべてﾡし い、

かLイ ゲ冷 の 登« ﾡr& なる場合ベは

7)コ=[/スの」・ t-/,全sﾡ

なる = ヒがれ伏るかク

) 二st >工r> ふr
てゆろ.

ﾡ局 ん/7ルノ九ル n茶片は wtma&c o&mnれ& 対し スはﾡ 足 全れた 

ハク 第 混誠ケ アとレっ分条田全体べ対す2 -般ﾡ定孝は併左 L 
a。 (26) ヒ系かラ Pu=o, 凡 フ<をーハ なる 以血 らチれる 

ラ は仕名の母ﾡ田内対 こては, 系ﾡ的標太は層化承作ﾡ株や 

は々かK効ﾡがよいCYがわがな。ーカ (っ8)よばゝ アの最 

nn 冷が等! くﾡりが0でめなょうな ﾡ集 団 代 ついては, 系ﾡ時 

ぼ* 0分欺は火、作冷堺ネ ntのs メこっ。

二 バ クの=っ 0ﾡ系そ -す oヒ, 求ね のお個のPが年Lく ﾡ 

か0てめるよクに 幼ﾡ田 て人 こょ の名 そも7ﾡﾡ 地標本 は ヒ 

. ・消を 承冷水やよ ソ *よが*く,、 3矢くよ+/)々る大ささの層 

/ 状本は対たする層化,点為状本>りﾡ戻がよい。その株々分 

y □が尺区Kて く あ守がほいヒ\ て も, <の粘果は示ﾡ 約不本の 

' ; 迎 の分散の 株ス の大さ二K対才すネラく A ) が、ﾡ 株
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本と目 ご株ﾡ規ﾡﾡは表Y しそクロVつとセ示、ている。

/C コレログラムゲ上凹ﾡ母県団 、

受Kﾡﾡすれば示統的ﾡ本ヒ爆冷標本 の相対的ﾡ及セゝの ② " 

足的 3回子は, - 次ﾡ送 (Px ・ agpouenc )てはく) おろテ 

次 の Tﾡ ( Coccand 4nfeuonc) でみるニ ヒ が示 これる。

次のﾡ果を証用 して才よう・

定 理

ク+バ2 / イ ニハ2ー・・・ (んn-/ )
で

s = パ- r パ+, - 2月: >,。 2=っ:・.--(A-2)
るよう8すて のﾡﾡ母実ﾡ Kついては, 性起の大さ- りﾡ本 K 

対Lて

Gjsoくク

なリェ。

3 K / ニ のノ イ=クジ.----, (An-コ> て○いTツ

4 く り：

但Lえ=2, , ---、(た～一2>
nﾡ米 uの-次論*と =次のﾡ差で表し, = 次商ﾡド用 て 

る新L い Lomm そ ﾡ放 する <ヒWょってﾡﾡできろ。

もう一つのス表な, りﾡ年てみそらくよりわグッやすい・

u は 単 ﾡタ ベかラ a&となc。 8 のﾡﾡかク 4<保。-のo(
/ おい て 特たの 負 限書ﾡ田 0系航的標ホ の千均 ﾡのか散は.

- 笑 (xc-又--(系統的ﾡネﾡ n会s.s )
冷7 (=/ 々

, &m
(2ア) =一2 (xi-又)-(系ﾡ的ﾡ本内の平均的3.9、)

R 7 L=/ 7
ヒ表わす ヒがて2る。

意化ﾡ作為ﾡ本ドっ いても ミれ内対尺す ゃ ﾡﾡ式が ©リュフ・ ミ 

いラのはも L平均ﾡ又t としっ性たのア 化受弟本本 の影京をx

--d7一
«』,xr ヒするヒ

"の) Z (NクーN Tニ三 くxiーアe)コ+〜(アt-工>コ

、 て R"習のす べて の標ネ ついて千均すれぶ,

(/) メダ,(xc-工)コ=(4 内的保よRS.3 う+E(又* -ヌ)コ
-番ちの浜 はﾡ 化 ﾡ為 株太 の分枚のべかうさ、 でも (コタ> ピ 

口様αﾡﾡバ得ら れ な ・

発島系ﾡ的ﾡ木の千均な "組内 (■々ん次)〃 千方ﾡが層化系ﾡ 

祭本 の"ﾡ内 (ヶイ4ん)"平る和よ り 大さ ・かみるいはﾡ Lい場合 
ト•旬«型

"る。い()か, ( &n>の代り nこかさかえればニれク0
名 それの子均は

っ) ピラグEくxノーメタ)?

: 写 しい・ ミ て X &-がX9はそれどれく及及が 々層 か夕てっ矢 

保テ タ 受系で,千均は居0対 03 て のﾡさ 殺 ついてるもの 

Cする。

ウマは意の対卜も回足してあえ人-。 =ヒおくニヒすろ-示ﾡ 

本木て イ燈及び々月の対紀する学索にﾡべ(&)幸余だサ れ て 

みハゥ,

し3 Eッy くx4-X)2=フパス(,-Pex)
* に 駅、R総ポトてユっの月のﾡ点2-つ充ﾡ合せる出の本はや

P ②- ( ん-8+' ) ﾡ糸離 ていな対はノ って(&-ペナ2 )家系

• ﾡれて い を対は2 個等〜...  で 必 る .

工 Q個 秋はゐる て"瓦ﾡ的 K 的 mロしそれ 上 では 造ﾡ的 K ﾡク L て

tメー/) だけ離 来 n対の本はノ 個とセっ ている。-

/ ,(-/)
Est (xッーXな )=2の、/-卒と。_&一/バ/&..x



--88-
故Gく4 とえ全べ怪ﾡするKは

修～/)(5)ク 、(た一/バ/>&+x-8fex72
そ山= /,2.--.,(n-/)即ら倉0佐紀のA対、て示せば十分くめ 

:れは
(&-) 、、ぐん)こ (冷-6)くeu+x*パaxt-2パ&x> 9

Yかゅる- tかL =%.-,+八ん.,-3e・そオニ中次ﾡﾡ

(2acend owa2 Z潮W■改 )とすると姿易K
(o) x... ・ん...-っル・ こ.(4/ ノ o.j 2 °
2証用でさる。 河数つク 阪足べ シみク, »- フ,ジ,---ノ (ペw- 2) 
だのら。 <n=ヒは. は紀の回足>れら暦?対対、ては, 系ﾡ的 
x本の 察衆 間 の 分敬が居 生黑* 為探本の 身 家間分傲: よ りも大さいo 
っ. ﾡL い=ビ そ示Lて いろ・ ニれゲク全千均対する粘果も押ら 
れる。数) Gく2 、ベ手へ本本が/ っ 丈 の場合 も 除いて, 
ゲ=oてaいRり ﾡらか4く2ら で あろ。
ﾡﾡ のA英的ロ ﾡ分は次のﾡてめる。イ書 目&が2を目 の品 n ﾡ 

チは、 系統約&が君化爆介為株ネのれがいてし く②う手素式 
離 ている. ﾡ化ﾡ為保本 の=フ の景素が( &α+<) 手央べけ ﾡ 
れでいるヒさ, 二らの相翼は千ﾡ以下てゆわ・ 何改ビ, fowu+, 
< ん でめるのら) -れは工り多くのﾡ立○ﾡ表そ号スるからてめ 
%。: o予余Rの分水は系統的凝本の分枚よ り 2のユ り嬴一矮/X ) 
ドウメゝ。 Lかし こ n本な< ヒの起っのは暴素が(A-イ>災ﾡ 
ていて 分枚ゲ天ﾡ的ﾡ本 のもnsッ 2の(月&x〜*-パ*&) ベけハュヘ 
gる場合 に 同 牝注かり 釣合が ヒれる・ fxがロドから千 均 的城夫は 
釣合がヒなかめる は去n力が多 い。
sacon 夕て熱じ矢人=ア =ハユ,・--才,ノ〜=2,L7d dる 

番炎田 ては ・ く 2, 中3 22, .の ついてはよu=。 が得 >
わ。

20メnラが戻ってい2ニ ヒ は君の大き:が才 こふ+/ の示ﾡ的 
ﾡ本 nア例性質そ就明す っ も てめ②・

上0え翌は承た化火冷状よバ対す な 一施的煤布の相 対 的類民」、、
n Q 奪 朗函牝で袤 わ ミれ々=とと証す2りのてもなく, きさ,G 
プ n0ﾡmKつてタグする ヒいクニと す ク 社甲 すちも のてはない。 
又WFれのﾡ果 マ A立へ③" 様○4* 団 b 各伝す 2・こと へ 
octn て述でる ニヒベする・ x京約2尺用と杉えてい ②場合は, 
ア ゲ上KUでQウればはらないヒい?ﾡ3不件がﾡベう れGいか 
もLれない、ﾡえば<の余はコレログラムﾡ称的( 2n82x 脚 ら
= (2-u) は 場合べは若足-れる・ =の Ptの形 は, w/a% 
c6」ヶ 殺森 oデータ r 通刑 ・得2とあえべﾡのコレ ロ 7 >へてめ 
. uKdzていう准資は の4w〔7 ) が森林 え プ と 坦利 用岡をド 
y て 掲ﾡ、スルニ o-は o 義本 ・、Foんeス と Mau&eマァスが =っの 
梨て列 っ 々場の ﾡ記の狙図そ ﾡ契術問 の 亜ﾡそ ﾡいて表わヒ

A= cantA く ーイ) aる図係式ベついて もメエっ。 支際も しパx 
「と、て表わゝれ、 すイてのuベついて 地ﾡ なク・ 上K凹Q秘校 
、*れ目ﾡ宙栄ﾡものでる二じと示す。 く ハ2イネい7ペイy )

/ 負株的なコレログラム (&ne2v C2ぴL632?Y)
コレログシムが() ﾡ釈的 (i) ﾡ次的(2y/eの?ど2パ)と場合 

<杯Fラるなっ ヶ のメ※ こ述べ を こ とは興味みろ問ﾡてらろ- ビい 
,ウは. 三のロﾡの型 は支ﾡへが現ず2 可 ﾡ准の多 い紛失田だヒ " 

っ コ とがいわているからてめス・
祝 (&nuac) の場合
os) x=(2一u)%,いくL: Pt=2 以7ム

2 っ (n -ノ ロシコレログラへは旬 ―毋集•画 の企範•画 を湿.
・負際でめる。 ◇の場合Kは2次芦差はすべて ○ドグラ

4= ② < o• ク- ヒ ゲ畑 符されみ。
/ (nA-/ グすてのﾡ2階をは 工でみる2 と除いては
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すべて りこ8②。故べﾡく4く ニっのる々 の場合わける絶 

ﾡは.く7),(/ αs> の基従公式を初年的3表てmえ工げれは得ら

る。ﾡそヒる2ヒはしく べ い。

L (n&-)なる場合べは

w 6-4ダのー4シ ・ー#(-となサ .;

と8る。比の/eッ は ( nる+,/く&;, ) ドのク袖ﾡが人さ い場 

合の介は°れ大休ﾡ本の大会>等しい。 二のようすべての

為長本そ上まわ ○非常K大 さい効字 (祭5ceg)の利件(メx) 
バら れる ・

と く (n- , ) さう公式はよ り複雑ビ Cあ。ます々入L亡をえろ。

ﾡらﾡ出 >れW合が &以下 の 場合 てゅろ。 ル= る な ら

(&9)の=('-を)パSダーー7

yく4t な②-とは明クが, 3名化ﾡR為株本ド対する系統的ﾡ 

本の効率は杯本の大ミ、が場す っれで えK増大 する- Yは居湯 

に証ﾡでさ る。

) の % /-る)「(夕-ダ)一> &>ム
" 1 ゞA(ペ-/) J

3? 舖 = e / /、」『4％-厶)十(ビーハ y 。、/-ん)、なー チ ム

ﾡ京 の大ささゲし フピ大さ く みz ヒた<Lヒって(◇)はその 

メ承立する。 ーオ, の は ・ では (タタ)ヒ月じ公式で5えりれる ・ 

ク K対する公式なレっビ 複 でめる.

とそﾡで初っRﾡのﾡの ﾡ教部 分とみヒ し, ) そYヒする とL= 
(8A tr) ヒ③るか>, 公式は

) め・ダて/-*っ,f-』全Cダシグンパ全パ3一4ン(全卜r) 

中ﾡﾡ内の分子 の最後の二負は、LがT凌んてﾡりれるﾡは。 と
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は、ﾡノふり大ミ い 影響ヒ 5え1いる。改«ゅとが&0作教ヒ 

るとゝ 品成r 下する。ﾡ際 厶ニ ヌ並なっにせ ぼ(“コ')は 

w ッダ ・をポ と-54

となるからバ十か大さいヒ とミ の分放は0べ②8。 広べ対 する公

(3)の火ﾡムって, ルニ/ なる場合は天先的標ネと爆作 

弟 ネ の効字の ﾡ は N/。 てめるニビがわかる。 2はNが十 か大 

さいにさベ は魚服r ﾡmロする・ 巻通rが 0でα い場合ベ は、 ペが大 

さいとさ の相対的効率の 主手ﾡは (&コ- ノ )んr (&-r ) で める ・ - 

れはム と 々0回の図保ﾡって救か 周ﾡﾡす っ ・

能明のためム ニル で. 有限舟展団がケかにろく, 従って, んの項 

と 尽視し神る 様な場合 の 数 z 下 示 す ・

ゐt wy3る量は 係枚のか こ和 対たする か救を夕す ・ 恩 

化源本 "か枚は掛出 が大 さ く さるっれ1 色炎 式少 する。ーカ 

系ポ的標本のか玄よ冷=つ,5,2 でクK. 相対的効ﾡc○ヒさる-

?して中向の場合, 如ゆん- ジ・ム、6.7.8、.で分散反 び相対的効 

手は 抽出比 と全べﾡ足3 ﾡ浜と示さCい。 o %メ下 o ﾡ本 ては、 

テネ、てば いﾡな場合 も含のて, 相対的知率がん=ノハ のメかう 

Rが大さいYさ の/s で通株灼 内 減少 す る.

/ ﾡ教的コレログラム< E c787花ioぐ Caz2Coシ-Z&t)
牧愛教(&x/nxnなa& )Ac - え の現合べはﾡ沢はも っ 

ﾡでみろ。Po- 次ゐ本 (&now Pwtcなon )かそれぞれく 

「及W式 o 行 個 の浜グクなっていス・ しL 0和パ

ヒ 現則

, 一 )-2

(N-/)8ヘ-N+"-クへ) 千(N,入) N<N一/ ) (2ヘー 7)2
は ら

的 ガ ギ ( /一を) (-f (N.入)

3る二 とバに注ﾡせよ。 ま体ﾡっ承の &zx は 7& =ての場会K
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(o) 学=ギィ,ーズ)〔-fcA.～>｝

" 5 ギーゃ(先分の.ヘ・〜..な»

さるこ ヒがか る ・

標本の人さミが増すっれて) 系統京燥よ。 か核はﾡ緑的内救ケ ・ 

目ﾡKﾡ化袖出 (,归ル今2/ oam&n3 ) 対する相対的効キ 

(22Poなws vPicdcz ) b 皇ﾡ拠 Kﾡ入す ②。

効ギ 0如得く & j n人2こそ知るめん及な が 人さハ 場合 z 
もえる- Cの場合相対ﾡ効祭は実際は々, , 入のﾡ牧でめるの, 

=れはﾡんご全界が (Aへ) ③る登のナs ってこ2。ﾡら系ﾡ 

的株本の次々 0調査対象 (イm)同O相沢 (c&wuo&axion).dパN 
べのみﾡ骨する。 もしt=(&入> ヒするY. 0=のn,

品デ(きィみーぴ1

( ・=ダ｛引 マーァ )

得る・

Ta&& /、 コレログラムがﾡ様の場合の8枚。 を除いらか 

政に未ﾡ的 (4ズwm4&c>Y承化ﾡ為様ネの相対的と効率(2& 
てv& efeccieuc >

& 2 J* ダ 5 と 7 8 2 /o 2o
%. <2mAe 5o 3 s >o イ /2 /ノ o 2 5

レt /2 ・ク ・5o 、8o 7 /4o 20 47 o 2 バ^4S
ソ ・2o 、4o o :8o /2o 2 、o aoo
?っt/oy 8 xs 8 バ6 んジ バクS 33 K eo ～4
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T&8&a っ糸?かのどb 対する相対的効年そ5えてめる。2t 
はX々の角 0伊ﾡ対象 ( らなm) ﾡのﾡﾡである。

= 0相対的効ギ KPゲ/ Kす く (tイ)す ◇ヒさの2なる& 

ﾡ 値が、 ゆる。 ・う Lて:れはPが0Yﾡ2ビさの/ Kiてっくツ 

ビメクする。ﾡ条0利ﾡ(4n) はPがa/ そ<え々場合Kは相当 

大でめる。

Ta&02 2
2 .2 .7 .6 5 -4 .コ

0:/osえ ハ P4 2Pe 8 422 ^ク/ め4 メ$5 人46

単- の様本が 多 は系ﾡ的ﾡ本て もﾡ化ﾡ作為樣本でも 妖差 の そ ﾡﾡ 

足ﾡは得られいヒいっ二にと <2cなon ノ で注 u てわr・ 
二 れいﾡ人のたが会べてさ ないヒ い? < ヒては"い。・ が I 後ﾡ 

-推 足 値 は, >れる 母集 団の形べついてのはフ全ウ tﾡ仮ﾡ

e とづいてい3ければ宮クロい。-らn 役足が ﾡっている場合 

多 ﾡた協が全べ炭2 = ヒrなる。

例えば, コ レ ・グヌム*追型く cxnenwzパ ) ヒ 之 すると. , 

Pが大会いヒミ公式 ( 47>8る いは ( クタ)は/マ。来航的緑小か ら 

咲差を権定す る場合のみ基礎ヒ な り神2。 不ﾡ的禄本の次々0 
が盤 対 & (イCm ) 内の相契く cev0xde〜 )は e の椎ﾡヒなるか 

マ, t のﾡ定が件うれろ。4もし久 0ﾡが尽祝L 得るはら, 

チ ﾡ 的標木 の粗内< ヴtんンへ ) の平均子う ( w2am 4P4 a ) は の の 

不船 推足 値てめろ = ヒがわかろ・

指 数型く exnenantio>ヒいっ 仮足が 正tいヒさは (α9)ニ 

c代入してﾡ 一の承ﾡ約ﾡ人の分ﾡの -致ﾡえ (c&naジイt 
2oxnxな )がォられる。ニ てﾡた化&み年ﾡ祭島袖出 とこえ 

z 納キ n!得も社たす ② - ヒバでさ る ・

4y. 2-CocAn 2.7れ.4 ひc2./7 (xの) 

ょ り
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57甲文献

・ / 1 : 8- Qn C.計. 724e Qtxe そな 少ク % -

?&ぞなc o&の&ど?子) oma877aズf. &t.) V52.,5
イ. /一 24 ・

[2 . 子んクPieA mtし, &n 2mvixc2& 9aa- Pewwwin- 

0&4 みみけれ&そノ 2eoc. 4u.』o.22&.っ8(,f3夕)y〜. 

ノー23
[ジ ] R.2・火e222ペm イズuZoxcc4& icxiaZion ダ a mm

[4

[ク]

[ 5 ]

〔ら J

<ル3 P&x 2&tクn faxm 戶g, excはyx. eu.&a, 
Reo. Buc&. 7e, so, (/チ42).
/ C- 7Af48a710ペとoy &n 022 为C必 om&a <wwvsyo, 

欠3・ -c. &2e. コァ&ク. S.2sパ (/xz), / . »2タ-4s 
み/ /a212.0m 4 2 . はww子一, &n * rceッ 

% <"1ルそ Pイem Pinicc グL&2なceno, 4na2 y 侬 ー

メ •みバ•, 7&8./火(IP3>,/、ぶうゞ-4っ.

me <0LCeo,
・ 244 4 3そ4%そ &124y42o 纱 4そ4cen2 

彩yuwん (J8). ・
-ﾡ・40847れ, -イ2ク&プ -2～て2〜2 4なm&tc an

て2イ4em1 20vv232 ce&イイ az2&。 &mnou. &tt,Quad . 
2c2とて.>722.ジ7(,42), /. っs4-37e.

[8] R-Q. 子:a&ス 初Z 2: a. ?ac&ento, 2 cawta&xなiwt 
ダ 22cee&4y 24イ&ピ, &uaxt.peca. &ey mt. 
2a&. ク,<"ジシ〃: フぶ-2ム5.

. 飛統的の理ﾡについて

① ん& えh20r2 け d4s 在cn.aなと A o;P ②し3 ・ II

/ ・ "約およびﾡ

前商文 ()ては系統的柚払の円路そ研ﾡし, 契避する分版をえた。 

二： 宸国 り里 无 家っか織足し,これ らについて系統的地の効条 

そ軍縦おぶび倉化ﾡﾡ為樣本効年多た殺L た。 系統的遊#計ゐて 

口ﾡ島都心てのものL及対に ・ 禄本のへさ こがﾡす L夕散が 

港羽 す るこヒが わかった。 この性は ・2) おいて正しいこYが 

証所された。

Cf.ocんtou (3)によ 7 て 今えられた系統的ﾡ出 計ﾡつの研ﾡ 

ララa • 研茶団の零系2確年安糸LKﾡし. 期許勲の一つにﾡ 

7• 転1 るこYにぶってこの強メ1みる桜及るて際沢した。ﾡはこ 

!らの可季ﾡ数の=レログラム上に&さら. 系統的計画の期荷分 

会に 屈 化 計 国 の 分 散 より 小 と な り ・ み た 多く の 揚を 相 当 小さ く さる 

とっこヒを示した。

二八ﾡてにﾡﾡヌのﾡ果2大ささが寺しい場色. おなしく 

秀合の景ﾡの系縦的独にﾡするこYにすな。二次えにおけ 

る不ﾡ的柚よについても右千のﾡ明2行るった。

Sec.2 ては"ム" >の多く の夕野ごかなり込く 尺用てミる二 

のﾡﾡを約びいた。ウムッ: グ通ﾡのﾡ宛ﾡの向ては これら 

・た理のぶ立は当ﾡとされていたのてあるべ、 しかし これについ 

- 巨及している文ﾡに今aて得石しさかった。

3 2C.3 ごは、棵本調査 ハ設計 の 限 一向ヒ。の 相 岗工場なく エ 

; / べきだヒいﾡ終( 1.P.ノラ )の月唇を明っかにした。ﾡ型 

「一,： 出戻 が 毀と aるための十分系件を求めた。 sec. 4のLex 
チよび定理2にこった, ﾡﾡさがﾡ際の場告にﾡ用てミるこLに8 
ろ- これらのﾡ果のた用Yして,ﾡ々 は母殊団の コ レロブラムが上

石留から 零素を知ﾡにLI出丁畑出の形ﾡが沢しな
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るさにﾡを定灯れば. 名登かっﾡユるﾡ鳥ﾡﾡよりも受に効 

季○だい糸統約柚出計通をﾡえこYがてそる。

scc s Lらにおいて・ 大初>これまてのﾡの一ﾡ足ﾡのﾡ用て 

あるﾡﾡの系統的抽払に対すゐ色々な命果2幹いた。 大係において、 

こ 八ﾡ果は系統約ﾡ式の効字が景衣ﾡみたはﾡ化規作ﾡ柚出のむ o 
より 窗 く なるこ とが 予根 とれる条件 を. 公女Lして示している〔〕 

おさα〔s〕L 性名 2じくするしのてみる。 しへしﾡ々はこれらの 

公永24旅団のタイ プ2名定して決用するこりはしなかった。( 

っおぶびゝ>か力、このこLは有用てしろ" ・ 3たそようなﾡ兄 

a- 祭的石ﾡえの例び扱うふりﾡ登なタイの番団ヨたロデータ 

にっいて ﾡめるラべ -泗 員重ビ E い ウフ ヒが すで にわかっ ている・

ス ﾡ人學ﾡおよび条件付期得催

ﾡ不は発んYの場合幾つかりﾡ店て柚払、れる。 たこえばめるシ 

ラ ヘや世ﾡの様本をﾡ士するにはﾡ々次の工>なニ 殿柚 式ろが用 

い ゥれる。

名づロ・ワの位置を示すシテスの地図そ令に入北, その時人 

のもの にﾡ正 す る。

&. このﾡ図2用いてシラィブロ・ワ 検本 2逃ぶ( こ が * 

/ 映)

©・オ/段 cﾡん だブロッ?0世ﾡから世常の訓ﾡ禄本2送ぶ

( これが氷二段)

この納で口多段油出の平舟像Lﾡﾡﾡ個のため0-ﾡ的力法! 

号えゐミYにする。 ミ八ちスに各段ﾡて生ずる分ﾡえのる今2 同 N 
kせるLい利えがみる。 その上ここに示丁ﾡ理は興味が多段地 

出にない場合てしヶﾡの計算にわ いて も利用はものてみゐ。この 

理はけムリ ングにおいてないﾡ用ﾡ囲をしつから一ﾡ的な川協、 

提出 ずる こ レに する。 A
かるﾡ立行ったﾡ界、福犖 B.. Pて個0ど糸A
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べ経りうるL公ﾡてそるヒき, こ0様作0お果2飛季今家べヒい

・ここて

P( A= Ai}= P: こ,P, -
てP{ ド=Ai } u・ﾡ挙争条べがAなろ状ﾡYなるﾡﾡ・Lいう, 

械作の/例ロ ・ ～ ? の株本と花す る夺級る で ある。シラ4ヒN 
個0ロッ 7があって. その中のn個うっのブロ・ワの祖がいず 

も同じﾡ会 てﾡネL さる」な 方なごはな 出 すuす%L. C個 

可 运な 棵本 がかり うる。こ八場告 m=C c・ C«個の可ﾡﾡ 

本は ・ラロッっ 0標本立込んだﾡ系 ・べのm個の依尽くあた・ さら 

に ブロッ ワの可ﾡa 視本 がそれぞ同じポ会て ﾡはれ るLさにa
. Ptベ-ヘl-は・そ

てる・ )

ﾡ率平後べロはた経解委数のたな個0-つて示すこLしてさな. 

ﾡ 学疫糸 ごっ L ・ うる個がZ, z cその確条が Prーア～なら"が 

Azはる必ﾡ2" プ=z:-々る場色Lﾡ表てさる。

こ うにﾡ率身低の概ﾡに日株本袖の原にみっれる二っクy 
ィプ鳥性が色まくいる。

てt確率安ねL了る。このとをﾡ条争象べにﾡする又の系件付M 
物 個 Lは2 のY'う る信がEくX'IAi):=----"て確象がPて h 
ゐぶう5確ﾡ受女B(工' A) という。 すaわ力

PIE"(て'I A)= E(てI A:))-P=PI A=A)

Nこ(./ E(XIA)=ン つょアょ(Ai・'
. xiテ は.Aiが起っ たYさにて'Yりうな Ni込 り の 便ハウカ *8 

%目のもりてわり,.. .

みく Ai) =P{z'-x' Ar)
Aiが起ったL ・ x=xな ヒなる確年て列る。 注ﾡす ミ こ La 
P - P{x=xル)
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なら

Pi = Ptx=x» ・ A*=At)
Lなることてある。 Lいカクロx=Xォ Aiのじたこ Lを示すか 

うてろゐ。 そうするL
(zz) P,・み(Ai)=P 

てある

. ここてﾡ理/L22証明5して述くてあく。誕明ﾡ乃て わる。

を理/ ﾡ年安及E(工'i A) の期ﾡ色はEごてある。 すなわみ 

Eイ E(XIA)}-E工'

ダビラ A なる記号らにぶって。 ヒIうる優が drsIA,i=Iゴ 

乙る確季失女2委 。こ ニて

GxAi =E{〔X- E(x, A:)ゝ(8-E(ダIA1)〕I Ni) 
てめり

P{dxvIA-Cx/IA)=Pi= P1A*=At) 
てりる。 jなわろ

Gx8A=E*{(x-E"(ズ'IA))(W-E"(夕'IA))IA) 
さっに記号6 EYXH A)ダ(グ IA) a" ニっ確条数 E*(X' IA)ヒ 

E*(ダ1A)の共夕ﾡ・ 土具1す。分皮についての対人す る必求は上 

タ ゅ xてお さへえることによ〜てえらハる・

ﾡ型ス r, a がﾡ条安糸なう

6xが=E* 6xyIA 1 6E*(X/A)E*(ダIA) 
おぶ G

6r =E6xA 十 6e-c^/A)
て な

Pii, Pt, Pa(Ai>口ﾡﾡこれているいからﾡ理/ ¥2ロ仕越 

二段加出けﾡて旅立才なこYに注意。 そ理 あxび20多段独ﾡH 
面への枚はくわへるが、 条際ヒはこのﾡ理2何回へにわ"て 

用するラべ筒ﾡなこヒ多い。 ﾡﾡ L2八交川を示すのはたペ 

いがしかL こ れ口本論永 目的に 日本賀的さし oてない。 月に E 
た" これ力八二つの足ﾡは段い向ャムプ) ングり伝系Yよび る
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ものの一LSっ ていたしてなo 

ヨ 啓化ﾡLﾡ八祖図ならびにそ八系統的ﾡ払に対する点

ﾡ化された好ﾡ団からの"ムリング量2ﾡ丁る原には, 饭七 

LLて, エバ 推 /便で ごニエ； ィ +xL(こ二てェ aL個へA 
> ■日 の纟 のか う生じ た又へ各5てる)々ら。 曜等委求又uぢ 

メモ, が独 L なるよにﾡ出するしのLす8。

〔 I.P./3) て. ししが風が居化これており, 異なる /から の 

数ラがAの相ﾡﾡもつょうに野未2油ﾡす九げ、 こハ各号べ独ご 

しかしﾡ八共分欺がﾡじﾡらよ ・)ﾡLの独にく さるこLを 

注糸した。 しろん2クﾡﾡは

6こ=あ6ux,
さらもし

(,/ C=三6ょx,く0
厂吋

らC=0/ル色さり 6xテ は小とほるこヒか す ベ わ るC。 a 
っ々はミの株本Y遇は"Aの相ﾡ" 2もっとふぶ

各めにわかあさうヒに, 後塚の四泉団口そ自夕/っ ﾡネ ゲる 

( ﾡえるこLがてさろ。 丁&みん 野団を足のるカﾡ出 

1,"乙な母 出かわLられたﾡ本てみる。祖計ﾡには支記カク知ﾡ 

ぐnるﾡ八去りﾡ験をシ LLL こ述ぶこ Lが多い"ら, ﾡをの母

団八期得処"ク般りみるら丁,Wビ カ c決をもれるず ての可確 

5母余団上ての*ハ期ﾡﾡ2し考えるのが現ﾡ的てアる。ﾡ本 

厂 & り 期 角分 故 を あえる こLク有甲ﾡ Cocfutco.. 〔3)が一 例 で

たLころぐな,微はだロタ・植季佐殺てるL=ろの8ﾡ 
a/球木て-.--X 2あ込, Ext=/おふ次EくX-/)ス=6コ L 
ぬELた 似八自的へみいうL愛にu>。 のヒミE(工:-A ゝ<xuu 
-ん)=Pu6= LおくLﾡ告べミい。 こにふって・ 彼ロコレログ

につ いてク現条的 な限説 ・ず なかろ約ﾡの四 ﾡ回てに これ ュ ご 

ﾡ当yにﾡえらうれなかったLころハ" ロ 救てアる ・ uい»
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彼説る認りるこ Lがてミた。 こハエっにLこ役はﾡﾡﾡおぶび通化 

ﾡ像ﾡ計心L比数したLゝク系統的計島期持効学について一ﾡ 

的な絶論そえた。

この胸文では号えられた4衆団に対1る卵約像"夕ﾡだワてなく, 

B条団のﾡ条自身が確条安数て刀るヒいう仮&"シ Lにこれら期 

将ﾡおぶび夕敗の期得ﾡをし急うするこLに1な。 ダ々は母県団分 

尊噪を虚李登致乂為えた煬その期待假幺表わオのとwなる服場と用 

い・ aたﾡLアレく 約&有間八母ﾡ田について 八期名個をE と者 

くこYにする。

6c=生 ©str
• ルマ

てあるからシL@Cく。 ならこハ彦は・ 負の 期待相図 たも っLい 

う ・

こて糸々はね本型中にﾡの相ﾡや兵のﾡﾡ相岡2考へしたI • 
そを州用したりてきる場ﾡ○ﾡ本不財計ﾡﾡ悔ずるこりかみロめふう.

周単ためにま ず層び二つの場合2為え. xのL ・うあ個&x-
---- x〜 はたざLり うる個そ4.--- 子n Lする。さらに

P{'=Xt)- P1s=:}= P{z=xt, ダ=#.)= P70 
なるぶっにﾡ償を行ふうしのとする。 したがってシPテ/ くい»な 

ら P{x'ぞ=み)-。 てかる,上認ハﾡえ

(3・2) のどず=や,P,そ;か1-あ P.Pと:工。

マびかれる。

記号 シ ○はすべてのt8につてfu;z。 てみ少くLレー 対 

のt.dにフいて aa>。 なる：： た% 表わ て。須を 口(Zi ース”(无-:',) 

>08ら組 (x) Y く今) はﾡﾡにQﾡづワられており,(X-x/〕 

( r-3)40 さらことら組 は方 べ逃 どツるじいう。 た だ Lo 
は工,----xn そわし(子) a……み～ 2みす。このLさ投ﾡ 

ゲ逆のﾡ解Lさに614ム。 ・ また同じﾡ舟なら618'>0という二
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〔,P.43〕はﾡ将谷易に証明す なことがてこな・ 

ニx ・ 数分-ﾡな%票は次八通り でみる

程3
nと やLし

8:もﾡ Qなαt2テ

エ 呎双一次形式. 3た

t=乙. Qii ひン 
す ・

ース形式とする。 ただLw:>o.Zt>。 ハつ

2 = z= /
ニ/ こ三/

ハLさ 6>t なるたY1分余件は

・シ. う) Q シ ott
=n ご c = 2t3 ウが>t となるのは

() Qi +Qふ > Qtt +0jテ

Lさcり々。

田 明

t-tをos( (.Z.こ - (じ;) 03 : 乙

/ -2:- 冒シ

だハウ .

一t=ふく Q 一0)のいrZナ

がえラれる。よ～こ (う3) がぶり た こはイソ乙 戸#に しこイ=

w: =Ztなっく う.4) がみり たてば C>t と々み。 理 ック自

月 n 怎 張 修,ニ、 で3 Rﾡがない て各略ず ろ ・

細 (L) L 解)が益の 帆 nLさ 6t340なろこLを証明寸ゐたり

2t Xみお*α zこ=の:=アさ とおそえば

(3 s> Qtt+②すょ-②こ»-の5t=(x:-とォ)くめt一みう)
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そうな・ したがってこ但が逆に 月うわて いLば 6ょ4'く0て 

みなかう. ニっﾡはﾡの相ﾡﾡそし。

ﾡ 期得相関2あえるため

(.と) 66ry=そ,Pr6n +を, P;P;^ia

ao- Lにﾡ魚す %。 こて ②xi =ウ.どッi=V おふ 各くx,ーム)(1 
-V)= 6 LKだする。 Lたベっ こ6if 5撤びなく 共句ﾡてか 

る。

Q =6;, Zt一ut=Pt Lお く と (3.4)欠ぶ立Lて・ ©6xゲ'が頁 

となるたY十ク糸件。

(3.7) 6s+6:»6t+6.
がえみれる。みるいはきた f 2

6x69 P.s =6
にさってﾡ殺するY.8Sxv <。 8るためク十分条件が

(う8) fta + f ろftT fz

クふっにえっれる。ただし 6文二左ールア 6す=g($t-ア)2 
とす る。

單一号系の系統的加出を考えよう。 系統的柚ては ル個/ 

づけれた平余 x・ Xュ..-文く, x+く,---Xっ& ---と+(え-/)く-Xん&かラ 

なる墨 ﾡ団を定し ・ そのﾡ術平ﾡこを准定したいものヒする。 

補記ﾡLLては

Z'=(工+ ...  +工なゝ/

を用いる。二つてXax,-----xた かうﾡ為に述び, もしX=
仃 >X)+(t+/)な, と=2, mYする。ふ。て アロこ

恐が
xt+くi一/)Q, xん+(t一/)た 

ハらなっ て いて

Pt x -XT(t-/)ん)=ア t Xと=エノ+(こ-/)ん,プ=ス-つ}〜々」 
かっ+8 Lさ

P{x Xrr(t-/>, X て«+(すーハ)4)= 0

なるふう3ﾡ化書ﾡ団ぶい0椎ﾡﾡL ﾡ釈てそる。こnさ
,、 --Gxt正ふ (を ) シ,X++ (こ-/)&・ と+(み-/)た-とし*ふ

ただし こ:=(を)シ,と;+に-ハ

り え に或 に 旗印 づけ つれて いるニっク感はうに対し こ員か寄与会 

今えみこLにほる・ L かしすべてﾡ2系にﾡ承づウる:いはて3 
さい少二れぞは利ﾡなﾡﾡはえられない。 それて〔〕てoふっに 

Caたは6え そものにハえって秒えなn北ば互ない. し かし 

ししC。 cんu。 の仮をと契め, 8 6zび 2杉えるヒ tﾡら倉に いて 

fae - f (ふ-t)8 rP- 
aるﾡ休べきのかれくシ8) は

(37) fc.t)&+(8-a)+P・3-:)&1(一の) »2ノ(3-こ)々

とな。15/わ相図密泉9u は上あに凹てなければならない。 こ 

たに c。 c/t が剥ラ※て誕明L たこ 二もて9ろ。 @C & 
ﾡえるこLによって, あ8粒ハ平 的凹型図係 2しっY いうこ七だ 

→ テ 統的袖 アヶア2 ﾡ化黒依 為地営 下L1るにコレログラ 

Aにや*ミ る条件だLいう こ Lが示しうる。

, 恐の大きさが場しく③いﾡﾡに相肉が系Lななたyの余片L系 

め 出 に 対「るこの 点用

入 ゝに例したﾡﾡにぶる余ﾡの系ﾡ的柚ﾡ( secs てﾡず る) 

—； sうに, 定型 てK&っ てﾡ単な況はﾡ場みて は3らないこ 

とが ②い。 L L足理 は及ふっにL とﾡ用1るこLべてさる。

x ハヒりっ力置2 x---L ハヒ うみ 通 五 3。- - 2LLaた 

P f み= 9% lx'=Xゝ -Ps
乙 jろ。 ただした>L . こLaもし

り" ら, Pe ル

,こ人すれビ

みメ = E(92 JX'=X)
りな・
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ダそその取"うる値ゲﾡ,、、…am て, それかっの稲孝べP

ダ = ビ "; 1 x・ )
て

6xa。 = 6z$'
ただたした4=P{x=x)
•穽 受 数 どuについて t ﾡ型 3ぶつマLは明つかてみる,
ﾡ々に口ﾡx,.xc おこびみ, $べにのテづロウ 

る, るいは (.7)が炭立す るたYにﾡ足しなPればなんない件付 
ﾡ年アe、 および8の伯に対する制ﾡが何てするかをこるこL 
だワベ零て る
G.s) の おふび9t 2代入するL,もし
(ダス) (円-ハ)工/密メ -たル)xo

なク 6どッ,-6～の。<。 てアな。
6ar =6( x.- ん)(5 -r)

とする・う〜て(ラ7) に代入するヒ
み) 差,(Pes - Pa>(e:a - 6y) 2 oあ る いは

(..o) 発,(Pe-Ps)CP:。-P34)20
今ら ©6xy4 くo
C©。(2) おふび (ん.う) そ用いるに口次ノぶく知っれた dContnta.が 
爆々有用 てな ・

CCr.o. ②.そ 824 • 4 2色 く。 て 道 日 …. Ee について
4 2を EA©80 が成辽とぱ、爲空ラ ムク, d=/--た

登の京相頃3たは系のﾡ骨相ﾡ2 示す の有用な他のﾡ規た 
導びく ために こ八よcc m そ保っこにする。
足理4, ース形式

ゼペ艺こ二/ オ/ -こd«こZす

にいて
ら りこ»。 子, >0 2ロノ,•・•• 7と一/ A=/・. •况ー /

およ ,■ .
(.5 おe-ﾡ,z;=0

とる。
a J = の:3 -Q., - car, T のt./おr/

とおく - もうするL640 なるたy十夕条件は85840 ごある。 
証明 6のwa Lに(,5)2べへすなL

エ バ zf-hf, すいtとう
今みこりがわへる。 ただし

Sta 二Q:»-これ-tみ +Qなン 
nないは

8a = こ, 5tz いこ
ニ &*Tば

" -ﾡe,2,
" て Cet。 にSって60 なるためハ十夕系件

6,< @;そ . 4 © 朮-/ W /
<yろ。同様に

②ょ- ②a+, < 0
ろための十タ条件は ^

ーグこ才+,全Str/»-うこ+/,み,/
Pる・ って 証明 で 飛でたもの は

St = ふta - 8t.ォr' -Str/,at St+/,»+, 
とハめやこりだけてめる。

然 zで層内の柚が触立でなく , つ専素
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柚出がﾡ通ﾡ出を※&L て しみっふう なﾡ化油ﾡは系総的柚出L 
同じも八だいっこLを誕明した。しかし二ﾡ色居内八受素糸は

しいことをﾡﾡしている。 本にはここてﾡ内八場無殺が次急るﾡ 

合にっいて ミ の標本お省 &波果してみふう。そうとて このﾡ経/

て&oma および理4八用ﾡ2例示するこLにしょう。

さてNﾡの零示x.xr へな ②好泉団べ n個の層にタ糸さ 

ており •十 刀 才 tﾡにはN 個の受系

+ Nu-/+/----ズN.+---+N:
ず合3るしのYする- こハらの母案るXil xiN: る。

これら八ﾡ登かみそれされﾡ素を一つつ述ぶ。 才i ﾡウえ 

んだ受素をXL者く ・ 野条回のﾡ術平ﾡえ"椎L価L L て
■ ■'着隼—

そLる。 こハと全よく知力れているふうにﾡべ名ﾡかみ独かっ 

黑依為; 二行なわれる LするL
• 6= g (N)6

レ/

て。ただし63 はxn夕永す なわみオこ ﾡの夕散ぞ みな。

ここてﾡ通に用いれるし Lなるもうーハち※2考えてみ 

エう。ダ々ロ- 性 となっこLるく N.>I y似ﾡてさる。( こ ) 

方※はNt=/ ③るいっ恩についても同じて, aたすべてのNi=I 
てわるかみたはﾡ/ つのNtを際す他の寸べてゲ I に塔L く aっ てい 

るふうな母ﾡ団についても同じﾡ果がえられる。 しかし少くL 
つのNt /と呉なればﾡ果はﾡってくる。 )

彼とはずﾡ初の 啓へっ黒依Aに一受素を通ぶ。 x; =Xa Lおく 

N2>( と仮足してオュﾡかっ沢ぶうにLて-受素をぶ・ :

整次のとさ NztzNi二負っYなるぶうa工八強糸セ 2LN 
に来する・ オ2ﾡの名受沢に→ィズtz のへささ(n2 oAua ) 2号 

え・ ニ組八系ﾡ和レ2,2ta,…… Nュセz おさび K 2, 2Rz, -… ルスー 

をる。 そうするLﾡ2谷受系に与えらたャィえt 八大、
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とﾡ, ク谷受素に今えわれた"ィ ズやっ の大ささて層/ L2は同じ 

ウイズ2しつこL にな る ・

以下に今えな鍋八一例Lしてスのさうな両坪な場告あえゐ.

Ni=ヨ ごNz= L阪&Tる。 こnYさtaを らにLばk2=8 
となる。 救=はﾡ糸/.2,3中ハーフを考硬率て 益ぶ。しL監糸 

バえわれたなら/ 通ウャ/ 専素 が通ばれ たてあるから/ かっ 8 
ほての登糸つ中一糸2場銀孝てﾡﾡ1る。 ば北た登氷が/ uらo 
同八級てればオ2 通? / 零素が系ばれる。同ﾡにも し / 届の0 
チユ呼系がばれたなら?ヒ/80向0ﾡﾡかっ, 数2ﾡ孝て丞ぶ.

2 数忒 ?. /28らォっﾡの氷ュ 署系をY' ・ s..  となうォ ミ 

のぱ余をこゐ。

才>ﾡに対す ゐ柚ﾡキ縦0-役的ち式は又の通りてある。

8o &(- /)☆ュ +/そ8いtz ほるﾡ小の監象L し, また8は 

(-/)tzく糸2く8tっなるﾡ衣りゐ。 1...-、台の中からﾡ 

•： 约 匸 ー ツ 刀 整 吸 幺迎ル(•s り づ る。

-ハとeもし

(ー / )たよ く (a-/ )合っ +8く8o t2
ら才2層から8。時 目 の 要 家 を 並 K

Aotっく(メー/)メ+8そ(8。1/)ta
aら(8+/>髄日/尋系2通ぶ。 そうしてもし 

(8-/)tっくくα-/)Rz+8くメ62
ク 2 層 ヘ う &,通目つマ人をえ出「る。

さうにするりき成に 誕 明 て そ ゝうにﾡ2各受索は ﾡ確率

<ﾡ日さるこLになる・ゆ えにこ 0キﾡえ 谷ﾡに用いば

-あくポパ:i, A#ぐc.x; J
バ:ウル. .

ワタイ プの畑出 ての Gxx; &品tく分さや。 いa 
6x x = E(x:-又:)くx。- えォ)

rの8。ここでここ □こ層の・素/ 算術子均個 ごpる。 sって ﾡ理
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2ハっ

Sc:x; -ﾡ,E( とi-E(と:/立")〕(xi-E(Xilz)

+ E,(E(x:1 xg)-こ:〕(E(又。/xの)-え:)

6x x の/ 興は上託ク柏承ては。 にほるミとがき易にわかる 

ミらに え: は系件付期待ﾡ八ﾡ術平低だかみ向路にこの条件はW 
ﾡ色べ・員つ肉またはﾡの期得相図2レったのハ系件を※たか 

ビうをそめるこ ¥にみ為する

E(xこ1そゅ) 2るは てる4す。そうす るL知3-...-8:N L
・---9: が送乳久 ビっハを調べaければなない。いa

C 2券 - )( カメ ー 858 )- , t xi3x;4E:?46Ea#
める ・ たをL

Et3+8 = P{xt=x:3Iz}-P{z-=x:aIx6)
て列る. く8なわこのﾡﾡ私にしたがって

2 
こE:8dβ>。 Aっ/ ....N - / 
戸

て, みた一方

子, Eこ8グP ニ 0
てある。 逆理4て

=N, mL=パ, %•ニム, 必,z衣ニ Eチん5ゆめ,Lル ’
Yおく ・ そっする

Ssん =(X:8 ーエ し ハノ)(盯 たーェれ んヤ/)

ごあるかわ, 登回にAの相ﾡがﾡ名するために3組xこ,...  X:N 
とx--- xみN。。 S9440 で表わ： れなさうな型の理の 心； 

のわは+ﾡてみる。ア林に

6aん-@ (たオールこ)(勺んーんJ), 人=8x:8
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an, 頁ク期得相吹べ生ずるたyの十ﾡ余件は

69f -68,ん+/ -6みr/,た+63+/,た+/ と0
てウゐ。

もろんこれら八ﾡ係はコレゴラム上にﾡ急ら添足ゃれる。

そがってむL 研ﾡ団が上に凹なコレ ロラっムをもつN個ﾡﾡ安 

カム,...xャ から なって、)方 ヒ , こらのﾡ系がとのﾡに分ﾡされ

c cも零糸つ式規喚ﾡが夕わないﾡり景通記夕にふるﾡ本ﾡ業

ク層 化 魚 依為ﾡ 生ぶ)5救小さい椎 登@ 号えるさう な襟本 ・ 系

#的抽公1計通す るここがてこる。むし ﾡ通認らのし ・て-ﾡ

A上つﾡ素を層からﾡすななわ, 目次の号系2糸統的にﾡ生1礼

1 夕び列な。も し最ﾡ配だけてなく 最ﾡ届化( 步爲', ルレ5.ムサ；ー

ししの〜』 vとobuoな) 女も用いて・ 各啓から受赤だりを丞する 

ハヒテ Lば, こクﾡて述べたわ式にしたが系統ﾡﾡﾡのう殺は

ﾡ化ﾡ作ﾡ棚ﾡの シのsりし大さくはなわない。 しかしﾡとちえな 

て系統的油ﾡに彦中にらってもは小さくなわないこLにﾡ点しな 

れならい。力敬え な少こセるためにはすらかじめし ておかね

ならない統が得在す るハ (あ・な。

n例の 方※によっとﾡﾡ回/ささべ根本ワィ ズ倍来て8い

目の厚 示ノ示統的 は に・ い て各がえっるであう ・

S 入ささに止例したﾡ年た 用 いる ﾡの系従的出

県/加也 で碾券 を をの 入さ 3 に例さ ・た場告には底たﾡつ夕敗 

々入さく ホ少ナ るこ Lが知って いる〔< ) と かし ﾡ年多大さ 

にた例さ u< 行なう然つか然岩つﾡﾡはこれaてm究:I 
・いない。 このﾡの目的はこﾡﾡに対 して何か6与2身える 

ヒ てめる。

人 •• さにL例 し たﾡ 季 < 糸ﾡ 2 ﾡ 出すりにﾡ 多く用 い らnるラ 

ロアに迷べるものY同等てあゐ。 条弟をC,.-- Cw < 表わ L,
• のバﾡのﾡ弟のえ番目ジにPん なるﾡ金らえる。次々
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の県検和 PI.P,+Pa. P,+Pと+ Ps.…… P,+ •••••+Rをﾡる。こ 

れらの中かうm個の落をびたいもつヒするヒ ・ 所u=(R + 
+PM)ん 2計昇し. 次にP ふ=I……M ・ﾡﾡして.. 

… R 中へらﾡ確ﾡて］ つ0整数を 社ぶ。二のﾡなをPLし, x 
但糸 P, P'r Pa.. P'+2Px. P+(5一/)Pa. をnﾡする。もL 
任 蔵の ﾡ女こ.L =/  ル に対し

(s, ハ) P+ •…… + Pん- +/4P'(こ-/)ら会 -… 十 P%
さみ集ﾡCそ標本に逃ぶ。 Po>P。 るﾡ落は→すべて包ﾡ的に 

ﾡ本内に各弘れ, 受にも しそハsゥ 5象ﾡがた L 北ば从個おっ た , 

寸あY, これっのみﾡのﾡﾡが繰ネに各るれた後にべる P-み 個 

の熊ﾡに 対 ・ こ Px 2計しﾡL同様な今炎払 6返え 丁 ・

糸々0用いるﾡ足ﾡの分政2ﾡびく 際 <ロミの粒定ﾡ2居化 

おの 定個 と考えなこ Lにする。推定 値 り 分散 口 この よう な 解 火 

aLてし あ場 に系のうれるべ・ LてﾡのﾡﾡてﾡL な ゐ ハ 

こ こ て突全な式2少し 裕め て 定 しく おく,

糸C, .. C 鬲 ：/ は

P+ +Pa/-,く P .. : PaI
油たすしのLする。 このYさﾡI は銀Ci....C☆ かうaあし 

とする。客易にわかる通り 上。 棚払ラろをりは

P{ Cそが倉/か式ばる たく名)= ﾡ

P{ Cんが倉 1 かう込ばる)

_ Ez-日 - ---P」-/- 
P

てある。

さ力に Ck, Cん+kュ し ついて

P十----+P☆I+たっ-/ く2 Px← P+ 十 Pxi+ ん2

ー・111
ﾡユ立ビする。このこさﾡっは泉走C .... CそITた2 かみな 

る ヒ ためる。ﾡ易ヒにわかるぶうヒに上記八ﾡ出うラ※を用いば

P{Cた が届2 ばる )
_ P 土 + Pu!-_P
• ら

P{ Cな,+た がﾡ2か っﾡばれ る,) く%くなっ)

_BL_Pt

ら{cx.,x. 届っ。;裂ぼれる ・2Pェ-ター -Pa:e-

こ める。P そ P.だかわ Cとダ恩/ とﾡ2りわかう丞はる子

・不可姫びある .

-みに余名 Cた-----+や;------Cな1----1たi にフいて

cs. 2) P+---ニ+Pィ ---Tとt-/ <i Pc < P+--- +F,+--+&I 
gラ *こﾡはこ方のな+,但の朱弟かっななか, 々に条 

P ,o=0---人 2没のさう殺する。

Pto-P{Cなir---ht-/ し届 へ力逃ば る)

_ P+---1Pムi.---1kL--(i-)P.
Pn.

R。 - P{Cc ベオiﾡ か型ばれる, &r----f☆t-, 
くそとや+ - +た:)

- や / =ん- 々,------R-,

Pe*L = P{ Ca...-x, が居L ・ っえばれる )

こら。 P. - - -.--Pな,+----+んr-/** *..........n www w*- _」 ・ * - , • - ' ■ *** - 楽w導|染導 - • 堂 wa**......* " w#** - * *
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i 々 チ

Pな +・・--- +た
ら ー(S,4+) P,, 十P/レー/,*こ一/ /こ0

に注ﾡし ておうく。

い母団の母ﾡをxkょ ・ 九川....M. オ=/ -..... Nた Lし・

九皆目の無者。第雨平为倒• ﾡな とおく ・ M a通例ネ知だが大 

3さの天及 PL わかっているから・ 柚出確ﾡを Nたに例さて 

ず Peに止例したﾡﾡてﾡﾡ2行るう ・ rこﾡの条ﾡ Cto:-Cu4こ

すさ

(S,S) Cンヘ= Cd+k+-- -+やこ一, 

しおく

こっにﾡﾡの号条数1 Nto…… Nta: ③たﾡ毛平ﾡﾡ2えto
---乙tな: Lすろ。

こコて

Ntd二 Nメrや..... 1七ー

cs,6)__ .
大こ 三て+ん,十---・1-/

どから _ -
そ42 一 そと一たi-,

うた a ,Yシo二/こ-/.たょ- こ=/- •-,〃ル

てみろ. 受に

く5,7) 父: = Nt.てこ /Pex =无/+ 众 +... +な:一

L え求す る ・ •

べ々はォし 私ク平内値を

(s.P) 父=だ P. え /及

YたﾡL ォ t ﾡの分敗を

c.9) G - だ。(Kメ ー 走 尸

Lする。 "

• こLさ四鼻団つ平ﾡ値L分敗2

(s,/o) え=2 PAZL/P
ェ/

おび

6〃) 6ュ=芝 今 (2ょ-2)
な/ P

Lた素すろLﾡ易に

(s.) 文 =た 2 気こ
こう/

あお び

cs) 6=*全 +: (.-父) 
こニ /

が証明てさa ・

救とはての述区ﾡ2来めうなこLz証明しょう。ただし

i なかとは例ﾡ回琴示の後けでかか。Nは不知たかりたのﾡﾡ

・ て用いられるのはとYNク不 ﾡ述品像の止でかな ・さく知ら 

いるさうに, このルはﾡり&も。ネ々はこ二 てほた遊ﾡ名の 研 

え2行8うのでないから。こ記ﾡ八夕版五似対& ﾡび く こ u
しaい。 Lかしそハこ: : 与えた 紛果/) 第 誣な人レで えられる 

こL は注縁でさ な ・

ネ々はこ 推ﾡ色の -般べ夕へさ»にさなこヒﾡみてみっ . 

りL 書孫出よ ﾡﾡがばれば, それかっ。 4 3 個の電京の常 

性個位計2x3 てそわ→す。 ミらに才こ活からLられたアるいにﾡし
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こいたが. こﾡハカLった余ふりﾡビとれた訓ス坂本内 八 ネ 
統計zn Lし. ニらハ場糸八袋を xざLヘく ・ -八工うに 
Lてナ 目八妹ﾡが : ・目にばれたほら = t才 て Xi=とみ 
て は母ﾡ団然師とク椎ﾡ4ど2
(S.A) と-K(エィ. ・Lt)

y 記系す 8 ・
こuさしL K= P/wn ご ルん =ル N%/P/. なみニダX不働ﾡ 
値 てﾡゐこLはﾡ易に わ か な ・

ﾡﾡ個夕地
てハの般べ昇Cさろ。ここ て

(s./s) X'- P.. (乙,+...、+ﾡ～) おふび こ: = 工ご/
いうﾡ型2 にこ っ と
3" 4 eと- = E 6送,ヘ +62*(X・I/A) ,

てゅる. 二こてAはﾡ にﾡ衆 したしのがる。不cは ESぞA ? 轩 
祖口行なけゝい. ヒいハにこにﾡ »または系ﾡ的柚る 用 
いるﾡ交H出※アるいはたさ たに例しにﾡ条2月いる- 例み組ﾡ 
云に口す る新らLW向ﾡに行し 各aていないハってﾡる。

<S,/S) か
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( s./?) E* (そ"/A)-P(+----+ ズ～>
がえらる. いいかえば E*(x/A)はﾡ本ﾡ②ﾡるを全都調 
ゞた場合にえらる雄定値である. (工./4) ◇ォス負を の8 と ・
•げば

(s.s) W = %｛殳 .+こ z: 叫
である. 
い

-ﾡ。ﾡ (え.-ヌ.ーパ
cxみoとさ。 度「弓 をずするた»足理/2用いる

( s。 : ミ.-E(え2- え。(対- )- E(こ-支。) eてブラ)
て E"((ブ:-又)交) を算するためまず

( S. スハ E・ ((x-あ)IえしJ=E"(くテ) c:)

注する ここさC*はオとﾡのﾡ本○択表としては C.o---
C.ん. ○qかが炎ばるこいう たノ+ /通りの可ﾡに場合ゐあ2 
4うであ2-ハまもし Cがﾡの係表な6
(チ22) E(( 文 - え) । Cto)

e 科す a.おベ 、ふ、ずオ ・8か5 C 〜 公式ばる 二 とがクかっ 

a とさ み活で林本のﾡ考と台 得る。はどの泉ﾡさちるかを

>あ2こ〜にする. t/入思の六ささはどちらもラm だか9
P。I.......t P, A.-, = P.+-- + R〜-, P,+一 Ps

/。 1-+ P>◇-, P卜 P 三 / P>e,

2よウたﾡ数3。と夕が存右する. 夕えにもと<ﾡかジ C
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な式ばハてい2ことかわかっていnば み感かうは c,A。.C,a.., 

CA.oど◇/っ を逃ばはけばなら ずaた

P{cgな老ば2 I Cu み堂ばるj - 成A/R.. 8:A
/。".-…. 3, のと= -。 他の場合

ること がわいる. ただし.

Pe. -P,+--- 1 P,e。-Pu,...  ・ Pu.〜-,

Pe - P. 月 B.-/

りメ. = Pu, ・....・P.～-P>, - - 尸 レ… .

おアレ…
である- ・

このとさ

(33) E( »- >ICt〜)一ﾡα-テ»〕

とだL
・ ・z) x.. - 号- 。 

タ ・ 「心 "

よって (2) にべ入すると

のる,ェ -E( ヌ-)(ヌ -ラ) 

たゞしL色から c. ふ※ばハれゝは 石"ーもい でるる. 

*ハﾡえ.

(・・ かを -全。ﾡ (x..一支xろ.あ)
が えら ろ. (S.スタ) を用いは (S25) の糸件付期村値点 ・ 

去そ=ろここロ意別にわかるが しかしごうしてちﾡ認化とか」 ・

. --117-
化こ かの点では夕与 う 2ところふねい.

nWa合に は、丁はﾡ本を会部ごさないて そこの分表式分故を 

求のaことがでさよっ. こを一化するために頃※受て改送与 

えさえすへばよい.

・ダ-ノ®) にベ入すると

がわかる. たゞ し の 一 は (U. 义 タノ で与えらてものでみる

ﾡ (ﾡ:-ズ)-o
◆=/ "

ロa 央 を用い ば

・.p: S ﾡ 旦e(.、-x こ 生 - (^-x^ 
" " 儿/ ～=。 ラ～ " cキーe P〜

(交ょ - 芝 )

あ◇いは一を *8化する前・ め記法にもどして

( ・..。 ダバ 即注ホ ド予主 ﾡ②..こxえ-夕) 

がえらる」

(.ス4 ) の2書目の部分の項を祖合わせると(I) てえた公式の 

払か忘めにえらる. ' •

dぷ そ少し送った形るﾡわせは

(s.-の) 氏ゲ_のx党宅くえと-2xス,～-る} 

と はる. ここ で

ど。-」 ヂ (字-2

は逃ばへたﾡ恐を殺元し ( そズく 2シ6ac夕) ・ 大ささヒ 

土ﾡしアﾡを用いてﾡおする方※と校したとさ 効今と差な糸 

て<つ一っ2原因を示すも②でめる. (あ論 アのかは

ごのに炎ばハたものを※らもこ戻すよクたして しの果
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考を、大さ2例 した磁今でしたとさの E"(ズﾡI4) ○ 
ﾡである ことはふみにわける、

くすく>と(今コ7)をみると 単- 要糸の抽め場合と死ん 

と戸じ糸件のもとさ 入ささににタ/したﾡ学るﾡう 系ﾡ的袖公ば 

ﾡ PPS ﾡ域く -dom てくん /204o&とど夕 げ叼八必ー

e わ 2今e) よリも有効2はることがわかる. 部は、 

為認する. こらは と足理をあ用すばえらハる こ 

o条件はまと込ると次のよっピはる. P.P.2 そ系ﾡ的にﾡ本を抽 

おして ニっの

xu,-- X:たこ および みこ… み旬
がﾡ調る 一方が単ﾡﾡ加. 一うが卑研非ﾡにはっ て1るとす 

2と ﾡこﾡ向の共安勤は頁とはるから 居か5独口ﾡ述を 

行はクより も 宿利であ。.

? -8 (交.-&交レ(ヌターそヌパ)

と足うると ・ ※ﾡ的 RP.メ 袖公の分散が み層 から の独立て

や P. 2地お のものより 小と ねaための cencevラ の 糸件 は、、

o く8とす a こ

,-の, = のズ.-の・ =--=の,の=。
で号えらんる.

今 等 六ささの兼添に 対するﾡﾡ的柚お

いまな果団が受ﾡのﾡふならはっ ており. 崇の大さこは与山 

し). なわち月枚の撃系が合まるもめこしよう はマさりさセ 

るため母朱団 は/個の崇ﾡか9 はり る果ﾡに は/個のぽ ﾡが合 

まるものとする. ただし /一Cnt. ペ-色 である. こo 
と名オ2尖表のオα緊系る測定した特性◇価2 え で未わし 

し余表の全受系の合をえど で表わす: 母米団のヤﾡ平均は、え

/え-ﾡ え
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ここで

こ→スこ

Q ﾡ本内のﾡふをﾡ合に評査する合

まずえを乏 で複太したいものとする ここでえ は、の 

ﾡ表のろちから大=さ〜Qる系ﾡ的ﾡ本2とり, 宗本内o& 
来荔の 金要 果 を調べてえら れる駅本算ﾡ平でわる 

そゝすると.
た

え'=ン え
/-/

と音けつ. ここマ 乏:はﾡ本に逆ばた*と界ﾡの平ﾡでわ 

る.こうすると(I〕分ら ・

3- - {,+(れ-/)ア。}
^ヒ ノ

とはる.ここさ /のえ=二 (え-え はた 乏 は (/アb)N =/
の八ゃで足義さるが ズのところはえょでおさかえる・ い 

ほ泉ほ○爆作々抽の理燃から

欧•乡 {/-(-/)} 

/

えらハる. こoのは母ﾡ団分救すなわち

.HM _M1Nの=ン . (スノーメ4-/ ノー/

. P は、ﾡ惑内ﾡ索の紙内相河孫数・ 

atわち

で

す

デ -のえ- 办 /-I

与えらる- アゞし
. *M

/1/d- X： » (ズーえこ)
ゲー/ ノ=/

よって
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(&.2) の---- 〔/+(-/)P}{/+くw-/)/cj L/
となる- (4.2)の3っ0因すの中のシルは緑しをﾡして 

大ささ れ/の叔本をこったとさのか散で I+(一/)f はﾡ 

老と用いたことによってとずる因す. また /+(か-/)Fcは 

栄報を系然的F独公した 二こによ4因すでがろ.

4 層化とお次抽般

私およ びMIX祖の司能性をﾡえる合には ﾡな愛 

の数ば超めてハさ く なる. たとえば. 母泉団をﾡ化して.ﾡ会 

• 域也を大夕ごに納したﾡ今るぬさ 次に系先的はW次柚会合

行り 汚 び 系統的 た 訓 次抽 占を L てﾡﾡに思作やね訓次ﾡお 

を行はうというよウに してえたﾡﾡ平均値の分散はﾡ半に" 

でさるるろろう. しかし こめような研ﾡはそを用UQけ 

ばロらない 孫ﾡﾡと②ア ﾡさやそへさであろ2 ・ こ=ではﾡ 

險に生ず でてカケク 多く の 可能性を犬条すn より tしろ飛然台 

ﾡ本の 系ﾡ的源次ﾡ公のﾡ承のみを 述べるこ とCする- 他◇冬 

くの浅の分ﾡは文理 /およが2 を用いば方易ヒ ボらハ2 
いa系統的に逆ばた たﾡの糸表めﾡ本のる々から系代的

に ロつ受不をい次ﾡおすろらのとする. そうして え の : 

造2 え とする. ただしオじﾡ本界落から当ばハた才α平為

2x とすると

え-(-ク) 2 x.- こ :
? ー/ ◇一/ ペミ/ / イー/

で.

x:-そ) ミ x..

でそカろ.

理2 から専 び
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...5 -ゲ {r(x_)p(/+(xえ}・土受 グとrw.j 

ベ 入 - ◇一/クレ

なえらろ. こ=て のおは才。糸る内○分ﾡる /' は〔/.Pb 
で本さた. オノ茶みﾡの平ﾡ的系列相ﾡである. 同様に系

的ﾡ本を抽去L たﾡ本次 九 の飛表を ノ っ②母原団とろ 

えてWIX袖を行たった場合にも え・ ○か敵はﾡ単に予る 

さる. こハは-oc%の標本をび杯本-4とoc&のすベての 

ビアてとかﾡをっヴ このリスト から系的択本を逃ぶよクロ 

場合に庄ずる このであろ. しかしこミさの目的には (<.2) ○ 
分析株童要 さ力台から. iにもどって (s.2)を埼単に弟じて 

み よう .

(42) からひき公せる系も塩要なは 矢るを系的に 

抽おするこ は ¥nが翌ま しい第 台で ごえ 祭装を 使う ためe 
か敵が消加すると U) っ不利分をいえねい だっ っといっことでみ 

る. 系社的9 な袖おに よって 戸ﾡな相対的利がえら れる け ど 

こらの利は不与式

_ 、 /- パ
(/くM-/パ(/卜(ハt)c< --

さ求立させるほご大さくはねい.

々がこでにﾡじQかったﾡﾡは次の玉りである. 番ﾡ 

団のﾡ系をﾡ令父教とるえることによっ て 又な刁果尊の要条 

内の平的相ﾡにっ いてとアじ< 罪 -②栄表の 桜素用○平場 

的相知ヒ っ0ても. 同じ大ささの 栄表の系然的袖公 ○ァ が朱る 

はたはﾡ々の聖木のぷ作々また は騒北思作 %袖おより か散が小 

さ くa○とuuシそための条件がえ うnる. ミ のﾡは墓 ちCボめら 

naはずである.

二次えの系染的抽

二次元○系ﾡ的抽おのﾡ選は Cンか -&6ocり標本を神 
おすろとか 函からづローのﾡ本を袖おするとかの合に
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げてくる.

cyウジム2acた を炎ぶ場合 内ﾡを対系的に一元に 

峯元ず2たやぷも多く用いらろ方表は ず cdeyoよ6e& 

私たは2の一きに. たとえば ○o地図○お上呼かお対めて 

ボ/ﾡの方からたに. 次にオ2ﾡの左からたこ1 ウように並書 

号をっけてめくやり方るある. ころするこ二れらの 4eoc% 書 

引◇系染的ポ本 Lたがって4Cecた 自体が式ばろ=とに 

はる. 明らかにこの方法はとし隣ﾡ &8oc&にﾡ友の相ﾡがあ 

ろとさ は系も有効 といクわけにはゆ かはい.はずで あa. こいら 

のはF現央的な確性を例にとば 丁ﾡは標本を cンyゥ 

ロックの 列になっ て しまウかも しnはいかe であ る. ォス o ニ 

元えのボ然的柚おのう法は. 行の 系ﾡ的ﾡ本および列の 系代的 

ﾡ本を式び. グリッドの標本をうるひのである. この計重はﾡ 

た は列にﾡっ て浜友○傾斜 ・ があるx合ヒ は卜ﾡに効今 い 

低く aる.

こハら引名ゐ力○効年が遥いことの理由は 系祉的標本。 

分ﾡ公式を調べAば判明 する. と し上のよ ゥに番ﾡをつけてら 

くとコレログラフ 6上に 凹 とはﾡえら れなく はる ◇e、 ﾡ翌 

との食い逃いが井幣 六さ< はる でろろ う・リット 計こは 

央 o 某校的幅 小 そ 系税的マ 次抽公 2 午 はう場合の 内 ァ は。 

tのであるが こっ0ては (4.3) と 所がﾡのとゝ x 
内ﾡ次係故Pが、.のえ ○他を大にするﾡ十かへさく7 : 

こどを%えて みばよい.

明らかE (くシ) ほ可能な樑本が/ をでさろだけ小さ< 3 
る よう で定ﾡさ る=とさ示して いる。 正方形の画場に は月 「 

欠理をもっ ハu* Vたの力形プロントを可はポ本である 

と足報すばごうはろであろう. 不規則つ町場対Lて t) 
株仕可ﾡてﾡ本ゐ定ﾡが意易に与えらる. この向ﾡはしか|

消系の研にまたQばた はし):
-123-

り.〒. みLocCew (4. 乙 立 VoCo. /タタ PP333-

3 の文み引用えﾡのノっ 〔4〕 は為えの注意をみいた.

このの デー 9 . 時に* 3 ネは、上ビ述ベた 見ﾡと -ﾡしての 

る.
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参毛支ﾡ 5 二次えのサンプリン クに ついて 

P2e4omud イ P2an2 とmyu2c?

(〕 り.G odc anv と ・ H ク&deッ ・ Gu -c/ul tんeeッ

% -ゼタなゅtcズた -2Qmッピ . I"
PP/-ユが '

(2) L.H. @acaw " -3mtaなと

-之とイoぞou な axそcし ooク&ta
V%C , ( ノタ4く) PP 2◇4-2e7

.M1.S V%C./5 (ノタ4)

-夕2mソし6 anし o 
cdeeau " J.4.S.A

(3) . Coc4-2t 0 &oAsがe acc2ペダ チ イoイ?*aなス 

onし - イ2aズゲPcccし -と2Lイe?し ewしCc。 # a Ceんイム 

cCa22 チ 入enc&a右'eソ 4./.S. Vそ /7(/P4) 
PP /&一 /77

〔4) G.H Ha2 ・ J.E. とx&.woeと o G ・ Pecya 
ーイ>PLLa合〜ズeo, Cootと, と一 Poc2o ConcC と 

/そuccaん ノクジメ・ P
〔$] /1.H. Hava.〜 a- W/ M Huw 、 し tんs 

そイざ ﾡ ◇ペrソし&ぱ f2owt んw PsハCaズeo 
A./1.5 り%イノ (ノラ4ジ) PP333 -342

(4〕 Pe. H cte & c.A. B&ac& ・ _a &ラ 

イーとcCa在こと fcc -2スu〜?ue-C。 o Qaズ。 か c2 - 
メとし cdeズwuouoイeno"

-ecC. -c. -3oc. Pxec. レ@</I(ノ?く)

PP3ツノ-3 4

/愛約

/次えにちける系先的ガ出 ( 4aemtaDと ) と8化黒作為対

クaxcedL 父acdemt 42n&.ug ) の相対何ﾡﾡをﾡ察した徴、 

-次えば出のﾡ出誤X ( -&uea 4awX&ng 222cz )の准ﾡの向ﾡ 

そきした。

求的な示雄出 ( 42rv&E,t? )の方法をだﾡし、これっの方法の 

舟炭を叁わす关を尊いた ・ こらのぶこ舟に型齢的にも支ﾡ的にも

E何ていると 感われるﾡﾡ攻 ( Cevuela乙ot 水uoCot ) に 肉 

ﾡづけて、 大ﾡ本に対して土校した. その始ﾡすくの合系紀的油

:: (A 2nよと -42nシ+4? ; ば ﾡ に消出 ( 4そ22み22 セッ&子 

いことかわかつた・ ﾡ状 ( 4&n02wngすと ﾡ浜の

&vnu )セた定す

ﾡ分の行よわそ

かの注ﾡ2え て

万志迎再び晋 

野糸田のﾡ付

一大えにおける系ﾡ的ﾡﾡと

系し、天例を与とた・ この文に 
( ひon) の古ﾡにしてしﾡっ
ﾡ化知作浅ﾡ本のﾡ友

• ccua&二 -44よC2xuとc anc -4かcこんcとと 2Lem
びy(t。 u oze. acmcrcex ) W.G・ Cecんu&rt 〔)はニ・ x2---
とァ人なる出X町パら、 道ﾡ塚作白( 2atdew) ( 卜)・ ﾡにﾡ

- 内 &乙ど*c2と -2&ハダt) (St)・ 系ﾡ的 ( ◇%5mtこと ) ( 

メ u払、を行るっ て 大さ さの深ﾡを世したビきの平の分衣

E 示す式を与えて いる.

る

あ る ・

ダ 【要米 と, X2 ..  ぞ 大久 が

(〕ラ, F(x:-)=の2 E(っヒェーバ)(二+ん一/^=f.oこ

, ろ田ﾡ町かっガさがると仮定し た・

-てuくv ふるどさ#に パufvッo

. I , - ・ (,- そ (-なマる = , (4x-u )u
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2 メ。4v)
名L(犬一/) し一/

,.. 今た 主f371 Cっ/>レー/

&る式を塔いた ・

P..の条形る故である二れらの式を用いて、 レル。a は数っかの 

ァイプ②コ レロ ラ ム ( Co22c2ca2a )に ついて そ れそ九のﾡム方法 

のx対的な 如ﾡ ( Pcdvca ) 2にﾡした。 しし文々が

(2) 各<2 が 内こ, 介ﾡのヶ条可かっガ虫された 

本 て、

(4) 火:は平内ﾡんのまわりに、か故のでﾡする・

(c) 、E (イェ -イ)(イょ-イ← ) ・ 夂丿 * か つ 
, 全一 し

(<) い てそ 一 fc.レ+い

ていうの定を重くならは、 (/ )、(2)、(3)、が広立するためには、 

方皿に、 。
/ / /だn_,

に ー (/--)・。 »子 
と そ *と しー/ レ

なる灾計を解けよ けれ は•士ら な ハ こと は 各功 にわかる. だって, 

CecCzax のﾡ系は色々 なﾡ公方法の式ﾡ的なみ大の対ﾡ平名与え 

るしのてあることをふては5らGい・ ニ 、てPu は た け燈 た 

深木 间 の軍内的な加前 で•ある. このﾡボはう*うく、 冬ぷで平内的 

なギ戻かめり、 杯木がこの平催のまわで Leva4onu 介セし 

ているなﾡ虫笑正友のﾡ木斜兵でﾡホある しの で ある ・ 

二の場合えうるﾡ友めは、 、

- (,-)・- ダ ル～二(-ニル

?L た 一L =,/Y 7そ た/一
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(/

ぶ« が起の登 聖 ( CerLどrtoeve /たec2d )をﾡホﾡ式 するとこ、

か大なう (/)、(Z)、( 3) の本分による等式を付ることかてそ
・ ・ デ〜 先

" 祗 〜 笑〔-を : )

) 。..(_夕r"p.s.+zp.. )SL-o し=/ ノ

ここ cP はポホのαだけ離n た次"のそﾡ商のﾡバてくはﾡ本商

の平内Eﾡてある ・ ﾡって系々は次式セべる・

②～き〔C二f.s.H%』.-Ee.. ]
これはﾡ々が思化ﾡ作為および系紀的木ﾡﾡのﾡ幸向のﾡのケラ 

フをﾡ用して肝ﾡにﾡ々 い番るものてある・ F/は4番扱の

コレロクラムについてどのに行ほわれるがを系すしのである。 

消ﾡ的マルコフ澄ﾡ ( Cenuビuowu。 ノイo&w Aeんuwr) の合には

P = P"だから

今〔 十
____ そ

(-②4 ルア

s 〜 〔+ 乙n + スf
一 P

て これは Coo2an のﾡ米ど一致する。

. ﾡ似と供どの定( 々eん&ccot &xど te cCmとct / 2o2) 
&ど4 [2J 系統的状木 ( 442wazcc -イe?と< ) の棋ﾡのﾡ定 

か、わるﾡ雄之塩増した. しかし この点について上記の公式をﾡ

て 府充する こY はヤマ甲ﾡかあるとぶわれる ・

宛ﾡ作台 ・ 感化ﾡ作為 ・ 系統げ描ムて、 が六さく たが-定ご方 

厶 う/tるな う. 平均ﾡのﾡ定工の故はの上(た)/九の 形ンなる.

-コ てF(> はﾡ上Y試立である。やって 、もし哀本竦m岂 

の) *麻たにみいて受々 が ﾡ&通型からﾡ木さﾡするめ合には、ざてかしたの大

てあ る ・ ロるビさの離飲道ﾡ(ccoウoMuoce44 ) と ぶすとさにのみ可ﾡである・
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進定 ずる方法があれば、ﾡ々は ボ本ﾡム を行なう 系所 (-22iu ) こ 

絞っかの初(ﾡちブロッ7) にﾡ分して 、るる分の平均償のﾡと 

をまめるとてもに、 全平均位の供炎のよ り正な推定ﾡをべるため 

二九名$合( Com&ina >するこごか可能となる。 実際ケ非予に大 

さいﾡ合には. 二九っのﾡ分をﾡ作途に又び、 誤放のﾡ定数をギゅ 

ることによって 、幌ﾡ復のﾡ数をﾡ少さ tる=と力ﾡえら九る.

監化類作ゐﾡ出では ・ F ( 危>は71どﾡ全に点立たから、 ﾡ々はる 

ﾡ (4Z2d乙)かっの鉄ﾡの推述定ﾡ名劣合することがでこる・ このこ 

Yかう ・ 各居あたりみのﾡ作治に 通は九 たほXをヒ ・) ・ 繰ﾡのた 

正そ名 きめるのに.、 自友②-/ の介数の紐を結合すると いっ替量 

に用いうれて いる方支かﾡびかれる。 しし云々が・ 原ホを天 

( e2c«xcive ), すGわちごの二長系し一ﾡしないよう にEは、 

ぷお平的の世定分まを*るには二のﾡに/ - $/人 そか 

よ い ・

声にして、 任ﾡに武はた公ﾡﾡからぬまる+分6長さ白し 

②信の系復的本 ( 4Cawtazと -4anL2o ) の4を問いて、天成 

的浜本 の平均位のﾡをミする ここかてさ ろ- しかし =の ボよﾡ 

とは 、 ﾡに用いるには-ﾡﾡし ・からの方法をﾡえるﾡかP 

そ・ ﾡ々の系ﾡﾡ本は、 二の系列を分ﾡした部、『ちケロ"ク。 

各マ の#ては一定となるょ うﾡぶこ どかできるから、 この対ム手点 

には全t»でみ4の系ﾡ駅本たけかきまれる • 町ち . ﾡ々のる下の

本文 郑周隔て 送 ぶ•に いろ む厶！ の炭晋す る方法に従う べき てある

二のゅ合 そゅほよリ 大きい系ﾡﾡﾡ本の次本 ( -よ 2
であろ・

この体ﾡの方法はﾡでしあ友ﾡ度の計ﾡに も取入るこビ

ウ"、 その伏甲には非ﾡ 二 性な ﾡ ﾡ、パ ..

さえれは、々 は

k系ると いう長所をﾡする 

受でめろ・ ﾡﾡ的て合を

、し. 十
えた 

スニ, 2
とし/

Pだw >

名定したい ・ しかし 令信の寺前ﾡ系ﾡ的杯本 ( &we7-4-4uc〜.

4なのaZc イ～ッシ&と 

なる移の項EIし か合ま 

く 2のンのa4 CCcd4&x ) 

ら かに 制 限 かあ り、 ダ2

つ

て

ん

方

な

えばた=/, β=4

) にしとずく分該のﾡ定ﾡには、 P/e 

北8い・ ー方みぜの 知作Aに単 は- れ た 

系統的派ネにもと ホく 分区の性定量には甲 

の場合においてよ"表的G しの となる ・ 

とすると、狭々 は办故の城定受/二万、ける現

ごれたﾡ ( e Covucdaこu ) 月 Ps の 塩

的5公公規及&にﾡすることかできろ・

れの6っの帆名ャ/ 表にあげる ・ 乱なは FMイoz ご $ct。 の表か

ご つた・ P ごPe-t とのﾡ友故は奪しいから、 一諾に 

ある。 この表は ・平初の=つの黒作合に送はれたﾡ示のよう

系統的ぶホにﾡいﾡ作冷ﾡ本でむ、この

ﾡするのを 豊け られる 

法を用いても可感り良い 

し 、後の方玄を用いた方 

円い て色々公型のコレロ 

ﾡNﾡの系ﾡﾡﾡホの 

〜ラムをﾡﾡ的に仮定す

がそ示とて いろ・ 

結米の付られるこ

ゴレゴアラムを系 

夕くの場合、 とち

X は

6
I

/

か"よ

ク ラ

る

り 正である

ムに対するた 

分ﾡてき るよ

・ オ

義/
う な

甲らかである 

/表に系した 

オス &で希な 

多く のtﾡの

には、ﾡﾡかうﾡら

れなうない。 この 

どて",ひっとしく

久 た

天 に

考 え

位 ﾡ

る

に ﾡ

う の

・ し

示

ゴ レ

とも可ﾡであるか、 しかしふ々 

レ □ ラムの呈について決定を

は ご

下 さ

いては、 二次えの係本ガムをう楽し 

ことにする。

_ _ にガおを行なって4の系ﾡ的ﾡ点之と 
ごるごさ、 分社定にﾡれる系列ﾡ係女

ク,Pz......... --ノ のおﾡ及
«フの3こ、今水の対に 送 く た••出 花 沢

/ 勺
フ・ /イ
3 ・ /3
x /2

/フ ぎ生たんっの 
ぶや的 六

<、～S. /2 3 7
S.え

ギギ 番
3. <
/ど. /3

< ろ.
? /

マ、8
/ /S

マ、6
/ % 頼求牧

/ / / 3
/ / 之

/ 2 / 2
< 2 -2 / ✓ 7

/ 乙 2 5
/ / / / イ

/ 2 / 2 / 7
< z 2 4
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テzを 系ﾡ的ぶホて逸定した と ん o虹

の糸 
ﾡ想木

不 統 的杯本の夕作ゃに 立くたよたや、
W"省1/ 2 3 < 4

/-2.2,(&ニイ・よ o./7 o.27 タュク ・.7 ^3。 ・7 3 ・・2/ バ7
-e./ (<t二.. ・/o o.53 ・.42 258 es3 de ・.53 253 0石ク "4e

2 - o.0u o./3 o/2 o.e o45 o..4 ゼク c./o c./3
c.46 ・4 ・.4e c.4e o.4e o. 4e o43 ～45

人d22o系列l 1 ークノa・ 23 ceo -405 c -A45 -2..5 oe/ 7
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る:こしでSるし、 た、ﾡ立にさめる=Yしてきろ・ 系字/は- 

宴べにてった a2anud 本を, また。に祺江な 域 な至支わず 。 に 

用いる・ mえミステム r・s#。 に供って旅本ﾡ生ウてさろてめろ 

う, Aﾡ#の数っかのヵﾡのﾡをFa2に昇える・

ャ/ E ﾡ々のm話波について比ﾡし たﾡ炎的ぶホとぶ化ﾡ作許 
ﾡﾡのﾡ料の 示

なは名数
( )=〜A/ ◇今c 
* <レ

で点条は牧 
ダ2()-& (イー)ば<Sこと

ニのょ5 た条ﾡ内対ムは太 下の番話が五、**Fの高改より大さいか小さかに従
→て、ﾡ化知作合ﾡ去よけ日ﾡてあろかないか"きる・ぶしﾡ率のﾡい泣ﾡど各グラフに示してある。

このよっなﾡ媒ﾡの計は当応系引を余ﾡした合分町ちブ 

ロックの対志する受ﾡ向の相ﾡは無視でき ると えし て いる・ 

例えは"このﾡ合には と 上あはﾡﾡてそる。この% 合Sz= ク
であるがう結ﾡ (4) に万いてそ求さるは

ee % ・e
2 ( す とe, P - 5 , P,4u =の56

. となって々 か"ﾡ 定 し

よらこ するﾡ をだ =o.4s とッしxつている.

イ・ ニ次えての本ﾡお法( 2L2がんcdゥ y 42vLK夕t ユ dcc&ntacd 

ある二次えﾡ向からがAをﾡ払する方まの救は作ボに多い。(3)
何改6らどの方命に対してもﾡﾡﾡ作為、 ﾡ化点作合・ あるいはォ 

的上を町いるこ どかでさろからである- 二のに々は= 

の方法の可た互帳合にの句れをし汚來することかてきる- 例え 」 

方ﾡに ¥ﾡ魚作冷ての方ﾡてﾡﾡ的なと り 方 を, る 加 心 は r.s 
といろ あゞ て及 わ す ・

受上に安々は 二方ﾡケのに対L て ニ ¥ 業 にと名 っと 本 9 3
・) 一終に氏々ばこの=次え文前かﾡ形てあるヒちえるが、任 

戒のにL < しなるごﾡでな低かを4びく =と かでさ ろ.
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オえ区 ゴﾡのﾡ公去 二の効合t,=7t2=た/=念る=3
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5 二次えのﾡ本虫の称

( Cccaxac イ 4火_ピビx? ス そe Cruacd4co?t。 )

及々は、 二方価に力ける平均商ﾡがる,, だ2 yなるに ・受未 

ズオ (ど= /・ え・ .... ・ ・ ズ, メ =/・之 ..... 7乙 た2) ・ か ら 

対止さた. え,え低のそからなろﾡホをもえよう. く二は 

仮ど的ﾡﾡ出朱田からﾡさ だ / つの有設人団を形応する・ 

これらのパラバー? (んancnuade2 > はししど至なら対方法のあ 

ビ- 〔 〕2つて示すこてにする・ 例えはr.So(し,メ/ :る 

マ2 )
X は考z ている必方法び作られたﾡ本平を去わし 、どてこの 

が本のﾡ成研子を表わす。 同はにこ»は

E(と;)=/ E (x<ナー/ の*

E (とt;一/, (x+い バレー少)= Pt;い v-の 

ウろ 研ﾡ田から虫され ると仮定する.

に々は

Puv =P-レー〜 な

三 三 P,.=(&z,-//(&z2z-//) fux
ム る 内係て定炎するため. 乙 ヒ ふのすべての可ﾡな使にわたって、 

Pu; u... を 展 均 グ る：. てガで さる； ニルらの定炎の目的は、 相ﾡ5 
*団のパラメータ2取投う場合の因ﾡ性を、 二のﾡﾡ団自身の受限 

s条団から得られr/つの様本であるともえるつとによって,除却 

J ることにある。cocRowt あ同ほ予法を用いていろ。

sn. 中紀発作常ボ!

cx= チ目 (x,-x2)-E(xバルE(x,パ) (xz一/)

aる=とは忘めに西てさる。 ニこて< こてスはA立なぷ 

へである・ 同「Kにして

E ・x,ール)(2/)= Eくエーん cx2-パ>

- x〔 ・ ン こ 乙cx-/(k..02
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ニ ニてニ動( dsct& -wwntatim 42 は山=〜二○をﾡいE 
//<る, n,,Iz/"て メzα2 てキえう九るﾡ町Sの上でﾡﾡす 

る. ニニて表々は覆々 い型のﾡ作 *係本につ いて E(工,ール&日 

ﾡしなれな らな い・

• sF ( と, / = スァスて .

(+ x7xくxこそる.ェブスュフここ(を,2,一広。 («zx-/wがッ〕

Ye Y-Iに対して

二 元元【乙2高ぼ、ん、コ子 正7-"ノ(を27 /f レ

+-ィ・2ーム-全": (%2.ー クルル〕
たえ72(だる2ュー/> 一/ ノ

r, r。 に対して 
・ ・・ "

二 。( 才とるむフ , 二 (&x一/®(ex wE・

+/z-全"。x.u.-つ)p..+2ィス-ノ全(&x-ん〕 
たえた(名2て2-/) ン=/ だ,/tだ,ペ/一/)ュ/

..、 、 Y,, に 対L て

aに

「*or.=ィ (-スィ )ペ ヽ

(7)く
ピ ームスxなでるをスれ。つう 左左(合 サルハ(£处 / " 、

/, / /r そ,るュ～2- /
ゲ(トッ)=ネえる (一るる)0(-る4-,プ2,x5ズ,ス、(C,2.77.)

(8)4 2
•汇とaルール" cそ2a2R+ 本る んxア&・)

w) ﾡに許らない形"、 一桜に=豆町 (dow422 4ununxZot ) は

し=ひ"○芝ﾡく 政 が正 とムる嵌ﾡ語上てﾡ任する ・
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2 / ク 、z( イイュ(クZュー )-/
今 (PF,)- ﾡ7スえ - 知名 パ (るx7)ズrX2ス,ス2(るンメ〜ススz ー/ )

c7く・こ工(るxルハ (&x:»&ゲ (3%:(ュー

全&..,ん,3eセ)鉛 (4x-みうfu。〕
一 (ズ・たどーイ1(たセ,1フ じ二/ /

互ろ 二とはな万にﾡ町でさる"

sc 活仁ﾡ作ﾡﾡ4( &azAud 2xdot イL4 )
ししrきてﾡ並さるそ系の呼内区乏く交とﾡ及なら、話

にwな知4の方法にする分なを述定する= こかでさる ・ 

ﾡ故ひら =のとき

E(x-こ -E (え:-こ: ん

- s るから . -、 てヌu訳木畑の行なわ北る料政さ糸田の平均4 
～ある・放に

(/2)<

○2(st。 n)= な trer. (/メ,ラ?zメ2 )

=・-』)(/xxでスる:ス-ブ)

・ニこ (メ,//>(そ:22-/2-/)いッ〕

oet.o- の- )パ(ースみaa)

• ZE(右/ール)(ムカ エー/H) Puッ
(//く - .' '

24u(22-/2—— 4ニー (ペx2z一み)Pい〕
(义/を-ハ％ (士3 ノ)

「.,t。-プー(一るな)c(-ス,ス、てる-スマ-7
(そ 一

ﾡ と 二 (る, 一//) ( だスー/?/)光〜
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のぶ上方去の余放を花定するため、ﾡ々は(8)- (/ズ) 式を 

番び<のに甲いた-似公式をﾡう ニてにする・

父 をﾡ本の任文の受素とすると

(zェメー(二 (x:-こメ-二(x-x〕

て与えられる ・

(«)2 </3>に代へTれば、 Sど。Sにするか散の式(>が 

科っれる-

百ﾡにして st, st, に対する式

E (x一>(工-4 >

よ→って

十 - 2= (z -x) (x一w> 〕72,7Z2 と グ ・

んバ82 (ス,2z一) ( Zスススス と と (だ,,一/U /(だz 72ュー/み/)、

-—— 三三 (る,一/L/) (イ2ー/ン/> Pw 
たノ々ユZ/

「o*cx )= E(xーニ )

«生い(-』なこなママーこェ (an-/./;
!

いく •(6M-/*/)29 号疣V理紀• E CN レル>( xj n)

- え。(プな.e(ースるえをでるるう工こ(イス-w
. (&.2z-ス)ん..+今イみ:-L2 E工【-レC*2-4〕

このように E (zど-イ ) ( ズ - ) /。 o述定の名であさ 

え+はく /3> ずはすべてのﾡム方注に対するﾡ※を与とる- 

/ 例z して (/z式)2いてよう.玄のﾡな受未さとれ

、 ォえのぷ友を系と は、 し と同じﾡのサに工 が互める こ 

。 てさ ない る,るz一 /の所 か"ﾡ圧 才るとハっこごをﾡいては

x に口して黒作合にﾡ量さろであろう・ 

かくLてﾡﾡさた村内 E <x2-2 く とーイ>か は

«/*>、
メるえz,2 (,スュー> 三こを/Z,一/) (るュ2クスー/み/Pっ

/
名 だえ (て,ス7ュー/ う

E (あー/ひ ハ(九ー/少/ン タルシ

(/5)く
/

2,82てz x(A,->u/)(Nn”n ールク/ひひ必ル/)

. (そュプな/) f.+マ(全4:2.-ク2ピ (4,z,ーレ ) P.v 
名z,(&,一/) 二,

ぷ&ガ も&-いう 厶" 2,

- 2d42- 差 、&._) ん..〕
プだ2 (そ一/ ) レッ

のよう =L て系々はすべての型の尽化知作冷ﾡについて z)
をけ汗する こどずてさる-

5c・ 天ﾡ的ﾡ公 ( 月+4dmzctc 4y4&8 )
ﾡ化、ﾡ作為ﾡ域において所い たとゴ状近マ方て、系 ﾡ的公の

外歌をうするために (/う>式2甲いることかできろ。

絶な3つの対お方去に対するE (<-) cZ -> ○虹e 
F に踏る・

o// S,については

ど) E ( てーバ^ ) (-/ ) 一--------<------- 二 こ 
ブと, フど2 ( フ2ァ7ィ2一/ )

(,一//) (ZN-/*/) ルル,£"
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S4Hoについては・

E

(/7)<

('_w) (x -x) = ------ エ こ (u,-//) ・
・ " 名,Zュ(Z,72z一/)

(だススュー/み/)パ&, "z

-- 4.x.-ゥん一

440 。 につい て は

(E (xイー) (x一)=--------- -「——-- 江劭WW)
7 4 /ム (?&,スzー /)ト ム,2zZ,2z

んスー/〜/)ルr 幺/シルハ(/?-✓シハタム"
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にきって、 外敬ば

FZ&vv (Pメ,, 行7 シ ・クeV, メ:っ- )

&3E 塔ﾡする- ニ=で2ッス2 て、 P&, ,、名 も は 2 でCいu.v に対しては中eか <,u,42み- *e Peメzン なろそ 

さな, の 更糸上の平均 低 で ある, (み=2なると冬し岡ﾡ) 

二が正ビロるか脅となるかは、 相岡ﾡはにﾡ係してくるかう、 ニ 

の内騒は成する招灯乙数の型について研ﾡしなけれはならでい・7 区彦に わけ る ボ( よcwitaタ メ～れ )

速 統的卤 なで, , スz 大さいとる、 長々は一*えの対士 (_&uaa 4&xA&x夕 ) o め合と Fにして、Z左 ,..dz ケ xﾡする戒り、 ﾡ公分散のﾡへ述めを«るこYできる-

(/8)
スニ こ(&,-の(&ーノみ)&い+るﾡ三 三(&-悠"

•(も・/"/)左 レナ る こ 二 (w-/(名ューノみバえ.u.み

-だィ&.-wらい+で 工(A-&つペ.-み)&,&い

- そ 浅(4-)&。)

(/8 >のﾡさ汚は (ノ5)のそれと比ﾡできる ものてある・

4 ﾡ本 をﾡ然的にと ろガ 合の 彩 冬 くEf#feoと / 22aevmtet ) 
ﾡﾡ的神よ ・ akawumutt) のめKは・ 色々のﾡ本の分数を 

ろかあるいは玄ﾡ (/3 ﾡを所いて研死すろことかでさる・

ﾡE 為およ び"ﾡに ﾡ、作 冷ﾡムての盆紫的ﾡおの ガXは本旅、

ゴち

(?) o2(r。P。 )-の( た。re >〜パん, 7る(zo) " ...、. (る「.- -〕 -

/) いe..一 ぐもバo.a,-まにん.. .〕(zz) ゲ a... ボ.(-おx. C.r.of.. & え C2.8
9) ペu.bx(-プ 氏な-..4.-z2.&.s

ダu...xテ(ー エ じ 〜.一) f.rs.. K •
. スソレハムレ い6” + ^^^ 二»")ヽ'とこ 乙? ( fov - Pwv)+ え と2い一 (fve-fw-) こニてuv».

/*"か、*

なち要だけ増加さ tろ ・

ニハは¥め政のゼ区ﾡ女かよび、 大楽にちいて 出現する大 一 

o乙せに対してはEであろ- このiに資ﾡ的対おはﾡ重ﾡ作冷 

v&に 思作 為 ム ○か政を * さはっ・

系炎ﾡ採*につ\てはﾡﾡはしつと放であるバ、 しかし大ﾡ人

・
そ 、2, 、・(dzみノ)Pu〜、6い6〜、r,「。.。8い-てテ。(4)女。6い?

之 そノ・ 、
+ —— "。f%x-8- 「%く4z-か)・x- 8〜〕

2 入2
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(ス5)
02c#ro-〔ィな: C Px〜...sx-

+なえ.」二s〜-5 〕

0 > ・っ 8 / 3

"oSピtxa..ニ- 三/''りえzレーエマL*［ーんン,*■Sレ)

csyoSo>-.ュ(ィ-z、ニエd-.ハ P...-su.5v- S/
,の2 -d2 

/
<d2-/レ/>P. z-SSィ

• 十

・n
. +

4ラと
S (L-/x/)(Zュ-ンノ)

/ ご S4 , / ノュ
乙 -ュ(ペュー2/) f4,.,み/S〜-みュ S②.z/)

• 夕 て

tあ ミーレレム)ルムた“-黑 .c4w)f.....〕

8. v =& なる ﾡ引の場合 Pwto.da Coac zAn.及..= .. f.
fuv=f cち、 これらのずの大ら分は非*にﾡﾡとなさ 

ことに生逐とよ ・

しし永々 かrSダ〜 およ レ Sな に対と て 研衣にﾡで

s1.=/-, -... r2毛,Px....,

ハ こ
Sち一- /一2 J。(,- > S.. S.

ごきき、 ﾡに

(小 こか正といﾡ乙戸ゐ女 (a乙e Covu2ムt. Amctのu)てあ る Ey 
orそ+そキ史力ょしレ ウてしに色こ相乙数となることてある.

f,えS ・ f-一Sさx:-ン)-..fそ,&.v ・

f
とをく

ug)

2?)

(3o)

/)

・2)

33)
これら

/ .P...・ :=デ Jc&,-)f.... ・52ろ,..

ことにす九 は. の え は

o-
び(YY。 〜 てテ・ "才5'フ

の(卜I卜。 ) ～ ----- </+テ十S2 )/242
パ(sと。SL。- -ーー (sL..Stし+SとrSメし)7と/?そ 2
o(s4,st,)- - (s.S-+S,Sそu+S. Sそッ)

火/方久

ペ ( S#, Sイ/ ニー ( S*.. S#〜十, S41す. S#す )

O2(Syo・Se)え— (S上.. Sたビ*f、SY←*.S#ゲ
の式かっ

O(Sと,St/)-イネ(Sは,S,)〜 ラ。

(うイ)1 一I ・』Sム.S+一Ss.Sd〜)+チ,(Sた-S#←)十5(Sた*- S) J
ox'C<Sッ/SVa)一2S(S。St。～ーマ・スス

" .「.-s,.)(/-sw.)-(/-8し..)(一Sムy)｝+sブ9*..5 s%u)

3g) ocsu. 覧.)-o:(9.sの-千え一［5(sと〜y..)+:(Sと.-Sy〕

ゲっれる・

(う4),(3ダ). 34) 式から、 一次えのﾡボをげいて、 二次えの
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ボホ2今 数の 比 ﾡか 引ﾡとなる。

ﾡ承的ガ今の大ﾡてば、 チはEてあり5と>S#w, Sメu>Syv 
"か ら

(7) ゲ(s4,S,>ン(Sy,Sy,)»(St。S.)>パ(Sみ。Sy.)
ccる. S.... - Pバ よ w = P' にポする

C(Sた。Sッ)/パ(卜r。), 0cS,Sy,ソ%(r。r。),の(SuoSye)は(.卜,)

のだ2才ゞるに与える与えはれたﾡのﾡ本にHし て(c..-定)は、 

Y,=、のとさ o(Cto。S。),0(Sg,S#, みよびぴ(Sy。S4。) 

>K小ヒ なろ ニ ヒ はな場にわかる.

な示ミたさは P,=R=e に甘しては/をと、P,おょ 

レPュケ,に近っくに従って、 そ九それ区ﾡ区o,, 。および2 
に ロホく .

2.女上XなるP,ご-対とては, Sg,Sッ,によつて垣た 

ば子 C aシと ) は 単ﾡ照作為法よ ・ 幸か低い=v は主日す、 

ことでみる

し"し 9v? = なるﾡのゐなは ceocwey -xAuanae 
だそのt よ"し 実 に みいて ﾡ る-とかないようてある。= 

/は&のどび方ヒ立てある ・ ニの由て、 R* は縦危のgo 
函なそ次にﾡ茶する。

? Cenかag8 - &mwnuetc な肉ﾡ故

422c少oた ヒ wcイ九2- 〔3) は Pc “ひ ) ヶ相点五数

( Cu4～とcot メCイクー 3
P(,)=! S*... → - 8(38)

あるい は逆 に

てある ためのル愛十糸を

Ces ( L..- /〜) 8F(ux)

(39) 「(. )=--- 
(2)〜

Ced ( uu 一と 、>P (x, )5い5y

のよう二字とて いる。

c4) ﾡぶ査を行七っ」合/には.二最ﾡのﾡ所 か2oそ内*よ こ

4かo.そ の試っっさるから. ニ のゐ放が現次的となる。
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ャう系 種々のP, およげ冷のにすそ系ﾡ域ムと 

点作冷ﾡ土の ﾡ年の験

2 o メノ L・ c.3 4 ・5 ・ 6 ・7 _ c.2 ・2 <e
/oeP |/evo

1-------- 
〜eee : eee /eグ /e・e <eco <ee <oe

/eeグ 1 ノ222 1スル•α <857 1 九さガ 3.w・ S447 .e・e /9バ ・o
/e 1 ヘe •/"0 i 〜 ・eo <e2 vo / ・ee 3” <.・e
々" : <eeo 〜ee2 <PcP iハ"" <ee <eee <c"2 <ece

e.2o グ” : o.432 o4o/ 1 ・で oss/ o29 o.Sc8 o.48? ・27/
/・ / 1 o.239 .74 o&7 4?6 〜どe /4 2.べ ・25 8734 co

o59s os3x o423 2.48こ a47 o&ど .398 c382 ◇.3ダ7 o.354
____ i - 22/ 全 , 8 <ジ/ 2 <33 <33 ペジシ /さ

1 o4・?
i
; c5 ・.229 ex?7 o*4? ノル3 "夕 .394 ・375

○2 : o.2e6 ! ○22/ o?38 o9/4 /ミ ^32 232 <9// 8
! 2.442 I o./6 o38o o. 3 ◇28? ◇272 o.257
； ^32 山 9 < 1 23 /44 く5 /切 2と

--- - --------- 1
o-x/ e38o o,354 ,328

3・75/p3 o489 o.7 ○?24 ～2e? 
o-349

^825 8
・.3& a3二7 o.9? o.27/ z22? ◇、2バ2 ev96
/W ----- ペ2? <53 <54 <ダ5 べ55" T

.イ2 e.34e o.329 2.3o <272 OR
・« 2%2 ・.787 2.983 /437 ユタ" 9

・-56 ・5 0•〃ク ◇./
__ ; と! <54 4" “0 <42 ペ43
-- 「

1 。41 o.37 e.2& o.253 ・.223 ～&
» x c.475 ； ◇.7e3 &/ /39 222 ○oど ュ 1 o?23 ッ95 ・7/ o.5o ・32 ・ノ5

～5? 1 <43 <4ら 48 ヘ72 <7/• " ^「

j :
- ।

.27? i ◇23 e・2/2 ・8e ・/
っ X - .ダ7/ ・7/2 e.e8 <4?9 OP

। e.67 o4ス ◇,2/ cveそ oe85
_ 二 J ルク1 <7/ 7 ?4-- - 1 1■

1 a2c& : ・ク2 oノ39 1 ove?
o , 1 o46ッ 1 〜224 81 1 ◇/8 : ～.?6 ◇.e77

^84____ I ____ 1 1
〜マママwママ* wwや •- ....... . 222 ～S2

-r ； 「 ---------"T
1 o34 o2 aee1 ।

!
2647
©ゥ7 :
/84 1

o.343 
o.e55 
<87

cク
3グ
483--- -*T一 " ♦ r-

--- ------- i e.e47 oo341 ・.447 ○2
• ? 1 メイ9s e.e/8

1 <9こ <35
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と22u5&4と# - -?mし2クー- 両故につ いて

L= 卜Co4 9 , ひ= 卜』イL 9 おけ は P(. 〜)二 P(r) で"

)= (2～)2チ 。 o (卜Vロスキス Coe,)Parrde.d〜

こ 二 でo,=8+ご(</u)

従 て

し*う

(4c)
および

=:-「J(H)P(r)dr 二こでてこVu+イ2て" V
P(uv) かC2ua22y-イ4awcひcなら、ﾡにf (u.イ) 

むるから、

/ -
(T)=うて J。J。(卜丁) P(卜)〜ふ～

(4/) (卜)=2て。Jo(卜) チ (T)T5J 
か&I 立っ。

改に P()およびチ (T) の盗当ふ彩を求めることがでこる ・

この二とかう・式 /

"J。(%z>2-^す54 - ・/(a+zz " 2>。

が台てある。,何とてれは、 五々かﾡを迷ぶﾡ合、 スﾡ性のﾡ超と 

ごしに (卜)の確年的性点によって、 ﾡを受けるのてあるが、

n , s7,,-& "
・ ---- (② /)と - (a+Z) は2てチ(r)YP(r)てなS4" "

可紀性をしっ&である ・ 改に保えよユ-=。 とすはスペ" 

トラル( 2cな2& ) あよびﾡ頃ﾡ数く Canedaなou だwcetcot ) 

<して、 々 7 および /トケべぢれるかこれは収炊しない・ 

録 ビ ( -2nu2aa ) なﾡ合マルコ7武( ん2たイ /ん2ece44 ) Pr)ど 
のスク ト ラルゐX ( 42cZu42 メ2 Co一 )は、一次え のC2/ 今 

作、チ(H)- (42 Tス) てある ・

=xえの caucl 余#そスヘクト ラルるなヒL て とれば、

(7)同株にし てせ述のCa.cM 中ば距難Qの支 を字だと して すへ ての方育 

(gうたﾡ9の一つの上の名友分(4au心tムtょよuのu)と 考 えっれるから、二次えの 

命桁は、K雄Qから始まろ平ﾡの-つ上の 必ﾡ分材こし て汚えろ ことかてさる。
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f (T) =ペ2 (+)

万ょび ヘ

Ptp=-c(d )-e"「

か毋ら れる. 町ち一縦化をれた Ca..cん 品 は一縦 化さ たマルコ

7場臣の スベク ト ラルる数であるこ ヒ がわか る ・ 々ﾡ云々 は

c f ム3 2つ、 そ、么(3アルレ" 睜-［衣- 22 *夕

て 5えられる. "=ャマルコフ盛置(:2&んえとuパ'c.&,AくLzca) 
をあえることしでさる.

し"し ?=2 とすれ ば計坪 をﾡ化するこどがてきるかう、 二れケ 

っはん,, dz。 定 学位を來え て最区P(H)=e-^^ 亡 商 す ろ=ヒ 

:する.
()

の程は及ﾡの ラ断 で冬 ﾡさ れるﾡ肉ﾡ数どそ っ大きく かけナ 

ﾡていろ様にはぶえない ・ cd&o2nc 〔4) は/u=2 -のa 箱 な 

ﾡ法そ場して いる ・ M&xC&ac夕。 〔5)はみ。。 Eﾡの水にす 

る店ﾡを計算した。 *のﾡをォ"&にﾡ数 e-「。 gヒ こしに系して 

ラ < ・

系及び地來方のま之 しっ 22dinこccL- とzccc43 がﾡかにあて は 

ユ )の賞いこどはわかるか 2な2人&ancダia の復は、 それな 求 送 

¥び9 oo3ケ てあるこどに注ﾡすば、 あてはまりは十余賞い こ 

かわかる。

(/o) 系ﾡﾡ対ﾡど足化ﾡ作冷お払のﾡ寸的方率

(アe ダパuと&t2c24 f 444在on&がと.&っと んが*cべ 24xdcと

:-2しじい@ )

で 次 の1 で、 祝会9に 及京し たﾡ 型 当 は (ノ9) 一( 2 Z にお4
s こ九らの尽、から、 P(-)=2全Tはcュcuユしマルコ7単荘ごよは"るが、一

A ・ P*Pメン/ おょ v Pww= exP {-I検差}は*な/ おょび=の&化

-、"孥"e&tル )マルコフ堪程と して ¥ゴらて4そ。

? この=ヒ は、えい ﾡ町の依にわたって 3ao4c&L - Sァん の法則と 事 

x上 -致する法が政位ﾡに杯られること によ →て 支片される。
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ァ4表 税約さた不列ﾡ司と cetu24y -4mmuuと ﾡ岡ﾡ数 

から求めた論の比認

ﾡ 雁 
マィル

列 北 -- X
期.A風 ﾡ導g 丽依 製3座 ・ 試i

・/ ○.332 ・348 o.3/o o.34e — — 一 一

2 - — 一 一 o.264 o.243 o,a4< ・243
2 ルルタ eノ5 oe9o e./3s — 一 — —

スC — — 一 - aaso c.e59 oシ29 c.es?
3 o.ee9 .o5o ◇.e39 c.25o 一 一 一 一

一 — 一 — o.05o 8 . e.e 72 Ao/8
« ・o34 o.e/8 o.e4/ cw/8 — 一 *

4て — - 一 2.02o ooe4 o.o4e o.se4

てﾡいるべさてあるか、 しかしこれっのゐ数はﾡに は称かでき ない ・
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<愛ﾡにる ・ ニの役はの2» と, なるごき正て、4のz なる 

zさ ば油ガか二 っの万向で例しない から系ﾡ的対出はﾡ化ﾡ作為 

a#よ リ有効であ み。そ の 上 d=d.- dor&→ ○&らF(,d)→ 
cで、 二のﾡ合しﾡ的枯の妨ﾡのあいこYはﾡうかである- ニ 

のの糸 ﾡ的培式町ち Sg。S4。 ば非やに多くの合魚作*ぜ上よ り 

<密"ﾡK名 テえ る ・

// . ﾡ試Lのﾡ定(E。ズxZクt。*4&&g22zc2a )

公去の(7)- (/8) を見九ば二次えﾡ( P2axe 4&00ど3 )

おいても -*えﾡ場の描AﾡE (-2xca. 222こ > の 進定 に 用い 

っnたR型の夕える二とかわかる・ いまる本か、 技立6単位に余 

gされ・ ての各々がSﾡのﾡの何れかノ っ に 無 度K xt Q ニビがてき 

るとすると 、 8信のス似に対しては妖ﾡの包由友はr一5となる。

・2は,r.r., 卜。r,. St.r。 ちよびSも。卜, の各由あせそそ

4,2-/, みュ-/, ?ノZ2-,うよび子ス2一/ とさ

(cctSto)-0<54。S。) ・ ,/、こ /
----- コ------------£——J (/-) F(&,Cz)V 

の (h ro) の,一α I ・
(43)*

/ / /
十, (ノーニ-)F(ひ,の,)ふ2 2 ・

で、F«.,d2)-き ( %んv6 v+ Z.Puv ふ--ズス三,fb,czo〕

F (?4,)=る〔さ ん 』 + のんr.. ん,ﾡ,P4,は, レ〕 

るルら、 単-のが本は誤ﾡの不術定受を合む。 しかし StoSte ・ 
.5t,, st/st, , Sし"ss。うびSル/54,のﾡE友は欠ュ(チー/), 

2(チー/), $-/ および夕-/たから、ﾡヤな試ごのﾡ定ごをボめ 

ろためには又坂かじ受てある。しかし云々は、 次ネを十正ﾡ&送 

とn 准ﾡﾡセ5 え今よっ> 8桜っかの引分にふすると いう方をを用

ることかてさる。

-不ﾡ的採本の組るﾡいる= この町ﾡ性むうえる二とかてきろ・

むるこ ど に注之すれはしろ - っの府ﾡ方をがずである ・

F (.ど2)みよびF (3,ハ はオス ﾡの<o-ペ )/0スにっいて 

ダられた式の並ﾡであろ。 数にもしF 厶ス2 2 ) お よ F(ひ,4, ) 
ケヒしにEのE数でら天 次的ﾡ払 は思 ﾡ、作糸ﾡ」りもEﾡてあ 

る. 二れの別の場合は -Pf なるとさに生する。 しかし 

Pu 〜 = &%P{ 一(子+ひ2)々}なるごき、 F(u,)はすし 

正てロい・ 何故なら が塔 するくさPur は ひに ついて u(Coteと) 

こtる. ニによって .しか○からの,まて初く とき、F(c, メ2)は 

+ ・ から あるﾡﾡのﾡXまでﾡくことから. (43)の解釈が* 

, らはガ共が※を史すっため許麻てﾡﾡさたろ・ それに係木 

,て々のﾡのの垣ﾡが小さく ないﾡ 、 ほ次のfそ点梶するとは 

き)したﾡ が生 することがかる。 ・かと 34t23 かﾡ指したが 

二 の方注によれ 元«» 活公みだの上氏名求めるニ と かて会 る

～かる・

"らのさム法は仲によって下に示さ れる。

2 ii ( とu&nyしc )
々は不ﾡ的塚本のﾡ虫試ﾡを性ﾡする=っの万去をなえる ここ
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の) る々気作為に記ﾡさ九た不ﾡ的ﾡ本の短之ﾡいる方去町ち、地 

す次を小比域 c&uム - aaca )町ち、7っ ック ( &2c& )の系烈に分 

さlし、各バロックにおいてﾡつかの不ﾡ例本を 神出するよ 送の分数 

は各バロッックの系茨的本の数から 計所さ れる ・ ,

(2) 気作ﾡにEﾡされた一塩の先的燥木そﾡいる方去町ち, ﾡっ 

かの系紀的浮本そ と ・リ、ニ のﾡを小ﾡ域部ちアe ッ 7にかかする. 

誤ﾡ放にる7ロ ック内で不ﾡﾡﾡ木がおめるﾡ合の 介故 がら计算 

さる・

(3) /っの系ﾡ的駅ホさ用いる方支、 Fち/っの系統的係本をとっ 

て そをよりをい向高のﾡっ がの系ﾡﾡ係ホに 余ﾡする・ﾡえは 

し との ﾡﾡの 4倍の次ホを4っと るて. 二のビ城は共っが<&c8-auca)z分 

こ=とろから、教炎の余べはるプロ"アゅの副文系さ前株本の制合の分ﾡがら◆さcる. 

ニっの=っの万去は、 平均優の推定ばﾡ々正復に、 たﾡ分数 

の造定は次オにﾡりが大ミ<なり、 主たﾡﾡ的な量所はA次き務と 

之るかっ・ ほ々のガ払方支ば母為団 あよび結 Kの従ﾡﾡ的に栄って 

灰って < る・ 例えは. ﾡ#を*々 に行えは、 試ごの准定ば改ゼこ九 

<<ると 思 たれる から はじめに は 大 休の 見当ビけ で良 いかし G い。 

&) しし永々 ケ系 別lそ分割したごき それてれのﾡ内のﾡ期復の 

信波が作常に大さ い 根 な 理 境 な一次元岳 集田 く couinuoc。 & 

そ&4et )にフいてﾡ士を行ふうGら、 ( /)とくス)の方去はこ 

しに( びm »せり分&

ペ(,-をバふ+2差 Pa. )

○正産七た定受を与えるであろう.

しかレ (3)は正しい当の故

(-」ごん&+2 2 f./a)

○りに02を推こする。

& って ( 3) による対台改の撤定受は、 次欧の外か小さいめ合 

でし c/),(ユ)の六去によるﾡ定ﾡよ・し一はに最大てある.
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今) 入とn22と は482 がっなるくﾡ的5系列

x+2ニベ/& +, -○5とx+と+2そ作った・ ニ=てeっ は-4? 
から«?まての形分ﾡである. この系列でにの =2372 &/ およ 

び 人そ =25タ・バ/ て"ある ・ この系列を o ﾡのどっ ○S外に わ け た. 

二はﾡれし ー5. イ=/4,?=4であるかうピどに対しては官占 

ﾡ/8 か利 雨てきる・ ニれの 4&シ&-夕 のﾡボそォ5&に示す・ 

オタる ・乙画ﾡ浜型にする系ﾡヶ塚本

■お一二の三つあ推理万丈の比戴

.
方 袋

台戻/かにし 
ず<ﾡさりのだ 
余高のﾡ定区S2 E( s2 ) 頂ぎりの浜の培士分ま女

________________________F「

(2)
L (3)

・228 

/&7ス

3729

2 / フク

2 / 7

2タクク

2ノ7。

2/ダ7

223

この否の価は正統ぼﾡ団の大本に対するさむて 正す るしの 

てある,

み-ﾡせのﾡﾡ ( t/on )が行われ ・ シス 

ム ( 44そcc )・Se, St,, S, S/ に対忘して杯本ﾡ生 か行 わ 

た・ システム Sと,SL/ ヒガ•応 す る 世よ につ(、て、 居当り二っの

▼本をて っ てﾡを准定と た。 一方カシ ス テム S:パ Sa,に対たする培 

ては、 ・2ﾡ> あよび(3) の方法によるﾡ列の各部分にういてと

パ たムっの扱本の4をにﾡし て娯ごを地定した・ この公の全K 
a ャ&云に示す・ -方ﾡ行のぶが小さ けは、 ﾡ5ボにﾡれたごのﾡ 

x a 上に科ら九た ﾡ染 と 非用 によく一政する・

/3 お糸田にわけヶる ZaC ( 2a ーイ 乙ん /パoんu4z乙cot )

妖田から深本を店二すろとき広マは&々 t&nd の向Xに当五 

, る, 二九は知た為だ土で思化ﾡ作冷」ﾡによるめ糸田平均位のﾡ 

合にはぜう大さ な影もを与え厶い. しかし系的択本の初年 

: t=よって eボに大さな彩倍を 受ける ・ いま 一次えのガム 

( &uex -4"LEい:2 ) をﾡえ、 xこがﾡヤの変系とな→ている



-150- -151 ー ・

なるScと のけ は、ﾡ示Sこ の組は違とにっいて 単諾であて・ S/ 
と*のXは大て2る (大休て。-Xるに等しい)

%& ( 〕 はこの直点をﾡのする 方去をﾡﾡ した5cを

/ f 2 、 メーと ,
-スニ 交そい王cre*......  **e(スx ズとみう* 

と及とは, 古んしこ すx 系ﾡ的採本ﾡの ごぱ大師外味かれ る。 

二の方主を用いると ﾡﾡをし失るう こ と かすく わか ろ、 消に. 

抵作Aな正ﾡ的8ﾡ田 ( coxtiaa。 九&nイ〜cビこCえ広) にっい て 

. 歌は6/ェ で&< (?シ)の/(スニバ)2 そある ・ ニ次えのﾡ 

△ ( R&wu。 -4awc&a )における 対なするﾡ正さ A た旅なは

/ 〜しiと (るrシ)
-んxるとxtrA,「'九な。 ←と(ースズ..

; (4)
* 又,とこ;+ムz十二ょ+ん,テ+十"十 -ス,二こ(ス,ーィ) *・十イz

+立る.←シ;+(スュー/)メ2「「 ん/メ2 今c+(ネ)合,.t(えコ)なる) 

二にし 同ばなﾡ夫ヶある ・

しかし tan がはつさりし たﾡをどるのは大ほの合てみる. 

このﾡ合におい ては、 ﾡ.示 王 (22d acuomuc花) に よる同振の 

式失夫はﾡﾡてさるから上Iに符られたﾡﾡはその a、ﾡす る

・ー

ぐ ヨ

%
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引 用 文 ﾡ

/.と:ダ Cecんut)"S.と 2a2otve 2c2ca&# ◇f -44Zexxtと 2rと-夕在- 

メと 2&z1domt -42ny02e4 メ。 a CceLa.rc c624o 子 んイLd2tcnv ) 

2wxc必,イェtL.・Sat,ひ2.7 (/4ダ) P. 4«
ス ・ チ みta ・ " 4 ^&c2w- / 22ccxt -44attZcc合 Zoceeytexzと -イこ

&w&a 4いe44 足ed.4ムと ・Sec.8cuu.,v2./e?(P%MP.2
う、?.2odobatと a乙 Peoz-Zccaue a&とatou / PalaEce 

Auico, 28 / (/945 >
、8.. G8otn&, 'S&nd&n? e2zc24 / 44Cとwzxと aad 入aイewt 

イとue8 f cevex - とと 2xc&o; Zat ・4at. 4ケ・ Pc& - » 

ve. 37 (/夕42>, P 254.
5PC. 24イ2.6～224 , - 4oxe --と4&と -イ&xvee 4イe/4, 

"々・.と・ク4こし.工2&4.> ・23/(/夕x火),P・32?
ス 乙 卷 2L44ピ2,^ペx そん ペo2ピa4:4 子 oと<4&だ。 とxc-oue, 

"々a.&ムと.S。c2o., 22./。8(/夕5),P.93
ス・?. ノ22222 ・ Couuゆxどcod 乙 "亠 イと / ○w4&tty

e -イoic。 , 2そ ・ Puた. &cou ・ oc . 火2, / クィ ど ・

&.足.2 ・ X&u～.Ac,-EaamuantcC 22の2o anc そん 

だoとと ん&た どcんivue Zん- たoそそtoc。 " , .

イとc., /?32,P. 373 ・
7 2.2. Zce4e, "2x2c4じo一 a CoucCaZcot イL a2au 

#c。 2m。 /タe2 xイcaそ 2cス ん8o上 , 

eu ・ 2a2. 2co., /ク35・
/o. n& c#0と a P み: 入2んa& ル叫 " cn ガoc- t

そんa だcそo2o そんaた -<ertce-
* e#A2&イvuonと 2ん ocaパ- ・

そん一 ©2グと た プメと4 
2とuc〜cと- -4み2ucd.

P.8ew〜・23u・&ビ・,^?3く, P?ィ7・
/x ・ Cecイuxt ・ " Cat6cu&- f とxt/〜uoty ぬc& dttx, 

/Rと# ・ -4イoそ・ -イee ・ -&u/uC ・ 2et., 2・& ・ 4
(/タ37),P. 233

〃 ・ . atu ." S4c～Atと -ガ2xッLイビ子 " Re# ・ Soc /イ& ・ 

フつ224., 20-2、2</ (/タ«&),P.3<S.

B、7Z,A. QuconocciWe-

2. 7%.』. 22. 2o (/夕4?) よ り
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ら、 二次えの系統ﾡ柚およびこれごﾡﾡ 

十る活化およ びﾡ作A公 について

w cLcrextcoz2 440d2aZと -4&w&kr子 2

びe- adociotoと ムなんtce -2ユ〜2の?と 462

無 宮 ,

今は天 ﾡ的店法 は置ﾡがよ びを 用 計の 百面にわいて 非常に呉 

をしたれている ・ ニの式方式についてほ*の 包 « ふ王方式 

こもによく 紅らている。 m4dww- (/ ?44 ) ・ Ccんxz (/夕x4 ) 
あょび wtu (/949) は、一大えの合の核っかの持別ロ/イ プの 

示ﾡ的ﾡ北をじた. ニﾡ文ては-次えの合の Cckuant oﾡ米 

&=Xえのﾡ合に-Kにすること そおえる・

お すペ き母ﾡ田 (unこoe2 ) が*北ぞれた側の 小、Eal(ce2C) 
から&る72幅の行 (2ew )から番及さていて 、全師で"個の 

となし て いると仮定する。 二の小ごﾡはﾡ合にふじて 正方形でし 

よくまた超ﾡてしよい,アﾡを次のように定める。 すなりち 

4=Cのtな ら行・ ヨたて= Cのuた なら列そﾡわす。 このよろにする 

と、 々の小Emのれ悩のﾡてあるる行はと万ﾡで、 2の小E町 

の«かっなる各列は3方ﾡにある ・ 将ﾡのﾡにおいて、 2ん ﾡ 
の小Eﾡ中かっYuを馬作Aに送ぶ・ *う して逆れたこルうの小 

EHが色まれる行からﾡして、 2番目ごとの小ﾡ訓 C 行 (サカ向 ) 

そばが。二らの送はた行のる々において ﾡEAに用ﾡされたひ 

oと ロじ列の小E"と二からた番ゴ →との小Ew (てたにﾡっ 

て)をとば、 大ささ m7 vなる木がてきる・ ニれはニ*えの 

合の系ﾡ的域よの-ﾡである. このよう な系先的描おはまた次のよ 

うにしてし定ﾡてこる・ すなわら. 埼定のﾡにわいて°る償のか 

っV価のハﾡmをﾡ作冷にが・ 次にﾡ広わよびﾡにする記型か 

政初のﾡヒmじになるよう に Lての各々かっ同係なYﾡの小Ei 
ouセゲ・ 元々はまた会前で大とさmV ひる ﾡ化ﾡホビいるよ 

うにビその感内から大Sさ vの※作治木をﾡすろこ としで
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ge・ ニれンば別に全5 てmn2たの 小KWの中かっ居化なしで 

飛V信のK al を ﾡ作 治に滋がことしてきる・ ニは単ﾡﾡ作冷標 

本 ( Lafecそ出4 2rdow -&wA&e ) でかる・

ﾡ々は二のユニバースかE(乙し)=んるるﾡ味で耳-であ' ・ ま 

E頃ﾡ御 は*品の 枚といる ﾡA的相可 (d%んzビ -cce C22- 
-&toL )を相するしのとTる. たしZは小EWの 頃x 区 で あ る. 

zおよび方ﾡにそれそれしおよびひたけﾡ北たふのﾡのﾡﾡ的
係み2 Pc.zと ろ・ ナなクら小こでCてみ全Pニナば*の
キこ動 (ズ+&.ン+)の立 こ 合せ ・ ざcらの師1なてクa

ゥ ろ 尸、ムン>芝き乳ナろのご ラろ-
nれはユニバー スのﾡﾡ性のためにめるﾡをもっかし しれない・ 

しし二のユニバース がラならそのよっな彩都はﾡ左しない・ しか 

レ ユニペース が肩 底でも、 Ccんnzx (/夕44)がしたよっにそれを 

ダは出米田から符っ九た本える二 とケできる・ =のこき気咲 

• 第 日 では、 E(Z) = ・ ひ(z)=ぐ みよび

E {tz ....... -)くzt,-〕=P t.立 )て-ある・e« とおよ 

4レ0僮 に rr するこのタ(ル,レ)は 三次总の国影となろか う、 これは

力心亠 ヒ よぶ二 とかできる、二の区Tは酬か ﾡﾡ小の と さ 

「 え坂ご tる。

このゅにあいては. 嵐ﾡ場米団かわこっ九たすべての有母\ 

-ついて平均したごヨのﾡ作浴、 選化 およ び系的び本のさ正均 

○か故のﾡ行値と Cocんuunt (/944 )のボいたﾡ引に したがって *r
工 , のジ+子, のsす で及わず ・

o,,2z , ・ふz は

A,P(w,v) = P(w+, 〜)-Pくw, 2^)
axP(,み)=P(〜, ひ+/>一 Pcu.〜 )

JP(w.v)= P(u+全, み)- Pcu-そ,〜)

2 P.z )- Pcu+/.み>+P(と一/ひ)一 P(u.?)
&, AzPく.,?)ヘ,P(c,レナ/)-A,P(,レ>

乙 乙 資 耳左 ( uatou )でSz,力4びSう S の.支滅しげ林 で 

ゅる, 氏々はまたEP(ひ) = P(w+バ・〜)および
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E 2P(し.? ) =P(,ひ+/ ) なる Eノ,E2 をし甲いる。

二れうのEこ は"ﾡ行値"2表すE,< 沢字の&い) とはﾡふる. 

また P(u,ひ) =P(u,-)P(一ひ)=P(-U,が)は別のしのて

あることに注定しなけれはなっない. そうしてP(u ,ひ)+(一し,ひ)を

V(し,み)と老く こごにする・ こ九はりあおよびびにﾡして対称であ 

ろ ・ a,V うよび。スVはにA,V (山,ひ) および。xル(u/ひ) を改わす。

S ・において は 03 ・ 0s3 ・ 04 を計ﾡレ・ ごルうの対的n合が 

Yど声であり、 しこかって的対率 (2e&とtc ffccentcy ) し 

r と店ﾡである二 と と示した・ S 2 ては騒化ムがﾡ作為ﾡ払よ り 

めキが賞く 二るためのﾡっかの不件セ多女の定ﾡの形て式べ、 まE 

s 3 では系炎 ・担士が尽 化油士よ "も ﾡﾡと5る ための +介条件を 

英ﾡ 4ととてチ2た- した rっ て・ 夏二っのに校はし&かつたが、 

ニっのXを戸いて 系ﾡ的店ム かﾡ作送地士よ" も月めY るた 

めの+余糸牛のﾡをだ士 す ニごができる・ Cckoznt のﾡ求のが別で 

尚合としてﾡてく る ・ しかし これらはが正ま たﾡの何れ てあって 

し、 また/ " 大ミいYにして し成立すろと ・っﾡで CcLzznt 

(/ク48 ) の告業よ し多少改ささ れて いる。

t 11?% っ
二 (z.-乙 --乙と (Z一Z.)
I ノ % ェハ こ<j=/ " ' 

が&する .

Ccrw& 「 ォ(こ.)Zaに対に丁るﾡ年え故として Zt; 之しっよ 

っぶEﾡのNﾡかっ エつて いるMぼの行そきむプロ ットにろいて

Eざ 生c一iた 辞 (au!ユ»-"生,("-)P(oxどuAu.)

(N_u)(M-み)V(u •レ )7 
y レ"/

ただし シ=/. ....... ・N ・ =/, ........ ・ M・
なE 四

( I.I) によて

二こで秘は、ﾡきでばべたタ イっ・の無承(のプに ットかうどっ 

れた系ﾡであるご=ろの目ﾡﾡのプロットドのZt とZ のす 

べての組合亡の上にりたもしのてある。 全iで"NCュ信 の生合 

tかうるが.これろは ・

( i) 各行の中て"cz 通りの合さか全aでM."Czﾡ'

(ii) 各烈の中て Mcz乱り の合せが全加で N・"C= 通り

(i) (<.ダて<を3,*a), (u千o, ひキ。) 商で 2"Cz "ム 道リ

のよう に介けっ み。

い a

E ] 互 (zゅ一え]=ホ 日 f工(e-ムサん一zざ )｝

正(-f --- "わ

=こてPくzt, こゼ>はzも とZt/崩の旧関係攻ご、 刀はもこ 

ビのすべての4合く すなわち全5てMNC*基り ) にわたる ・ 

青 ポ ミ タ( N し, N / »そめてよう。 こは上にゞべた3つ 

o合 (i)(i)(i) に計定するョっの式の刑である。 (i) の 

め合には、 るて(○)のﾡさのしのは(N-) X副ある・ 

したかってすへての行についてのニのダイ プのこ (Zt. 乙ピ) 

はNゞ (N_u)P(u.c) ～ある. 所ボに(i)の合の
ペ/ m../ 、.

ふ P ( z←,.Zピ )は N 3 (M一ひ )P(o,ひ>てある。 (ii)の合 
ひニ/

・2ふ(乙,), (*r,), (X4十?) 为よび a十ル,"レ)

(たたし しキo,レキo>を引えは、 西らかに二らの4の中 

て (ii) 合の共なるﾡﾡの7イプは2っのメ、 すなわち 

(uひ おびく-u,み) たけてある。ﾡﾡ(- L,- ひ ) ヒ

レ) は同どてある,何と〜ルは玄ﾡ的活ﾡはこの双方のYE 
ﾡに対してﾡ-だハらてある, ドに距艦 (一ひ.)は(一山・み) 

ごHﾡcある. よってこのようム 4点六は・全引て(N-u )(M-ン )

ﾡあるから ニの x イ ・。 会砕にフ い て 2P (Zt,Zt")之スロえ上 
X 一 M-/Tは、 ろ2、(N一)(M一ひ)すくし?) を みる,

/ ひ=/
注文すべさ x、は
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P(、の)= P(-u・ ○) およびf(o,v)=P(O,-ン) 

てめる・

ニのヒさ しすべての相合せ上での

こ I は MNc 2 てある。

よって(/2)かう L emma がえ うれる・

二は次のよろ に舌る・

日 f き 完(。-ラ」-(NN-/ペレーィ"ット^ ……

= (MN-/)のし(M.N )....... (/)

たたレ
っ M-7 2 ピニ

$(ペ)=ラれで二ゅや,("一〜)P(eレ)イJ(aw-; こ・°)

7 M •ノ ・ー/
+-------------と»(N一し)(M一ひ)(し.〜)--・・(ハ)

MN(MN一/) -/ み

よび

L(M.N)=/-P(M.N)
ゆ え に (/3>てM-72がよびN=7ん 乙 おは有ﾡ母ﾡ田の全 

休にフ t て

E|Z(z-え 2｝=(mn2&-/>ペ｛/-#(2 .る) ト…«A 6)
こっる-

曲 ま に 各 層 七 対して (/3) M=2 およびN=んとちけは

E|こ(z-えメ｝= (2メ-/)ぐ ｛-+(-8・だ)｝--:-

したケってm信の居に対する

E (ぼ内の4.る.) = (84-/)ペ (2.だ)｝..............(パ)

Y=/ &る各系ﾡ的係本については、(ヘ3> および(く4) て・

M=・ N-ヒカき、P(u.レをP(u&.レ2)てまたウを 中盟 で,、 

さかえると

Ef 工 (z-Z｝=d ,一+4 (m.ス)｝

～ある。

PえにY=/ なるどさ

E(示ﾡ的ﾡホげ4.ゝ =2&(のれ一/)「,-$44(1.て)｝ ・49) 

いま大さ さ Nのﾡﾡ与集団から とられた大さ さぴの規作冷 浜本に

ついては
、 / N-7L k / _21

保木平収の介散=ズ・応_1ホと(Z-Z J 
てある. たたしロは全有ﾡ出条田の上ご とろ。

ょって 二のﾡ合N =m2&てみは=1Yてあるから、4)と

2用いて •

本平均ﾡの故の炉将位は

が・。みパ 丘(M“ W))

(一2ス>1/一(ハイ・T*))・(4®)

た eし え=マ三 x ;

とてる・

受にそれ 2& 対の小E 刑かう 6るﾡが?へ倒あるからっ

zu , xtz,-....xv そ才し居がらごった大きさYなる原とする ・

-=でて;は確千ﾡ政で、 ﾡきて域べた度を表わすてこっ。ﾡ

2っないてYﾡﾡしてはならない・ •'

ェうすると
/、ジ /?t-

Z=れ,ゐ,う,文むj一っお,X
ノ 3t

V(Z>= っュ 2 V(てこ) 
?て tニ/

るに (ヘ7)から

, , / (88-v) LeA-)., ,。、1E1V(x:う-7-aスーラ ンxゲ｛一$(一*・)」

ょ?て .二

◇え・Efv(z)｝=ズの-ど。)f-#(2eっ｝......(o/)

示的本の今駄の ﾡ料役の を求めるた めX,Xバ2・., X・ Y
"オ / ﾡから と ったK点と rる - K本ﾡ平的は文4-二一
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て、のネ=E(Xャ-又)* である・ たたしこはﾡﾡ野集ゴの平で

ある ・

こ =て *; /x 名 鼻 ・*く 二とにすると

(る一そ A マ 三 (.え-Z)

4= ンた |cwn24-/-(ハr&-!®(8,nA)

-2R(mn-リ)+ 2& (m→)やsざ (?.7 )]

(X8) わよび(ハ?)がら

*って /

(え一)マ| た (え4ーヌ)+ (;そ4-こ)(;アャー又)---
) ........(/z)

-2&cv。 家 史的 原本 史冰について (/2)2平均する. 
t
ししx ケォノ尽がらうとシれた馬作冷ﾡ(切可能な) ふう、

;Z』は対忘する 示ﾡ的 係ホの平貨てある。ゆえに とz 個の系 

彼的頃木全休での (//2)のにおい て,:え場(; =/2,...-,ス ) 

は ピメ-Cy-, ﾡﾡnる。 というのは大ささYの ﾡ木 名どるだめには

支)の(名ん-/)ぼの#から (V一 /)ﾡたけと土 は"よ い か ら

であ
公 る 。

(n12名-I) 。, -ピ*(一). ;
てな,ャ(7L2.ペ。2スニﾡ*(7.)• (//4)

ほ た ( /,/。 )<<///ﾡう

パ-マαーぷスっ｛/-+cw&.パっ〕 ................... 、s)

女=E(一忌)レー伞*/イ ...........…—

たたし や(M.N)は (/4)で5えたしハてありまた

領(x)= マデ(w一)co.v2)r.マる、, とPto)

・ 戸ぱに; 二4 みよ ビ ニょ ( )はﾡﾡに °&-2C ゾー2 個 ﾡ 

って "々cy ﾡのﾡ本全師についてえ上 ける と (;yえ >,

ご 1-/ 2一
てコテ)ふ,る/7) (川一ぴす(uた,1そ)

・ 2* )ば プ☆-Cv/ 低。た (;えッーニ>(』y たカバ j

は 24-、. 晅 でて く る • Lなる-釣 (. ェプ又)=。

厶 _ ニ シ=/- 7
って ヨ (ンゃ -又 フ (t ろ 一Z)=e ウつ

常送 (現子)■る-元>…戸名ジヱ广

(5=/,2

京に紅に おいて は (:ヌsッーZプは (ぐとv,ープ4-と,)=ぐそv, 

gでて< る・ したかって求のる (//2) のは

_2&-2
CV- 

e&cv

_、 / (2&- ) 2A

マ。永(j工4ーエ)・ラ ②えco2-;,シァn(;Zsrえ
(24-V)

71V -2そ(C&-/)
ノ 3どきの茶統的析メ』 ・}・ん3)

ゆえにﾡ待但之とるご

てある

ゆえに相神的力王

-ク . - :-, はVと置て尽化およびCのaC。ん
琛 * t "キ 7

っt区- ょって こさそ. こ しな8ﾡららﾡ右はその日的につ 

<ﾡ¥するニビウてミそ・

s 2
二 こごﾡにお～ﾡ正込ﾡ"よ ・) し戸ﾡと な る、 : なわ らの»た 

るたりの+然の点と求める- ほす支受な232 Lenta を 証 

してラく・

L em I 系件

ti) AV(〜><2

ci) ・2V(し.)ぐ。

(t) 2(しt/.ひ)ンンツ(し. ひ+/ )+ソ(し十/,ひナ/>



-1c2- ・

が芳だされるてき、 2わよびるのすべての使に対して

L (2+/ ・メ>ンL (2、4>

てある・

(^4)みよび (/今)のMを2で、 Nをるてちき がえ ばL (2& )

ゲえ やれる・ 。

そ二で -2'=-er; A=24-, A'=_Cペ-/ おょv

_ __/2- ②い、 , &-u / (4-),2.どい\ 
8-2、2A -どペ そ.e-Aア' Y-ス-2ろ2んノ

ただし uT。 およびひ+。, こ みく と

L (そ+/,メーL(合.る)= 委,8w P (ov)ま うu(u?)....(ス2 )

かえう れ る。

いさ Y(しひ)=ームスY(し、レ)+V(し、レ+/ )てあるから

ぷ αu w(uい)= s.スy (u)+S2w(.2 )...... (z.

ソル vこo .
レ ・

たたしS " - た。

ま た C

ろ /旧ov P(o.v)=-三 SovPcov ) + S・2 P (o.2)............ (24)
­  V*/

た たし

s. =方8ッ ,

っ て ,

s..=vfッ(ス -Zス)+うポオ行

たたし 4=2-/ 一ひ

ゆえに ン2、 すむわちvく (2-/)のcき 

S.ン2 .........................-------- --------------(25)

»v . 。 ,

二/ (ター7) ____ ____ ,
Ss.e - - --。ス-    ----- -- (24)

/t H
いま (2がら ひ<(パー/)なるごさ

-1G3 一

そ
S u ニd wo + »d=

宀 ノ

餐 +

AA'
S。

ほ王であるから (2・4)Eいて

s.2-ミ............. (27)

L(そ+,名)-と(2.4)=-三,シ。-ズスムaツ(レ)

一為 に エー S.-a:"tるダ〜.e*"ミズデ*"4ぢぽピ

$光r..®.-気..o)-ﾡ先(..o-rw.e

& () u-/
お 品 こ。 ・"・う...........

& (JC-)(だ-) た (る一)
=ミ。一24ススアa,Y(-/,4>三, 戸不A片(3,の…—

A/V<。 なるこ き (2/e) のK初のと二ろかうに。にﾡしい かま 

たは ○より大 てある。 しかしEのふは正になう ないかっ AzY < o 

テよびA,Vくoのこき (2.8) から

た (8一)
L(-&1/,&)-L(C.メ)" &こ, っス47-A, り(一/,& )

そ ―ー/ (だ-u) 
一とン ー- ム2(,)--(2.//)

、 に"/ 10 AA'

&ン2 てある。

* = 

スy (..v )=1(u.2)-ツ(u.o) ,■ 
ぴの

力ﾡ立す る・

ょ→て( 2-// >から*r "
A (た-!. ), 、

と (合+/メ)-ム(でメ)なこ 2A,12V(比.○)-ぐは)-(☆ル2」一

-----( ュ2 )

, aハ2W40 なるき
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2.o)- (..4 )-V(u-/.2 )2V(し,&ーム)一W(u..ぐ)一(u.-,ピ) 
N ・ •.

ゆえにすべて のひのﾡにし て

ス(u+,ひ)ンア(し・レ+/)TVくし+/レ+)

2 (u.&-/)-V(u一/.ぐ)、す(.2ミ)ン。、 すなわち(2パス> わよ 

びこれから (ス.// > は o たは正である,

よって と emwnz は証卵された。

同 に ・てxのL ew& を西す るた と かて s る ・

L (面) 条 件

(i) a/す(・v)<。

(ii) 22P (w.ひ)< o
(i) ス P (ut/,レ)みV (ut/,レ )

が合たされるとき、 2およびたのす べてのﾡにっ て 

L(2,&+/ン (2,8>

てある。

き運1、

(i) A/V<o
(i) 22V<。

(i) 2(u.ひ+/カンY (+/レ )+Y(+/,v+/ )

(M) 2サくu+/,レ) み V (,レ+/> 

か若たさるすべての規野米田にわいては、二 

、 任定の 大モさの原杯につ いて

o

がﾡ立す る ・ ふた上oつの場合の*れそれについて新引? 成立 

しなけゼ寸
<

てある ・

二みの3 っ の糸件は L&mm& Lのすべて の 系件 名送足し て い、る. 

ょって

_(2、&)くL (Z 十/, る ) く...  く L (78 .た )

Tなわう

1-(2.4) <トー中 (w2.る )

この合のﾡはヶ論ﾡ内の 全E叫数てあるがっ

03e < ot
で文がえっる・

いましし a, Vンム<Y &ら (面)が選ださる・ ゆえにヌに強い 

不件のﾡを次。 よう ヒタえる ニビかてこる・

系」 し-万 ﾡ (例えは) に対った平行よスト り"ップて倉 化 か おこな

わnているすべてのﾡﾡ母X団で. もし AZ W W A/ W W。 なら 

パくの:

て、またこれらの合の各々にわいて ﾡ号か京立し &い該!

である・

系2 上におい てメ= ハブわろV一 う向に治った 一次えのごﾡ

でしし (乂、ひ)m。 たは 42P(o.ひ)<。 なう、

し=。 であるかう

o xのe

てある。 二の合 Cou/ta (/夕#ダ)かV= / につっいてじて 

・る. ニっの支ﾡはすべて 2..7.& のぼと恐同係&糸 

件を5えてあり、 したがつてごのよっ5感化方式ケﾡすであろか 

ヒいうこYは芝えていこい: しかし岩ﾡ(/?4?)はパラメ ータ 

-のﾡ係に般号する化のﾡ4を与えた。二 こではそれにっい 

<おすること にする. ニハゞ合-そﾡる型のﾡにの任ﾡ 

( oue. sPtee oイ んcccCのt シ 4乙っ&*だcとはZdot ) をた。 

こ九は次の定ﾡのよう にtべうt る・

さ3 Jこ <だ<2 ちよび(一/>た=(メー/ )合 なる型 

のすべてのﾡに方法に対して、 わ し 

i) a, y<o

(f) a2w<。
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() 4A2 り ンo
な ら

. o

て、これらの3の合のる々におい てﾡ号か友立し ない試り

«<ゲ

てある・

ニのパラx 卜 りックなﾡ係は勿静名 =-2, w=t ふら ﾡ立 す る ・ 

この定ﾡは次のL anma Rをﾡいて 説西 す る .

L ewtQ R 糸件

(i) uくん. ひ<2のとき

上 ot; ン0たたし
レ。 jュ9 '

(i) A2V(名,ひ)<O
() 4, (u.2)<o

た ょ -。 
j=。 jao

(iv) A,42(u.ひ)ンo
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2(一こ2一) _ 2(合-L )(2-う)

げ ー る A -e/た7 47

cおく。

メうするン 、

T =2dt。十 d。;+ と »、αこ;
こ一/ =/ -レュ/;=/ ノ

よて
しくだ+X一/) ず(全+1-/)」v(&+X一/)(全+4-/)

2Tuv 三 る4--T-24 〒 J近 4-

(た+二> 2(全43) 〜(名+X)(e+)
・る47 2747 - 2る4

たたし 工=(&->, 4=(&-ひ)てある.

=れから Vこ<る<2そ なら Tuひo お よ び に TR父 か"。 すな

わち、 Vz <&<2そなら

と乙αこ=。 あよび
し=。 =o ﾡ。。α.>。

介ﾡされるとき

ふ 2V(.)ンo jae °
であ る .

任 西& -2 -C る一/ 2 しし
さ。 お。oW(tj)=一夫。乙 S..a/(j十。ム(名・う»たをいSッ-ナ

生 なw.い)ダ T。。y(の)-ダ Tx.。コ(&～)ru2y4.2 )*? — uaの レ"。 ・

V レ〜
ここでTwレ=ンSu; = ン ろ、d;
これで上 ext～乙 は証ﾡされた・

=二で定要う名2明»よろ。 2 イ タ

L(&4+,-L(&A)= 三。(o..)+三d./c.o)+送二duy(.v)
レー 3 しそイ どー/

= 合 に メしノ (L.;)
し ；-α J , ": か

4=&+/. 2=P+ A=2イ-/およびA=21&-/
メ・・F2。k 答一鳥, ○uテ-新才

またこキo.j*。 oと営

が証西てさ る・

よ→てと 2mwn ぶを運用す れ は"

i) a,り(u・2 > <o
i)A:ル(u.2) <o
() A,A2W(u.ひ)>o

. ・パ・"
ご う

L (e+/, る+/)-L(2.名)ン。

Pえに ・

(i)a,Y<o ;
(i)ムY<o :
1 n) a/a2V (,レ)ン。

() (t-/)2=(n-/)メ

v) vz<る<2
な P

L (2,&) < L (2+/,&+/ ) <..  くL ( m2 .メ)

てあ る ・
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S 3

々は二 こ で系ﾡ的がﾡ化ﾡﾡよ り有ご なるための 十か条

件の左之求めるこごにする。

こ4
(i) sP(u.〜)>。 (;;) 53P(u.?)ンo

なるすべてのﾡ及岳条ぼにおい て、任ﾡの 大き さの本に対して

0 < のた

が攻 する。 ほた上のスの 合の 各«にみいて奪モがﾡ立しな 

ハ ﾡ り

;<

てある・

ﾡ汁Gガ率 © /d はVン てあるから、 ニを/にこる=<

かでざる- すなわち7個の勝の各々から/っの係本をどる。
-_ユ N(//3がっV=/のごき く て5ダ -二の平置す&わちの の 

ﾡﾡﾡは

2& ' し二/ =/
(x一こ)た みれく ば扰的蛛内舛均的 ss.)ト g ,、

7のきがらごうれた系先的ﾡ本をXハ,Xz; ・...・スス? 

とし、 たその平均ﾡを乏st Yあおく。 之: はオしﾡからこら 

れた本である・ 

ビっすると

at =三x. /m 九 ・

オ： ぶの 正 灼 色 を ヌム.、 去平均そﾡとみくと

ぢる.. E.-rパえ=る。だx, 支=
=/

二のvさ

2 (,一こた 3 (七；-& sa)ナ %" (支sーン )2 
こ=/ 、 ' &=, *ノ

(2-2 )""低のすべてのずホにっいて皿均すれは

- ご (x:-Zメ=(標本内のx的.SS)+w(支。一乏 )

8た こ-/J=/ "
っ __っ/ ,mx-2た _ z

・・の=E<スッ*-ズ/みなで2F「うう,(そ:;-工う

- 姦(.内平均的'$5)｝.................. (32

飛木をx,.x2, ......... ,xx～ . *の平ア製を支にうく ご深ホ内 

oSSは

m17 _ / が” ン
2 (て.一Z)= ーィ e <ズ.ーX; ) .......................... (33)
しE/ ・ りく - ノ -

=九は添 的 または尽化 原木 の平均的S.S てある・

系 ﾡ的あよ び尽 化頃本ドの平的的S・S ○研符置をそれそ 

こ5%, s ごすろv (ヨ./) みよび(3.2) かう 三s»ンstな ら

てあろ・

(33 > がら、 乙s4あよびぶStば思の対 ( し は yを 表 わす) 

"すべての祖合せについ て E ( て:-X5 )2る頂をﾡえ 上たも 

oに 、 を系じたしのてある・

ゆえに 二s, 二eは頂ぶにた安するこどかてきる・

E sy みよ じEで系生的あよび感化ﾡ本に対するﾡ待そ表わ

。 またてと , 乙ゞはそ*- くt,-ラ/)= 5 よ びくiz-ュ)= ひ

乙るょっと (こ,, こ2 »おびくう/,力2>ﾡに辰すそしのとする。 

そっすろと
と\ (Z.Nj 存 E.(ニハザ・ーが 一る t-Pcuた,v2))............ (34)

こでズ5 さ 乙 がさ ほ itはさるり)、送し忘立する・

Est (xt-x につu<は・ ニ "合234そ 番。 対の4合と 

ヶ可ﾡである・ した かつてな々 0 これ ら のき へ ての出合ビにっい

て平均口をとる.

(-ターItI ) 信の対はﾡ品 (イu+こ >たけﾡて おり・ (e-jl )
a (ew+ ;) た、け越ているこンがわかる。
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乂 N/2 量のﾡ合せにっいて平内すると
Ettxt一x 一2レーをいょぎブ, メに&m)Auを+ov&・う)一(s)

2うる-

(3、4 と ( 3.5)によ って、( sg- こst )は
, (女一/) (e-,) ・
-一 »■ ----- (メー/こ/)(&-/;/)P(uた+こ,C+う)-f(た.レそ)
そそ*こ〜4-/) アー化-ハ )

つ 。(T+TarT3+T4)

:の.よう &貫の和に比ﾡする こビがわかる・

= 二 で
T,=史"(4-_)(e-;)P(uメ- t, い2r;)rP(uA+し.12-う) 

こ=/ う/ ・

+P(&-t, 2+j)+P(uA-し,12一う))

T = メ三&-{e.uた,v.2rJ}rPc.合, v&フ]

T=2 6 (4-し){f(Cl / 十レ,涙)T PM& ー レ,レ 2)}

Tu= -8&(24-/)P(u&,v2)

である。

いま、 Tから2P(い. v2 )を、 T2,T3からそれ*れ 2PcuA,u2)
を引いて、 Tにその余をmえると
プ=お 今た一:)(2-;>{P(wA+こ,ル&+j)rPo.&+t,ル2-)

+ P(u&-と,u2rj)+P(uR-こ,?2-)-4P(uそ,v2) J

• -4 お2)PP絵,uet)+(Ptん,z2-j)-2Pwv.&,v2))

T =2ま(&-:>〔c..A+t,u2)+Puん-t,2 -2 P(.ん,22 }

こなo、 =のﾡるいた今の合計-2る(2&-/>P(uた,v4) 2T 
に高之ると。になる。

・っては T+ T+T3 .......................................-…( 3”

となろ.

s=E一 = (E女_ E-女 )とする と

乏(-;I) S2Eう =Eじ+ E-と 
)=一(t-/)

-2

ﾡ西 できる、 

よって

シ (こーノ)S#(しrj)=や(+こ)+少(-し)一2字()........(3.7)
う=ーイこゴ)

ゆえにT にういては

P(uたrし,ひ2ャう)+.---+P(u&-シ,レ2-J)-4P(た,22)
=(Eナ+Eナ-2>｛P(u&,22+j+Pu. &,2-j)+ス (EコrEゴー2 f(4,v2)

( 3.7 )を用いて

- と (-ム/){S(uA+4, u2rj )+ぶう P(u.&+4,ルそ-う)]

+2シ (;-/t/)s2 Pu.& v&t ) 
と*-(うー/)

何にTについてに _
P (uた,24rj)rPuu.&,v2-;)-2P(u.&レ2)-。ヨメjは)ぷ Pu&.ert)

またT3 については

(こー/» ュ
P(&+c,v2)+P(u&-こ,22)-2P(uA,v2=三 (こ-/4/)5,P(uRt12)

▲■•(ーり

よて
(t)sP(uv) () Pu.v)ン。なう T',T2,T3、はいすれし

Tべてのし? について正てある。
?えに=れらの糸件のしどては ゴs4ンニst てある か らのく 

このEは呼うかに上の 3っの 合の 各«にっいてﾡﾡ が立 す る 

ごきのみ。となる・ よってに度は証『さた、

このげと簡師の定ﾡの証ﾡからペ みの; ふための糸件を*め 

ニヒのてさる, あるが合には、 ﾡにした沢的ﾡ士立を採甲しな 

はならな いこ ど力あるかっ、 ﾡ幸の廷さ

いつものよ うに
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( 42e2Cnffuc.eと# ) そボめなけれはるうない・ 

二はな易てはないか・ s/。 (4/4), (メ/s>,(/4) がう求め 

るニYがて受る・

ここでは/つの例名なえ てよ う ・

P 入LlulールLII
P(,レ)= At2

こ=/P
たたし とAこ=/て入しがよびんこほ工てある・

とする. 明らか に P(.レ>=P ぐu,レ) てあるから, vの

正のについてのみちえ川ばよい・

二れはﾡな"な糸件てある 二ごか示されている (Gfん , /ク4? )
いま Y =2P( )

よって ムiv(u. 〜)=2 二Ate一入ン-/e一/)

こ一/
しかるに 入こ <oの<で

2-^レ<,

えに王の恒のﾡ合

A(し〜)<o
Az y (. レ )-っ いてし岡 w、てあ る ・

とかし入と およ び はがわがうなけれは定運/ の糸件が対足 

さパる かどうかはわからない。 たたLの すべてのﾡについて 入t=ん こ 

5る¥ きにの定型/ ○系が区用でこ る

A,Aaす(,〜)=2A:。一し-Lv(e^:一,)(e-と-/)

てこ れはモである。

-っ て 天ﾡ3ヶ超用でSる。す &わち V2<& <22 カ , ビ 

(m-/)や= (m+/)2 なるﾡ化油は、ユ=バー スがﾡ平内伯 

( eLcC2d 2u4L ) にL て-ぱであると して し 黑 作i*揃出よ り 

-ﾡ意は.Ar(.レ)<。 A(Y)そo. sうPu.v)ン○ろよ"5ヨPuv)。て 

:ときび>のこ ンの ゥ灰立し,きまた上の4っの合の 各々 において ﾡるがなロ 

ヒ ミ のデ-のsこて、 また そのvミ に はの5そ = なる 二 と し 錠 阻 しだ. ニ九 

ら○ﾡx は Sシuce anL cu2tu. o次マに ﾡ長す ろ 子定てある.

目ﾡである ・

一■ヒ
ヨチ屮(ル•ひ An f P(u+/,)+ P(-レ )-2P(u.レ)J

=2 At2
こ一/

一入心ん こン

でこは Pがモの 乙会

同世に

JミY(u,レ)ン o

ゆえ にﾡ4を血用す

とかわかる-

二のゅ文の所W中、こ

(/94?) によつて しえっ

(e^・ペ-2"^ )

正である .

れは"、 系的土は感 七抽出よリ 目なるこ

の中ごいじた結のﾡつかか Qununu&Ce

れてい

ダに二れうの結ﾡ をとcetcと 

会つかの月さな町きを与えっ

田 上 rる ・

るビいう注ﾡかあた・ 君君は /タ4?
ancC Cu&te に先 表し た。

r た P ・8・M・ qrイ・& に 分 北 &

B4 A.C.Da。 (AatkAy&w-C.o,'夕52 よリ )

や 今
Cocんzzz ・.@. (/夕#6)

文

odatcve- acx2ac 呼

イddooaと aC Aかaじ/cecと ク2-とのt メ - C2c乙oct 

c2zwメ んu&どot ・ A.M.S・/7・ /44ーノ7ク,

2.A.C ・(/夕4?) : ケ ue,uuotxC -41Cとx4と ・ 

ムかatがc2c_ aa_ -4"dct -aンん&夕 /zcと ・ やx・ 

Sc Ceaue42 ・ 36 そん 4と0dcm P2cそ I ・ 4
&.a&,B. x .(/クx?> : n 〜 /22t22c-22 とた f 

2222 /と /zec ・ P ・ とこ ・ Cox82&+d ・

36 そん &gcmu , /aた ,7,
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4 7adow～, しー ・? 2zと ・ 人. く/タム>: C7 てん 

がcの4 ・イ Aこcァ"4Zc- -44ペピ<? /.

. 7.ア. ノダ, 一 24イ・

5 QcenceuidCe- , ハイ・ 2 (/94? フ : kcddct イ ん2&n& 

AaんC ②・?L.』・ 。,ゝタタ-3 75

6 プu2, (/9zc8 ) ・Paonx乙c-&ny0C? ・ んA:と. 

Cd ・ ・ と 24/ (A ) ・ 30タ～3 クク

7 種々の形式の二愛ﾡ去による 

ﾡ 定 の aXにっ い て

9 22 - eatwxCed イ ?42: ewo

ひんと dude ガaイY4? /2-Cとc〜と

二平地ﾡ法なる問ﾡは二っの地生ﾡﾡを色むよう なャムフ・ ング 

方法に盗用されるよう になって きた, の多く o設呉のけムプリン 

のと回じく、ﾡ用の戒少と格ﾡの送江は二のの"ムフハングの主 

&チl益てしめる,

?u2%mr (/238.)は,ﾡ軌須受のォ/の大保木を町いてォ22

主る) 埼の来妨をハ小さくするように母米町そケループわけ 

し . 特性に肉かある原合には止ﾡ的小坂のオス沢本から主将生の 

改 好な推定度玄求めうる よう なﾡ生力法を5える。

のよ< 知ちれた殺ﾡの二ﾡ 垣4 云は、 ニっの性についてヒら 

, た大きさのォ/ 孫木を 問いて 主性 はの 他の工に対する 町常を 

こめ、ﾡ町将性とのについて 幌料 さ rた大き =Nのアスホを甲 

て主性はのﾡ定置を求めるしのてある・ ニの方去はﾡに・主ﾡ 

・の a会に非#にﾡ甲 ヶか かるのにして・ *れと相区を相する番 

け ﾡ受はな予にﾡ定でヨ ろ と いうよ う &ﾡ合に用てさ る ・ Cocしox 
(/夕43>は SnaLcccax 火g (/ク42) みよびC.Bcae 

( ノタ43 ) によて字えらたﾡﾡの仮定のもてに、 このﾡの 

性 E値の 分ﾡにするﾡ公式 ( -4&nLEd 产 メ纟ル2 )のﾡを5 
t た. ォ四ﾡ受か/っの合のﾡ別なﾡク北ﾡ型町ﾡに対するた定 

aの分歌の式ば 3vac ヒ Gree </タ#ダ )によってびかれた. 

しoし&がら 、このﾡの二ﾡよ法のた定区の百ﾡは、-つでな 

< 多<のﾡある神訪交受ﾡ告める二 とによって点上さ亡るニとが 

rrにてあろう. B. G&.L (/947>は、 休が終当て活作合ボ 

と名ひう合にﾡ定は不常てある二ごを示しまた多くの神バ& 

にしと"< だの改の近α公式をえている。
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mにボべたよう に二ﾡだ注は 裕請 文王バ/ってしあって 数 

であってし. それ含が本のﾡﾡ名塔加させる/ っの方法&のて 

ある- したがって受にの目友の対す 二とのわかっ て いるヤム ブリ 

ングラ法とﾡ合とて げいろこ と ケ可てあろう ・ すなわちォノおよ 

レォ2係ﾡの単位の域にはる々 &方去をﾡいるこ とてさそ・ 制 

えは才 をﾡ作為に、またナ2みを系ﾡ"にﾡがというよう 

に. *の上ﾡﾡとﾡﾡのろﾡから、 ある時は子めだめられたむのこ 

ォ/ みとL みるいハはﾡに必ばたﾡのﾡに とる二 どもェﾡさる 

ごあろ>・

二の労文てはせ々 &彩式の=ﾡﾡム去に対する地定ﾡ方よ び定 

迫の 分版み支ぞ来のた ・ ﾡ内友受か/ っの那合と 2 っ上の合2 

別々に取ﾡった, ﾡとごの合条ﾡごﾡを仮ﾡし たか、2例さけは

条型回をの定してるﾡとた. ャ, 株点の 訪交受の西済位が 

の次ﾡのﾡ将宜の-定ﾡになって い©よっ に修正された場合を方素 

・ た ・

オ/ . *2ぷホに対するﾡ木ﾡ位の長史分の同呂は、とんmイot 
& C名%man ( /タン2 の採所した方針にしたがって、 

な?ィ プの中の/っに対する系ﾡ信数る*びく ことによってﾡじて 

おいた ・

附景ヒ あ、いてま だ"ゴらて いないと ﾡわるあろ 登の 笑条ある点 

※・ たてえは多烈受正堤母条田でのmﾡﾡ数の同ﾡ分市、 カよびK 
木まﾡ行列の代る裂茶の ﾡﾡ企 などそ*びいた・ ニとYしに. す 

てにられているﾡ町崎係数の余命 し支文ををHいる しう 一の 

力法でそびいた ・

2 ・ 多友福前发置。超 - ▼ム・ングにみける色々 な比合

2./ Xューラ>ケム,8-ラ>みム, xw-ラ> タム :

ﾡ前変受ケxハ,Xュ>. ,x&なる組がらなつていそとさ、 « 

uを保だすると、然作為施ゼ を。 %。 * 保 団 華 内 償の惟定 假は

Y=すx+主ど。(乏,.-ﾡx: ) (・バ/)

でテえられる. ここで ﾡ ,合nt, * はャ/ﾡ本から、 また
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こ "tは ア2 ザ六からう ボびか る,

チを受三び占資田るﾡし

E(y)=7Z E(xど)=そ(= /, ? ……・ だ)

V(ダ)=の V.)=の.=ゲ

Cor(と:,と;)-の;- さ,のの

Cov(4.x. )=のゅ.=

E (&n - ) = axL --全
肥

ただしRこ は行列式 

ろtののこ

心 の .

乙 り | (う=, /, 2.-・・,& ) のろ.,

の余百子、 とがけ ば片ﾡ 4のSﾡを用いてﾡちに文のよう &K係が

えっれる・
セ しこ

。 0t.xこ の(/一R4.,2....&)パ
M 機人)•の4X E(Stt) -：- ニ ーー-ス-ス-え----

, 、 c.xの d(-P,2....ん)のとう
○oン(し保;)=のふxE(Cジ)=ニタニz-= ス-る-る--

ニてのす.x はxを話ﾡしたこきののﾡ三余数て、 R*./...た

c x,,xュ,... xえのﾡﾡﾡ不太

ほた行み( の ) は (のこj) の域行列でみる・

したかつてォ,W本内の4こz、 オ2ホ内のとをすべてラ>ケ

zふ合の二ﾡﾡ土に うい ては
E(Y)=れ+合 P～_(そこ-ス:

し三/
=2
・ _ 2V(Y)=Ei(-2)た, 我九 。 。こ-z )-全4こ(Z .) 7 

こニ/ ノ

- (たの.p. +ゲーュ〕*モ* キー2 Spパ
・/ ﾡ

-+(一) 全 Brte":の;

・。:ェ4う・ま・中)毛合の。ゲーSん..

がぶする ・
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f <4
支のパ=/ 入 t たのの=4

多 户し の,-Gt

メ& ん 4Rり: の*
ラ 务ク“ザ瑟やこ知 U お一諦 募らド/

・ --"性ぶ-(制)バ

= = R2..ュ -A
よて

ユ

Vwy)-ダ+ をの (fし…/) g 十ラ〕)

+の R',.z....メ (一そ〕

=ゲィーバi...4>(** ティー( メャホが"一e
【z./3)ぶは各xの 今&のご と※立 て-あること に注名せよ

こN:p ご 工pの相向を 表わす ・

V (YトEレ*ーリ汁ミみハマ ・.-み:)-あ&.一 ろ t)

ダ 差e+全だバﾡちき。12.«〕

-2もP.ﾡ

ダ迫 全(ら、ら+のィ.-g,一4zュ ) X
- C・/ェ/ ?2-々一〜 ノ

, こ 本みど外ののfのu-8t.ュ....4)_の ド.....4
1"Rz----------- 7(7-名ースう ス

_dtu-m.4) ・ - £ 発 をとごの
乙 ペ-*-2 い/ ハ/ N

* 〔 Pn: P〜; +2ッ-一-4) の)......----- (フココ)

2./て・ﾡ來とたのは、こたの

フ(XX) ニ→、
乙 こp,。-み P =②めYこ

(2.2) エ久ーランナ ム, d-ランム, Xwーラスラマティア・ 

二こて要に-桜6合. すなわちネ/ホのエ ヒ4はランクムに 

送ぶ が・オス 求れ はシステマティ ックロ方注で以な= とにLても ・ 

進支優Yについては (2.//>と月じ同条が灰立する。E(Y) =
てあるよう なﾡ別ふ比合にﾡってい る ・

2・3) 一 定、 ダハーラン?ム 

てに々は 、オバ 保ﾡの又ごはﾡす

点の はラン プムにぶどいう才の

・ てハ-ラ>アム

るが、 オるホのx
受合そ秒える。 4の

と オ /

8ﾡ田

Ef (えュ本〕(えッーs/=やEを シー多い(てw+一多))

代z, ’ 
Nえ ・

均催の性 値はこのﾡ今し (//と同ビである:
E(4p) -e～+多/〜:X"te ( Pミ/2・ 

<定すると
E (る) -d+三 Pr. (= «'cあく )

2 >

=こで乙 f才s は (P-/.....N:?-/ ・N) ほ 吁 東田 にわ・ E (Y)=' + xし( る～:一Xn: )= 7 (、ジノ>
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た

な

V
(Y)・E{(みャ-1- 会え-す:)(&.:-e.t&:

= 4+ ……-..........................

にピ

A
B 

c

ベ所Tが

T=グ +Pn + どN ..........-.............................................

こたしo. B,どにテークーかっﾡ定さるパラ ・-クーて 

るﾡて殺されるとすれは、 字えられた舌用Tに河し て

小どう ろよう &7れみうびNのﾡ量は

すなわち 、

, g 2 _ ど _ ___ エ ニ

Vee Vc Y8月 ヤ/c
tる 方ぜゴを瑞足し &れ はなら&い から

7L 三=

N =

エー 

P 
T-dX

EE

T
'8F+cn

てある.

(xにす)

(2、32)

(Z33 ) 

あ る ・ 

敬を

(344 )

(2・4)ズ%一回定,ぱーラングム、 Xー シズラマテイク

ここては才/ﾡホのXはﾡ定するか、 #はラン ムて、オス.派ホ

のxには消ﾡかあると いう ォ のﾡ合を考えろ. ここ てし ( 2./

は及 して »
E(Y)=れ+た,月ァt(み:-Zt)- ヤ --

ve)・Ef(ふ.-)-合え.こす.)(4-B.)-合る.(こ-。」

-9+もも目 (ち上い51ッシ) (.. &)

44 - 一 。
+ と»(Xュ:一る:)(Xッー乙;)Cのg.x

一/ •

- 学・名 き 合.eん,.〕台 生い:»のの1

- - ,
+ - (文-それ)(る:一ろ)C.のx

と三, )・/
(242)

(Z・42)から V (4)はォ/ 浜ホの.X か花炎野にわた、 しかも平

ウ阖 ニァ: か各ﾡ臣平均ろ。 くこ=/・2,.......・そ)に圧いﾡ小となる

ニYバクがる・

ﾡうかに(2、32 )の絶承は (24ス)から

乙5;-と.) ハルと W

=。 P*?のてき

3 ﾡ助父受か/ っのとさ - "ムフ・リン>グにあみけるﾡ々らﾡ合 

(3/)x九-固定,ーシステマラィッ ～ーラ>?ム:

元々はこ= て"ﾡﾡ矢墜がノつ しかないどいう埼別&め合の二ﾡﾡ 

と去を老次する. x はオ ﾡホては面定するがダに はﾡﾡかあ り、

たァ2 旅本•クn は ラン クムにがしのとする・

E ( ズNt )=ろ(こ=/2・......・)

E (3n. ) =メ”T /九スァ: ( "/ ・ 2,........ ・>

V(4mこ |:)= 今 X
、 (YY) 2

C。 ( #へ:、"j/ ,X フと: ゲンx

このとき

Y-マィ + 8 (ZN - Z ) .............-............... (3、, )
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「もx.ーズ)(サx:-るッ)|

E (保n) -E-----  ...._---  7
と ( Xn 一 て)

こそ./

-P fl
EY) =(○ス+8Zュ)+Px(る-Zx)

=?+B"と ................ ..... (う./2)
か庶立する .

(う./3>の特別な場合 ・するわち

乙 り”’\ / (i=/2, . ・ス)

K -。(rr)
tる場合かメ=/ otき ○(2.32 >ごある- V(Y)o歳定ﾡを* 

わるには相ﾡ保るYにっいて ltーオI =なるときるい=るu 
という よ なある阪定を数けなけれはなら公い・ 

(う,2) てn -語ﾡ, ダれ-システマティッ. ごtーシステマデイック

さうに ここではオ/ 保本のx はビたするか、 オ2ﾡのxとオノ の

び 天 こ(x.-乏)(xn;一 乏>らY
, , こモ/ =/ "
V(ピx)ー /ュ ニ、-------

csv (&x,ふ～) =一E .3たしはス。ーモ ゆ w*:% ら、x,o)
と くズハこ一と 产 

し/

さにはﾡがあるしのと する ・

=のごでし (3.//)と(3./2うは改立すそがら

Co(ズァt,てス5) =る;"が (t.jーク2..・ N )
ご仮にす L a"

V(Y)=x
すチ (W>ﾡ 亡夢) _ -

「:_=,Zu; +こう一,ち(ズスtーズn)(ズmォ-Z～)

_ の・る夫ム"て..-Z。
? v (x.-こ,2と

v(ﾡ..) =
/と こ二/ )二/

(YY>
3

てある・

71
(ま(z.-ヌハ)

のこよっ(*x),- =21ェ z(-Z)12 2Z:, T(る ーズ〜)「T マ ― っN:コ,;一,・ノ 」 (ズ:-フュ
と=/

～ 纟 (yY) -
らラーース2｝+今4生だ。ぢ2-e..

V (Y)=E (ヘ -はァ-Pz Xヘ)十-4x(ズ»一る)+(8-Pハ>(る-スゃ)」

P チ (YY)3 2 ()
と先ジ ,た4 (xこ一こ。»(xァ-Zっ)---------------- 十 " *一 **で------------------*-" • - ・

" ( (x.-えュ.デ〕

x｛新+(ぁ一え。｝+

かぶする ・

て.プー/ (t-/2, -..・, M )
2=。 ・:1う)

ならこのは (3./3 ) にるする.

( う3う Xヘーシステマ テイ ック, ダ ージステマティwク XM->ステマティフ 

ﾡ々はここてﾡに-般な場合、すなわら才/ Aいのとて#わよ 

ォ2 係ﾡ内 oxかすべて それっ台らのて口ﾡ目するごいう陽
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合を取ﾡう , こ のあ合のY の研待あよびかﾡは左公式でこえ非

にﾡてある. こニて (3//)はぶ立する- ﾡ/ﾡホの工ご

にっいて 多ﾡ或王ﾡ之係定 し、

E (ズスム)=E く<ヘ:)= ろ

Eく$x:)=そ

cov(ズヘ:,X"))= Zcパ
cev c#rt, ; )=るょ;"イa* (う»一/2,……'Z)
ccv CN れこ/ね))= る:*Yのの

E(てxt-2)くてァーそ>(x4 -そ)-。 (t,;,る ・/2. ・そフ 

と あお は

E (x: ・xッ4)一「そ一る."え } tr%の e"っ3") 
てあるから

, 7 (XY) -
「(x-/)2-行,る ｝

の _ニ ー - ・ 「ゲ**** • " - - ・ --------- ー ニ
のx( 、L (**) 1 - ( (*(一/一.み。｝

ここで

さ に

る = zSP ( t=/,2,..,n) が成立す る。

E(合xx.おxへ:y～}-そ ,E(ズ・tXス)

・イずY: 浅 ﾡェ5"のw+で2るののる さ」 

+ ミ チ,?.;ぐY)ョのの

eまx:うお お あ お"ズ・的

-ス 2て+7ﾡ ﾡz."ow・zxそ 夫み."のの

Hも...y..お...-(弟くげジ〕

E(8エァ)
■ ■■ I ・ ** ------ --二**

E〔そ,x:-を分ゲ)
, し (xY)
［(スー/>2-あ。,る: J

2 ろ r マ 2 (Xベ), [7(7-/)-う, N J

E (ご～)E (8 )
E(Y)〜+Fx (そ-る )-イ (33/)

E(8
E( £ (xx:- そ バサx:-マ>】

3 *E｛と(ズ:-らj )
E(ま 三,xる.スり*- サャ )

: aとこ 2 x 
( c ュ/ ニ/ ノ

=< x* , ッ は点丁さべるの*ハ平さか3み常髪をるり

す・ , ノ
( キう )のこまのE (Xな,文;・ t,サパう ) は4ス改のラ

=』る以 (二の冊は多ﾡZE 炭 fであると仮足さて いる)か

ﾡちにめっれて
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E(xx.x/ : ダx )
-ペ{ 乙:P"»2。G)+と"Yム"Y+るﾡ】 (:F;)

となる・

周良 に ( t= ) のごさは

E ( x%: 文ん "( メ;)=E( xる: 夕兄一 )

=ぴのi(r2ぴ)

E (z x =パ [/+ 2み:0ペ]

E (x%)=ふの4

¥なる, えに

• ..s,_for,.+お.u"&w"ツ"

* ** *********「 "* *・*****------*---*---:-*e*----e----------*-*****w〜.. Y
$(ヘ+2>+2 ﾡ こ(x*) 卜

, ' • 詳产/り J

... vY) 亡 E. 晨ー/ノナム乂マNー三).N, (え一 そ 1
〜E (ﾡァー+E(え一る5(えx一るj+E(Z一るアE&ミ)-2E/&)E(こxーミ

(ふ-)

=ギたい"1-やパ(.・冷,・."]

・バ:4・rがま -u.)

(3.4) ズヘーラ>グム, ァー ランケムXMーラ>みムEeしE(こ～)E(ぶい) 

とする.=

二こては少しﾡった向をﾡえる ・オ/係本のとと4がごしに ; 

ン ム てある はか りでなく、 ォス家ホのズしラ>アムてある・ 

しし

E(Zx) =入E(えw>=そ

た ◇ 両 はな立するとす る・

E(チx)=て /

V (ズ)= え , V (ズ )- の

-187-
V(+)=のテn,Cゥン(ズハタス・)・ てXxダのnのYt

とする.

二のﾡ合の天例は作Wﾡの木支登&と、 3た4を対なする 

Rﾡ受Yおえてえうる・ <力よび#は定のだﾡﾡによって

生まざれるオノ ﾡネでば百方ヒし刃定受れるか. 才2訳本の又は他 

油のﾡに ついてﾡ定さ北る・

二のﾡ合りの野東田平均ての不ﾡﾡ芝優は

Y- +8x (Aこw-X)
E(Y)= Y+/ (そ-そ)=て ...................(.4/)

て字え らる・

veY)-E|(引ァーて)+の入( ヌャー 夫 )一8.(こァーェ )}

ダ, (をぎ,銀1台 ・ 25 &

- 养 - ・eゆ)- ﾡ + ダ ([5一"ク]一(2) 

2 ュ-
こ ニ て Ct -メー C*N う (う、<2)は

vo. 第 -zこス ェ「ダお、*]{0-ドと^}-.-(.5) 

どなる・

ごろにもし オ/ ﾡAこオ2 ホ のxの友ﾡ※放か奪しハ・ すらわら

ヘェのとsは、 (3・ム3>は

vo-会 希(-2 a ・ f (+zう、t-))一-o.)

cなる・

(3«4>を4・/ るとさの (2/3> と比坂すと炎係かめる.

非栄型ガ合
(う5) ズt-ゴた、り- ラ:クム, Xw -ラ>みム

二 ほて永々は工と#のにﾡ型戸係の広立ク区定さたるうな

劝台 を取城ってき た ・ このﾡ係 を非然型 と し、ニxの放ﾡに氏に
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す れ a"、

4=は+P(z -ア)+(ぞ一 え )

ご#ける. -=でそス。ヌえよネノﾡホox。x 平均塩 すな わ

う え.= ご »: v 金 - 当."上

てある. :の・さ人P. &速定するための王愛刀置式は

マ = 以九

え ( n-茲)/ -8n二 (x一こ+Cx二(え -ズxフ(ズーとえ)

こ (xっ-ご一り一87工 (z-え)(ぴ一 う+cEメーとえ ) 

二こてαg みよびCはそハそ九,8,の の世定血である, 

上 式かう

& =e, こ(x-テュ う#+c 二(-x) "

Cx=ca,Z (x一えx #+C:2二(ズースん)

<老ける. ここでC, C/2, C2 は すぐ求めうれる・

ォ 本の xを函こし. ォ, ホ o ビオ2杯本のZ2ヲ ン 子ムと

次定すると N

V(4x) - 9 ・ Co(4x-8x ) =Cez- (ax, Cx)=2
y (8x)=Cッ ◇ Coy(2n ・Cヘフ= C/2 のバx
V (Cx>= Cz2 d'Yx

この合#の母米ゴ平区は _

Y=ふ+ & (えャー Z )+Cx(Zるー ンえ ) ....  (う.5/)
である. =ニてこヒ こ;は乏スZえと所*反セをしつ・

E(工w)=ん , E (乙 )=メ
ごあm ば _

E()=+F(α一え～tヶ (ん4 -スえ)- a.. (3s2)
あよ び

v ・Y)=E {(平n 一)+(n一ど>(Zャっ火,)-(&x月>(Zュー) 
+8(2v-ルr(cn-xZ-バ)一(C-の(Eえール: rGi -ル} 

-4+c.び%(ど、だニ・.ット®-ビ 

to.ow( どど2+(:-パアトアムビ 

+ zca { どギ出 + (xパパヌヌ:} •

十2タr・ uールど.. N

(354> (3.5>の上に式べたﾡﾡはと 店の非然型係にP
*の枚物 ﾡすなわち _

4 - +p'(x-る +82(x-ン)+----+/ P( 2一 こP) 
ニ=て = ( B2込字はhては2ハ・> 

它夜 定 し たﾡ合にも比張てさる。

ﾡ滋,g'. p".... e^eP+,の王成方型式とﾡいて何た

x 8. &: で&定でと、 一

ノ32/ ：W(N-厶バ十レ2エ(K7卷)―…十C即&以m
( S 0 4 2 .. ・P)

と老ける. 、 ・

ニこでV (a ) - 空 , ビクン (8え. ② )= C (コ)=ク 2シ…ン P) 
大ささNのzののﾡ立なﾡ本をヒフたYの+の東ゴ平均の 

不同 堆 定包 は Y- 3 +&1(そルーZ〜>+4え 国一な)十.. +8%(Fース照)...

5..ど, こc,(u5-と1れこ:-Z;【云っ】 
7L こー J>/ ' /
+2上公& ピとニメたと....(jsy。)

こ一/ 一/ / /
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<なる・

(う.6) 非家型町の5合 : Zx-ラ ンア・ム・ 4x-ラ>ム・Zス-

ラ - ア"ム

二=てノが本のXもば交されろことなく ラ ンア-ムにごらるも 

のごす ま航 と町じく ・

Y-みn +4x (xw -Z～) + Gt (< - ズえ > ....... (34/)
てある。

E(そ>=E(えャ)=x
E(支)=E(支 ).3
E (#x) = 、

ごがき・ 大ボ本近 (& x が てx とﾡ .ケっCが プ。と掛)と

定「ると 、Yの西待ﾡはェ以的に

E(Y)全+E(イ)E(えルーえ)+E(C)E(てズん -プx)〜 ....(,45) 
でうえらルる ・

た v(er>=の E ( C)=のるe (とみく)

V (Cx>=のゲ E (Czx>=のcc くこちく > 

Co(8,.Cx)-の*E (C2)=のac くYみく)

三=て

ニ(x・-とえ )Cz= |E(二Z、ェで二こえて)
' で一xえ(z - 5 九a(おーそか 1

て、 C22あよびCし同てある。

二:て E「こtx-二.J:E { 工-ざJ
- (一/>(4 - )

Eこo-ふ:ナJ=EI工x-ムギグ) •

・

= (～-/ )(イ2 -イぷ >

E はばーa)(ビー兑)ト e ［エ/ー -全今一22」

・(-/>くメーとイ:) こ

か子の調得右
E (C/)〜 -------- こ  

今さの炉将任

, ・(ク ー 3 )
(-/) 4 2 (ムンー及俘>- (4； "；"2ァ

E )- 4 イ 2
・パ2- (スー/ 〜(2-～")-(」-:バ)

_, , ( x3 - x< )
こ ( Cン2 ) 二 ------ ・*T・でーー ・-、・ー" - “― *- ・-*------- -- 

<ペ-/フ ル2 (ムエー" 仗)-(ル； •ル,3 戸

/ 厶ケ 2 = -イ← コ --イー ・

V)〜E{(チ-て»+ーイ(Z" -火)一&w(ズァー>

一 -- 'っ2
+C(x -し)-Ct(x - 2))

二亭ヤ(5ナ为伍S双ナ戸N)十(a：ソチ)(もア尸)

+2 (イムム>(のzc+u)..(342)

研中、 ﾡ切な頃動ど防きをすえうたC.R、R&。にお礼を

F る,.さ らにﾡ商の成と 月谷ふ示会2牛え った %aだとユ 

氏にめ迅と表する次才てある.

耐、条 A
< Sをた天式王び野朱田のホ文口列こ と、 «Cこ)) を対忘す 

るそ地行列と する 。=のとき次2ﾡ※こうる・

E(c:)=-2ュ (いj) • 

え (A./)
E (c..) - -- ーー

鉅阳> 列(« ctj»の受 K Cム かう生ﾡLて



三こで
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E(C&4)=E(S4
fIS., S,z ・・・・S.だ=/ I 
)s., Ssa....Sa.イ-

:............................. ;

、Sム/ S&-2..S4-,4一

ム

7て メた

Sノz S
S2/ Sっ&

S&I Sa ・--・S4た

E(C&& ) = て E
(ヒt/z -..・し色-/,る一 )

( t tっx ----tメ4)ス )
7- E ( 立なて )

ここてとはﾡ得産駅 (-22Cイ2x?122と Cgoczxt。 ゝを長わす

( 2aイ4ピkzcピu』 ・ Bed2- 2x乙 Re# (/タ3? >

のもを考分して3っ たYきの した の分布は

-ﾡ〔T44しな) . 4-4-
Coた 2 、 くも44) マ ばもム&

で、この女は

。。 _「-4* 2 ) 2-ペ-2
cのut e 3 しぐ念/(tょ。)マ (L4)=/

て与え うえる。

.E(っ)-cou.e-〔T"しi。
、 7 た一4
| え

(ゼ44) (tゃ4)

す TA4) 今 円 ( --一)

Fi4) (テ rな4)ﾡTヘの学
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-1ラ4一

n( 今 4 )
○ •～二i;-J ( cxP (A..8r2A.,て,ズ』+んズ〕えるん。。/

A 式 _ -wo

,A(ﾡパ)rょ,F!女)F(一)

スす-ス2夕--

すなわち オ2 ﾡはﾡﾡ攻て紀ﾡは - coがう ・まててあるから

n(今)7

C/ 立-&-) ) 

Ai N --°°

oxP-(A,,(Z3+ ゲ+ん, z：〕x24x.dx=/

・・-- (A・//)

て与えられる・

As3 A,, A..-A:,
*- ----- - 一 ,

A 〃

サュ=Xョ+- ーーxx
33.-と2

ど みけ ば

○k3-43)

○(ズ2, x3>

xって (A. 1/ )は

すなわた

欠I n-なャ
Gュ=-F(?-4)F( 一)F(2一4キL)

<なる・

・& E{- た〕-E(- す}

"一L1 ・ e*ッ:・ッ; 4ゲー(なr4..,

附貸B

xSﾡご王ﾡ行に次っヒき ・ Xこ, こ=/ ュ・--,そ のに 

ナする町ぼ係は(イ#こ )の日時分は

eOッ!の"タ.f,4,.

F ( x Iのラ+(イ,.+(4t一P::)(イゅ-B»ゾ"性

て与とられる・

吐叫、 るx: (こ=2. ..... メ)か一たの所合«ょと の*量介布は

$• ッ2.。-一 を =s(4t-8yX8r-8%)SeY:

(の.xV3)た ← 4 / ハ/ ' - 1
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(たFしの,=ケ)

て与えら る ・

--方又の分ﾡは wLshovt

!ダリ す. / 。-4全 差ds. .4.442"夕ぱ4 患 F(g *ア,&l.』ルds:

に従う, よってかﾡﾡするこきの-2の分は

.多4%.「。ち ｛凡 (t-.2卜出 Ps..。。

ISw-JルペSs
_, Td2Y
CTrダ

て字えっれる,

クリ = クリ
( 一や)(イ-夕+)

v.y 丄

二 ご て

= のt + (& 一t ) (つゅ一月ッ>の"

ま た

ア

[(そ)

F(

4 c
そハ,Xっ …” ,X&かダス武Eﾡか市にﾡうごき のそん#-・»ュ...人.

(ずなわろ Xの4 二 す る 系数 ) の 分 は

マーニダ
( (イなぢ-4ノ2-..-メ2-とな,&-んバz-..4-つ)) NaA(-Au,す)( a 」

2 I の*た d4- 0
○t-,& oな4-|I I*.. ・4*......*ャ w*-幸 • • *キマキマャキ 著*義

の た

ﾡ5
イム.るー ノ2 ...... 4.

七—/ うよび t..,.

_しな・た
もん-, メ- 

の同ﾡﾡは

ct a (- す (Tせ....才T"ち...ん.,tょム+Tぐゼ.2〕｝ゼ..,

u - 土ニた 

しる-,メー,

44**.4.............(c.)

ひ=しな..4 t4-.4-/

万く と 交ﾡの ブ»c。.L は

○(t%一,4-,し4-,メ し4-,メ-/

2sろ・

(C.//) かうしビ〜の同時介存は

と..ex. ト 学(r2-:デ*4+ 玲---- ル:ールー台ム...-

....(C2) 
なる二 どかわかる ・

みについて。から。まで含分し、 T"=のりぁょび

= (44.4-.....ム-.)=/4.な-....4-:- 。ス

りることに注ごするン、しのﾡは
2 _ 2

とut.((今4.メ-'コ・:・4-:一/&.メ-.々・--パ2卜 の
J プ々・る-・・ッな-2

“ツ应ニこご I "レ ®る-'|ダ
I の&-A% *一んイー

=・ , ——
◇た

相■R-8セ80見田て*かする』

/

a e ( 2 , 女 )
sる=* わ グ る。

84 K.C.Aea2 (近"メムクシ此.〃. /タダ/ )
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文

Beec,C. (/23) イ&tと- o -4ンム8 222 イびと 7t2。と o dadde- 
a48 ・ &x&4え 6 ・ 32? -3e

Gム C. 2 @ae ・4.名 (/タ46 )-イでte- のt そん 2&cOa一 

d2usイx# 入 れ 2c広〜- (4 と 464 / ・ 2ペ44aな← 

ン ta^ru 子 & CoccntZao亡 Z22cんイと とイot びんo&と- -2とaそo 
a の&いvCAxt -2232244c～t -名cなderu シル そー 2～2c2C2マ 

-イtイ4ん &, 7ター 74
Corんxwt. シ. 2, (/93タ) 7イと レ*亠 チ Q2と4.0 

ひペじ&rtととイt -ピクレ402u2て.どゥー 4 dwッメ& . A.S.4 うx,4P4ヘど 

タ (/夕x7)、 c火Qou&Ce d4&wビ～夕 し tペル

α*と:ピとw/ 22iae cc&. 4ムと A.c ・8と優.. ラ/～93
77/AA4Awn ・P.C・ Q Y£_ .R.e 4ッC-

-一u&ピa4totef そa工.tccaパ
Ro.S.N.("37>:

ひ夕4Ce

・aと ・チ -2ccan9uCα& C-cZoaCe イ

y /メ出オ catれzBuなcu -fa.&んwス 3.

%?%2t / (/?38う: シxZaC"■比皿 ” そん一

ctC て/ue 

、くんと- tkaッty
8 - <2

・

/ -ペし&xタ イ〜ク&イ1 /んし&o一 .A.S.A
. 3シ.// - /4

-lctcleた ・ど・ awdL Cんシaan . R.A .( /42 ) :
4&ソ化ムタ みと&がんeそ4 と だ"&ひ aと プ2"シー®

clocu ・, aと 火ビッ ・A.テ (/ 22 フ ■ R2cetを 

4ce上たッuxと t 4&ッ&～? /m cic..しuと 

イttaイ% . ア4.S.A. 37. 99-シ ・

8 フ°ロ ットのﾡきさにともなう 

受の分をの 一動 について

cn そん. woztot * 1&d ?なa2nce とな ALそ 4#e

・

研L た店題は、 プ・ロットの大さ さがよびやﾡにと し なう収受

• 收の 欠的 欢績の出載から ・ W受ﾡ及の主沼均式泳ﾡな

( t2 coaoiucc メc&ot > &来のろ二 とてある・ 

女ﾡのロッ トについて行られたヂを53に示してある・ ま 

たっ・ッ トの炎口ざ的ﾡに対する妖受該の依ﾡド係につ ハ 

<も, 非常に人: ・ プロトカよび非ﾡに大さ いプロ ット の 您 

果か］" で得 られた・ は欧か距ﾡの大こいこ二ろて去川 

( Poa 2a)にだっ 労合に六ﾡつま&とムった。

/ﾡ き

x< ﾡうれ て (るよう に 収受办歐“ W 划 N "を 及前を プロ ッ トの 

大きさちよ び"移ボに ついてお卵すゃためには、プD ット 内g 任恋み 

二 点 のル量五反の 部に相に か与氏 するこいうヤﾡ出名ﾡﾡする=と 

ケル翼び友る、( 元々は向盗ヒド的 (2なLoxoa )て※%合="に 

桜た引る- - の%合に日ﾡ五良のい崎盤は*のて"て一定で あ 

z.) 受にこのgMWだ々は&«二支ぶのﾡ維がだすにっハて、

的 ゆるマヶ:ニ即ちな次的といら ハはE熱の"迫なと とてﾡグ 

しなけれはなっないように因わる。

侍 域 公は 発 以 ぬき 永 の 更 後.、比 当太 広 ( だビ～と とと子んこ )(すc&x 

ゥs,) かよびa永団がかうの左ぞらどの3コで示さる・ ニの 

なxのﾡは=たらの坊合にtウてはこるし"てうるか、氏休を 

: P性るため受々はなさブロトカよ " ※の8x で送 そする= 

こ-る. (E z え睛として ニ*えへ"ee" に市Kこにセい=ヒ 

&示 すために、・d ットのド・ に"4核 (-2giomt なる所を所い 

るととてし ・

ﾡし習量に行な"る卜ﾡは. 一定の大さと形次之しつプロ
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卜わよび夕えうれた空向的共分放ゐ数 ( SたazC Ccvxvi&ntce
尹心 况 )P(S)に対してW受の分欧を部するじのてある。 し 

みし 一総にはおXっく ロットのタ ダが登の否女とL て夕 収・ 

分数の 営かう Cow2scznc&- メ叼 ルバ ぞ次ﾡ するﾡの第のカヶ似 

立ちそっにどわルる・ このな方法にはれはﾡﾡ求をげい こ少< 

としタ(S)の蓟介的推定を得ることかできるであつラン•寂、々はご0 
内忍を53であえることにする・ *

同8の-つは Zina 交様を いてﾡるにく ことかてざ a・ダって 

毛ﾡのﾡ数に※って ﾡ少する 共分数

P cs)〜cISI-Y (Sか大のcき> ・.... (,) 

は若なし にfらる.

ﾡﾡさる多くの分ﾡﾡ数が(/) の形てあるニビを示すﾡ 

が数多く 存氏 する - (3ん8イ Sっとどと,/?38)・M※Xヤに 

対するょ り#紀6糸到根型はヴ支刈名子放するしクてなく ・ むtっ 

一&紅Eに »少する

P(S) =-&in Ce^
A,Aュ→。

〔 4 (Q,), 4〔Q2〕

なる型のしのを妥来する どいう 友味にわいて これっは一塔ﾡをい 

<しのてある- 系々ぱこ のド超を 号4 ソニ あいて更 に 宜疑する てあろう.

一次えの大きい正店での 受"の分女はその共分該ゐ数か(/) 

のそなら折近正的にﾡ宮の受さのに比例することかき易にﾡ町てさ 

ろ・ とかし 二次えあるいは*九以メ上の次元で 演 秋 する結ﾡをﾡるこ 

とはくうな功ではとい・ ニの前慮む同係にs3 あよび4てK投うこ 
yにする・

3 x受め分区にだする公式

系々は平ﾡ上のﾡを表わすのにベ? トル産がXセげいる ・*っL 
て記ポA ・攻受4(Q)のフロットししくは 総城 nをﾡzる ("平u 
Y ヶ寄求などの問を 用いる か、•.この 論 文の 大部 分の公式ば* え 

空間 (ス-/ 2,3 .. ) にめてはまる ) ・

*的にはﾡ艦Sたけ燃 たニヌになるようにルﾡす るニ っの« 

n, ごQz 之ﾡえよう . 共教なを

でﾡ求し ・

4 (n)
V

A, A
二の がﾡ在する場合のみを考えるこ ど

の母系団分該をv(Q) Yすると、(3) の

(Q)-P (*,ーズ2)*,&Xz ・
が件う れる・ P(S )か深ﾡでﾡ統るら (4)がら 一つ 

ﾡをﾡびく 二 とかてきる・

v(Q)P(o)A- ( かへ なるvさ 

yちハさい 竣 (前ち*らの次えのすべてにおい て

にする・

支滅から

の1ﾡ的なﾡ

小さい 明)

てはVは面表の二系に比ﾡする・ これはすべての求ﾡについてVか 

品ポに 比例するv さ、 生断的ﾡ属 <-&なa2 ce2ac.&～&a > が0 
の場合ご対比さるべる しのである・

-次えの合〜Q が長 さのﾡ分からとつているどさには(4) は

V(O)=
のっ

か

今に呼

&る

( 7 )

に商単にな

っ産 原 動に

炭ノニして

Y(&.& )

(6)の

2 (α-X) f(x)乙x ....  (4)
る ・
平行な2.ろ なるュをﾡす合平湿上の坂でがる所

,&r&=4。 。(4-ズ (&-4>P(Zり)ズ 44・・(7) 
表かは-ﾡ的なP(S) にいてでさるか

およ びその 他の二 次元の

の28秋P (5)に対 し て しか計ﾡ 

二こてスヘグトル公ﾡﾡ数 (

F(w)=S e""" 2
み び番ﾡ的将性ぽ* (d:.2C

ru=ム &・"*

を域入す九は

(2) 式は

公ジは ・ ・みき -ﾡ的てない 納 

てこrJいe
-ecオP&そ ロdゼイ+ メmntctcのt )

(入)ズx .......  (8)
cC.-&ctoxcZと facet )

メ冕 ............................(?)

vo)- ・ァ人 e"w)F(w)du

し 若 ける,この公は往ぐ (4)式よりﾡ利てある・Yいうのは
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安分の怪ケﾡ単でﾡ々の汝女 ( wae uu/ )りに対と て与 

えられる空ス ( weイgんそめ )か全くはっきりして おり、 4t2んた 

dccett 法のような近似去を武権用いるこどがてきるかっである・ 

商単な彩み プロットにする数G () はﾡちに坪てさる・ 

ﾡちmα.& をしっﾡ形にしては

G(U)= ム4れ (&.レ)ムnt (セu2) 
し, しノュ

( //)

て、ギ径の、 ギだが尿点にある円『にL ては

2 7c
--- -----  ・J. (し )し ・.

である . し ア,は o2do2 I の 3c4202 ﾡ数てある・ 

また山, u はuの及分て. uノはその名対復である・

3 送の向題 ( み%c cve24② /たccCont )
所上からは、 (4> の係を逆にし て Cevペxc2tc&- メcこo一 

を多分き々なn について 桜ﾡで さると感わ るよ受分放V () 
<ぷわせ れ は角 用てある・ この送内係は、 型 力よ びﾡ形 プロ ・ ト 

に対忘する( ダ)および (6)のﾡなﾡ合には非ﾡにﾡﾡに求め

れる。 C れはそれぞれ、

P(x>= チ
O-v(エ) 

引 き (ノ3)

P(ズダ) 才 ルノ
8」X4)
3 3ゅ-

て"ある。 しかし 二九らと同じ よっに 取扱い々す い合か少しある、

こ= ては主*Lて 一終的々型の一つに向Xを惑ﾡする二Xにすろ. 

町ち共分故はﾡ方性 (ecとnと ゝ であると区こする・ﾡってPcS)

Sのみのﾡ数てあるから

P(S) =P(9> ........................................................ (s)
ご老ける .ﾡ似的にのみ く町ちそのすべての大きさをNじ比てﾡ 

ざる 二乙によつてﾡす る= このでさろ一定の形を とたロ ト 

にっいて のラを政坂 う tのとﾡ定する ・ 5えったプロ ット。 F*
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についてはプロトの大ささをそのKし大きい寸法ﾡちXで児定す 

るとﾡ利である・ 従って 附々 は

V(Q)= V(x) … -... ............ (/4>
と営く ニとにオる ( ニのよう に円形アロット ではとは垣依に年しく 

sたﾡ税ゲロット で、は 対 同線に 等 しい)・ ニの第合ブロットのて" 

とのﾡ*に片なLて、 ロット"てﾡに冷にX人た=ふぶの丘艦 

の4術となわす*のはムる称K (S)が骨任する・ 

m ち
vc/)=5。 r(s)P(S ds................. (/7) 

〜おさ. こ、 でししすべての一次えの寸芝をと:/ に塔立させは、 

。 本命の爆区へるﾡは、 ご:, aeてぎﾡするでちろっから会 

< -ﾡ的に

v(x>=!。K(S)P(zS)ds ---------- ------------ (/8) 

y力ょびPのぱの知K (/8)は nc&t ス次を負用てでる形てちさ 

から - 、
▽(ウ) =.vcssY-'s ....................................... (/9)
ア ・) -P (ss'-'ds .................................... (2")

R ・ -S。r(ssV一 s....................................... (z/)

二をげいると (/8>は

マ (Y-2 )=下 (一Y)P(Y>......---(2マ) 

zなる-

ﾡ々はS4にラいてﾡﾡ(/タ ラよび(22) か将起 し、かっ 

(スz)か皮立っ」う tYのボi的とで面名方えろ=とにする・ ﾡら 
くのH査せなﾡ置ヶ各左才ると坂定して、 (2ユ)て与えっるf2

の逆交ポセとるニンによって Pcs> 。 解な蔵 族表め る こ と ?でさ 

る. 寒K(/8)に対する神安するスもﾡ係 bwezae zc&ac) 

グ P(z>-X一L(S)V(ズ6)dS ............................ (23

な ら
ア (y)=L(/+27-Y >マ(Y- 2ス > ( 24)
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である。 二こCL()は下(Y)とポ似名しっものてある。 (22)と 

(24)支ﾡすは ,

工(Y)= 下(一m ・........................... (25)

てある二 とかかる。

計ﾡをﾡﾡに ﾡ行 しﾡるたゅには (2/ )のぷ分を*める二Yがで 

さ、か っ ・フう で与えっるL(Y)のスﾡ( レれレた ) でさはQ 

らない, これがﾡとちる小ﾡの合の-つ はごちらかというと非 

ﾡ 的夕な円形プロツ ト の透合である ( X=径、7=2). 円-つい 

てはﾡﾡ去から

K (S) = -(Sce。 (S)-Sマニ5スう〕-

をぐる ・ し

下 (Y) -

ロ (Y)- 

「(そF(女 (Y+z )

* (/+Y) FI チ (+ 5 J (27 )

4(・-3)「 女 (V+/)}

( 2か

tのし こ(Yとスましようとするごき々はﾡ数政を体る ・ =ハ 

は P(x>はv( てたけ でなく *の数係枚v(j)(之 )てし衣さろべさ 

てあると いう 事を示すしのととて受け取らねはなう ない。 (/3) 

わよび(/)のおXを乙れは=の= ごは覧く には当らCい。 しし 

(23)にLて天に一Kな同保

P(x)=XL(s)〔(xe)うvjcxs))ds 
° J -

を入すは
( ・"/ゴv(う)(s))-=。(才-2～----)(う。) 

なる度

L()= 三(-/) (-2)..-(一i)L(Y)--- 

なる 二 とかわかる。

・・ a (28) ◇ L(Y)は
L-'a(女 )〔-/)-(Y一/)(Y一2)+(Y一/)(ソy-ス>(y-3)〕-ィョ2)

• -205 - 

と営ける・ ニれは(29) みよび Beズ〜 私*の ﾡへ表示 &方え は

Px)-. (xs)vcs)-xsjvas)r(ze Vazsj・ョ)

&る 阿係に対にするし ある・

大甲的に派し実味のあるのはﾡ形のﾡ合てあっう・ しかし K(S) 

はこの Pに対し て海めに計ﾡでさるのにえと て 下くY)は*うでない. 

4. m法叫に従う共介家( Peue2 -&w- Cctc&ace3 )
ます(22 )のパ休に たちかえるニとにする・ もと記xくS) 

ウ王X sのハさ い 但わよ び* き い 優に 才して*九なれ。( s )うよ 

びO(s-)6ち*の 22ビit ﾡポf(Y)が

よ く Re( Y <e ..................................... •............ (3イ

二対と てかに存任する。 そうして系(V> はくおよびにあ 

ハて平ﾡ な祖く Pcec セ月 する.

いま庶尽てP(s)かo(/) ( このﾡでﾡとだす は )で、か 
っYの大さ ・、位に 対Lて o (s) と収定すはf(V)a

○<Re (V)<へ なる°ﾡで存任すろ・

ハさ ・ s に対L て ばk (5)はギ径3の7 次えのぶの※面ﾡに比例す 

ろから、 それはo(S t一/ >てある・

ーカS> ・ に対しては○とムる・ ﾡ所下くV)は(一4 )<Re()くe 

二対L て 号在す る •

ﾡに (ス2 ) 式のお辺のﾡは二っとし

○ く Re () ルと くt.入> ............. (s)

りそ画 てﾡ 在する. (22はみよびPて▽を実炎している 

' ら、こ tろの▽の恒にフい ても 二のﾡ係が旅立つ、 よっって V(>)

-2x くRe(Y)< 2uとc (ース、ヘー2て ).............(34)

て与在し 、またこっのウの協営6位ては単ﾡな極(S&a poeo) 

名とフ・

なにしし P(S) ウ" s-%あろいは
v(x)- o(ピ- ) -o(^ ぐ)......... (7

よ aﾡに少L ま た P(5がs-くへく> ごFモ及に喜少する
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なう、 小フ3ロ ッットの場合

v(x) (エマ)=o(Aス) ..................(38)
ホプロ ッットでは

V()=o(てて)=o(A) ..........--.............--- (3?
を脅る・ いかえは、V がハプロ ・トのプーット ﾡﾡに比ﾡする 

かある いは プロット 面ﾡよ ・) し思定に塔加す るかのニっの 合の け 

しめセつるのケﾡ法刑( Poteと 2aw- ) (P(s>〜Cs-7〕 であ る.

(マ2のﾡ係はス豆に用いる二てがてさる, ししV(工> か"大面税 

にM I て A ヒ 戸 様に 塔加す るニY か か は"、 大さ い ﾡに対 し 

て P(s)ヶ s"( -ス)Y百ﾡ及 に ﾡ するこてケ絶的でさる・

注必L ておかはﾡら乙い二とはニルうの糸件はプロツ トの形か 

一定の埼合にク みアロ すろごいうこ ビてある。河Yなれ は一 に v 
は品及の乙数であるY ヒ し に形の ゐ数でてし あるの たかう ・ とかし 

P F&0Pc22と Switん (/夕38) -よって与えられた多っかのさ 

飛は、 =の彩に対する依ﾡ麻係は小さく て ・ Vは砂んピプロットﾡ 

ﾡだたけから天だし符るこ。を示しているように恐われる・ ニの= と 

は多分ブロットの彩が許にﾡめな場合、 例え はあま ・)紹長く台い 

な場合にのみ正しいてあろう・ Rレ ッた の占系はま 

(37 )ずに 同工す る 性生ﾡに っいて Fに 網饼の P < 証明と 与えて 

いるごいうﾡ味 で楽 をひく しのてめる・ 彼は面ﾡA4の7ロッ ト 内 

の単征面京封 ・) 収愛の分政か苗条A-°・?「て・Fﾡによ < 似て さ る 

ことをムした。 数を——えてちきかえるとﾡ分数る数

Ps) ～ coたs - ......--........ (3
に対ふす2

V(A)- cのしと A2-ﾡ = coue ん 至一-… (x,)

を得る ・ く 勿 渝 これ らの 尊 式 母 城 限 に 小さ tA わよびsに?いこ は 

及立しない ),

ビに ういてよく ﾡうれる二の絶ﾡは、三っの楽味ある事 ﾡ性の 

次を与えるし"てある・ Fち

a) 共介ﾡは s一入 にって 少す るという 性ﾡ を丸 つて いる.
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e) 登の 該をプロット団 古上 の ﾡさ てﾡ少さ t る型少キ 

か小 てある。

(c) xコれた将政へは商平台有数てある・

ニまて上の型のは 分枚セ xびくよ っなbるﾡ上の収受の及 

ャを浜わすﾡ単てﾡ型のぷ型が撲生さ北た二とは一ﾡもない。 

( wんictどe ,タタ4; Aec ・/?ﾡ見よ ). 例えは、 (x#) 
oaわ ・のす～ての ﾡの 収受にと て 均x に ス受 ﾡ 友 ( &4 

deut ) そ (x.#) をげﾡづける属型

〔(念ア+ (ーーが〕五(と2)=『とれ…“)

は 氏 分数動数

P(s)- cの.% ・SK, (3)
〜cのた、Sキ e-S (sか大きいとさ)----(43> 

を塚び<. ( ニ= てK , は4浜正された 2e44& 函 数 を衣 わす> 

ﾡ糸みﾡ経の※ﾡに対する一次えの所定て、 ク、R、c。 (未を 

役と度われる評ﾡについてのﾡて >は大さいSに対して今ﾡ上 

mおx( Pcue2 &w- ) そ千ぷす ②供型を灰ﾡして いる・ 

多次えの 様聖て任 ﾡの 祀画 のsに対して 送ﾡ 共分放名予Kす 

る倉ﾡの知っ て いろのは艦部 ( t合u2enuce ) のたけである 

( aatんa0, /953. P.ノ22 をみよ)・ ニっのﾡ型では*え 

○試台から 海数人 は断単な 市脳女ほてロけ " はて ら&ハ= ヒが示ェ 

ハ e ・
格君の惑ﾡでは※*F充て こなさ』みヴ送 に 従う後少 z 十分説明 

くとこ試立は. 50 巧 さ余 0 便 躯 芬よU蚯百の 灵型 に 尺 通する 二 

フの をﾡえていなけれはなう &いよっにぶhれる。 

m っ

( & ) S型 てロいこと・

(e) 友壁(収 境 密度( y・とP dortta )はﾡさ的虚採

Aな&C ce -cuえc_ztod ) のPでめると馴時に、 町 

のる旅とL てしﾡえなけはなっない二Y.
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てめる・ (8との»合では'時店" はうき茶の受けた タxtzビka
②数で不ﾡ 統である . )

ニのよう な 超空 と C て S、土 炭の阐向(イス2 6必止 )にカけろ 

221&dy
(d#u4よ～t メル％*) ○ために平ﾡ化 ( Swxo3 )されてしまう = 

42aaext』)は時の経耳こ ごし に抜家亡天ﾡの配 (

¥ とあIrﾡる て-あろう ・ このﾡﾡは 一定の ﾡ上のﾡﾡのみか球少

するご いう ﾡどては非ﾡ型てあ る。

ﾡ政への伯にフいては岩べﾡさしなはﾡっない・ FxoKcedて 

wu の推定した指坂イ-2.74? 居ﾡ政 才 (ヘ=一に 

応する )に非に正いという 二ごばﾡﾡてあろう か? 産かにこの

-ﾡだけかうさ論鈴を占すのは早計にすきる・ しがし Xui*u0c_5x.o 

は、 包マな型喚の物の科-住区験 (3りル啊 ひc2 )のテー 

7一 かち進支 Lたイの回をあている- 推こされ た 39悟の6の御

クにス ト クラムては主らﾡ ﾡか 4=o.4/- ◇5eの店に あり ・ ま た 

*2のﾡ忌およ び上の 打切 り点、( ct - # etと )は& =o.7/ ーグ.s。 

にある- 二のニビはく どもタ= そ お よ び ーオ 乙る伯 

(ヘ=/ ーラー に対井応する »はある方法でﾡ別される = とセ系して

いる・

参 文 ﾡ

Bュそと422と- ・ G. K (/タタう> 74e lecw 子 -イmgccoeco 

tuo.4cc6xce- c&18ud9e Lとzucと. P2cx。 ・

$zce&L ・ Sa& . (/938 ・ 4@iic .Sc. 2. ノ-ュ3
e6どc2 (/9夕/) スイと

-ク&ge ・f
どoどcどvそct ◇ズ zcc

-2nのーフと 22c2_Ccd
Anx, 7iだん_. Sどた.>2 427-32

ouc,V. (/95夕 Mede2o メn - &cxcrcdcon2
-少aとのa4 -そocん2oびic /ん2oce442d 

及conue_Uacイa , <2・ /ク。一8.
2どKこ位2. P.(/?夕4)・ ◇t /N42E⑷2名 ん2o-c2u5

-そん pdazuo.. 目あか■グレメム ・/. 3ゲ-4?

アに 多故の テータ - あ るいはﾡﾡがっの椎ﾡが与えっない政 

みくっ く こ九以上の= ごは言い えないであろう .

4 • P 物"*
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? 系統的店ﾡﾡの及望

受 約

系ﾡ的岩公にする文ﾡは . ﾡﾡ面の妥性ど それらのた送 

(4tac乙t ) に 肉す るﾡ計的手支の供合2 の相ﾡ作用を示Lて 

いる・ 系紀的ﾡﾡの内惑は一般にどめら九 て ハるよりはろかに爆々 

生ど. ほた ﾡ計的今去の 多く も、 ﾡ尽という点からﾡ選いz いう = 

こから ・ ニのずﾡは一塔の厳ﾡにするﾡい則女と なって いる

整 s
二の戻字の回的は不紀的ﾡ占にパする主受神文の見量しを与える 

ニzである・ この 分野 におけるサム ・ ン ゲの 大 き7分のﾡﾡに おけ 

る現師な性ﾡにﾡらし て、 この及ﾡは大休ﾡにまとめてある. 

ニれによつて表当時2 燃的古ﾡの解夫を めけるために与えう九 

た手芝の・ 柔*にする相互点深をめべることか可になる. この 

ﾡよりすれは、 西子ヶの方法かどﾡ学急の ﾡのかう ﾡ及して きた 

のと全く同※に・ 天ﾡ的ﾡ去ケホボ あよ び土 地和 用に阀 す る 固感 

かう※皇と てさた二とは注日 に倍する- Stxau o 論文 (/x8 ) 
はそれ台すか及望の形になって いろから、 職初に取り 上 るのにケ 

合かよ い.

この論文の才2における二っの文ﾡはﾡ逐たから次に引用する 

現代のサムブリ>グの方去は、 g休を知作合かあるいはめ 

ろ程の系統的な手によって 遂び#すビ セスの上 に広立 って 

・ る ・

ス 系復的地公は塔ﾡで規町て合をあるﾡ資ﾡななで数え、 

塚本ととてはス番旨=どの(ﾡ合'、 またはﾡこさた商所て 

のなにか呼ﾡなパターンと用いて " 場合 ' を式生する.

あるるのﾡ型的ちよび工学的科学において は、系紀的ﾡ公の秘は
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受いﾡﾡいうれてさた. のお問は休*、 哀X、 きﾡ、および炎糸 

学にあいて なさ れて きた・ しかし経呑あよび社公学の分rの研元の

合 - 例えは Bewe4z . ルR3! ・ 2ouo3 ・ よ2とc がよ び火なo 
の 一には、ﾡ木ﾡ公に用いるリストが恥しってある承になって

I て ・ *の大e分はラン みムかあるいはく ¥ も全休のある 

乙c4のu 内にあるという ことか根本的なﾡﾡなっている. 一方 

の 分野にあけるす糸は、 夜かにランムて互い なに 列されて

• そことがわかっている。 したがつて同革な沢本油虫の手城によつ 

て現れる-ﾡ換の系先的ﾡが存在するこごになるが、 この2っの 

ﾡ夜は会く受なるしのてある. 任斉のか呼において aew夕 々他の 

人々の所いた万 法は愛々 羊-黒作さといわていろ しの むLっ 送 

にﾡ作冷 地 出 といった方かよい。この ﾡの 一的なことは、 この 
・

区 ※の K後 とにおいて簡 にふ、りかえろ 二ご にする しのの であ ろ ・ 

人wo2 (/938 ) は休*たおける牧ﾡのサムブリ> の 文ﾡをま 

とめて いるか、 その中て源本内に生ﾡﾡを定するのに以受土☆

■ が 舍 まね つた め の よく ・わ九ている糸件を述べていろ・ とかし生

I ﾡする休木の量例 '毎木部在 ( Ce4oいg )によってﾡ去さた、 ヴム 

・ ン はﾡ時に行ムわれる・ ニの派本は替ﾡある形 式の 系 的 盗 

ふ て之 られるから. 士次ごの正しいﾡ定のたりの不件之大いてい 

Z ・ =の回足をﾡ共するためた火42& は神めﾡ本をﾡにAにばぶ= 

と&ﾡﾡした. しかし彼はこの法をﾡ行するには6用か かか a と

フている。 *のそにしかかわらす. ﾡはを獲湿方よび団にのW 
:非ﾡに初合のよいて ・た こから、 来 紀 的 第 なを 支 恃 し モ いるか、

, . .ニ ゲ: ;。 試ごに向す る方まをﾡぼさせろ 二とが次べ上通ハて ﾡ 

•「あると悟患している。

大の 二っのﾡ文は土和の分路にﾡ する研児てある・んのu t 
・/«2) の論文は、 士地利甲型のか悔の浜ホデーターかﾡ受すべ 

2 と の で"みる か、どっか生ﾡﾡする占起に ひんve入Awンイe、の方表 

2品Hした."だ 会.ひ2&ルe2っC どuZo.-た か六さい予 在のwet&.2u&.
バ的が米く なるために、 平均方景ﾡの正方がか小さく なる ニと



そ産かめた・ これは彩式ﾡにはﾡム止の対による承ネけイスの塔 

大と同ビニと てわる。 外ダﾡ投テー 7一 てチェックされたのと同し 

老ゃ な同岡の こ22.eン42 &. によるﾡ起商のﾡかう ・ &々ロ 

居数が計昇これた。 ニれらは " ちave2 けム フ・り ン 7一の正改さ を 

予通する ための 苫&ve24e 有友区表の ﾡ初の しのヒ &っ た。

Obwuw& ( /942> の論文ば*のﾡ話の-層坂五なﾡﾡの上に 

立って. 系ﾡ的対生の同密と取りとた添初のおと思われる。 ・ 

々つ翌坂のは地によって ﾡ長される面がE造こする ための 系ﾡ的ラ 

インヴムプリンケの召系に対して ・ 彼のﾡ文は作治わよび不ﾡ符 

た必は1たﾡ浜がっえうたK本定ﾡの王区ﾡぞ原もし、保 玲の 

式ﾡ基を並ﾡする方法セ与えている. ﾡは不統的にビ らたテー 

グ ーをﾡ作治*本の公式て軒価すれは、 油出ﾡごのﾡ定には山:ら 

す"か生すると結ﾡして いろ ・ ニれYとしに地ﾡをロツクに 

分外するどいう戸方去しとれなかった. というのは、 このようにL 
てしﾡ-と感の組をる二とがてさ女かったからである・ 、 » 

受は位逐の宣ﾡ沼X< 考えう る友止を受けて いるのである・ L e 
かってけムム "ン〜の内ﾡはﾡ求のあて はめ に耐するしのとな . 

桜刈さ れたﾡのに存ﾡするかししれない内a的なﾡを考ﾡL な 

けれは工らないことになる・

よって 二の力朝のﾡ砲では、系列束が同尽の中的ム削介を占 

めていて ・ 安前またはﾡ向においてﾡほブけ力北た系列の一ﾡ的分 

祈につなかって いるどいっ二とケﾡらかにさたのである。 系先行 

岩五支の正代的なﾡ氏を塔去の*ﾡロうさるﾡ択とE刑するﾡαは 

二の見方に年在するのである 

型論の発及

/夕44に不あ的地に曲R双つたK初のﾡ文 (Madow-ano 
Madet ・?44 > かそ長さた・ *れ以ホャき wUuiawt ana 
よc&:zx Nadow- の名州は引党く重 ﾡの ﾡ及のる以ﾡを澄いて- さ 

hゴ☆つていた・ ニのﾡxにおいて 引用されたそれ以納の文ﾡか
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Alard.et と u (/?43 > によ る有及母ﾡ司からの けム 

プリ ン ク"の研たけであったこごはﾡ吹があ る・

この ﾡ文は単-逐ﾡのﾡ化およ び無作為が火 町かうの不ﾡ的点去 

そ勢じている,後の鈴文( M4dsw- . /4? ) では大きさが方L t 光 

e. しく &いﾡ合の c2utoc (米系)に対する論の比系をﾡ奴 

つている; 二のK初のﾡ文では・サムプリン 7ﾡﾡの 六さい天 は、 

え全な 添作為杯木を とるきかﾡきめるﾡﾡの 佐計的方 去のないこ 

こてある" とちえられている,系ﾡ的ﾡの手場ば、 チくの可先な 

当び方をﾡに麻外し たﾡ、作送対出のキと tて 定系さている・ し 

っ一つ ○面かっは、 系ﾡ的ﾡﾡは米老ﾡ出の一形式て5ろが、 

岳炉田に おける受示の旧解の地尚が、叙げﾡ試老*めるのに用いら

るごころかﾡなっているごとている、 このために ノszxaec &そ 

Aジ9?の可元が引用さている。 このょうにして・ 野米町ﾡ 

ラょ びぁら酸の系ﾡ恒Nの知ﾡから、 系先的標本の描占ほごを評 

*さ る・ 3つの区ホ的ふ結派か止べっている。

系nﾡか正の&ろ 系的ﾡは地分ﾡが大 さいどいう 

定味で作ぬﾡ公よ り ﾡい・

ス 系列ﾡ日のiロう 系ﾡ的ﾡは無作為域士よ りしぶい・

4 系列恒向のﾡか正似的に05力、 二っの右手ﾡの点にじ大

5 いﾡいがない ・

日平勝米団からの系ﾡ的ﾡホの数は小さいかわ ・ 浜本王内但か正 

ﾡﾡすると保だすること置かしい。 結片玉«は、 岳米ぼのほ系 

ヶ、 ﾡE辛来の平一の幌湖値てあるというﾡえにﾡっニビにCる・

o 幼と度的の成ﾡにﾡ会にﾡ入れ た Cecoart ( /?44)の 

ゅ文まで. このっなﾡえ方はぼ圧しロかった二ごに 注ﾡ せ よ ・

- っ だゅ o ッ 位の 置.大 tの系生的ガむの 場今、 系ﾡ的駅 不の平切 

g (芝 ば4楽田平均ﾡの不常ﾡ定也てあり、 *の分女は

Va.( »- ﾡ( (i-/)ん ・ ダ( んx)
・

てあることか示さた, ここてﾡは*れご至ﾡかうなる 7ラス
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の数て、 ィーは系列束のラ ゲ (サ»てある・またのはﾡ特面 

数で、パ% 叙相前ﾡてある ・ 峯君は単一の採ﾡかうﾡっれたﾡ 

・のある分数うよび系列相町係救の造ﾡ但は、 スっ以%上の保木を用 

いる ことのによつてﾡ正てき ることを注ﾡしていろ。 このよう な* ・
方去は1述のよう た 人4a22 (/38> によって し足ﾡ されている 

が、 受用かかさごと更われる. (Pの)並ﾡ但/4mの埼りは黒

でモ そ 型友である こ とセ示L て ・ パの 進定をﾡ決すろ方法か核っ

か 毎えろれ て いるか”、 こらほか乙り坂後てある。

8これだガ合の系茨ﾡガ去について ・ニっの基な的な秒支か 

ちえっ九ている:: ・ 、

t) お出くまたは同時)かすべての居で一支のとき、

Gi)a 可友地払«たは前ﾡ) を甲いたとき 保木平 均.復 は感平 

役の 宴ゲさ平均であるが、分教についての 汚ﾡか う 次の よ 

うて次K的ﾡﾡか生する。

I ※乙る感のなする シZet が正のﾡをしっと sは・ 地士 

のﾡ年J外のﾡﾡがﾡ妥でないﾡI、 仕店ﾡを一定とする 

二とはべ束でふい ( MAdowx- ・ ひ.子. /949 之セﾡﾡ).

2 対なする こtanL が目のボ成色しつているとさは、 ガ出航岡 

を一定ビすると埼払分ﾡか小さくむる・ ・

3 可次士比を所いた場合には・ ﾡて街立なﾡを行5っ 

ごふの対の前の政が消えて、 平片幡の外ﾡの式はさく 町 

うれた居にﾡ払のしのとなる。 ・ ・

系坂的描生の校の 規作ﾡガ生の*に対する比の式か5えら 

スかたに比して大きく、 かっ、

こ P%mt く ー (n-/) /2 (た一/) 当 そ

むるこ き には ・ ﾡ息の 改かﾡ君より小さく で る 二 とが示さ れた ・ 

次に二のﾡ文ほテーグーのﾡ何住のﾡﾡをな来している ・ るを テ

- ?の Wﾡてすると※ﾡ的標ホの感ﾡ均区ﾡのおべは+/であるか 

っ、ﾡ作為ﾡ木のかよい.Lかし. 所原か2るてう隣るﾡまた

-2ラー

:位玉のEがる政とﾡるようふふにっいては、ﾡmのゴ反が-/ ヒ 

なり、 また位監のYかはと工る感の部では+/Yなるから、 系生 

内深ホの該はお*らく 小ごなるであろう •興嚏あみ岩泉 は ・糸 

田の型 (fwx) ヶ象型のYさ、※ﾡ的木は系との係台(や2) 

のせ管をﾡﾡく という ﾡで無作冷ﾡ木より はるかにﾡﾡであるが、 

sにﾡ作A孫ホよ りは劣ってい おどいうここてある ・

二のﾡ文の 商沢な拠ﾡヶ※ﾡの 一人( Mzdou- ・ よ.火・/44)

っ て 字えっ 九 て いる, 三 の研究方法ば条老対士においてはそ り 

二つさ している( Aa&ez a トケuイta 2よ ) か、 の 

Kし単ﾡなのが、点ﾡ内て会点い次ゴを行なわないて、 -っの 

※惑をﾡ公する しのである。系名的占計ﾡを探用するためにルそ 

女 ﾡ正は 西索に述べられている。 この 文 に テえ られた*2の岡は、 

ﾡ«&次ホ"ィ スに対する系先的保ネの 久教ウ保ホ"ィスの 送の: 

としてってて、 端眞-ﾡ少しないといっﾡ味にみいて Cucotoxt 

てロいここを示している。 したがって天 ﾡ町描計夏の 妨キは不定 

合というニとによる・

皿 論の 次の 受 展を諭す •る編 に、 3っの輸を甘しくうくのヶ有 

所てあろう . ニハらはいづルし立受なﾡﾡ的日座をかしている・

K初の営文 (勿図め /?45 ) はた製 0 再集財の底史一対立E 
秋あたり o 校ざあ まだは耳淡休の向尽に口するしのてある"もし

に空商的な ﾡの ある二ごかわかっていは、系 ﾡ的 が本は馬作 

ゅK不よ。 x性がある . 系金的岩営運めの 凫反。 突 ま面 から 0 共 

交性と齢師及の 点互作用は次の引用文#に示=れて いろ・ 

' -、.不こ呼景本のガ地天ﾡﾡKよ的な方支てはEと ・ 定てさ

な い......- * の ょっ な、域本の 外タヒ っ い.て /を 与え る を をは 网 

電る しのでも肩用である・ Mieuへ /acot-は二の月 

そめじたか、 それっの地米にさ た坂功ての和用にﾡせ形式ては 

よえ られて いない・

大のしのは ( aQcw9 ad -小wtoet。 ・/94 ) SFで系ﾡ的 

ガ払を行なろ層化野ﾡゴからの実央あるけムフリン 〜の例である・



計的な毛索かなこれていないのば、 その時 (/夕48)は理ﾡにお 
・ミ

ける そのよう及楽戻かまた十利用できる ﾡに ﾡっていなかった= 

とによるしのである・ ニの程項に風するﾡ3のﾡえ( 

人ル2と22&e4 . / 46 )は、 /夕44キの FにRoる 

&cot . R&eaxcん J&cよot て したれた時系列にかける包己 

時に高する シンネジウム の計勢でﾡ春か 与えた断与から生たしの 

である・ ニニ てX名を行なっ てい る牧っかのﾡ文のﾡにつロかり を 

つける には、B&42w4 anと 火&224& のぬxのォ/ 番目の式 

は、Madew- 0％ M&ddow- のォムの式と形式的に同しだとい う 

二ごか示てる・こルはまた非ﾡに受いやの式にし冷ごするのてある 

- これについては u2e and メaaE2 の ゆtuouctot 亡の

そん2-ンュー・ f 4じなoしと8, /4そと Eとtcot ・アoe
式 / 7、// あよ び 3 (/?5)のJ. R.5.5.

"イ の 公

2 8 に お/。 &、

る時系列についての為文2参ﾡ-れたい・ B44224 24よxxzu家

がﾡﾡヒ た戸巧は ・ 対三兵老の デス 

ﾡ的2 ﾡ、ﾡ生にﾡする しのであつた

卜のﾡ統ﾡ記録をごるおの系

系紀的ﾡとに おけるコ Lログラム

Ceckzaz o (/夕44) は・コ レロケラムの型および*の示 

竹ﾡム にあよほす彩宅についてのﾡし支ﾡに域ﾡてある 一天ﾡ 

納杯ホの外数がある忍まで系列相にの可になﾡする こと が尽さ 

t◇でうろう・ =のぬ支はまたど燥田のそ系を年来数とﾡえる= 

ビによつて塚 か るﾡ持区について研するこいう 考えを及ﾡ 

している二 とてし立毛てある ・

域君はﾡ店ろ 妥ﾡの?ルー フ・片ﾡか、 ケル - プの大さ さ ¥ ご t 
にだする。 すなわち系列ﾡﾡかﾡ在するような年ﾡ団様型セﾡ条 

した・ ニの系列ﾡ知が正なら、 コレロラムの一ﾡ的8形は司式 

ク込汝(上にe)てある・ 平トドッニいラと ・ 番にﾡ作始ホのﾡ*は 

単ﾡ馬作A求木の*れ以下Yなるこビばなく、 また*の相神的妨ま 

はﾡホイ ス・の 単ﾡ塔ﾡ乱 数てあ る が、系的杯ホの 場合こはこの .
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うロ- ﾡ的宅ﾡはえら れない. Mada のﾡ支の-前をなす=のﾡ 

※の 確契は、コレロケッム か上に 凹なら, 平均的にいって 系ﾡ的ギ 

*は区の保ホ"イズの居化深ホより 王圧Y いう起てな張されて 

る ・ っいでにいえはコし 日 グラムに 4する二のよう なﾡ及は、 大 

Kにありえない忍米場ねしのてないごいえる 2ッ44 (/938)ほ 

経若テータに条翌のコ レロケラムを甲いたし 况A九心 も 林Xおよ 

ひ士地河用闘査で問じﾡのﾡはを用いていそ ・また F2lz (/ク22) 
は2っ のﾡRﾡﾡ所におITるぼﾡ受間のﾡ束の可たにﾡ分似忌った 

ﾡのものを用いて いる ・

Coo6nは系ﾡ的およ び頬作為速払計五の対的精友をきウる夫 

定的因子は、天列相ﾡの*/ ﾡ差でロく むL ろ不2ﾡ法の方てある 

ヒ 述べている。このことは Madew- a4 Madew (/夕44 )のテ 

えた &っかの不 新式の 再区をは2さ ・ させろしのてあるか、 *れて 

し系ﾡ的ﾡホの 建に顧正ﾡK本に対する相的初ﾡか、旅な ケイス、 

nボ a i数てあるヒは述さてさょい, ﾡべ分該にフいてのﾡの研 

兄方にしたかって、 Cckaxc は ﾡ作為、ﾡ化無作合ﾡよび系字 

納杯ホの 平ﾡ値の今 数の る与え、 またそれっの対的対キか式中 

の系列相 刷の 家型迫救とごのよう に左逸なﾡ係にあるかを示した。 

二の枠大は

(i) ﾡ本型

(ii) 然型

コ レロクラムをしっ母朱田につい てのる翌のﾡﾡ生の ﾡっかの 

て祭って いる。

_ ・ «た型給のだ氏の次の左受ﾡにフいて述べそﾡに、系 

• だ法の快甲をﾡ告している-詳の主受め文に際を通た ておくの 

- ぽ利であろ ・

※ロのしの (イ%ud&ッ ax C2uw ・/ 7x8 ) はきたの分野 

n台文てある・ 平君は

(/) ﾡ作為&日 c -2anddewx ca )
(z) 起紀した甘 < Ceta-ccuじwe da )
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(3) 区前ごヒの日 ( it2uu2C da )
によるﾡ師- ッム"> バ方式かう えた$ボを比ﾡし・ ニのェっ 

の方法 Nの 正ﾡさのﾡはほかであるとﾡﾡした、 ﾡなる日について 

愛の群のﾡ射汝をチェック しな けれ は■ならない と 乏(この ような 率

含は大城ﾡな 受建場ではよ くある・ ) は系ﾡ的督本 (ﾡごとの日) 

・の方がﾡが に有友 か よ がった ・

? ニoクルー'に及する* 2の為文 (子iルれ&4 ・/ク48) は一級の 

・利行物あよびン2ん子 "纟/ にういてﾡ々ﾡ量さているろ 

くのﾡを強料しているのでﾡ至である・ 立不のﾡ決ﾡ定のﾡ合、全 

などほに ※す るﾡ向とか 大乏いためﾡK 的価 但の大きい対方 

法を方えるこどかどぞどなる・=のﾡ支はん4eじ(/ク38) ご大休 

同じように、 株※前ﾡに資ﾡL た合のv 4うり ン の 一城的坂桜

• V. あ。の射支(ﾡれれえゅ ラ/ダ4? ) の本ﾡと し て系かれて いる、 

=れろの 静永の オ3のしの (-8Aau2 2 M a4uタパ ・/ク48> 
はよ・アマハ7 の人の 本e ンヴス を行ロう ための計五をﾡじたし 

のてあそ・ 5えらたれたﾡ虫Rﾡに対してど委とさる採木けイ ズの 

計す公式を 引再じている が、 単5魚作始ﾡ会を 阪定したビきの to 
であるニ 2 そ注ﾡしている ・ そうて て思にﾡホの万がﾡ友 がよ ・ と 

・耐有 している ・ しかし知 ※に は、 そはりストから系続的 杯本 を と

钊セ 絶飛を 点作冷採木と し てR扱う ニとによ" 場友を対立さ tる < 

っに計至したのてあった: こﾡっかに Beuど24 * o との 甲 

研先法みﾡ代版てあっ て、秀々 かこの感室の中でﾡえて き たようこ

城む怒索での 系ﾡ的ぷホでないて とは明っかてある ・ ニの 犬、に . 

いては a2&4 ルa Ceムtヒ (/952)の鈴文が、 これうの方逃を 

牧つかの忌で改きして いる =マ を注ﾡして おく .

ﾡ団学派の 各与

ニニに力いて このrて飛区) の炎計宋による 主新よをﾡﾡ a 
二*かて冬る - 初点の天ﾡはほととごにアメ ・カて炎表されて 

ろ. 日ﾡのたの二九 以剤 はﾡ 先上 の が っれ ていたか、し か
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しこの中の 一つのﾡ米は今日束用上及し甘用な ( 特に二次えの系統 

的ﾡ去の分好における ) ﾡ思のﾡつかを含いと方えっれる一Wの論 

ダてある / ? 48 年? 月m俊の時ふでそかた齢文を考えるﾡ合は、 

どtがﾡかという ことでRﾡセっける二とは回姓てある・ というの 

は*れか色々 な定断刊行ﾡでの麻番台による ニと が多 い かっであ 

る. 二の回確をﾡける一つの方法は、 ヴ2するﾡ文セーまとめにし 

てﾡえるこYてあろう- そ,二てます 24 の研ﾡ ( タ44,/948 
およ び/94夕>に肉する しの をとりある二こ にする。

主型ﾡ支は"系炎的ﾡ出法" とﾡして 2&2 ・ Re4 4ec(A ) 
(/ /“ &) にﾡ表さ九た ・ *の告※の会つかおよびしっヒ ー 奴に 

ェ»天 ( 3toa .2 44»一折で管道に単四さ れて 力り また 

JwuQng M/etんsA。 メ Cexrcw。 and &e# (/949> & 
る番ﾡにそﾡと及望か与えうている. 秀我の 器班は風かの聞)ここ 

のか野の準的な波計ジYなつたしのである・ /48年のす在ゃの 

崎文は多く の理由のために 米記的期法 ﾡの地矢において ﾡ断的型委

をしっしのてあっだ, これはどくの ﾡとどが遼的ﾡで従上にﾡ 

条的 局 汾を示し、 た計平的置の系列に同する 系ﾡ仲環本の 月 刑 

生を5えたとい う こと による しのである- しかし ニの諭文の取以っ 

て いるの は 針 受 的 アータ 巨ではない・ と いうの は*の-断ずぶ性 

- =つのをとる召数の深ホヒして表わされている 一 の系ﾡ的 

ﾡ出をAって い る から てある。里 看 は気象学え & めて 多くの分ﾡ 

: お る ﾡK面のふ用を 引甲してい るが、っ い てにいうと ・ K量の

文は系 ﾡ的ボ公 の商ﾡの在区どめらtているが、 そのﾡ決にﾡ 

xとu= nて い &いといッ 您 し、、 を 焼 ける で を,ろ う ・ その最列さ 

Cawa.tuow8 ( パ タ2グのは文てめる・ *=て単君は断うかに送 

の染K"に不坂的塔去法と甲い ること殳は獎しているガしかし見 

百一ﾡのず営に-の 成型dをとる ニ とから生する町誰2"決する 

手段はﾡりとって いないの てあ る ・

4な3 は一次えの 系ﾡ的培 を歌ぷい、ﾡ試ﾡをﾡ定する一つ 

の河去を底NLた. ﾡ作Aに ・てさたた 不ﾡ的 米本 にど下6ﾡ台



-22C一

( taxと )の誤芝を孫去する ために、狭ば簡のき支 ( ct ・/?44) 
のずでﾡﾡして 系先的岩の毎ﾡのみからはﾡお暴の.ﾡ会に偽 

ﾡでさるﾡ定値は作れな い二ごセ示し、 またﾡﾡの証西を与える た 

めに、 グ2 みよびク向ﾡてﾡ加本るどる方去を述べた,系物的 

ﾡ会の ﾡ行は次のようる占県田ﾡ型についてﾡ先された・

(/) =っ②盛名とるる枚. するわち浜性

(z) E規分柄する資科

(3) 一貴の自こ ゴﾡ動数

Coct2znt (/944 ) にならって 3oな3 し 分 教の 校会そ甲い 

た。彼はまた何し力かつていていかまたは周ﾡ性のあるﾡ件につい 

て系ﾡ的標本を 所いるこごの尼ﾡ性についてﾡの悪え方を強訴L て 

いる・

こ分された量ﾡにって二つの乙数をワムプリ ンケすろ合、解 

注を召するE分のﾡ合か小さいかまたは/ にい場合、 あっいはX 
今の 大ふ分が対公府ﾡに 比べて ハさい、よっをとさには、 系統的ﾡム 

ごﾡ作冷ﾡ登ﾡの ご を送ぶかこ いっこてはそっﾡ受でなく る。 

しかししし Eﾡの大aかﾡ公ﾡﾡ より大なら、 系ﾡ的ﾡは大休 

においてごのﾡのﾡ作為塔よりも正ﾡごﾡわれる。 この中ﾡのﾡ 

合は受にﾡ究し なけれはなら ないが、 しかし同ﾡなﾡがな立 と* 

うにぶわれる- 地対象が正E 規分 布にしたケっごさは、 翌 a•的 生中 

写条からのmムフリンク" - ニの分好はまた十発及とていない 

-に おいて 二次えの 取推の 成立する ニ と力示される.

ﾡ究された才3の場合は単一項の台こ町乙数 (ﾡ*ルコ • 

チェーン)

dr+/ =イyr T ユr+
のサムリ ンケである・ ニの恐のﾡ故の性ﾡは、ﾡ友ごの型とは 

本ﾡ的にﾡなることか起ﾡされている ・ そのコ L ロクラムはﾡ数R 
で、このﾡ合も Cocん2an (/?44) の給文のとさに引所した文献 

ヒっなかりかめる。 しし対象がﾡにﾡるmﾡであろ二とわか 、 

ていれ は、系究的本の該をﾡﾡする こと はﾡﾡである。
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しかし この よう なこごはﾡと ごな く 、ししﾡの自乙町ﾡかっのへだ 

た ッ かチ場の 交 勃 (2o tcat vooatowxc) による しのてあ れは、そみそﾡ は版 

かである ・しかし もし 二の へな•たけか無 作為 を 効 か加え らオ た ためのものであは卜 

#に論な垣ク企とケ生する。二のﾡ点を避けるには、a余的(PanZ2a2 )系党 

的木によつて神ロ情報を めるこごケ立系 さる。 とに交ある」払可 

知についてﾡっかの徳業が5えられ、まにつの分野の地お書の 文ぼ例か炎おさ ねる.

天町学ﾡのオ2の主&ぷ手ば汝AE・JmoJのき文てある・ ニの 

は、/ タ48 千 5Fの不ギかっらむ Jの. の事ﾡにより 

8 Yon2 (/928)にってっTかた。二。 ﾡ文 て考え 

1たのは、 受統バラ ・ -7一 によほする, 次えの音-ちさ条ゴか 

っ ヒちた手烈該のF性2天牧的木てﾡ夫するニごごあった 

-。 同思の ﾡ営は振ホの ﾡぶ要末と文ぐ のg2 前の浸に って 

¥炎Eご記分十るK氏の方法をボめる=ビてある。 二o合こg 
保型は 4at2が (/948) の研したしのと妖てあった ・2z2s 

よtL 二の点が非ﾡに小とら、 ばの本旨を

ンてu+, ), スT/(ス+/)......

のE離で記分することこ沢した・ ニニてTは対会すべるス ト リッ 

ブ・の 受さであ る,-方ﾡﾡ〜の、25よ' 大なう興喪タ空介 は 距ﾡか

のヒきのしのてある。 どちうの合でも、 な今はえが守走ﾡ 

す&Pっ ﾡ統ﾡ記 長うごさ にえっルる。

ﾡさき文で 々% (/48)はしっと米約&ムプリン 

7 と 土 された 4なん o 系 ビのﾡの木区ﾡ登心をﾡﾡし、ﾡ 

君ご靛 の e 尚 の 适 ごに轿 ヨリ 申 & 貫 に な る 二こは不どほな手*ﾡか 

Tることたビ域べている。 二の注起は み在 (/タ49) の者ﾡの 

パ クタ 頁にし と ・ 入っ ていろ ・

方こ九ま てにみてさたそﾡの始文の多< は、樹ムギ の 培加 に 

して形 式的に 同一であるY こ ろの 条的ふ系的ﾡの 対ﾡにい 

て. ﾡ出されているか、 二ど ﾡ補う 遊さ北た 4クた ' の 声 

表は会べべれられていQい.. コレログラムﾡ数型てﾡいよっ なも
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そ一叔な合に いて ・ 火セndL&4C は同じﾡ融で< つ た既効伝をぼ 

一の受で号えてえられた結論ばﾡまり であると述べている ・とか 

とこのために要とされる一ﾡ"方区式からﾡ"な か えっ 

ろこはﾡえない。さら /に火&d222は 対条に 君しい 百歯性かあ る対合. 

系統的だを伎甲L てはなうない ごいう 強い基セあげて絶 ヒ し 

そいる ・

4 (/夕49の徐文は前年にﾡをざたしっヒー城W文の 

ﾡﾡを なすしのてある- これにﾡ休ﾡ査にういてﾡﾡかういと モ 

て いる系炎的去セ ・ 老々 S出の多政ク データ 它 しと にと て今 

家求した可元てある- 二のﾡ文しヨた ﾡ計的手法の 互作用ケド 

ﾡする向ﾡにぼ入される止の し ろし を与えろしめ である ・ 

系玉のﾡ永

2 @. R4必” によるこの 外rの 研児のオニ の5分 が/夕4? 年の 

ダに#るこれた。二のﾡ文にういて、 彼はﾡの給文のﾡ不を糸老 

の大ささウ手し い台とこ く ないﾡ合の系究ﾡ対生にﾡﾡした. 

こはま た二次えの天的脳士について のサっかクﾡ明かきま 1 て 

いるか、 しかし この臼にほするﾡしﾡそな研ば Suceaett2どe 

(”々カの物文 で •ある. ﾡ乏の大さこが4しいﾡ今の系統的ﾡ士 

は系さて いる方法か二っすなわち

(i) 対士された県系Fの全受系をﾡべろ

() 対ムされた※ 乏内 て る に お工 び别次 性 比 を 行なう ・ 

あるか ・ ニの別るめめ計は・ くJほよ"CL ろ台ぶげﾡﾡ田" 

ャムフンバに宜し ている よっ にごわれろ ・ そ受ﾡﾡ終いは •:と 

えそか 非ﾡ計的 E 田 によるしの てあ って し、東 さ系 ﾡ 的に 

#する万去 は 乗 洛を 明 いる 二 と によって 生 予るみ該のﾡ力名 悩 • 

& ご有ぁな いの てていというこ とてある・

=次えの系ﾡﾡ対だの店慮につい ては・ こっ。よか 引用さ 九 て. 

る.(I) ○な 内の7ロクに"ﾡな型にを考をっけて くで万

は、 ロ、ウ向にボけはがあろﾡ合には相妨ち方汝でない, 

ある 系ﾡ的ﾡ本は C のプロ・ 7の列どなるこごしろる・ 

コレ □ グラムは上に凹ヒる!

(2) グリ・ト 上 の 行 か よび 列 から なる系先的採本は行たは列に 

※って 祀沢ﾡの 問料 がある とミには日"こなっないてあろう.

しかし上に注ﾡしたよう に、 二の&災の*して年びとしﾡるぬ永 

は. 二次えの 系ﾡセガの商量を京う Rﾡとﾡめっるとのてあ 

る ・

Quutowジg&。 (/949) はその"平品上の"ムプ"ンケたっいで 

と白す◆ﾡ文においてﾡ的ﾡ占の店題をﾡ素と非帯に丘いと二ろ 

まて皿っけた. 二九は*たまで冷くどﾡ認的 に系枚り九てこたし 

oてある. Ceckanの鈴文 (/ ) の中のあそについて、受

合あた及初をつﾡ2る少受のあることを注ﾡしてから、彼ば 

ﾡ作為地生の序にするにで表わした系ﾡ的よびﾡ化活正合 

ﾡの地生分欲の ﾡをコ レ ・ ケラム ビこ しにﾡ上でどのよ う に甲いた 

は 二九っの ﾡ方式の対的幸をあべる ミ とかてさるかを系示した- 

劣→かの相用とu衰を問いて ・ ﾡは左ﾡの-万または西方に平行 

ほたは使ホ:-- oラ合は非市に多く の組合せかある —— につ

～だけててく 東作A、ﾡにﾡ作合、 系5師ボ中方式の二次え"ム

・・ > 〜の向題を説町し た・ ニ フク 類作*どﾡ方式のﾡ合には平行 

/ 山をとるどぎﾡ分政か大さく なる・ 千ばこるよっに系ﾡﾡば 

出のガ合の分救の塔加、 速グはレロケラムの秘によってきまる・

¥ﾡ型ﾡにつ いて 座恐の 式が字え ら ま た.各左ﾡﾡに送っ た内 

ﾡ口のゞなる値に対し て ・ 4っのず型ﾡ岩方式の相対的切狂の表 

ァ与えっれている。 gxな合を題いての得崎は、 二xえの単ロE 

的ガは気作冷ﾡ払より 正ﾡか 米を 与えるということてﾡる・ 

ヴ当方女の出士"ﾡの述定に文ﾡされた方去は平記方式の還合にも 

杯用てさる

1) いに独立に配量された六俊ﾡﾡ本の唱・ 試監は各ロ・ック 

wの系ﾡ的K人のﾡから計ダさ れる。

tif) 知、作Aにﾡxした※ﾡ的ﾡ本のﾡ、 あ生分嵌ばﾡ炎的K本
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の-初かうさﾡされる , 系総的抽出に 図す るろﾡ要文献

(i) /フの系統的ﾡ本之用いて、 三れを介をして天に商岡のを 

系ﾡ的で本を失つが二しうえる- 培上該は各副次ぼホのk 

かう計容する. ・

こルうの3っの方きは. 平ザ 彼の ﾡだのﾡ合は二 のW浮にﾡ友2 
よくなるか. このスでガ占ホのﾡをにば=の順に崎りか大さくこ 

ちから、 *オにﾡボ性ヶ低く工る・ したかつて力なみ送は5ろ区 

ﾡまで同 x。 性受に支記さハる,

格 納

ﾡ去 e 手の尚・ ※ﾡ的店を次用に供しよっ と する査ﾡ的おュ 

に対して・ みくの型ﾡ的表つけかなさてきた・ 炎そ型ﾡの-弱 

の最少名ばすためには、 東深的 同ﾡケ非常に ﾡ受だビいカニこカチ 

くの面にラいて強く示さている ・ しかし・ 交マ次麻には互いに 

優かし か取似して いないにしかかわっﾡ一の名孫でよはれてハそ 

2湿綱のおム万式かあって . ﾡ網の上てﾡ木的な 田費か生じてI 2 
ニとそみてさた- あるん々は一ﾡを此ゅて、 ある段ﾡで 無 ﾡ岩士 

セご"^ない樹方式にすべて 系的ガム とよべきたというか 

ししれない・ ニ北にxいもなく 統バ ラメ -を しっﾡ点田から" 

ﾡﾡ#の ﾡ合名し各めるしのてあろっ ( exda&e . R.S.5、・『 

23の./2%2 ・// )・ しかし二九ばﾡ々がこのﾡ文でてきだた対と 

方式 はﾡらかにﾡなるしの である ・ ガ方式のﾡ洋的なﾡか . 

さるまてにはなおW日セ受するしのこXわれる。

8 スu2&ax. R ・ 厶“ム)ルス

( ハ R. S.S. B. レ/ハ. ワタノ よ))

今&4 ・G. V, ad Haorwu22ta ,./.(/夕46)
"2ん. effectvu umu&xz / 'o.LenuotいnX'ACotwvotシct。 况 Qt 
autocouctud( セみiue-Aiuo,"J.R.S.S. Su. ,ケ4

Cwvwt&。 , " ( /タ42 ), "A ccu2ctt f クcLat f W twr/ruatwu 

e4acavcto。 " グet ・ ノ ・, ク ・ 45 "

Ce4 吋,W.G. (/94と)"Roどaイinue accu& f るなんtと 
antイ 4おaxLiイ イole -&& だed & C&イイit cCaxo 
f Aew&axot? イ ん. 2メ ・ ,/7,と4

P_eui?, .E., atd &mれtewo, W・R (f4,パ7 そんc 2a?t

f & -イawイ fet ocaCa twc?ズancco1J..S.A. 4/,B *

F , D. (/?4夕 ),"/&&wwu! ムaンn
乙uイ.t & -イM 「42ヤ#,イ,/7?

----- (/949),"CMtcCっn anイ &&イcrtoズc -&&wビク

Fバdfva ,R.イ,
" Fetc3イ2 ・ 

イ. 2nd( イイacそ-e7ツや&
,4イ"

, W. A. (/9>ス )" 了& cevucCtこou

f Accc24y 2xi/a4 " &.. イイ ・ &eッ4パ・ジ*・

Gy . 2 , の.d c..udt,f.(/夕52 a f.t とu. &.ciu/

, J.P.S.S.(イ),バ/j,/P.
//?vuct, ルん &wイ Huuwベン , M イ (/ラd ノ, " じn じん

-2wwLCx- だuwyt Pito在x /たプパそ4イビ〜t®" イ ルル.

PCaイ., ノメ・ぶガジ・

/daoef, イ.イ. ・分 " -イanたイシ -2222 t びtんx -ゼ4れ&o 

ノ. イタvic. &.. ウ,クパ ド

fenceイ.E-(x?グパ)"-イodctaズcc ールィやッ / Cc7tズょ,いcte

/awnuctoa /euLdaそtxn。 / ・ ・
/wwdagf, 6. (/?47)"イ ccnイinttotccnt / m Jenu' '
&ハ , ケ ,/

acdew,L, H (/94と )イン&イwoてと -&ペゾんイーッ & な
zeCoイiox イ ・c&z -4aビ ムクの/ノノ・A・J.A.4/, イ ・
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なcew, M G,(/夕4?),"ムなnaなc ル"必ッ :I.A./.S,o.
24 な&wL,,(/?ペ®のcズん: グuッ イ

メGmnaxic «awnんムiタ :I.4./S./.バ

イ42v&c?,イ.レ ant Cwwwr .S.L, (/94?)."&wCwnatic anイ

44t4nt -Xoんんu? メ 枚.oな ? /zeolacXcxt

t/cx.&tッ: &ouxucco.2.〜s*

AAe ・J・G.(グ> ) 4&w&夕 wc。 4なwtoなc &wイ

プ24tot 2ut y ccwt2 - 勿" 以如: / 4.S.イ・ ”, 4"

P-2cuc/ext. ゲ刀 (mダ),"_Aッソムシタ "% pantowae 
わ20 -&ウ&oJA.S:A.?.→4ケ* ・

Qtcx.udi, H (/94夕)"Pnc&uwn. 5 /&c -awん&ッ 

イ・ペs. , •

パイx.刀 々.H adイ y&w火.0A.L.(xク*パ)

ーウ/イイ 2 / イPuic&xt /w2&イとxt -イ..&wwn?

々&cc(caia グ Pんuax一 _xなucUua ,.ジ?

イそ/んw. ・F,F.(/?<P). ゲイイ

<xソイク Azccdao?.A.
イ ル ル3 f ?L24et 
S.・A、,uッ,バ

cと&y,F・/(ハタゲケ)"イ eM&icaズ- イそんAcid&wn

-202c。 名 <u /ua2wn-イucwu2&tcn",A.SA4o, 3 "

Wイ ・ /;(/ク5 ), イ ・&ay a イxc&v。 メ イなtendwy 
立 -イeu, りaa& :いwvuそ©Mc&ocd&.

Y aイo2 ・ F,(/?4と),"A ヘic^ / wccent aなoなoticaf 
vc-ピe/レwunt。 4 &&パ& &イ 4&wン&ッ -なwwtイ 

R...,?.バ
-----  (/2xパ ),"-4rなwoなic -イaッ&ジ?,んンイ・Zuznto. 

(4), >4, 47

(/249 ), -イxxんイ イとメ&.。 f Conow。 &イ

-4wo. Cten : G-イ/i Q Ce ・

*印は士として応用を目的としたﾡ文てある。
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示 的対おにﾡする受要文

a442# ・ 令. レ、 &a たamunue24Ce+ ・乃・M、 (/タ44)

* e 今fecなve- 
o-メ4o2ムLのu ウu

C222LtL224 ・ ペ/ (/949 )

C40ひこどoo3 "

そかルイとと f , ・1dL&ズと亡 ,

2 2uoCc2224ぴac- ごu -22xc2

・R.S・S &2 . 8./84

2c.dca cf 7そ&～と cf ' ' toiouctu 
uた ・ %44 ・ 78, 6ダ

Ccん22zt.. みじ・? ('タ44) Re2こビv← 4cc<o2c4 ・た

- ぱそcmotと & 少とQと一 -242イet 
AanyL2c。 チと - 乙 CeZoit C6200 c子 /tどeなoc

2wt 2&とん イがaそ ・ /7. 

み・ e. a そdrxo%

" Ca ヴと aoai? / &

/4名

、み&, (/夕44)

イ&プ だの一 cd26と

' 7. A・S.A. 4//ん

チいtcc4. Q2. (/タ? " 2-24〜wotc -e0&cどcct f 4なcxg 

tn.ev 44 イいe+ 7o22ょ花4 ・ 2/ 7?

----- (/夕4?), 々aadewe z 44-4t2m&tとと メルシルタ

t 乙れ8u &uwe# " アそと44 ・フ2. 64

プュイ2 . P. A、 and スxacんetsic-, レ々 4. (/タ2ス )

" 222 covuo2ctot ・/ we2&+ -2&2,22e '

Q.g..7%そ,-C zみ.23イ .

44 P awd 
スe 

入&っtC～t 7L ・

・ c

Co2&cとt. チ (ノタタク) " -422 メu 

cdz& イuwe4 8.R、S.S . 3.。

&"d ・ たんecuwt- ・ ス・ス・ (/943 

tん. そんcc+ サ ムル*必ム, メ2cwt メuto

んeru.どa安ふt " n フみた- ぬそた ・ /、333

x(a3e ・2.. (/93&> 3。ルムス乡 -C2ncと どt びcv&

4wwen48" 2 c9uic P28 ダグ 7/3*

PezcA .2、2 (/948) -イgdcm&c -&w&Eug cf Couot&o
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じcon . 35.2ﾡ3Aa22どcと "

メenda&2 . . ? (/948> "2 cotnu&ou イ 火②u 
2ezo% ' A2ん" B-nc 3 5. 29/

7a2dow- ン. や (/949) "イ44なとoがと -&外4い2 2t 
(オ 2&02rnt t～ 変屈し 3&x&n4 dcg "

J.A.S A u/ 204
nadww- ? (/94夕) 4twa広と シルり必ンク : T ・

A.M.S . ze. 3 33
- 2ペ ?Aacdctゲ ・ざ・H・ (/タ44 ) " の 乙e そe2 ケ 

ンatomz乙と -3&y&n4 : t.A.M.S./ダ/

イ6uCo&s子 ・②.み C ・S.L・ ・/) -&utゅと 

&4 &dot イ&イ9 At 24tいn&Din9 矽チ 

メd〃 厶な〃纟 んex26 " 夕cmueZ2cと4 ・ 4, る3"
cR402c-2.み (/クユ) "dx&y ezzcz ・*44uwurと

m2 -2&cCewt -A42いe ◇だ ひかQL -とんメー czExo 
JA.S.A ・うスz ど

Riooス戶4 ・ L.子.(/タィス ) "&& 2uだL てaotez.c 
t2u.e) -合cced" J.A・S. A, 37, 4

2x.232tc4dと・ ス乙. A. (/02?) "ん2c44とt 2t//2axc-4yLA夕 

A.M.S. 2。.355
&,T. R・H auL っル+C〜9L .C.A.L (/4&) 

" 3aMy4e, 2ム20e4 が 勾ム c " /c&どcoヒ

• fイeutkawt Rイc0cdcaッ /u&2Zot /て“メ-ン.)

" 2,339

-登-at チ t'タx8). 人一eチ だ ・.224 ・/ ス%%3:

3&xL&夕 /とzocedLuze3 " J. AS.A.4J.々

2udどw ブ・ (/ク4ケ "u ヘん.&cczot ・た スe

たec%c Aexイc。 -イo7rce と e6-ピe ・チ 

-2ux22ztat " J・A.S.A.4。.3^
Med ・火. c/238) . 乙 4と4L2,2+dt。 ・*

-イイaが27uv4 7e イ1-c。 ・ と夕0c合 : 

&Erと ② 2vc&2c22A .
な ア (/92ダ> " 九cvie- cf クeccた 

メイaイiイca2 ceveCorcucそA イ -4ayLK～子 

2 -ベィ&ど? -4u〜eる I R、S S, 
- ( /98 y "8autoxzcとc イxw&9 242

ア223 (A) . Nム/ うタ7
- (/タイ?) &L&txβ 入とeそんoゐ。 だめ Cocacd

-&イ4 チペtdoc ・ み/だut ② ・ Ce

才印▼は主とLて 店申をﾡ的としたﾡ文てある.
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/。 系ﾡ的ﾡの 理きI 
wたされ た系ﾡ約対おビラン 

～・ムス クートの系先的ムとの比ﾡ

チ

そkc Zl2c of -4な2&びC -3 &"&～8 I Cezzct
C2ndou2c &x4 -&〜イac 4ど2そ 怨ぬwtic メ得ムサ "

ノ妥ﾡ

えられた主な宅系は次の量' てある-

占県団のコレ ロゲラムか単調決グるう、 中だ化さた系ﾡ的対出

( C2xL2ucc 44texatcと A&"んEどn8 )はラングムスクートの系 

じ的消公よりガ本が訴い 、これてこもに、ﾡ来田なら中じ化された 

天 段的ﾡ士 はラン ク・ム スィー トの系統的塔士より ﾡかﾡいことか 

力か?たが・ しかしこの 合化ﾡﾡ公のﾡは二の いょ 

1,存いﾡ合のあるこヒが方ﾡにﾡ任てきる・ ニのよう 七、Cockzac() 
○証由した、ラングムス 7ー ト系ﾡ内ﾡ会のﾡﾡが思化ﾡ作冷油 

より 言く ぶ る ような塀告 (伊えはコレビ ゲラ ム か上に 凹 で来少する) 

には中だに化さXた系ﾡ的対はテ ンク・ムスィ ート の天 統的対公よ 

ﾡか否く なる。

/ ﾡヨ ﾡﾡしたﾡのタィ プ

このﾡ文てはザだ化さた天先竹ﾡお万支の慶ぬセ考える・ よ< 

切られて いる 量り、 このようなﾡ本対の方去は長い高ﾡ系的立受 

注をぼめらてさたしのてある . 中だ化された系紀的ﾡ士の型的は 

錦未ﾡ正名ぬと たラ > タム ス クー ト系党的ﾡ払に対し てし 高立 す • 

( $cな4 (5))、 というのはﾡ示ﾡ王の方法に つてラ>クムスィー 

卜系統ﾡﾡ公 は大ﾡ上中ど化さ九た 系ﾡ的ボ に M務 する からて / 

ろ .

ﾡほにﾡいる方法は Cctzx (I)力よびﾡﾡ 〔3)(4)のn 
の納文のしのにし たかっ たので. 証明ン 記去を ﾡﾡな形てりえて •

母熊団の愛素は 二, ・X2,…… ・Z"て N=名え である。ゴ的 

ば大さ、さ えの木から 各*田のK仲ロ均虹Zを准支するここてある.

ランアムスタート 系銃的士の 定位 Z44 は、 x,・Zた2中 

から¥証キお法でI 墓東を送びせの あごの々番日ニヒのそ系セﾡ 

本にきめる二YにLてえた ﾡの受米の耳省F住ごめる.こらパ年 

なるﾡのﾡ本の所千内位さ え,...えんYコく.ここてえ、:は芝のォ/の受示グスいとなっていろ 

保よの平独ごあん.s; の数を母ﾡ田のそ乗で表っしての4とき 

<. メが断数なら心化された系ﾡ的地おの推た乙。は +/% 

<、 *かぼ政なら長々は任還にZc=ZM4 に定兼する,、孫に 

ほメかイな6ら 、スによって *z はたは (なrるンz どちら か を も率時

に塔くた、 あ る ば客系てょ .とメ+2々..  ぞえ4/夕 そ※び 

ﾡす上記入方法のりにﾡ&形の 本 o』生 ﾡをこるみし 

&い・ たとえは世西に4ﾡ団で て4ん ,X(+z)%. xな2 
x (4 xz) をごる方か峯aとい・ ィのいさのゴ的にっていそ 

は、 食みﾡの型を定するニビはあま"立受てない) えのまわ 

りの文cの平均平方をのど と番く・

・ 化 ﾡ作為ゴ4 の 朗合には卅々 ぱ 博 を荷成す 4 ため X/Maり& 

Z+(一た . …… どメをﾡえる ・ たし ・-/・--, 九 ・ よってそ 
九*れたのマ系かっなるえﾡの達かみるニビになる・ 我々 は4伯 

の感の6"ッラノので業が※確ﾡだ支て送はたろ しのとすろ・ このK 
本T 均さえsc とさs、 たさ米田マ 系で表わ tた:の てtの介該 

そ のt 者く・

ﾡ々は、 野朱田のぞ系ケ#核ヒ今とうなる合の抜舟区の記引を 

Eてをわし、 式に野糸田受系の確ﾡﾡな。ちとらルる合。しのセ 

eとマ<ニとにする・ ・

以く下において はゴレ ロクラムビう用話をダ少なにﾡいるのて、 

ここでF話について広べておく・ン,- ・Xル がほなのついた確字 

夕で、 ※考が5たけずなる二つの床宇ﾡなの相ﾡ係なを と 

するYさ (たこえ9z = のx と3 /んc, のx3)、 このﾡかよの
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でさまる のと すれは、乙数 s (S)= fs , 5=/. ••••,“ー/は 

ほ々この列のコレログラムビよはれる・ 番例字次攻はﾡ平均、算 

み牧 こﾡされ る・ しかしﾡる がx 下て二の所ﾡをっ と ミ は、 

5 = /-イ, のみに次存する仮文したﾡc:ズ4 o 値のみを点 

すことにする. よって空字ﾡ数がL ・平均復をしっちっ ・ 長々の 

ﾡ逆は お量のコLセゲラムをたすこYになるか、 *れ外では、玉 

々の述べる糸件はﾡ字ﾡ数の平均ﾡのﾡし い ことを伝しない、

3 注3夜合米田

'»e22a ¥ /怎加ハd (2) ば受る,マ2. ....... 乙夕 に対L
3 て次の不*式の応立つっ二とを呼した・

a (/ィァ> -"Kﾡェ 内 * /
い 、ゝ«3./) ----- . に…ア  -----;  三 /

お(ZJーえ)2
こ=/

ただしとの項もすべてﾡﾡで、 介母は ◇になっ&いしのとする.

二の埼合?かあ政なう / テイ アン は巻登に定ﾡさ北ろしのてあるか 

9がペな て. z ¥ Z ニっの中ド信てあれは、 メティ 7ンは 

Z<メテイア><z なる任区の復にYる=ヒかてきる・ (4かい

田は 9 か ななの 第合 しからえられて uないかみ がイ数の とさそす

ぐ年西てさる) K _

話点田つ単顔なら*は 乏,<乏ュ< …… &を6 か Nノ2ら»-

とくのどちらかである ・よってるな命故ならろc,はX, ----Xのx
テ・イ 7>で、 たか攻なら Zcは X <<< Xくペ+2)/こ aたは 

ム& みズc»と (4+z 4 *ある,それで(う/) は

(テ。-こ)2
—ヘレ y

(。-乏 はざk話。 変 米か辛友数て、ないとさの /ごなる。

のまわりの ズ・の平均平方が近たから次のﾡ理がﾡ断されたこと コ
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ﾡとX田が編でﾡホが十分大 けtは、 尾化ﾡ作Aﾡ公の 方 

7中ど化さた 系党的油生よ ・め年かﾡくなる. なc工ら 似もの ﾡ 

ﾡ復のしっ魚り はﾡネ の大 s さかL て し+分な宝さて。にﾡし 

ないからである,

しかし ﾡには野点田ケ単ぶンさてさえ中ににこれた系ﾡﾡﾡ

の ガガ 常に 煦 作為庫 出よ り)ﾡ手がくみることか多い。 この 

よっ なこ とか超るかをﾡべるため、 さ の立的放ご平片的分 

改の項を ﾡ ※し て〜よう・

夏「チ ,X.+(;-ハ4 ・-'ュ・ ス

と 万く ・ *っすると

のど =5+c

である・いこ こて

・ 37れ , (<4+(;ーノ)た

C=を 乏 (Xx+(;-)な一 >(文α+(一)。- え) 
う・mヨ/ 才
; キ? e4が奇*なら 々 一 (イ+ノ)/ん , なか筒なう Z=ク2 て ある。

受ャはS. Cをぞ *・れのこ の平均的教京 、平的共介外ﾡ項ごよ 
. 「: --.: :

パとにする-

<を 為 (”ヽG-/乂(文aro〜e う
ヶな立っ . ょって sそ 二の3に°<の -

<d3. てある . 次 蹶の埸 合P 均み 共 ネ会の 限 54 
上の条件をﾡだす る位小さいﾡである に ヒが多い・

ナ /・・,て

S.&っ

Cにつ(て

な る。

定ﾡ/ ﾡ泉かﾡあなら、 中心化された系 ﾡ的ﾡム はラン ・ム イ/ し ゴ ブラムガ軍殲減少で•あるよ っなﾡ旅団 (味殊にはんノ
スター トの系的払よ月ﾡである・ ア で 測ﾡ Yﾡ定し て いろ工う なしのをいうのである・ )



この引ではの主かﾡ愛てある。 デに野っふい政、 こビ々は 

/からメまてのすへてのﾡな 置そ とるしのてと・ .スほ/から7 

まてのすべてのﾡ数安をどるしのこする - ほたケは/から n-/まで、 

Sはノ かっ 差一/ て. *北にEは/からす(を-/ ) まてすべて 

の玉波をと るしのこ +る ・

(iewの#て くは祈改と仮こする-8かﾡ故のYさはﾡ本的ロ 

劣ズはﾡわっないか-ﾡのﾡﾡさヒﾡ法ヶぶへさルる・ ) ﾡ々は= 

ニ ご5田ので素ヶ度ﾡ友政と仮定し ・ ・ た

午 <&T(;一/)&二8+(〜一/)な-(w.-2)4+s

¥るく・ ニニでふっー・く～とごあろ.よって一、ん-)<S<<8-
ﾡ型え rxの茶件のしYで

z ,/ -/
・*う 陶一£G =k f三%…ミレ….) 

かぶ立する-

ししメ,z 42 ン .... ンメ4一 て不ﾡ引7 /っ てし応立て 

は に化 さ h た系的ﾡ士 はラ> ケムス 7一 の系的ﾡ士よリ 

キかよい・ とかし x < 2 <........ < x_, て不 算■す か / つ

でしﾡ立 て は ﾡか て"ある-

大援るの年師のにてのﾡﾡをし方えてみよう。寅 族・ 野術田 

のそ夫かこうの Eﾡとﾡ点係にﾡ-のﾡの ﾡ行極 くム/)をしつっ、 

するわち、メ, =ノス =-・-- ンnメ_, なら (ム.ス> かっ 
Eのsy - Eのc かえっろ・ ししgﾡ出の全受系の特也を同 

じと区たすは、 上記この今gは州ﾡ(&ルuactocCpzodcct )ょ 

"はごとろ系列か数 ( 42&c22 Covcuaace ) -っい ていえe 

しのてある・ たこえ はg 東困の 基東 办 駅得曲 力岡 ヒで 嬷博鬧 なら 
E =とのこ ¥sる.

上止の・ 中 cた さ 扒 た系ﾡ的対ちの初 キかラ> 7ムス クートの系 

教的掛ムよりく なろょう ﾡは. ﾡ次に はﾡんをたされない 

せてあろ・ しかLﾡ京には. コしケラムか不ﾡヴなためラン"ム
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ス?ー トの系ﾡ的士の方か、 中だにされた系的ﾡ士よりも初キ 

の略くでる 二とかよく ある ・

E (4.2)の証西は面例だか、ﾡﾡではるい。ます次の二っの

JCowtク4
エoz / s(t-%)とﾡこ力よびイのだのる数とするこ

(.3) 三 f(:一て)=&!(o)+二 (4-5)(+(5)+(-5)〕 
こ念 ・

であ る・ 問じぜにして

(44) 二 f ・I:-イI)=&f(○)+2 二 (4-5)S(5) 
こ.た 3

証明は省 路す る ・

JContw&. 2 s-I:-4I ヒあく,そっすろとこメてっ(*5) ex.え-ダ+を テ(ーナバんstょ5)
て、た

い 2 _(44) Eさ=*ﾡ な (-ケ)や*

が 立する

と四 =二で X:+o-ハ4 e と;t ヒS*.

支=(/) こx. たから 
ビ び"-4ix-名zと5.と8 /ゑ■たハキラnル

ア ・ そチ 学 (A.. .... )}

ょって (4ダ) は 証 曲 された, ( 4.6> はそのﾡ成なゞ合てみる-

ﾡﾡ2のな明に しとって

・=E os -Eの

に あY O E N と デ- W +2と支。え-z=式
レ レ



-24一

がえ ら る・ よomm& 2によって Eこご ほこ <ﾡ立たかっ

・ = 2Eこcえ- 2E乏

をうる- ここて(〜.4) ヒ(ムs)かう こ三Cにと・ たについて 

平均する

とこeこ=%レuoxzテ と4}+え(そんE+テ【4なdkcg)
さうに

eぞ-ネちeええ ■.. .fl

て. 火owrxa 2により Eそ: スは/と-/ にのみ肉係するかっ 

ノによって

E式= .. ん J
2 g_s

「*{卷 %'F (a,sゅ45))』

である. そうすると

・-をモテ (4=-メム-e】

「 え/ ﾡ そ 才 しa.et今..-w4-こイーん.. ) 

である・ い

左 (x-r)(ム,A.e-と...A,E〕=-スん.c+ 主。ムA.e
でまた

ろし4.e-一.4-=)=ス々てあ。パ・4-.

である- 

aって

ﾡ 元 ぞえ (な..+/rA-r-Xcrx-e-Xor5ム+=〕

= - ェ フa)+そそ- 支ん..-ム..e )
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22る- ニ』て ( 4.2 ) は 西 2た・ / <E< (る-)/ュ なか さ ・ 

ん ・>んュ ン ーー ル/% S" からメ织kE レセルハ/-E てろる・ よっ 
てコロロクラムか 単浜 ならAみ。てあ"またコレロ バラ ム が 学 

保少かっ一ﾡてなけ北は ム>oてある・

5 法

二の玲の得系は二次えのけム?" > 7あよ びﾡク "ムフ・リ ン 

にし海ﾡに広氏でさるこれらの 店は次のﾡ* で弟する ニンにす 

◇ ・

共める= とはも し Eび+(;→)%かみ力よ"とにﾡ立てない 

と仮定すば、 Exそ-→)4 につ い て 更に仮定 を 設けない と上記 。 

色果 か 成立 し ないこ とである ・

4 2.? adet A,M.S./53 (PP5一)

文ラ纺

ンルタ CAoax 2czzなte acca f 44在"&とと &" 

tctp.cL 2&xart &L& メ c Ccごat上y4ごo 

A M s. w,2 7(/タ«4)PP. 42一/77
z . Aoな4ッ aと L Z/曲山 "な イ ル以“と. ダ乂3疋3 

A.MS 22 3 (/32» PP //一&ス

3 み.9.みdu-.. ムk?ad.x- :寞4 况S/ イ 松ハ31 
&&y 1-A/S 22 /Uで/以W 2 Pタ-24 .

- X 7. aadek-'en とん2-zA2e /4ご2nxdとc セ&タ, I 
A.M.S ww2 2o (/949)2P333-354

チ ア みt3 '-dexcと,扬ク(ルタ 246. アu火。 Py 4oc.
Saudmt &u. A.レ2& マ4/ (/28) ル 3“5-3 クク
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/ 平ﾡにあける確手式程について

G 4なじozx4 /し22と&4 -イt だんと ん&22&

主に みける 定*ボ (4tacna /zx&u ) の地士型齢はﾡ 

ﾡ系列(んZaoocw+ び.&-222228 > ヒ会くﾡじようにはぬじら 

れむい・ といっのは. 時系列( なむ 4de )のえ受は去のの 

+ルに よってル転されろのにスし・ 字 店的営ﾡはすべての万 ﾡの 他に 

よつてﾡまるのだからう・ ニの歳については 無 スーム に あ い て 祥除し 

た. ・7で&ﾡしたﾡ定とな定のﾡ台はSみて卜表ヒオレンクラマ 

-?の -ﾡ性についてヨ用した- 氏 夕の 所はっ かの資 殊ち ニ文元 

の武ﾡの研先にあてた.

函ﾡベ険、 条林わよい亜斜をあるいは恩住ﾡ(んCルとa4 

222 の杯点 斜査 平におけるﾡ的ﾡ町 ( tcap&と Cevu広ot ) 
のそL米にっいて はﾡくﾡっ北ているてころであって、 二次えo 
空キ質ﾡ ( 乙。 oLmucn乙on2& 4Coc&24c んuccce。 )に才 

るこのテータについて しﾡめられる しのてある- ﾡ運ギ君し新次え 

の域通 (例えはき官 (て2&&cc ) マか子系)をR収うが、資 

ﾡに はﾡ理学者の方ケ主愛な研充きであ た ・

受々の長どした監区が定裕 ( 4じo広cn&4 ) と方えうれるのはク 

くと しォーX丘Y し てのにおいててある・ しかし この近は 

ﾡ々十均足てあるかう矢的な盛ﾡは研ﾡする価ﾡかある・

二次えのﾡ論の大あは時ﾡ別の研ﾡてﾡいら れるしの、 彩式t 
を広及に す を ないか ら、 お示るたけ所単にこれらの見溢しをつけて 

みころ・ しかし上の受で注ﾡした杯にﾡ味のあろ一つのﾡうし t 
創l置がﾡれるので、 これをﾡ細にちﾡする二にする・ 

一桜に二次えて埼定のぷ星 (スo22 ) を研究する場合には術 

ﾡの枚学的Rﾡいが量かしいという 二こたけのために、 一次えo
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ﾡ合より 話差が大き いものてある ・ ある 合には初ﾡ枚のﾡを

全く 脱してし はまうﾡにしぶえる・

表々はこのﾡきをﾡ点するてあろうか、 しかしキいなこ*に引く 

の回的について はこハ っの お 難 を 延 け る こ とか でき う,

多く ○左ﾡでは全く 非決ﾡ齢的な域ﾡ ( /u.c44 ス。 -4ecc4xuなc 

/uecd』) を方えるだけで十分であるかち、 派々はこの型の感区、 

符に業型台乙ﾡ重起 ( &tea &M22c29u2ttc /んuecc4o ) ◇ 

みに ﾡをﾡ定 す る.

ス ライン トランセ?卜

まずライ ントランセ? 卜 ( 工 てzのr22cを ) (Eちﾡ上に桜ﾡ 

したﾡ象で、ﾡﾡﾡはこの直保に逆って等臣起にどる)・ トラ>セ 

クト。 幌ﾡ但は 時系列の塔合v全く 同じく ・ ー次元の 連 樫から 生成、 

く aenc2xte ) されていると方えるここかできろ、 しかしこのニ 

の合には2要な登いか存在する ・ すなわち ﾡ系列ではごの 西百市に 

つuてしぜ去と好束のに色な的ロE別があり、まだある 霑間にお 

1るﾡﾡ復は登去ののみに よってきまろ・ すふわちこの従武性は 

雁 - a!(ナなわらあと向☆)のz唯 d - しントラ>と卜のつ場合にはこのようなふとネヒいラ 

よラなニつの方向力区.初点なく. 言 お, M に対ナる 氓星星が存在"・ 名* 

動に対するより 一級的な 三次元 の侧专蓿 之 看 ニY なて きろ・函労の 

任ﾡの点てだL た小受の ﾡは,ざ急的にはす べて の方点"土ﾡの 

ﾡ友にﾡ総を与える。 (仞 研, l卜しあリうそ:たとえは ばの

R台かひご<て ﾡだした夫より下 似の核のみか彩告 される5合 
のよっに・ )
I ま以x催〜"次生"の矢匠をとな*ほもとE. (t-.ーース.一/, 

o,～z …… ) と 善け a, ※してム乳束的ら時系列のほ型は

りそっく-大自己町幡 ( xToマ2zd2:のt )

" ・ 2そ., +E. ............... :............................. ・/
てあっっ・ •

しかし トランセグトではﾡ型 (/)は最化すそ合のしので、-
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つの方ﾡにいてのみ従意性が兄っ九る. 非 x化 (ox-dogeuo&) 

..せよ? ン=クトﾡﾡのKしﾡﾡなしのは.

ニキ • 丸, ムムーノ +2ic～,+et--............................. (z)
であろう・ ニこで2.合.かあまり大きく てはなっないヒいう二とは

支班的に 阳弓力 で ある. 秀々は (/)の-方点の台己相市

く ani0ad224と- &u2字2c4ムot )ごE別して (2ス)を二方何の台こ 

炭 (8c2a12ua222cczcgc2diou > と呼が。一万台型 4イoato-
に対するこのよう な定を 猛めるこ と.のな結ﾡかﾡられるかは

ラメーター ( /ん4&222tcと )の推ﾡを海える 合 に西奈になってくる。 

(/ ) の ハ•ラ メータ ー〜は残ﾡ平方ﾡ く 2c44dC -&uatc/-uuc) 
こ (ろ.- &2.- )そを系へにすれは Cot4な.とゝな椎定復ヶ停ら 

れるにしかかわらず、 (z) のa.8を来めるにはたた、

U=ろ(2-4ろ --&-2
も た t 今も十/

を振小にし ただけてはﾡ定でﾡﾡがえっれる ・ に の 二と はろも、 

の= み百 ト そェ に係して い 場合にはろの糸付(Cuじ22xC>の平尚 kェ, 

¥ さみと 一と は向っていかヒいっ二とラ比明 てさと ・ 光.斌 附ノヒオ. 2も から夕J 、 

ﾡだ ( こ&taイo?nzZcot ) の J～cv6ジス～ が、 (/) のような-六同

の 点保

ないと 

名 そ

(4L&a22oC 2o8atu ) と受って (2) ○ﾡ係ては1 : 
いっ 二とかできる・ □かし悪ハニ予ﾡ差の正しい方ﾡ式は 

ボ小にすれ はﾡ ったるこいうことが示される。 (ニは 

と-«的な二次えの倉にっいて証町する ) 二こごたは

& &= -た。e (aet./ fN■え W(a,"2/十幺ゐ 4a ・
で 分を うれるハ•ラメ ークーのあるﾡのﾡさてある・

3 二方ﾡ (-8.&d2222 ) 4clowu。 の形支的と性ﾡ

二次元の 選程そ ﾡずる半常どして トランセクドﾡユの性設セ。

に 属 べ て みよ う ・

一般的なニ方向のﾡ型台乙ﾡド ( -合:どct2242 auteocgcoald
L( r1さt- e.................:...................................

を考えよう。 こ<でL (T) =Z4»T「てTにﾡ求の作用来

( か&482よoc oたe2zぴし )
Tﾡt=夕 t,

てある- •\,. ; :

( s ) 支のﾡは
さ: - 1 - W/バ屮 •;...... ---(ク)

て与えられる。二ご て とは(L(2)) の 子グェcどと 

戻成の2しテ比の係せてある (3心翁 •ノタ44 Pee を更)・

テuicえ 交次を用い は、 Aacんom (5 のスベクトルみゐ玄

(c2c2a& Auuc乙oc )はNﾡにして

の(E) 
「")こ(②dい)t(2いu ...................... パ

てあるこ とかわかる (4Qv4. /944. -02wic2& ・/タ44 )白乙天交 

釣 ( QCcCeoaoc2xce>

ゅ()=c。 (マセ)攵1 .)(ピク、±/•エス,…)-…(夕) * 〜1一
はF (し) のFc どuz ﾡKの系Xごして谷られる・ し たって .

※学のために、 etu= z. がe)=v v・く ニビにすれは

F(U)=------------- -- ....................................... (ク)
と (Z (ん

多く の不ﾡ的でﾡか令まれていそから、展空式 (7) (8) か京 

「るための 系件 とﾡえることも E ﾡてあ る ・ (5 ) が“ 国去 のみ に

するﾡ" を表ナナー万さ ( :& ) 4っイctc をるわすv 
一 /

テるとIZ!-1 での(と、Z)) の チ&4.c7と 氏バには乙の場 

数に *は合まてはふらないかう ﾡ系列台ご道ぶ ( Conuc A) 
. 定性 (そ。6& )に対する普番の糸ﾡか冬かる。 すなわち 

L(z) - o oすべての桜は単位Fの内さにある( 24-2と ./93P)
かし 、 しし二方ﾡ (-2とaご222& )/cEcxu セ 系すそ5合に受 

= と= . ﾡもヶ句しMﾡさて ハひけは( Lz))-。 Sucut 
内が炊することてある・ この腸合 の定ﾡ性の条 件は 非常 にﾡ く

なっていて、 妥なのは. L(乙) - ○の派ヶﾡも承位円上にあ



-240-

ってはひうないこいうことであろ. ・

しかしこはﾡﾡのL( 乙) が定洋であるこごﾡ係証するための 

条#に才すでい.

L(乙)は(ゝなる 商係 支てはﾡ風ﾡﾡてある るも である 二てか 

ごましい.

( Wえはﾡ係式(/ )を 2る.= そu,-Et とﾡﾡしたYヒ きのる+ 

ではなく ) ニにはL (Zz) に乙のあるﾡ数采をかれはよい(あ 

るいは同いことであるか&- 系列 (-42uence ) で ﾡ杉 (あzu&aac 

によってﾡ定びすれは2tはる山 Y対なかっく )というのは,Zか 

学位円所上る王の方ﾡに- まわり すれはL( z> はﾡ業平面て時 

ホ、のまわりな ト図 まわる (ここで卜はﾡなてなけれはなっない) L 

たかっ て e- 系列を十成ﾡ塩ってﾡ移( t2&n24乙t ) T区正ﾡ 

化 ( e2ス%-2c3-atiou »できる。 ゆえにL(T) を王 ﾡ化 作刑素 

( スov.EとzeL oLenoなou >T L(T)ﾡう(T) てうきか 

えるこくてきる。 飛点は -& L* ・z)の -&cck んゥwt でないか 

ら<トのク て. ないとをの L (z> の場合とじく) -② L(Z) は 

zの 4eと叙夜に及賞でき 、また作用ﾡ L* (T) は

L* (T) =e nリ T -........................................ ()

ご表わされる.

これらは、 このE 減化 か行なわているしのと仮する。 したな→ 

て (// ) は滞に可ﾡである.

イ4 ﾡ定の非確大性

二方ﾡの (-2c2xt222 ) -ckowu 名系返すると . wc& (/?38 

ケ移ﾡ 平均( zevビャタ aoe九ae )に ついて示したの同ﾡなﾡ

台る相ﾡを*める楽に生する ・ これから、 オ- ァー Po色乙対試 

ヶっ生皮さる一ﾡの含こ交ﾡ初ケ与えうれたしのとすはGこ N 

ヴをとめる二。かでさる・ すなわちく5)のみ項式L (T)そさ 

るニとケてさる・ ニ=で (/o) を 消足す 2 L (z) を求めるミ 「 

か愛である. ここ〜F(w) は与えらた合乙共ﾡ初で決定さ』
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る、 このようなLくZ)のご"万ば.2P"ある、ﾡ故なら定 

のL(z) o渡を, ←2,....pとすはF(w)②2P 番り 

の引能な表

Cのtそ ___

「")-,れzミーa.)(zコ-スミ)--(2コ-2pr ()
に対応してZP の可ﾡな相ﾡ台己替刻(メれt-2uスxe?zcよat) 
が存E す る -

こっの二っの <c&sxccはk-号 付であるか、 たたﾡうのは( 時店(なaa)) 
ﾡが正の方ﾡのにかって いるという尽である・

F孫ムﾡ法 はあるテー クの ﾡに P文の倍こ町ﾡと 系小自示去であ 

てはめるﾡ合にし 会用 できる・ というのは二のﾡ合にしまた台こ犬 

交めから計ﾡそ行うからでめる・ ニは2°個の あてはめの台る 

の一から ギけるのと 同じようにして他からも意所に求めろ二と 

ができ る -

仰として、 もう一ﾡニ方付の -cCemtc ( ス) を方える。この 

4ckowud かき3o 系後の ﾡのようにして 正規化 されれは、 方型式 

a- z +-8z2=2......... - - (ノ3)
の-桜は単位円の内部にあり化は外部にある ・ ニのをス 3" ヒ 
番く こどにする・

(al</. IBI</)〕。 係氏Aこ8を

く z- ) ( z- 8) =ズ+AZTB------  («)
て定妖す は台 乙相内

& + A rB そ.2=e................................ (s)

を作ことがてさる・ これは一万何ぐめそけれごも (ス) と同じ自

ど垣を生する-

※分 ( そ計単すは2, ◇ さ

〔 ・+/て7ニィマ))-で工(Cェ&生.t---&& )

=【7マる) )(の+4+6うC。-2(a+&)c +ス&C一.

ﾡﾡハに すれ は 定される ことかわかる・ -- (/4)
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ニニでcs は28sで幌ﾡされた台ご共えﾡてあるパラ ・- -A 
死よびBをﾡ※すは(/4 ) 式は

(/ド+8やC。+ス(A+AB)C才28G。=Cout. こくそA会こ,Bs.... (7)
<比例すろことがわかる. 二は &c&oue (2>と (/5 か河等であ 

っこごをの面かう表わすしのである。 この同-性のﾡﾡ的なﾡﾡ 

は取扱いにくいく /4 ) 式をﾡ小にするべりにより商単な (/7)式 

女 豪小に すれ まよ い とい う こニとにある・ したがって2うよ v-e。 堆 

定値は (/4)の河係を用いて、A : Bのそれから計章ナめことがバで会今.

二方翌の -とewe るﾡ※的に一方ﾡ型にﾡ旨させう るよう む場 

合には、 そのうで c&exz を導入する 必妥 はない ようにだえるか 

ししない・ ﾡﾡ二のヤ方は、 長々 みニ 方ﾡ。 求型に ご位多< 

勿動 物 かつ不庭英な ペラ * ーク-あるかと いっ こ を秀える ﾡ合 

にはﾡかに望まとく ない こと がわかる. しかし二次えのﾡ合には、 

いﾡ考えた-次えの合と逐って、一方"の -と&cma=帝るさせるに 

はトボに多く の高ﾡな問超が生ずろ = とケわかるであろう. の よ 

うにずべての7ﾡへの従属性と正ﾡにﾡ入すろことは不可重的であ 

ろ・ また*九以上の忌ﾡ武している。 すなわちﾡﾡになく 対ぶす 

る多7何の 4cd2nte は、 たこえそ九 がﾡ岸復等の形式的な作求のよ 

うひ場合でし年な一方命の次ﾡね用いて行えは孫しﾡ単である

s 二次えの埼の一製性

平置よのいかなるにあいてb ・ ある復と女る米な來 受の武銃的 

乙田逐を考えることかできる- そは営量、ﾡ型か拒型の聞上o 
※子ての頃別さるKなしのである. 系々は主こして女学師に」 

"ﾡでまたよ"ﾡ察約笑味の多い 離数的な 斯 合え 取城う 二 とにリ 
る ・

ﾡﾡ復力よ び呉ご契るを それ*れ&scみょび es(st......ス.-/ ・./: 

てなわす・ 建無 域 度を 論ずる 堤台、=の引はろ(工4) おょて 

e(x.%) (そ・はすべて次*とする )に※える。

系々かこから主として政ﾡう 別 な水型 はニ*えの ﾡ登せこ m ・
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である・ ニれをﾡ々は

-(Ts ・Tt ) S e sそ--
¥るく ことにする. ここでTs. T ほ

Ts 全s = 全sr T.会s.=全s.u,....

L(Ts,Tu)=テそ2»x ば ..

て定義される- 支移作用素 ( そuxw44～びoc cたe2zそo2 ) て。

(/8)

(/?.)

(2ゥ)

ある。

万程式 (7>-(/e) に 対応し て

a こ"-、-テテb.。csr,,t〜 (z/)

F((レュ)二
と(z,22) と(z/ > くZ2 )

- 三 三 /(;メ、>z>zて -- - -(25
•无

そうる・

= = c-8 は (-/z, zョ (z,=2-" Zュ=2tピ )o 
Feti〜 段町の z z全 o が数、ひは ○か故 ,ど(よ.メ) は 

条sLと 会s- ;, し+々 め共タジ < cdczixwce ) ・ほたF(u・uノz)
は (2 3) 二よって定ﾡされるﾡな対ふするスペク トルﾡさである。

Wごﾡ ど.<く ..(2/ ) と(22) がﾡ立 ためのダ要か十な 

茶件は、任ﾡの 乙,, 之zに対し L(て,.Zz )か。てなく、 同時に
・ ふ

乙, - /, I 乙2I =/ を沿だ3ることである ( グ< とし台る崎、

(/8) 料ﾡであるときに)・

」 こ, ラるいは乙2のﾡ九かを位口町に送フてﾡかすとき、

ヴ天面のR尽かL (zハZ2 )の円内にヘうロいボにﾡ束 

crez乙ot )Lがェ 化 されていると仮方する ・( しとニ,か地 

の外仰をまわり、 乙:が料束の復在てるごさ 、Lが求さその円

3 -合なけのば任のの乙zの 位にと て も*のぷな多はだらな 

,仰となれけしし*の燃なこて か超 は係定にスと て L か於尽を 

r→てあくような乙2のある 中w的な値か あるﾡ〜ある。
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8 二次えﾡの 一方句状型による表晃 を注ﾡする ・

今巨よくﾡれられいろタイ プの 請去 (4c による。(えは 

22x22 ・ /949..978 )によって.与えっ九たﾡこﾡの組 

(そのﾡ合名s. はみsuくし〜セ)みよびヌル くみ>S・はﾡ条 

件) 上の台る回w・ と Lて云わさる ) を生灰すみ量置企一量り 

におめうるこくをﾡしよう. すなわちF:?lの総子において、色 

い尽のﾡはﾡ気のﾡに よって ﾡわっし うるのである。 与えれた=レ

ログラム ( 24と0Co22222a2& )は完全にどとなしのてもよい どい

うわけにはゆかないか、ル至ﾡ件は非#ヒに るゃかである、

オノの糸件は自てﾡがﾡ非一次ﾡ的登程 (o-doイozwwouなと 

ん2cc223 >によって生ﾡされる乙い うこ こてある ・ こ れはYて ・)わけ 

-合子 F (,, りノz ) か Fowaco- はボでき、したかて 

F(u,,レス)

F (u,,ua )= <*% (テをヘ4スざ］---- (24) 
のよう になわさルろ=と を味する- 

ニニでる※

P (, z. )=2 - (学 乏し.く Z+三史eZ;ろ合)一()

F (u, りノュ)- P(z Z:)Pくz Z； )..... (6
たか ら自ざ町w

P(Ts.Te)%。 - e. (ザ(L)ニノ)......  (コ7)
は受されたスベ7ト ル函数F(ハ2)名しつ ・ その上P(TsTt) 
は(2夕) 式でのz, とZュ とのﾡじmﾡ数のTs.Tt を合む・ ウ 

えに ニクgz 町ﾡは受求さた形の しのてわる、 (27 )か自こ画 

#ビ L<Eじ< 老かれっるためには、オ2の条件をﾡける。即ち 

P ( etw , 2tu) は Foi 展 用か 回 館 に いう -とである・ 

(ユ7)式は Hラン セクトのﾡ合の一ﾡ太示に対忘すろ、 しかし そ 

は 伊利 なしので・はないから、 ﾡたのようなば題については一桜= 

しとのﾡ型について研する方かよい- /フのおで二文えのゞ合に 

a-次えのﾡ合ど同じ= ヒかな立しない, すなわち日及由己図席 

( メみ ・..ど2u@ucd&oc ) の-方台求型による老ﾡはまた甘び 

各こ 出であるという 二 どてある。

=の=と は* の簡単でWて確かめ っれる- 有及自己回

(/+832st-Bく - J %カ + &フナ.… .(3 
は象な一方ポ型によろぐﾡ ・2 と

とこ<8全s.u 8 ・ナ®のーゲキパーッャヒ;

+ee ............................... (2?)
ヌに一方にボ型による衣功の大ﾡ的有ﾡさは、 ¥ かべ ラメーター 

のな*(cイe) を¥宅にするヒいっここである。 (M藻なバラ 

・ - クーの交求は哲登ﾡ ( 2 のダハ>、 あるいは*の二次え 

での河性から示されるtのてはあるか )=次え属置の大さでは 

*れが出らかなしのてあつても、 F常にみス述て 、それを*る価復は 

めまない・ ャz は次型

g -(6.+E +名 +g-)+e5c---- (うoSた S+I.七 Sーセ S.ヒ+/ S.ヒ/ 

の一方ﾡ型でのる拠を計すれは.-2。〔/(乙バズ+Z:1Z2 )
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の Fow。 段戸の係枚セ計ﾡしなけれはでらないか、 二らはﾡ西

かでﾡわ すより化 に方法が ないの て"ある-

7ガどごﾡ

二の怖にるいては. ﾡ数的ば皮の-似 Eﾡ支式、ﾡ合ﾡの賞ﾡお 

よ びパラ *ーター の燈え値の似的 なか故あよび共ﾡめをxびく 岩 

出部ﾡを述べる。 型論の感時の 大ﾡは、多方占生にﾡ別な注定を払 

わなけ れはな っないごいろﾡﾡﾡﾡととて、 Mにおとたﾡﾡ別斜ﾡ 

(2人t02 .,タケ-3 )と似っている.考果しにﾡﾡの型は 一/
ﾡルー※ﾡで*の〔 F ((, りュ)) は任ﾡの次せ しノ, Uュに対し 

てov ならない よっ &しのである。 とたがってこのﾡ程は台己町 

して長ﾡほﾡてある・ ニのように※お※ 洋で うた光支 式は ・ 

交盛かE ﾡ分品セ とない ﾡ合に はﾡ小二景地ﾡ方ﾡ式と方える こz 
かでさる: とかと二のようなめ合にﾡりの ﾡド かな立する政系はよ 

) 皖 ス たﾡの 練思である -

かれ 恆 の 規制 侵 6,st( 5 ・/・ 2,•ー加； も一42. ・ )のﾡゥ 

あるしのてする・ そうするこラ～( 2aタ う う・々 の経験的天ﾡめは、

/ ニナ 2 -
( 浮・ 一 之 2 らび 多....。......-・- (う/)・ペ 〜 S-/ しニバ ー S十r・とT々

である. 系々はﾡ未ﾡﾡ (衣えー 今fut ) は一ﾡにﾡﾡすること 

にするから、 (引/)では (の-と) (一4)てある リ Iにス"て 

単った•天 七次の 堂 ・ ’

! (u, u. ) = ｛(工 Zss.Co。(Swttu.アー〔エ Z&,おc(utt)｝

殳

ュ

五 

受

-:
匸
造

C;& C。 (才り,十名いュ >

C;ス 2し (テu,+メい2 )
そにする ・ 

てあ ろ二 と之 

このﾡめなり

ご ﾡ するど そ験的スベク ト ルﾡ文

pかる. またこれはﾡﾡ Scんutox の べ り オ ド ク・ラム---------- •ー ー
て表々よ次のめ 基ゃ的 な 苫票 二証ﾡナろこと )こナ ろ、
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すなわち、しし哀須金ロ ケ、 平均。で正にかﾡし、スベクト 

ルる数 F (u,,uュ ) 名しっ とえっ北ろ型の定老還ﾡから生区さ 

たこの であ は、 二れら②同 時的た ﾡ c と _2なcgc人cd ) は 

ﾡﾡ町系を 黒梶す れ ば ュx

Pく)-(ほミプィス、4「-みい。春ス助以)…• 3) 

で与えられる。ここで

v・exc(た!./ 2F&u.乙u.)..................・(34)

G 3)の 片 なを と れ はFのパラ -ク-② Rと准定盛は

さ=っ!!〔知 F+す) du, dw:............ (35)

2小に してえうれろ ことが わかる ・ 交ﾡが正凝布と方えらな 

いラ合で も, (3$)式さ 辰小 ヒ すれは・K小二系推ﾡ復かえられる ・ 

く ル乂也26, 953 , Pパ32 >
天旅は (う夕) 式はﾡ資方程式の反も受利な彩を番く そのではない 

ニはペ・オドクラム より むと ろ官てﾡ外ﾡによるの式

& - た J タ -23 Fd w, dua+EE CA C.A --(34)

によって うるこ と かで さ っ ・

こ = て系 *と はc -
エ ニcス z Z= 下のも ........... (3 ク)

で与え れろ-

いま( 8) 0 彩の 磔拳直至万也式 ( 4なcん2』tと 4ffece 3xな～)

-ょっ こ←なされ るﾡﾡの 持引な ﾡ合を毛えることにすれは

(う6)に=の 高係式を代入 すれは

乂 = r /。, &+? /ペ〜......... (3?)

二 ご て
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レ テチ6-チ (L(T.T) &sー テ そaCA・-(4e)

「 -!!2g(L(る,Z,)L (z7,zズ〕んdua --(4/) 

ﾡ内係なバラ^ ークー (i2222oいza上んezcnteム2>みに ﾡする (39> 

○ﾡへ優は-23 (イU/〕であるからとのパっ *ーターに向ヒ 

て系ハ とすべ3 受は 名Jてあろ ・

二九に今のよう な クィ の西充にみいて はKし 有甲な結買 で死 る ・ 

ぶか 一系ﾡﾡ偵は考 の武. 受E平方ﾡ宅" し たパラ xークー 

入改なをぶハ乙する 二と によって母うれる、

(2/) から- -22 イは .(2t」2)の二番 fowia 及 

肉 の 姫対ﾡ ( ルム心d 3加 )ておえっれる二とか力かる・ 震々 

商xz なるのはそのﾡである ・

Fはﾡほ表e,,92 --.-9ん (みはこれうの中に告まている- 

等 通はそ o 依は 示 ﾡ てあ る ) このとき er,ez-.--- ex。 ﾡハニ素 

北定ﾡの近似的系ヌ初行列か

/ 「学 そム..4..— (牝)

である という よくうれたぬ去がえ っれる-

(2Ad&と ,/953:P3ケ: ここての合と同様なを用について ) 

ニニてきたP信のパラ / ークーにあてはめをﾡなったてきのでUの 

ﾡへ4を(犬U〕ん と仮定し、 ?信のパラ ^ ーア - をのと くあて 

はあたとき二のェか (u )ん+4 になるしのとする . *うする と 

ﾡ初のえーバラ < ーターの めか 正しい とすると

y2= (ス～一 X-み)&y 「4 ...  () 
( (々り)P+?

は量似的に合曲 友ﾡのとそ久命セするという二ごそ甲いて、 ?の 

ラ^ ーター をﾡ足した二 と によって えられた改老をﾡ定て受る・ 

二の論去しﾡにげいたしのでのるく»ん比- /タ2・ ・?53>

(う )の 在 值

えているﾡﾡは一方付次型による衣 (27 )ﾡ シっしのてす 

る・ 7久個のﾡ左 Q E <S=/,2 ....... ,スて ; そ-/2--・・・て )の 

同費的友 ※る k ( よtと イuuexc メutとじとo- ) ば

^(e"- っれ。et(- 子チ引ces.-〕.---(2)

である- (2ク)かﾡﾡであるような-次次ﾡを行なって, ンXのよう

な多st の展磁ゐ支の式をうる・

A K" , >、
P(&)= ラてすれ» 22P(-キテテ(P(Ts・e)fost) )

々 然。e(ェェと4c4)

今一 exP ( 3! 卷” M 乙山引… (ムタ)

ニニてAは(27 )のら 保 女 であう• (24) (2ダカう

A g 5 - axc (-
8c J4Fw,du〕

st 2

-・- ( 4ど)

二れを (4ダ) に代へし て (33>ウ件っる・

( ) み近の的公式の性寒はしとE確に炎町すろ三ヒ かて さ 

る- <ムダ> のおm2P^ ご奉けは. 呼られた係は-合み人と-&チ 

パ かェ似的に等し ・というこててある。(崎未めﾡのﾡ視によっ 

て eyLoucと の强を解税する 二とに なる)

の の 近似は会く +分なしてある・ そのﾡ出はだﾡの対Kに 

オるﾡ的なオー ー - の項をえてし、?の大さな 

ﾡてはぞﾡ定ﾡある ハ はたﾡ比のﾡ尽には大 さ い形但がない.

? 数値例

ﾡ先こるべき ニﾡの テー ク はいゲ北 し長々か給じてさたﾡかなﾡ 

ﾡのそのままのの ( んictと -8-2* &<ayLe& >にな っていな 

か 、しかし てれらのﾡ出によつてﾡヒ価あるしのてあろう・
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ォ/ のテー タは ?Lezce2 ヒ Aa2と (/タバ/ )か 茨行 とたハえ

( zのの 収憂>の一 様性営験 に 高す るしのてある。

二 は 2。< 25の起形に記列された の IIx/o.82チt o 
プビット を今む しのて*、 ブロ ット 合計が あ知 となっている- ﾡ点 

ﾡ ( Cou22ZaZcot だ4< フ のォ/系及とオ4象形か フ24-2& /に与 

えうれて(ろ・ 

才2 と才3不及は

/(-よ -4)=ﾡ(と.く>

なる同析で埋める二とかでをろ- ニニて系のくことは、 青計ﾡ(S) 
に芝っ た ﾡは文 (t)につ たﾡよりもかむり 六き ・・ことて 

少く ヒ しロ ット かE方ﾡでﾡい と ハうこ<多そのおﾡごなる 

しのてあ る-

ﾡ口は-ﾡにに方面よりた系万ﾡで祈く ・ はつさいした方向のP 
各ヶあるニとを示している- しっ-つの注勝すべをﾡは尿与から 
総る ととたかって ﾡ知かす調に ﾡと な い でﾡ低にま て下っ て か 

ら 西 び塔m オることてろろ・ E離かハ さ ・合にはこの よっ な系 

そ生みﾡし ている近く の格ﾡ前の あ合 名ﾡえ ること してさるか、し 

かと 二のﾡ合しつと戻ﾡっしくﾡえる 説西 はﾡ伝された比てﾡ。 

見ら九る - ﾡ系友の 波 " ヶ存在 するていゥこと であ る・ (イえは

とn& ・/?ダ2,P クタ)

c8e2 2 に汚条したぎ々な <c&cnc 名、 あてはめの係数あよび 

だするる ・メりのﾡごこしヒ要的Lた・

だりはすべて ○.7に丘いかう、 現々は大ざっ は"= 次のようにいう 

二とかできろ・ すなわち. 研しいバラ/ー クーのﾡ入によつてメu 
が。たけx少したなら・ (43 >式によって

3.84/ く 5 ル 2 ( ダ ). すな力ち ・> o.ee5«
なら4は 5•。 水羊 で相ﾡである.

二つあるいは三?のバラ ィー ?一をﾡ入とたとa、 応す みﾡTは 

o.cgP4Yo.e〜/"である・ このようにLて・ ま/Y3は密合ﾡ

-2S1- 
に日忍でぎかない・ しかし /<4ごはホギ にﾡ条な ¥がある・ 

/ヒグのよ力な 収まは こ o 万法では正ﾡに比する二 ¥ かでさ な t.. 
ななら北のめこのしの、 科mな合ではないかうである ・ 

しかし 茨君はI のあてはまいはダのクそれよはるかにﾡれていると 

きいたいようにぶってあろっ・ したかって 、二のﾡ論はそれそれ名 

x し つと一ﾡ乙仮救7と 比ﾡす九はtE明2れる ・

=の 絶米でﾡ卜にxえるﾡは満単む一万付の 4叁山 , か 计訳 な 

二沢( ・4&cetC 3dCo2. ) 4cんe& 夕,6よ"っとよく テークに 

き合 Lて いろこ とであ る. 二の祈の崎意の大さならかは、 支断的 

量ﾡは一ﾡにろ方ﾡ的であるとハろ ここてあったか、 々の系初の 

例ては 一方ﾡ型かﾡである -

このこ との理占は. フa4どe / のボNをﾡ校めすれ は西 らかとてる。 

これ ら の 相用 はウ グが*/ っ ダ入さ t る と&表に ハく なる (イ箱上 

で○、52しﾡ上て22? に> しかしこれはラ? か" 大さく なるたっ九 

て花にﾡっやにL 力、文 し &い(二#位のうケに清なするせﾡ 

はo.</ご ◇・/夕てある> ・ しし s? で示すように ・ 5またはら 

のような -dckemu2 o コレビグラムは、 ﾡかっ おの方へ なたうがに 

下ﾡとて いて 平べ上ﾡ長ではそのぼる故は2 と tっ ている

( Cf.Ft? 2)、と たって 5し 4 とﾡ切区に望合しない ニ ヒはも知 

てある.

工 44と 小 覇の デー ク三 江する卓こ ﾡ
セ S"2 ラ-/ S-< 三= 3

- 3 ク. /8e2 o./4ez クノ5" タ•/2 グ4 乙/ジケ2
- そ o・/夕/e ◇223 ◇, ・c2e -2.2/37 -の、e ?
一 / ○.2933 ッノ&53 ・・ダx? ・ ・782 o.e7か

/< "co2 〜.5252 2.356 ・う432 久3タ夕

/ ◇.2?23 ・.2354 ・? ,/2eダ ノクタタ

2 ◇./ダ/e 2な85 久“” c.274? ・"85?
3 •./タ6ク ◇,/935 g.283 d,2u c,228
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:れ2コレロアラムのこのﾡについてはく ヒし= ○就断 

か可 である.

488e 2 あてはめた塚型

RD0 L(Ts. Tt > メ U 4 り

/ ノー o.488 Ts - 2.202 Tセ / o.4Pzs e.48zP

2 /- o.483 Ts -&/7? Tt / . c.4f4e ・4c
3 /-o.492T5-2,2/Tt+ov/?T Tt / o.4845 ○485

ク / -2.夕2Ts -o.48Tu - c./72 T -2292 Tそ / 必•M o.esa
/- o./5? (Ts +T3 +TtTこ" ) んvo o.45o8 クタシタ

6 一 .2/3 (Tぶ +Tず )マ./e2 (Tt +Tゼ) A/332 ク&ク e.725
7 ノ- o.42PTs + &e3cT3 -0.202T-e.234Tこ 2.2843 o.48% ・4c?

速 姿 と なる -c&ee は例えは土地のﾡ料、 主Kの方ﾡﾡのために一 

ラ付的であるがも し れない・ ごにﾡ々 は続刈ﾡウ夜言 ○※桃ﾡﾡ 

(Aait cfuewxatoc)ではむく . あるﾡ上でえ上

( )っれ 高言 の ﾡ期 ﾡたYいうこ とを石れて はなっない. 

このよう &ヵえ上げは2う 7の 包こﾡﾡむをのしのよりし大 さく 

さとるであろうかろ ・ 6のよう な4 cんo?u。 のコレー ケラ ムてこの 

よっな要さ が行 な。 は、ﾡ期 されたコ レ ロ 7ラ ムとは番っ たも 

の*なる- しかしそのよう なﾡ沢を考える二とは当面のﾡﾡと離 

すさろかう 、 玉々は坂ﾡﾡの長面上の名でヒ り 次う こ と と とよっ ・ 

3cんowc / は庄離の塔に伴 なっべの低下、 大&説断しない力 

K. 全く不量学である・ -次( だメ2た o-adax う のxと方何の= 

次 ( A2cod ezde ) のRを入れれ はか な あてはまりかよ< な 

る ・ <cんeote 4之ﾡよ・ 

/〜«のよう な cんenue てはる=/ たから 系ハニ系町ﾡ法 で E権 

あて はめﾡである・

しかと ター7 のよう な多方向釣 -cAoe てはあて はめはし つと番的 

である. ,
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り によれは、支塩計算でる る (4/)からだをボめる方 

合に は祈っL い方場が生する- 二こての計には忙にもって ょい 万 

去かあるかししれなかっ たありふ た坂女ほﾡの方支とな位ﾡ分 

を甲いた・ このようにLて Acfeno

= s. ,+8s +会 + +Cょ.....(α7)一 St/'七 ( s-.t St+/ S.ヒ-/ 一

にっいて は

24(&)=-24((-dz,-8z,+Aざ,一よニューざZ 〕の&424&c
Zをンみヒ の一2 ・

ce こ (2;)/ & 、-&
「ちた 3丽オ7サ一心)....."

=すSなゃごさ=れは

2(4= /サ)’.......  (49)
j"/" ;

乙むる-

及麻式 (48) (49) はタ ヶS ウ非ボヒ小さい合には日F 
である・ しかしこれらのが*の減大グ® に近すくてそ、ﾡﾡ 

ﾡ※v なる.

ブ～8&e 3=は e=て5)の鉄っかのﾡに対する (2?)の- (8) 
の植を示した. 二らのﾡは女督で来めたか、 化は非ﾡに 

ゃかて十分公正 な書ﾡか可絶である-

3 -eo2 cた> o EK まの

・ oeo 25 o/e ・./5 / 2 ク グ22 ○・25
-8e? (&) ククククク p.ce7ど o.c4o o.//e p,2,28 2458 o.4xc

プ4どe 2の検型はポにラメ ー7-の 石立娘 ン22uのe を代入し、 

才応するだu を計ﾡし てめて はめた。 そっ ・ て 疚 協されだ®ほ、

立 物 休 (22d&o&zcC )から近似にょ→て *のﾡへ 価の 位話をきめ 

ろというようにしてこの作と領した. この作X はE ﾡてある か、
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しかし、 テータ*の しのか※生 さたを考えれはそっ不当なし

o てはない・

扱々のォ2の例ば BstcCoどo2 ¥ たee& (/924) か/". 本 

オレ > ンにつ いて 行っ た一 株性 営映 ( いメ〜?ャ+ ひ4上- )がら 

係九た しのて対は zクメダク の拒砂格 に配話さていろ・ ぼ埼 

の内 P( S.t) は フ九4c 4 に・またSﾡに光っﾡはF:92 

ニ・ロ・/卜されている、 ニっのﾡ のﾡ向はしごのmﾡの記の

味 性 を 及 法 して ・ 北端 にαる た形後 名示していろ・ ﾡのあ 

るﾡはﾡ定。たs.tのu&通っこ 納< ごa 次ﾡ余のﾡP(St> 

の電はなめっかに えに してハるのに、ﾡ ﾡで・はさと にはフ そりした 

不ﾡ紀 生が お在するこ<である・

二のょ っ./に ﾡ灯 ﾡ < Ceu2c2oou メuイAce ) はﾡ尽て大きいﾡ起 

そしったない トームく doue )のまわ"をﾡっかにF" まいた よう8 

ﾡをどている・ ニれビﾡ々oﾡのx受Ys.か

Yst- 令st* 7se ..................................... ($e '

のように浜っされることそ示とている。 =ニで6s. は 灣 つか な ゴ 

レロバラムそしっ 動&に したかっ・ ー ﾡでるスst は召いに(あ 

るいはらs.と) ﾡﾡﾡであるかう7のコレ ログラムはたたﾡﾡの 

"矢だ"のみかっなつている。 ( 5。)の自竹な件釈かに浮ん 

てくる: *なわちﾡはﾡのまわいの士比のだ系友をﾡわし、 チ分 

(3o ) ②ようなぜ紀る※矢的な量( 44のuc Azcccdo>にL 

Eのい, ま た7 はよ信«の料に話ﾡのﾡﾡを意わす という 二 こてぁ 

る・ コレログラムをﾡたとさ. ﾡ は士女*木の 文ﾡ生は公来ヤ : 

対L て *れとれ5くおよび«4のあ与を5えて いる とい ウカ'もカ 

れない・ しかL ﾡの炉l乙Mじ:< #は まわ りの士 なの 配料 を〜なみu 

する かも rれないヒ いっこごを左れてはなっない・

(うv.) めよっに¥ﾡな官&直ﾡをあて はめ そのとIって (5。J 

+(3。) のようなﾡ合した -dc化oxue セあて はめ るのは北ﾡにm
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しと (7)=A VAと (E)=8 ごすゃご

8
F (,Uュ)=A十:、-二, .......ニー 

( /ど(乙,乙,......... (ダ/

そっる.

造定の g的にﾡでな登は 23 ▽ ヒF を及ドしたとさ。数であ

る. (3どを見よ)

である,
ﾡ々 は一
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-2タV- J&ァFdw,4u、=23(4+B)+支 す()ばと

十 4 e )(/-28 )

+ % ( (- 女 +44 - 48)
+ 4ル e〔-44+ パ -3々3)
+ (8 )〔-そ +82-4eer4o 3-32d〕

+ 435e 2 (28 (# -/ee + 8e0二zz48+254e-95 )

+...........................-............... (夕2)
あよ w

「"・ニニ c,4 っ z

- 7 (/+ (28-2 ) 今+(-58+48そ>S+(48y28+883 >53

+ ( -8+ ノ382-288+8が*)S …)….( 53>
そうる・

ニ ニ で

8- -す, Ss(乙,+ズブ+る。+ネ >

こ の 4cAoxc はﾡな台こﾡﾡでないから ・ F は多月すでなく、

小vク〜 ?, し=一
• 8の伯 ・,

2o&2 4 オL> シ・の デ.ー クにすするせ乙ﾡ肉

o / 2 ヲ シ 5 4 ブ
TTeee 

?
-4 433/2 o3922 ムガ〃 &3s/ o.3Z2 22223 &254? 22% 久2ル4 o2//
-3 &? 4 ・3496 ・*&4 、う953 97 ・.28 ・28?4
ーユ 44n ・499 ・82 、メ7o ・3243 、3225 、325P 、28e/ ・2ク2/ ・クタ2
一/ 、如 :4 ・4 ッ&夕 ・38 ・374/ ・34タ5 ・2タ/4 、47

o /aw ・&3 ・な2 55 ・4233 、3。 32% 、2/e 3/5o
/ ～%2 ・3 28e ・3ク/ 3 342 74 2948 、225
2 必ク 38 ・34夕? 3403 ・メクタ 4/ 2クe5 、27ど4 ・223o
3 ・4a? 49o ・374 3タ・? 33 :3349 433 、272/
名 ・3/2 ・543 8822 ・3392 357 、34 •另“ 2893 485 ・23z/

し た かﾡつ て 今の ラ合、ﾡ々 は(う夕 み和 とc;A
ほた係数Cょ&しﾡ でて い・

C.2 の+分な 

受似をうる にに大休ラ～/。 ほでのお花円セ令はふけはならぬ二Y

プPピ1Cとーー )

K, (〜) (54)

かわかる・ しかし 内 はをかも=4まてしかえっれない・ これ メ上 

けて求めるこYは aP洋 に昭社である・

一ﾡに -cんax.c がﾡﾡな含こ画ﾡ なLのでなは ﾡﾡさ れたコ 

レピクラ ム非にﾡ更にハさ< なる合にﾡっ て ハニ 乗法を 

ﾡする ニ ヒができる ・ 今の 尚座のよう でラ合には しっとそほくなめ 

てはめの河法、例え はﾡﾡさ れた 方ﾡ式Y愛みﾡ合ごﾡ応係数を 用 

いるけれはなないようにふる、

一方のﾡゆるやかたという<とは、=の 該的な求型が 

鋭セﾡ型で丘以しう るこいっ神尽を甘する- 2 れセ単ﾡ化する。に 

受しダく 所いうれる方支である、 二のよう に<と合ene (う。 )に う 

・てみケ ～.25に接丘したﾡなら二れは含己ﾡ天町砲数 .

( &2.な-cet2zczxce-

P(r)= Cot4そ 
- . * 

さしっ 建ﾡな -才とCexc2 

いそ ・

==〜 卜は考2 られ をニ魚 間 の更 姙で あって KIは修王ミれた 

a2d4o2 愛せて ' =

K= V7 の ........................ (55)
である . コL ビグラム (F;9 2)2浮い &は常※ 一, と一sて- 

x才るょっに登LeY3ク 画政 ( 夕 の役を示す ・2=2.228? 

のごさK= ～/3てあるつこかわかる。 ニの一致 は注 ﾡにする・ 

しかとこ九は福与切すしてちえけ九はみらるい。 こいうのはﾡん 

と。 ダ波 ﾡ数し尽 " 2x2-A2ヒ さ え 一致す るようにす 

Lはﾡﾡ汝にﾡ当よく あて まるものだ から める、

で丘メしうるこ ビか5?に おい て 系されて
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しか L 例え はﾡげよう8 ﾡの均数出叙る あて はめろ&ら、 格故当保 

は中尚であまり 下Iすさて 会茶 あて はまりか

所4 な 通桜

テータのﾡにあて はめそ行う ごき模型の性因について そろ 燃施 に 

力って いるゆ受はGい(m断の例を参ﾡ) ・ しかL つれらの性ﾡ名 

ﾡる:二と は優なた求型セ っるための K 近式である ・ この埼合"法 

のきは x皆量ゴ し ～ラ ムとﾡで ある - などなら与えられ

たテ・ータの性区を ﾡわ す巧合はゴ ビ グ"ラ ムを所いるこ ビ がﾡし 多

いから である・ 

ここで々は二、三のﾡ株なﾡ型 どその コレゴ アヲムを ごちらかご 

ろY気系ﾡなﾡて論じてスよう・ ていうのはK盗な性更の結X 
し会っ か とかできるかうとぼう・

楽めるﾡ還で系し留サなしのは解

ﾡ(パ8®esr..tr4 ?)

である・ 

ちsれを立ﾡ受とする=の程か 資ﾡであるためには

12l+I8 I< I
て なけれ は- ならない (る5をみよ) 

合る共*次は ;* *

(/一z,-8zュう ( 一z-4る2 )

かう 生さ た、向は

ご なる ・

= こ で

ぐカ る

f(S.2)=AS P (ot) =.

Psい;.( (シーや)一78とA, ま 4)ゅ4t-484)「sn
! ニ ヒ 2=o

, +。2_82-A Q +82-3-4
- 二 」 - 卜 乂”)

°-V6 (/++8) (++B )(/一+/> (/ーよ -8 } )
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(58) 式は 4.し >。にっいてﾡ立つ・

-4cdonta (夕6) の麦続の合への保光は-*ﾡキ央差なﾡズくた必と 

- e2dez -4tocんaarc dfexnt&- c82tt )となり 形式 的

’- (よ念+8う+ケ)を(X4)=E(X4) ..... ・4o)

のよう に老 かれ る -

し こ。 に 対L て 骨 tここ ( 4な > たけゴEさ せた所L い左尿m 
x=。 , Y-。 に対Lて 平uを 町志さ tるY、 二の戸ﾡ は

( (+83, 負十を)ら'(XY ) - e'c*Y う ・・ (e/

のよう にそけるこどかわ"る・

ここで &(*Y)=全(x8) e'=(X.Y)=Cくズ3)である・ 

ずな力ちとAo&(4。)は + (4/)の万ﾡにってﾡる 

みcu&a. 兄だの系烈る考えることケできる・ これは互いにﾡ立で 

める. このことは一次のボ型( たた C2ペ& -Ackc*&>の愛化 

( degenue2zと。 )する生ﾡを系とて いる・

※なも 普な二次の caacond P2adcc ) -dlcxe ( すなわち※し岡 

¥なー受化 Aclexe ) は天統的ﾡる画崎

g こ。(c +g +& +S )+Es. ---(42) st 6 ・PSttアS-t 3う.も十/ S.tー/. 一

でめる-

〔4+どr4-))んs.:es. • ： • ； (4 
のよちにきかる 登" Nに"する ヨ比 o 九んcん&c 44と

は (=二〜ムは と..ウu2- 2K.2と クリ? z九 )

〔tラメ+(一ん〕e (x4)=e(x4) -()

と亡ゃことは西らかてめろ-

品的と ﾡ係は( 同伝式、5。), (62)乙z。 s合と ビ

<) ネﾡ的に技5 的ム性ﾡが ないたのヨくかっ W わ九て い る ・ 

tどz )の三成は絶Xは付ゝれている- ( Ve con Pee
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& B_Co2m22 , /タ5。; 8tcu, 9ダ2)<れ うはﾡﾡでは 

そ い。 公式 ( 7とCんm&4た_ . /タ48,P2・/ )から

!!
2 し ・Xu, +Yu»&u ・ w2
(M内十に"ア" ’

(ト ーV (X2 十、京> ),

てあるかう 4c&coe ( 44)は

&(zx4)-S e(+x. #+Y)k. (kH)4x4Y....-(44)
および Y

(XY)-っにK, (k) ..........(47)
Xなる。

ここで kv はオ= S0 ﾡ王されたォ - ケーV oBe.o2 ﾡﾡてある.

-&c 卜K, ()-/ たが ら

47) に対たする ﾡ麻係次は

P(-) -Kて+Ki(にH) ......................................... (48)
でわ 3 -
-とlezte (44)は- 総げ (gen&2z2 )42coL-8udc% 幸峯分 

行ﾡ式 (4がocん&4工と affcence 2* 氏ルれ ) の特Wのﾡ合て 
ある・ﾡﾡの指田的(22んtc) 放ﾡﾡ的(Az2&&c&と) 出 

保的そ支(イ4e8-c&と メのtへの分ﾡにL たかえ は、(64) 
は孫長をヴだとする円ﾡ支 (cc&a& イx) こ湾える= とかて 

さる- 残りo4cとoud Cad&2.-c&exx2 をすろ= ごはﾡ齢的に 

しﾡﾡ的に し ビ だ求 休かあ る .
ーンI

相ﾡる攻 (48) は-次えの 合の 場数支2° c 同じよ っ に ・ 

二次えでの " -2Cc2u&a4 " ﾡﾡY方えっれるかっポ 味があ る ・ 

と •ちら の国岡曲級,軍調減少であるか、(gg)は尿長で平であ 

dた*の 支少のキかﾡ数式よ りし量いといっ尽でﾡつてハる- 

ﾡ女式は* れ自好-次えでのせ数の ※灰て あるここかﾡﾡさて 

お . ま た航環 された d祭し 呼ば ¥ずﾡ少 を示なという大さむ型
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営から、 二次 えの コレロ グラ とを指数式のﾡて友わすという多く の 

賞みかなをれてきた・

しかし ﾡﾡでﾡらかな ように、二次えの合 指牧式はルすししよ

<ないし またK後のMの例によつて. K, る数はﾡ数型よりむﾡ 

各によくあて はまる ニとデ☆ て いる・

活校的ﾡ内と しっ ような二*え。 達程し作れるか、 それ は非ギに 

ヘエ的なしのである- 切えは・ xz ( /?47) はﾡ乱数 

&x- /(*2+ Yる に対さするスベク トルる女は( u+0夕 

-み)さ であるこごを系した・

このよっ なスィ トル岳 数を し っ 承も話単なﾡは予式的 に

(( ー ・ ( 子ャーぐ〕キたの) -6α4)...........c4) 

と番く ことかでき るが 二のう なﾡ保をﾡびく 自べ的七メカ= ズ 

ム き 発休 的に 示すニとはﾡしい・

P み&&

( B。のx&2 , /9s4, 2Cッx P 2; 一 24? xり)

B4uそ8otた, (.』レタ4厶). &tcた&2c二 た2○-2とd.20 ・ 2&d:Aa

C2cじc _ecこuua_ てッごッ、

ジutcc&2_. よ ・2 &rd えとcと ・ . (/ク24>ムムたれ チ

tと. 2222とビ&ムー チ yと.と4 グ だッ ひれe2% 
シ 乙仕. accc2x ズ メc2そ .84 . 2 4人

R23 2 • 2*5一83
L22co02 P み (/96) とのt夕utビmt☆一 ao2ocnu 

。 Aじcd%a安c ん2CC4.8 , R a ど。e

B . 8 s8- o



-2C2- -2C3-
42eッ4 9 工 (/944) 742 -&2とau&ゼ&4 444と4tん?oc2よ4と%

Am み.4 砂なuと . /5 . 22?- P2 .
Autoz ・ 2,((タダ7 ) ・ ②eLc/と &た ん&&) 

ン Qse - o% /ew+cozewa 

夕&4～z&&uBt ・う4 。/.

7L22Cと2 ・.B 4d %42 ・A.。 (/タ//) ぴ6a- 2#L2ケinad&L

6uと だ イとと 2cx68

イと ・タ e 7一 3 2
7Le/n&t 子 (/9ダ2) ectuue4 an

・P A子と・

CoLe2etC4d の亡

2co&L2c2-メtCuイと% axd Mx42&&じ 

&cdx &ん-2 u 8 ノ& メ anvcuLtoe .

24n2444e・ . (/949) ん2c42e。 イ AEuxと-Arム

An. ?t% 81atた 2。 3sダ-75
-..イ. シタガ) u&e2ci -&io.&nzsズa&cdM/uc+&4hw#ec 

み化 名o4tntu XkaZx 2 3,2タケーシ/

知Mルムと. C"ね8) と。uととyt teがa 2ア222# ク チweと 

イ4&2o cHod 0noedi4 メ2ex3 ・

ひx Q2～ heと 8. &と a2cの42 ・4 (/タo) oceacouaECclculu.
Cax42d2 しeo4 んzeua

2んどL.. P (/952 フ る メ父と A &a- 4ad。 3x&:んa,s? 3～タンP.
スな波-,P (/夕53> 2 &4o f 2uA42-ムtwwe 乙-2&a24

.R.イムx.t.Aec B ノ5, /2ダ-39.
?い., ・(/?>ス& Exsto&axrc ウteAe2a2mu an4 
イ だ 4&1ncタ Zwe - ・ &..- 4 2.2.

スLxxA ・Rみ、(/夕 Z&c&e * 42a えな〜2 メ 4&wを 

A イ /wAaEt zitL Ahmax夕 Ceoucと乙eっc.
( Lyox&4とAaと A2c& >

224<, (/よ). A シ と そ&e 4xタ ク イぬと.～

2 ce S-excv. 2ク2426e.

/東看 注

羽U必-力上超締文 (P$-4o) ラよびん4Zt&a2 ○鈴文(/9s4 

gcot . Pe 45。一 442 ) ではとしに みoe。 & Aa2C (/タイ ) 

の小愛のテータをﾡﾡのﾡ呼に用いている ・ ー成したと< ろては 

2んibta-。 t&6-。 (i) 4=。 の列c(i) し=。 o 行② 

系列福はんん。のね次の(i) "行に送って、 しvの会デー 
クにフu ての地 x ・ ( tu&e- s. 2 ・P442 タ 長復の 列)え ciiプ 

n列 と対応定すべき よう にごわ る・ しかしﾡﾡの名かめた ところ、 

井アさた乙はﾡなる定ﾡのしのてある- すなわラ

こ = 2・・・ 25 ﾡむ方ﾡの列を示す・

よ=/2 .............2o ﾡ北方向の行を系す・

<すれば Aんれte- ②h。 に対すろﾡ友初ば

き 差2.な,。-ま デき デな.../uッ

て・ 該につてしぼいてある・ しグし/ndaz の甲いたにす 

そﾡ交切は
2.-S 2.-S 2メ
とX;XuンXX* と,ど。;rs/(e-S) 
二/ " " ・ニ/ ・-/

で 文教でし河じである・

二のっに MAtどe ○天列知は全ﾡﾡ ( t42 〜uスとou ) 

ごKﾡ勃から 計」さ てい るが、/xtx&at のドはみ くたは 

マ 内)気助zそとナいていみ。 子炉さ火る ﾡ こ 2-&rと のﾡﾡは 

4 およがろﾡの安動 だ が ら as.&x コるの よ 。大 さい。
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/2 系ﾡ的状示の平均侵の分嵌

e Zzaczce- メ そe 2x メ -440ゅ乙と ルタ&4

合合 き

天ﾡ的塚本掛会の 方法ば二まて色々8かﾡ、ﾡにﾡあよび生 

と学ﾡによつて所いられてきた。 二に. 更 *で のﾡ刊さ と顔益資 

ﾡを地区作安ヒ用いるﾡ合に規作冷ﾡ払支 り)ﾡれてハるこどにさ 

るしのてある- これうの用芝は ノeke2 (/938) や 2t&czt 
(/922) なごのﾡ究によって正せ化されたものである。 ﾡはﾡ 

作冷 ・ﾡ化ﾡ作冷およびKﾡ的網査のボ払供Xる. これらのェ方圭 

で 久圻する ためヒと っれ た 詳細な狭林銅査•の チータ ヒついて研究し 

た・ <れうの分祈が、ﾡﾡ的岩式の効キか一縦にﾡもﾡいといて 

¥ が系さた. 2482t2 の 論文 てはﾡ宅 ﾡと表せな一致名示す平

平方系列花所 ( 7れ22d 8gua2e -4oc2と Covua.0awu )を甲い 

そ-つの河汝か与えらてにいるか、 人体においてﾡ祭は系ﾡ的ﾡ 

本 。 祺 茎 之藤定すe 同名求ﾡ求の ま、彦している-

ごくボ丘Fce4+ (ノ948) も本床区査のラークそﾡいて・ 

系紀約び木 (安をな娟及 を得る ためた科の 里ね合せ法 く全吟”国 

72tんd )によつて計算した)と ﾡ作為杯木、みよ びﾡ 営リーつま 

たは二つの委素をしっ思化ﾡ作冷涙本の分該を比投した. ニうの 

ﾡ合に力いて アw は系究的ﾡ本の分ﾡは当 ・/ﾡの 幌刈復を 

しっ旨じ大ささ のﾡﾡﾡ作冷原ホの 今敏と 少LL か量わな ・が、ﾡ 

の数を半分にして燈ぎり2の 視測 個 を とったﾡ化保本て斜っる 

分故より は 非帯 に小を く なるこごを系した。 これはﾡﾡ的な相ﾡな 

とで分故の 不 ﾡ性定復を与 えるﾡも有めな方支である込 恐われる- 

©々なﾡ型( スed22 ) にする系復的標本の描払み被の買に企と 

た研ﾡ有所であろよう にxわれみ・

3ぬ4 (/943 ) は多*の 特別な合に ついて 塔払分教を研究し 

神引ﾡ概 がある場合ヒﾡ «的 ﾡ本の平値の故を与えるあるい
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はあるﾡの原定のしYてﾡごのﾡ不をﾡえる式を示し た .のctt 

(/95ス)は、 ﾡ川住か 定ﾡ空ﾡ町モ (4tae&w4 んusc) から 

か たこいう仮定のしと ヒ東统的 機 本の か故を決超する方法な 

与えた・ こ九は問じ分かにおけろ Coc化oct (/タ44) あ よび' 

6ucntowcLど。 (/94? > の研ﾡかうﾡびかれた tのである- 

このﾡ文においては. &wctと の方去にﾡメくたやハ方を及点す 

るか、 より はなかﾡい係にによろしのてある・ 我々ほ また 視削 

チー ク のそれよ(小さ い面轿 および 等 し い前ﾡでとつた承本の分故

式をﾡく であろう,

(こは 2vue枕L の方支には合ま北ていない)。 これは介該か単一 

の採本からゞかれる成合し全まれる. これは忌々きわれて いる尿n.
すらわち 系統的緊六* れ自ﾡがっは誤とのﾡ定復は各うれない こ と 

ど ・矛君するしのではい・ と"っのは研集ゴについて行なった欠

は対めﾡﾡご同年であるかってあろ・ ににし攻ダ<の係さセば 

る二とかてさたケ、 料定の しのを桜ぶについてはビれか多くのﾡ填 

n テー ク にあて はまりてうだどいう証調がでけれはなうないし、また 

ア ごて考ﾡする合にふいて 求Y一家する結ボをぎびく = <ゲッ 

である ・

二の研は、 ﾡ条上にYったで、上へ型々の地ﾡ力 (zxu2u 
てッなと4 ズ Cocz )のt合(%) を 内 技 泗 を行なう と き ・ ニのラ 

の前所こごのように さめゃかという < こに っ(て行つた 2eutん 

C2nt2ょ-夕u# Cotckwcc B e2 (そとと 3e24d ) の世当音と 

のすから生れたしのてある.

三 ②崎の 主ﾡ色 ば ・ ぶ※ﾡの が後の ﾡ談的およ び産ﾡ的条 

gの 司れについて も ュす る承型にあてはま さえす は、ﾡ向ヌ

1 :,二 嗝上 で一盛 ヒヒ ラ 久た任 さ 銀期Cの天列に対L て盗問するこ

かてさる ・

マﾡのためこれからはいつも 観鶏色さ とる 部繁の全休をを中する

-ラ>セクトと その上の忌についてを弓えることにすろ- 茨泉的 

w究について はS4にす る.
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2. 分数の公式、

トランセクト はメぜの忌からちっているとする・ 源本はる 

各の忌をてろこにによつてﾡさるから、可 絶な標木の 数は と 

なる.ネ tヌでの夕並をズ。 c. =4 2, … •,/と)と,する・ ﾡﾡ研来 

ゴかうﾡよさ た系ﾡ的標ホの 平均値のガム外敬の (ス,る(保木平 

均留 0 0 集団平为夜 元 からの掃 産の平均平方としてだ云さる)の 

なすは、登ﾡする三つの鈴文 (2adow-.～?4?.ノタタ3 )の系初のし 

ク に あい < Zadet ② 然必2 (/4ダ> か ••之 た ・

これは平汚ﾡの 巻 の 分と ・
だくx:-ヌメ= 笑 (xこ一x:プ/&c

こニ/ こ/う>し ,
なろﾡ係からﾡ合今のよい砂でﾡびく こかてきろ・

(～.4>→ -イ+2る、-2み=(～) ..... (4う

(α) のし>一っの形グE2o-?tc&awtの定ジから呼らtる。 

二の定ゼによれはししす(し)か(2?+/) 次a での ﾡ袋な ※る汝名 

tて は %g, ,
含 そﾡ)ゾt去 (Aの)+#())一あ,品が1かァ(ず"。, 

-eゼリ»reバチ"マゴe,,) "fそ)cx

ヶ件っる、

一 月タ (t)にk例するﾡﾡをﾡ条で示 した(も)のラフ

, ( 日盗は 形式的)

すなわら、二れがウ 。 ,っ,ん.。、

wx 多 ラのチ々支 笑とん.

ュ )-(ギ*2チ..)…… (

-=そチ(o)=笑 (z.-z子 /x 、

/

Fn= そ
/ メ(～-S), 

工" シ (て:-く>(文:+4s-2)
, ズー/ / 4x一よ

f4年xケ 乙 ー ン(ズ:-4)(Xッ-α)
c/ / こ 二/

こ二 で2は任老の数てある-

>"・(ス

だ がﾡ 大に そonC するしのとし、 またS こ /&t 、 二れに六 

たすぁズとの優名て(Sゝ、 および#(t)を

f(t)。- (x(S)-4>(x(s+t)-2>4s ........... (3) 

ヒzﾡする・

軽ﾡに今"て ,x,J H 
チ7→4(-)=β

=/
. → 。 /(t)&t=

f(o) (○)
であろ から

* 2oveとと (/952 ゝは二の公玄と少t 受た 形て=え ている・

2unuduZ2 (/94?) の52たのは &ッだと ドい位大さい と3 ○式である.
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ここでウ(:) (し )はこ次の ﾡ空、 8zv は 2oxwscBビ の政で 表わ

- (2-8Tズ)しさ e P(x)=二

で・ある。

この3女が駅歓すると仮定するど

a ,、ダ0-ぱ(と) 昆)7’泌) 朋一似虐十…(6)
S 6 3ど。 /タ/2o ス今

が得っる・

t) かル愛な次枚まで徴可ﾡ てあるていろ 仮定は ・ ー総には

6トラ>セクト 内のあ測位に さつてﾡだされむい・ しかし 

Cscax ( /?44 )にぱって. ﾡ定のトラ>セクトの ﾡﾡ但を 多条 

の 野ﾡ田かっ 地公 L たﾡ本と ちえるなら、 々の ﾡ不実 紀なﾡ 

合cむ (t) の明待ﾡﾡ( 二のﾡﾡﾡは田系田からﾡムさた際木 

の全にわたっ てこら北 てい るが炎す るよう なﾡ分可 ﾡとを し つ 

といっﾡﾡは正当で ある 二とかすい。 したってﾡ々 は今後今敬ﾡ 

西行塩を考えるこ とにす る- 公大 は庆 (ス) ぬ い尊をを 0 炯件 載 

～ラョ ッえても次っないし、 た ﾡ乱を生する おそれ し ない がら、 

ﾡ件4 ヒオしてし同じ紀ぢをﾡいる二とヒする- 二のこ別を強L 
を いと 思ろ とこ ろでは (ス), 中(t)ﾡ。 際本信、ﾡ料任の ようヒに= 

っのﾡを考えることにする。 このE別は (5) 式か問いっれてい そ 

よっなと二 ろては本区的にﾡ裂であるが のﾡ合にはﾡ糸にあ ほ 

"受大 でるい とぶわろ・

桜な方芝から ・大ささえの知作為本の平内ﾡの 対ょ教か 

()=を(1(2)-ステ) ........... (イ)

で与えられる=乙 かわ か る ・

(4) うよび(4) に今メる る数を単少の (t) について 

アタ / に系、オ・アはﾡ塚や(も)下の面ﾡで与えられP(o)/んx+^x 
は多谷秒○ A BC D.の動料であるから()はﾡ保で示Lた面 

恐の二倍に 埼しい ・___________________________________________ 

* 二のクラフによる方汝は2ocた (/?夕2> か5えたしのYF じである- しセズか x #
請ﾡﾡからとら火ているという2wc の仮ﾡは参くてい、ないこ ヒに とよ.

(5)かっ、 ししﾡドが王し け は、 ますの () は ﾡﾡ血て姫盤 

()の二受て次化する. ーカの() は / こてしに一次的夕に 

( -&naaz24 ) にす る従って +分大 きいスに対L てはの() は 

のミ(n) よりし大きいかう、 系ﾡ的保木はﾡ作冷源水より相泣であ 

る。 ししゃt)か。かほたはある魚も。 そさえるz一*的に&す 
るとら、 地公最 (/)の所岡かも。 以メ上になるとさ、ﾡ(7)は

tととtに- 次的 に ﾡmす る (F92をえよ)

か数(～)は、 m- ト ラ>セクトグら樹ムてた全ネの平均 

。 演 動 性交 表わ 十天ﾡてあろ- .ル (t)tに対するぼ木平均負 

のﾡﾡの 平均平方名の。()とほわす と

火 6 ()=ど3 ()+2み/........ :・-- 7)
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でりる・ 催し(も)はトランセ7卜の忌を ﾡ占した母索田尽しに 

おける 平均«てあ" M モ P/は a ケノ。ん(t)dtに琴しい と おい た 

Yきののﾡである (Fタ2セスェフ ・この該はしし表々か 

J。んt)dt に生じたﾡわL い ﾡ化のを条ブゅ セしたい合にはﾡ 

要々しのであり、 また の女分該行列か糸と tてそのまきてある 

<仮ﾡできる。 ニに はﾡ師がじ受である ・ 例え は二 のﾡ文でﾡえ 

たトランセクトにろいてある複物のﾡ受をﾡ々に他のしのでおき か 

えっと被ﾡ友が次化するはのりてでく ・ 共介政行列もあ化するか 
しない・

う光

3/ S()を決定するためには覆ﾡ的(。/)のﾡ留の～て 

のヌての #(t)ケわかっていなけれはならない。ﾡ々はォ/魚を 

(o, / )の中から域作玲にと"、 ニみら / の向ﾡ ニヒに 

と つた息ての城ﾡ島 r(卜=/ 2.....,ス )のボネから二 さ 

北定する・ このびに 対し て

Y ( "/～ ) = マ 三 (- 一4)(z..こ 4)...- (P) 
を定※する。 ( "/～ )は -()の不 立定 &である.

しし #くt)に対tて *別な 形(Wえ は塩数き«) 冬のたでさ 4 は 

むとろﾡ々は、 ¥ ("ん)ヶにﾡに多枚のたにしこすくことか杯証 

ごる十分んさ い uの復にしては ・ その式をこらのﾡさた 

V(り)にあてはめ、 回ス は叙数政内 の式かうゐ(%)e * めるのが 

よ い.

ニれか不可ﾡむ埼 合に も 、小さいしの省に対すろ ﾡ(t)名さめる 

こ と はむづグと くい から 、全刷叔数式にそは t=。 での 数系 な 

しﾡ功に決定てきる・ しかしたか/にfくなろと. ・まるﾡのな 

か少セく なり すき•て 十办 な堆定 償立 得 られなくなる. ケラフ にる 

方去ヒもﾡﾡな次尽かめるが、 <れにえて W し 可他なっすべての

で #t)をゞするといっ手なをﾡ6する= とがﾡま L い・ 

しL#tt ヶあ るﾡし。で 望ﾡな ら、ケラ フ に よる方本ては
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た・ く上のて=ろまて#(七)をぼLてし()にﾡ任はない.

*ﾡヒ みいてば、 登要ごﾡえうるﾡ大のﾡとて崎にﾡしい長さ上 

で*A が部桑と冠似せみよ うにむろ犬までﾡ(も)をっ なはふ* う < 

十分て あろ う .

氏ﾡが正しいてﾡえして、t。まての与 のみをちえるﾡ合に含ま 

れる ﾡﾡは
¥ __9 2 _
一, (2ッ>!7V

で与えられろ.

〔4(2一/-#?"-。)〕
しし奴数のﾡさ所いろなう、 安っかの所の保定ウグ受である- 

f(t) か し=し。から たで祭型と仮ﾡす は, c/) = 内(t./o-t. 
て、 湯*の終が数は。てうる・ ニてW七ﾡたは、保ﾡ(o,/t。) 

で て(S)が平均盤ん,そしち、(し。./)なる 編坂で ズ (s) と油 

立と すろ もの である- ﾡし 平均値はノ2。 ニのごき、 七>t。>』に

し て

中 (t)= (/-し> (メ, -4 (ノ2 - 4 >
ごなる. 浅料復を 試来cて このﾡ定の王しい-と&率め力九は 

f (セ)はト ラ>セ? 卜○f初ご"の平均物がら 正度沢す ること 

がで さる. 二"ﾡﾡみ三 には み立 たなくてし、ﾡ(も)はこの ホ 

に*っ砂営されGい・ Wえ は "/ あよ びメ2 か、常数 でなく て. そ 

* なる

メ =*<, rイ+し ・ メ2 =ピュ +2 し

82 画曲と ミ う とすは、
(/tア,

4くも>・ (/一t>(,&)(212-4ー ス (も 防2 文) 
、 (ーゼ

-42 (ーペ>J-- 2- '2
こみう

0" し) =- (み/-4) (ュ+ペ2一2)
#(3x)=パッ P :

ビなる, 均世ヶ綱広(。,/一も。)おより (七ー/)て*数で ある と 

ハ っ ﾡ定によって
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パd)--(バ4)(ュ+ez一4 -ピ(eはe,z:は4】 

+ 4ーシ e, e2

ヒ 8 るから、平均良がマ当な涙ホに しとすく しのであ"ぎた も。を 

てさるたけ大きくとろ&う、 二のﾡLはﾡﾡヶるいい(Wちパ, あ 

よびPzか大きい ) 合 2際いててっ大きく なっるいであろう, 

3.2 計ﾡのテータを求めるため、イロットﾡ去(ﾡﾡの)を 

行なうﾡ合には、ペより大きいかまたは小さい の復にっいて 

(%)を新したい. このとさ ﾡ木呼均ﾡの介歌はペ=スにt 
る浜水* 台ﾡがう 計軍さ るべきである。

n が多字上 ～ よ り小 さいてき 例え は *の夕 しtく はそれ以下て 

あれ は、叙式か・るやかに塚祭すろから ケラフ に よる方逃かﾡし 

よい、 スかと巨じオー み一かそよし大るいどきには ・ #(t) 
の塩x 決えす る場合の占表務ヶﾡえすべま 峯と ﾡわなく Gってく 

るから・ 収坂のﾡをﾡいなけはなっ8い・

土=。 てグ要な数係女は?みパイ-なての公式によつて決定で 

そる・ 町ち

e")(o)- (2(。)-v(o).. )
P(co)=スう(4V(0)- 。(o)...)

ヒあけはよい・ ここで4Y(o) =V ( 才 ) す (e) 

ペ(o)=(え)-2す( - ) +(o) である・

AV (○)のガよ介改は、しこYしヒる度に送大するから ・ '») 

#"てo) ﾡを准ﾡすろには、 少なの頂のみを所いる方かよい- また 

同じ型由で、が() を次ﾡに感ﾡするとさしﾡ牧は少ない方がょ 

このこYは奴数及店か為甲なのは、 か+今 大さくて、収次力 

念宴な対合にﾡろ二ごを示し「ている- とcっのは他のﾡ合には、 ﾡ 

しいりが生するかっである. 次際にあいては多く の合、 今整の 

E6増ﾡ値か 要*さるここはなく、 か8り大き いﾡﾡでも許な

できるしのである-

3. 3 視新ﾡ に 活炉的な ﾡﾡかめる ときには Fﾡか または 

そめﾡ牧にﾡい と非#なﾡりを生 す・る旅ぼと ふる- と いっ のは・ ア 

ラ によ るﾡ主にちいて計ﾡそた + ( "ん )の復を通るﾡっかな 

当係をて く ことは妥当性そ失うのっである・ 

叙女式し産*な使系そすえるﾡ営度にに來ﾡるい・ もとテチーク2 
生資から ﾡ期の存ﾡする こ とか子ﾡできは、この ﾡは ク か問 

岬の+分小さく初分となるよう に すれば,け う ろ・

アiu4 ばお林的書において生すろ3ﾡさない町畑ﾡﾡの -"le 
*Lた: *うLてこのﾡ合にはﾡ単な明は夕し多えっ"ないよっ 

にぶえた- この型のﾡ谷2ﾡける並-の万注は. 試列堂の向ﾡをで 

き る たけ小さ く こ o、 少マ4と しぼ歯めﾡか惑 されSいニヒ"2 
いように するこょである.

ョ、4 x(S)か ○または, o卓さとるﾡ別8合には Q=°xお 

<こ方型式 (9>は止#に百サな移こなる- し信所あとに他の/か 

いているよう な/の故そVuごかく ご
,,し、 V し ./( 7- )--～ ・

こなる.

= の 場合 には 、、

○<(t> (/ーt
であるから t,=/ にみけるみく @t2Lcと)の K派 を

-/ < ・"/) < o
のよっ にミめるこ こかでさる。

しし 計ラ> セィ トののﾡのNにﾡかてい。定すれは 

x/=-P, P、てる-ﾡLP,YP: -ラ>セクトの合めとペ

ての/のうであを-
しL 〜大さけはォー eﾡ( メと +e2ece ゝは治んど

ﾡ てさるかと

火e… - ....... ,―… ダ)

が波 立する ・しm卜はﾡの 観.週) 値にみける/こ2の ラ> (w)
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の数である.

< の 五似式はかたﾡに大名 いと aに のa正しい ・ その運はﾡ 

抵ﾡ町のﾡ町がﾡいから、 ラ>の数はﾡか少しﾡ化してし*れにつ 

れてあヨリ 大ま く 及ろ ないか らで ある. 例I 之 はﾡﾡ負名 次五 にか 

・ て系列内の ラ> の牧を*めるこ と かでき る・ しし二れかrごあ 

まり ﾡわな けれは=の支を介故燈定の ﾡﾡ式ビ して問いるこ とかで 

さる・

2 次孫結X
次京テータはﾡ生の核及浸の記ダで、 ニは生きている複生

(_&シタ z3etazのL >、ﾡ託した複生 cdeaazsparaZot ) 

ﾡ*の二っ に 分京さ ている。このﾡ生は . よ 3ez&axc ﾡ島 

(イer Q-u2cと )のﾡん9 の*や以来のム抵氏地帯にある土 

ュ ぎo7て早戻の一ﾡ分かうなっている。外Xはス&れ4んwえ nﾡ
三 抜にあいて行なわれた・ ニニの士ﾡの大ﾡ分は、 海枚ﾡ z。。e フ

う イ ートメ上こﾡするﾡ工ﾡみﾡﾡのムﾡから平びかたしのであ

る. 一世ﾡにわたつて、合ぶの路によつて チ数のフロクにわけ 

っれた ・ このァヤのﾡﾡに品ギが放女されてきた.

第比ﾡﾡ く/£"七皿 anaBya。 )の最介析 主んeウt ?&イしoと か 

所いられ、 浜さ /oチエーンあよびそ以上のライ ン トラ>セ ク ト 

が板ス的に次定さた. ﾡ析夏のは2イ>チ同ﾡでﾡのヒ">をﾡえ 

た長と2。インチの会辰せの枠である。 経ギ夏のﾡじHにﾡﾡﾡを 

トランセクト上 にxぐ)てX いて 各々のピンにﾡるﾡ物の数を係 

した・ ニヒによってトラ>セクト上の2インチごとの x任の組か 

ﾡられた・

名々頁なった 条件の 4っのトランセクトを ※くた。 二れはア 

・ク、 8. /トラセクトで、*の町料な試ﾡをAPPa にあて 

ある ( 各ﾡ )

ﾡ々は 生ﾡしている (-&シw4 ) のz生毛こて いない 合. 格 死 

( duad>しているのとおﾡしていない ﾡ令およ び地 式たは ル杯

3
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ャ/を しこあごにF じ地被のﾡが統い ている の 汝 Vu

上 ト 4 う トラン 2上 7__ 上.ラ 上_ り トント8
と [B二 
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ノタ70 : 473 ! s ラ7 コを3 パ7 674 33
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7?3 9 24 3888 /8 &5 24門 3 3c6 /942

742 // /〃〃 8ど? /3 ダ5 28 4 2夕 /48
ク4s チ バク8 3855 ノク 5怒 44 ? 28/ /?4
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の二つのゞ合を別« に方えることにする。 主為学的にはこのﾡヤ 

のしのか氏し翌ﾡである・ * はRS ての地動の次なを生ﾡし < い 

る遊生があれはX(S)=/ なけは(S)=。 とLて 述 する-と 

にすろ. そののﾡ合し片ﾡてある-

ネ2支.() 一ﾡ表

トランセクト4 7L = 3PP 7

yL - 名 (4475テ -e./P? • _)

VD= 支 ( 2/e.3o - o.3バ/ ・ ィ......)

VB- - ( 5203 - o.38/ *…)

トランセクト7 n=4283

VL = # (22・ラz - 0.4 52
で...... )

Ve = - (74/7 -2.592 _Zご __..Y
7 ノ

VB= 令 (75.85 - ・473 ダ-・

トラ>セクト// み=ヨク タ &

V- - ( 205? - ○.222 ﾡ.. )
VP= ﾡ (2ク53 -2.239 -ぽー ・--)

Va= ﾡ(39.9f.-0.2/7 第..... )

トランゼクト8 =ダ32/
VL= - (/3み.4g - o.444英.... >

上に あrたﾡ合に 対する生乏Lているしの、 お天 僕地 (L.D.B) 
のvu の位をォ/ 表に5えて ある.

ネ/表をえると、 均s。 インチ (卵ラし>ス5)以メ上の前ﾡへの

合の お死長 ( doad んた ) の 試ﾡ 値に対するツu のﾡ(ﾡ作A 
友訪を別にするく) ボ知かない (wち (7し)P. 電L Pはﾡの 

ﾡ ) 第合 たに不堀 さろしの と大冰で しい。生選あよ の承ﾡ。 所 

合は二の前耐では多少おずがある。 ししつれは大さいガお前商の 

j合を際いて 、ﾡﾡとﾡえﾡるのに「十な型ゅつく )ﾡ化する。
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この 二 ごさ、 二こ に表示し ていGい ? (t )のﾡて与え っるか教に 

対する5与をﾡ淡する二こ、 F手てある。

ﾡ攻属内の 係ぶをおめるため t=。 における三ﾡまでのﾡ介のス 

をFいた, これ はは払ﾡﾡか 大さく なろの乏盛けるためである・ 

と= /では/) = ード<ビ り、 のすべてのボる数は。 ヒ とった

*2をに生乏、ﾡ.、および 深地 ( V ・ Vo. VB )のne (%) の 

分ﾡを ﾡ救式で与える・ トラ>セクトドのﾡのﾡ数はネ たか ち 、九 

ﾡをすると商商は2ス/ イ>チとぶろ・

資権算して求めた威のﾡヒ 幌測を燥冷に行な うH妖て本 

M心で 明得さ eる 介散 V： , Vo,ve を比ﾡのために*う表に示 

す・ 商雨か妖いYさ VL とYB はVL 乙V8りはるかにハさい・ 

梅死し たﾡ生○ﾡ合は比ﾡ的ハさ く、生毛して いる枚は多少ﾡ作 

Aにﾡ在する とい っ こ とのためにV P 乙v。 ﾡのﾡはかさい。一方 

生汚Lて いるﾡ生では、 ﾡにトランて7トムで*うてあるか、小S 
い祈て はお否にx、ぐ*呼生するﾡ台がめろから、 大休。〜ス。 

イ> テのﾡい 商ﾡで は f (t) o 立天 さくなる- トラ>セ?卜sの 

霞ケ 小 を いの は芝ﾡのむし ろ より - ※てあるニヒ と示して いる・

ャ3 Kに は/クイニ チカ : ス/5の前用 に対する 近以 (?>か 

ら計ﾡL た分ﾡの倍セ しあr< ある- この-ﾡはﾡだちもの てある. 

この例は©3 ・2 て注己し た円座の お調名5 えるしの である・ 似 

公式は、 "o) の世定 に AV9)のみそ戸い ぐ(久)。我欧で せね か 

らあとのすべてのをﾡﾡする合ヒﾡくご下好である・ /。A ン 

子ﾡの合、二の河 支で※ﾡﾡ分か う みﾡの近り任名 まめる と ・ 

才2浜で与えたとﾡに 2スv(。) わょびペ(2)をFいる叙数 

形よ り い ﾡ求か行っれる。

理の正しミ あよび前権にはﾡ型の十さをチェ7十るため、

* n そ トラ>セ? 卜上のK初のス。点ヤから 爆作 合 に 送< だ/ 夕 

より坐し、 2o ﾡ目ご、との尽をこた /○ﾡの咲本と 番日ご 

とo尽名とたス。個の ﾡ示を 作る ・ ニれっ の本平内催のか 政は 

(,)〜与えられる (.る) の央的な並定位を 与える-



状 本の故の 丈ﾡ
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み3衣 ﾡﾡの あるデ・ー ダ からﾡ生 し た 系統的な本と ﾡ作る

浅Ea oイ>千 22イ>テ "クイン チ 6eイン子 8eイ-チ

トマラ セ7卜<

VL 
vL

4o4(o5%3) く 746 6.c8e(822m) rs4 X.223(223**)
2.6 ダ・992 〜<85 /Z977 2397

ve ○.37○(o.3?5) o,9e2 2・/G33x* ) 3.33。 448 Q538**)
VP o.57/ //43 2224 3,424 ム5?2
Ve e.584(.&。 ) / 95? K29(2,59x*) </8 Xi7(s?*x)
Ve o9o 4./8e /234e /8.540 2x22

卜 っ ンこ?卜 7
VL o.zoo(o2) ん/u/ 2タ2(とze**) 49/ スe2p(2**)
vL <494 * 2992 53 8.975 4947
Yp .267(o.273) o44 <42(483**) 2282 jペパ(ペ8**)
Vb o.4e? ムタタ X437 ュ2夕6 夕☆

V s ・.ラ4/(o.3/o) .842 2%后切1) 3.48e ダ3。(ス。65xx)
Ye /257 2.s/4 5029 ス543 /e.o58

トランセァト ノ, /
vL o.235(&sズ) &o4 co(44**) ス8/9 /&$?(s3**)

V'- 223ケ 44% 8、% /3.4e /ス8/
V D 0.243«■2ゲ) ん5v3(<4?x*) .x44 3.384(4m*r)
VP ou34 ～84? /238 >4o6 3.45
VB o.437 (o443) ^38? う.43O«xイw> &4ee 2337 (タ55**>
V'e <9/7 | 3.P33 Iス447 ; /5co /タョX

ト ラ >セ7卜 引 • •・
VL ・.44/(c4re) “夕/ 4957G**) 8-474 以% (6WX"*)
vL < 49 3、”タ 2878 /4877 : バク竹

* ◇()=F//2ス かう新し た五ﾡ推ﾡ征

x* ゴ公火験からめたﾡた低
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但し-&=ュ。 ほたはる=。 で 名 =てある. しか、し(.メ) 

さまたﾡ()- (メ～) の推定也ともちえっるから、

S (る) のてﾡ的ﾡ声権に、 (?)で〜=ごういて与えっる・ 

(8～>そmえれは ()の光定修をめる二とかでさる・ ニ

れらは才う 表。 クラ7去く Mﾡ クoおよび8。イ>テ) で来め っ 

た対にする分ﾡの次にﾡﾡそさで示してみる・ ころの ﾡはﾡ立 

で c い か とかL 欠験的分散の クラ フ でチら れ た 分訳にす る 比の 

平均はくo9x8 となるから十かと活われる・

5 愛約
百政野択団から惜止された 系統的係ホの 平均区の政を来める 

ィxみw-vみadow (/ク24) の2式るを的せﾡ田にi用い 

あるﾡ文の し と に単-ﾡ才から 系統的次本の平均値の政を求める 

方去をﾡﾡした. そうして こを生で*研ﾡにみけるﾡ生の被ほ友 

の地走 に用し た ・

R、ウ 2こCじxwる

CecEwn ,み.4 (/94ど) た2exれe- cccu&c f と 
aズ xtakfce_--ネtdex-42wCe4 メc2 Ce2L2.t 
C&48 チ /ンと&び?% ・ A.M.S ・7./44-クァ

4 0 .& (/8) /onda &d -そ4Z2&と イ2んピ イ 

て8c2 4 ・ アcと&か# ・ ユミ ・ 44- ? タ
-------- (/クe > は otxL2e f んozcoとc zzaaよt 

イ だいuと4と d246tタ ・子み2cし& ・23・ 96-/ 
人ん28C ・4.2 (/3 8> -才&ッん&夕 &22乙 イL 乙uicと 4イ4 

み. 2aと ・Re4 ・ 5イ・ 7/3一34 ・
2owet. ?. ・/?イ2> ア% Qccu&acイ f -44&wtと ァ&y

Cotvcaeと -8e0そ, MM2 メそそ乙れと-ノニv一?
(/049>en とん tuco+ cイ4anc&と7amow-、
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2の ノAの"んピタ I A.M. S 33ラ-54
?っ42- ・.? (/953> 的 がん--イlo。 f 44そ2w4とと

ズタ"ムタ II A.M.S. 2イ /◇/- 6
7aox--2.? & 7adder- L.H (/944.) % Zんa- Zんe2zf

f -Aatc～&と ガ&ん&w"8 I A.M. S./ダ,

S2.4cue- 2 7 (/942) -&0&～夕 -2222
シ. -24Aばemス インe3d ◇た ム

a2ek3 . ア. A.. S. A 33 2s4- 84
<ccnCt。 ・(、 (/94?) P-2e4de。 メ*t L8aと

-ABtng A、M S zo, 3タダー 75
3412 ・チ (/夕9) 8atとcaとと -e& L&c ア2u

月 ュ4/, 325一 77


